

















大 森 敏 江

関 西 大 都 市 圏 に お け る 都 心 居 住 の
問 題 構 造 に 関 す る 研 究(梗 概)
本研 究 は 、都 心 居 住 を市 街 地 居 住 の集 約 と し、 そ の 動 向 を家 族 ・家 庭 の
変 容 との 関 係 で捉 え る こ との 意 義 を 明 らか に し た う えで 、 都心 居 住 を成 立
せ しめ て い るあ るい は都 心 居 住 を 不安 定 に して い る問 題 点 にっ い て 、 その
構 造 の仮 説 を 設定 し、現 実 の 都 心 居住 者 の生 活 実 態 か らそ れ らを実 証 す る
こ と等 を 通 して 、居 住 の 場 と し ての都 心 の在 り方 、住 宅 ・住環 境 整 備 の 方
向 を探 究 し、 今後 の住 宅 ・住 環 境 計 画 な らび に住 宅 政 策 の発 展 に寄 与 す る
こ とを 目的 とす る もので あ る 。
本 論 文 は序 論(第1章)と 結 論(第7章)を 含 め て 、7章23節 と補 節
によ っ て構 成 され てい る 。2章 か ら6章 まで は 内容 的 に大 き く3っ に分 け
られ る 。第1は 、都 心 居住 に関 す る理 論 的検 討 で 、第2章 、 第3章 が 対 応
す る 。第2は 、現 実 の 都心 居 住 問題 の 実 証 的検 討 で 、第4章 、第5章 が 対
応 して い る 。第3は 、都心 居 住 実態 をふ ま え た大都 市 自治 体 の 都心 居 住 政
策 の 実践 的検 討 で 、第6章 が 対応 す る 。
第1章 研 究 の背 景 ・目的 、方 法 と論 文 構 成
序 論 で は、 本 論文 の研 究 の 視 点 ・立 場 を明 らか に して い る 。
本 研 究 は、 都心 居 住 を市 街 地 居住 の集 約 と して 捉 え、都 心 居 住 問 題 を 居
住 者 の 立 場 か ら捉 え直す こ と、 ま た都 市 が その 地 域特 性 や 歴 史 的 背 景 の 違
いか ら優 れ て個 性 的 な存 在 で あ る こ とに鑑 み 、 都 市 間 の差 異 に も着 目す る
こ と等 をポ イ ン トと して 、3つ の 都市 の都 心 居 住 の 実態 をケ ー スス タ デ ィ
や ア ンケ ー ト調査 、統 計 資 料 の分 析 等 、 ミ クロ 、マ クロ の 両面 か ら明 らか
にす る こ と に よ って 、職 ・住 ・遊 のバ ラ ンス の とれ た都 心 居 住 実現 に向 け
ての 方 策 を 考 え るため の 基 礎 的資 料 を得 よ う と し た。
第2章 都 心 居住 に関す る基 礎 的 検討
第2章 で は 、都 心 居 住 に関 す る基礎 的検 討 をお こな って い る。
まず 、家 族 ・家 庭 に関 す る基 本 的 概念 を整 理 し、都 市 化 の進 展 に伴 うそ
の 変 容 が 、 生 活 の外 部 化 を必 然 的 な もの と し都 心 居 住 ニ ー ズ を 高 め て い る
こ とを 解 明 して い る 。
ま た 、都 心 の 定 義 、範 囲 、持 っべ き機 能 や 魅 力 にっ い て検 討 し、都 心 居
住 を大 都 市 居 住 の 集 約 と して 捉 え る こ とを意 義 づ け る と と も に、都 心 居 住
の 推 進 を都 市 経 営 的 ・社 会 的 視 点 か らだ けで な く、居 住 者 の 立 場 か ら も検
討 す る必 要 が あ る こ とを指 摘 し、 その 論 拠 を述 べ て い る 。
さ らに 、居 住 者 の 立 場 か らみ た都 心 居 住 問 題 の 構 成 要 素 にっ い て検 討 し、
その 問 題 構 造 を仮 説 的 に提 示 して い る 。
第3章 関 西 大都 市 圏 にお け る都心 構 造 と都 心 居 住 の動 向
第3章 で は 、関 西 大都 市 圏 の3都 市 、 大 阪市 、京 都 市 、神 戸 市 の 都 市 と
して の 発 展 の 歴 史 を あ とづ け、 各 々 の都 心 構 造 の違 い 、都 心 居 住 地 の 現 状 、
居 住 関 連 施 設 ・サ ー ビス の集 積 状況 、都 心 居 住 の動 向 等 か ら、3都 市 にお
け る都 心 居 住 の 現 況 を 捉 え、 そ れ ぞ れ の都 心 が 直 面 して い る現 代 的 課題 を
解 明 して い る 。
第4章 関西大都市圏における都心居住者の生活像
第4章 では事例調査によって典型的都心居住者の生活像を具体的 ・総合
的に明 らかにし、第2章 で提示 した都心居住問題構造の仮説を検証 した。
都心居住の動向を左右する4っ の要因(A職 住関係・B生 活関連施設 ・サー
??
ビス 、C住 宅 ・住 環 境D住 居 費)に 加 え て、 そ こ に長 く住 み っ く こ と に
よ って育 まれ た地 元 へ の 愛着 心 が 都 心 居 住 の 選択 に大 き くか か わ って い る
こ とを解 明 して い る 。
第5章 子 育 て期 世 帯 か らみ た都 心 居 住 問 題
第5章 は 、都 心 居 住 に最 も多 くの 困難 を抱 え る と考 え られ る子 育 て期 世
帯 に 着 目 し、現 在 都 心 に住 ん で い る子 育 て期世 帯 の特 性 と その生 活 実 態 を
明 らか に して 、都 心 居 住 の 可 能性 と問題 点 を よ り明確 に捉 え よ う と した も
の で あ る 。住 宅や 住 環 境 条 件 の 他 、生 活 関連 施設 ・サー ビ スの利 用 状 況 、
子 供 の 生 活 実 態 、居 住性 評 価 、定 住 ・住 みか え志 向等 を分 析 の 指標 と した 。
また 、補 節 と し た学校 長 調 査 で は、 都心 に居 住 す る小 学 生 の 学 習面 、身
体 面 、生 活 面 にお け る特 徴 を把 握 す る と とも に 、児 童数 の減 少 に悩 む都 心
の小 学 校 の 実 態 を 明 らか に して い る 。
第6章 都 心 居 住 の ため の政 策 的 課 題 の 検討
第6章 で は 、 これ まで み て きた よ うな 都心 居 住 の 現 状 を 、行 政が どの よ
う に受 け止 め 、 どの よ うに対 処 しよ う と して い るの か を 、 関西 の3都 市 だ
けで な く、東 京 都 、東 京都 都 心3区 、政 令指 定 都 市 にっ い て 、各 自治 体 の
住 宅 政 策 担 当課 長 を対 象 に した ア ンケ ー ト調 査 を基 に比較 検 討 した 。
第7章 結 章
第7章 で は 、各 章 で 得 られ た知 見の 要 点 を総 合 的 に整 理 し、居 住 者 の 立
場 か らみ た都 心 居 住 の問 題 構 造 を 明確 にす る と と もに 、都 心居 住 促 進 に あ
た って の 住 宅 ・住 環 境 整 備 の 方 向 、都 心 居 住政 策 の在 り方 にっ い て若 干 の







































































































































住 宅 ・住環境 の満足度
都 心 居 住 の メ リッ ト ・デ メ リ ッ ト
































































































11研 究 の 背景 ・目 的
12研 究 方法 と論 文 構 成

第 ■章 研 究 の 背 景 ・ 目 的 ・方 法 と
論 文 構 成
■.■ 研 究 の 背 景 ・ 目 的
1.1.1研 究 の 背 景
(1)都 心 居 住 問 題 の 深刻 化 と拡 大
「都 心 」は 、一 般 に商業 、業 務 、行 政 、情 報 等 の 中枢 管 理 機 能 を 中心 と
して様 々 な機 能 が 集 積 す る地 区で あ る とい われ るが 、 従来 、居 住 機 能 もそ
の 多 様 な機 能 の一 っ で あ った 。
近年 、主 と して東 京 都 の都 心 を対 象 に、都 心 居 住 に関 す る議 論 や 研 究が
盛 ん にな りD、 都 心 居 住 推 進 の ため の様 々な 条例 や 制 度 が 新 た に打 ち 出 さ
れ る よ うに な っ た2)。その 背 景 には 、東 京 都 心 区部 で はサ ー ビス経 済 化 、
高 度情 報 化 、 国際 化 等 、経 済 社 会 の 新 し い潮流 が 都 心 部 に極 め て旺 盛 な オ
フ ィス需 要 を喚 起 し、異常 な まで に地 価 を 高騰 させ た ため 、 住宅 の 新 規 建
設 が 非常 に 困難 にな っ たば か りか 、既 存 の 居住 機 能 さ え阻 害 され 、か っ て
は 主要 な住 宅 地 で あ っ た地域 も無 秩 序 に業 務化 して 、居 住 人 口 の流 出が 自
治 体 と しての 存 立 基 盤 を脅 か す程 に深 刻 化 して い る と い う問題 が あ る 。
東 京 都 心 区の 内 、夜 間 人 口 の減 少 が 最 も顕 著 な 千 代 田 区 は 、戦 後 の 最 盛
時1955年 に は12万 人 を数 え て い たが 、1990年 には 、3万9千4
72人 と、最 盛 時 の3分 の1を 割 りこ んだ 。 と くに最 近5年 間 の減 少 は激
し く、1985年 に対 して の減 少 率 は21.8%に もな って い る 。同 様 に
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1990年 の ・港 区の 夜 間人 口15万8千488人 は1985年 に対 して
18・6%減 ・ 中央 区の6万8千41人 は1985年 に対 して14.9%
の 減 で あ る 。
夜 間 人 口の急 激 な 減少 は、 主 と して フ ァ ミ リ_世 帯3)の郊 外 流 出 に よ る
もの で ・都 心 部 の 人 口構 成 を若 年 層 と高 齢 者層 に偏 りを持 っ 特 異 な も の に
しつ つ あ る 。同 時 に、多 様 な地 域 住 民 を 支 えて き た地 元 の 小 売 店 や 商 店 街
が 衰 退 して 日常生 活 上 の 利便 性 が 著 し く低 下 し、長 い歴 史 に育 まれ て き た
独 自の 生 活 文化 、愛 着 と誇 りに満 ち た地 域 コ ミュ ニ テ ィ等 も崩 壊 の危 機 に
瀕 して い る 。その こ とが 地 域 活 力 の 低 下 、都市 施 設 の遊 休 化 、公 共 施 設 の
改 廃 、公 共 サー ビス の経 費 の 増 大 、防 災 ・防 犯へ の不 安 等 々 を 招 き 、 まち
の魅 力 を低 下 させ る とい うよ うに 、居住 人 口の減 少 と と も に居 住環 境 の 非
健 康 、不 便 、 不経 済 が ます ます こ う じ る仕組 み とな っ て し ま って い る 。
この よ うな事 態 に危 機 感 を抱 い た東 京 都心 区 自治 体 は 、居 住 人 口の 回復
を図 る ため に、 い わ ゆ る 「住 宅 付 置義 務 制度 」を 設 け、 大 規 模 業 務 用 建 築
事 業 に対 して 一定 割 合 の 住 宅 供 給 を義 務 づ け た り、 既 住 ま た は新 規 来 住 者
に対 して 大幅 な家 賃 補 助 を施 す 等 、住 宅 供 給へ の 真 剣 な 取 り組 み を行 な っ
て きた 。最 も早 く1985年6月 か ら住 宅 付 置 義 務 を制 度 化 した 中央 区や
港 区 で は 、1991年3月31日 現在 で そ れ ぞ れ 前 者 で427件2093
戸 、後 者 で257件4347戸 の 住宅 が 供 給 され て い る 。 も ち ろん この 程
度 では 到 底 需 要 に追 いっ か な いば か りか 、一・般 サ ラ リー マ ン には手 の届 か
な い程 の 家 賃 で あ っ た り、 オ フ ィスへ の 用 途 転 換 の 可 能 性 を孕 む等 、様 々
な 問題 点 が 指 摘 され ては い るが4)、1987年 に は文 京 区 と台東 区 で も実
施 、1990年 には 新 宿 区が 入居 者 の 住 民 登録 を 必要 とす る とい っ た 転 用
防止 策 を も り こん で 実施 して お り、千 代 田 区 お よび 品 川 区 で も住 宅 付 置 義
務 制 度 の創 設 を予 定 して い る 。
東 京 都 と して も、 「人 口の 減少 に歯 止 め をか け、定 住 人 口を確 保 す る こ
とは 、 人 々が 安心 して暮 らせ るコ ミュ ニ テ ィを 維 持 して い く上 で も 、 また 、
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都 市 の 均 衡 あ る発 展 をめ ざす 点 か ら も重 要 な課 題 で あ る 。そ の ため に は 、
従 来 の 住 宅 政 策 の 枠 組 み を超 え て 、新 たな視 点 に立 っ た 、 まち づ く り に連
動 した住 宅 の確 保 、高 地価 を 直接 反 映 しな い住 宅 供 給 手 法 の 工 夫等 、 区 と
も協 力 しなが ら総 合 的 に取 り組 む こ とが 必 要 」と考 え てお り、 「 『東 京 都
住 宅 マ ス タ ープ ラ ン』 に基 づ き、地 域 特 性 に応 じ た定 住 対 策 を積 極 的 に進
め る一環 と して 、職 住 均 衡 回 復 を め ざす ため の 条 例や 各 区の 住 宅付 置 義 務
制 度 の 支 援 策等 を検 討 中 」で あ る 。
都 心 か らの 居住 人 口の 流 出 は都 市化 の進 展 に伴 うあ る程 度 必 然 的 な もの
で あ り、東 京 都以 外 の 大都 市 で も同様 の現 象 が 見 られ るよ うにな って き た。
都 心 か らの 人 口流 出 を ど の よ うに防 止 す るか 、 また 、 どの よ うに し て 中低
所得 者 の ため に ア フ ォー ダブ ルな 住 宅 供 給 を 実現 す るか とい った課 題 は 、
今 日わが 国 の多 くの 大 都 市 が 抱 え る共 通 課題 で あ り、東 京 都 の都 心 居 住 の
実態 と問題 点 、 それ に対 す る自治 体 の 様 々な取 り組 み は 、先進 モデ ル と し
て広 範 な 関心 を集 め てい る 。 しか しな が ら、東 京 都 は 、 日本 の首 都 ・中枢
都 市 、 さ ら には世 界 の 主 要 都 市 と しての 中枢管 理 機 能 を有 して い る こ とや 、
各 区 を 半 独立 の 自治 体 とす る特 別 区制 度 を実 施 して い る こ と等 、 わが 国の
大 都 市 で は特 異 な存 在 で あ る 。そ れ は東 京 都 の 個 性 で も あ り、そ れ故 の都
心 居 住 問題 も少 な くな い と考 え られ る 。同 様 に、 どの大 都 市 もそ れ ぞ れ の
地 理 的 条 件 、歴 史 的背 景 等 に よ って独 自 の個 性 を 持 って い る こ とか ら、都
心 居 住 の 問題 も様 々な 展 開 を 見 せ る の で はな いか と考 え られ る 。
この よ うな 問題 認 識 に た って 本 研 究 で は 、関 西 大 都市 圏の 中心 都 市 で あ
る大 阪 市 、 京都 市 、神 戸 市 を と りあ げ て検 討 す る こ と と した 。3都 市 は、
それ ぞ れ 独 自の経 済 機 構 や 文 化 を持 ち 、性 格 の異 な っ た都市 と して3極 構
造 をな して関 西 大 都 市 圏 を形 成 してい るが 、 い ず れ も一 部 の業 務 集 中地 区
を除 い て 、都 心 部 に住宅 が 広 汎 に立 地 して お り、職 ・住 ・遊 の近 接 性 はか
な り高 い 。 そ し て都 心部 とイ ンナー シ テ ィの を形 成 して い る周 辺 の 住 宅市
街 地 とは連 続 的 につ なが って お り、交 通 網 も発 達 して い る こ とか ら都 心 の
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利 便 性 と とも に都 心居 住 問 題 が 市街 地 周 辺 に拡 大 して きて い る .こ の よ う
な こ とか ら ・関西 大都 市 圏 にお け る都心 居 住 は郊 外 居 住 に対 す る市 街 地 居
住(都 市 居 住)の 集 約 し た姿 と して捉 え るこ とが で きる 。そ し て これ は わ
が 国 の他 の 大都 市 の 多 くに共 通 す る構 造 で も あ る と考 え られ る 。
(2)家 族 ・家庭 の 変容 と都 心 居 住 ニ ー ズ の 高 ま り
従 来 、 都 心 は居 住 の場 と して の 評 価 は 低 く、 自然 に恵 まれ ず 、高 密 度 居
住 を 強 い られが ち で あ る こ と、 騒 音 や 空 気 の 汚 れ 、 交 通 事 故 の 危 険 、 公 園
や遊 び 場 の不 足 等 、 多 くの 欠 点 が あげ られ て き た 。そ の よ うな 中 で 実 際 に
都心 に住 ん で い る の は 、職 業 的 理 由か ら、 あ る い は生 活 的 理 由 か ら 、都 心
に住 まざ る を得 な い 人 々 いわ ゆ る居 住 立 地 限 定 層 と呼 ば れ る 人 々 が 多 い と
言 われ て きた7}。しか し、都 市 化 の 進 展 に伴 っ て家 族 ・家 庭 も大 き く変 容
した 。単 身 世 帯 の 増 加 、家 族 規 模 の 縮 小 、 高 齢 化 の 進 展 、女 性 の就 労 と社
会 参 加 、生 活 の外 部 化 の進 展 等 が そ の特 徴 と して あ げ られ るが 、様 々 な 生
活利 便 施 設 が 集 積 し、情 報 や サ ー ビ ス を享 受 しや す い と い う魅 力 を求 め て 、
青 壮 年 単 身 者 や 子 供 を持 たな い共 働 き世 帯(DINKS)等 、 自 由 で 個 性
的 な ラ イ フ ス タ イル の 人 々が 積 極 的 に都 心 居 住 を選 択 す る よ うにな っ て き
た 。国 際化 の 進展 、 都 市型 サ ー ビ ス業 の 台 頭 等 は 、 リッ チ で 活 動 的 な 新 た
な都 心 立 地 限 定 階 層 を生 み 出 して い る と考 え られ る 。経 済 企 画 庁 の 「21
C居 住 の 展 望 と課 題 」8)でも、 ネ ッ トワー ク居 住 、 ウ ィー ク シ ェ ア リ ング
居 住 等 、 都 心 居 住 を前 提 とす る住 み 方 が 提 唱 さ れ て い る 。 ま た 、通 産 省 の
「21Cに 向 け ての 住 宅 産 業 ビ ジ ョ ン 」9)にお い て も 、 都 市 機 能 活 用 居 住
ロ
や 住 み替 え居 住 、 マ ル チ ハ ビテ ー シ ョ ン居 住 等 の 住 み 方 が 提 案 され て い る
が 、多 様 で 自 由 な選 択 の途 を 保 証 す る社 会 経 済 シ ス テ ム が 機 能 して い る都
心 は 、 これ らを受 け とめ る場 にふ さわ し い 。
高 齢化 の 進 展 や 女 性 の 社 会 参 加 も 、都 心 居 住 に よ って 支 え られ て い る部
分 が 少 な くな い 。一 般 に高 齢 者 世 帯 は 他 の 年齢 階 層 に比 べ て所 得が 低 く、
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生 活 水 準 も低 い 。に もか か わ らず 地 価 の 高 い都 心 部 で の高 齢 化 率 が 高 い の
は 、 その 地 に少 な か らず 存 在 す る戦 前 長 屋や 木 造 賃 貸 住 宅 に長 く住 み っ き、
そ こ での 地 縁 ・血 縁 等 に支 え られ て い るか らこ そ生 活 が 維 持 で きるの で あ っ
て 、 た とえ郊 外 に転 居 したい と思 って もで きな い高 齢 者 い わ ゆ る沈殿 層 が
存 在 す るか らで あ る 。 しか し、 近 年 、高 齢者 の 資 産 格 差 は大 き くな っ てお
り、年 金 制 度 の充 実 や 高 齢者 の就 業 機 会 の増 大 等 か ら平 均 的 な 生活 水 準 を
上 回 る世 帯 も増 え て きて い る 。 また 、 さ らに豊 富 な 資 産 を有 し、 都心 に集
積 した都 市 的施 設 や サ ー ビス を 選 択 的 に 利用 し て楽 しんで い る世 帯 もあ る 。
一 方 、心 身 の健 康 状 態 も千 差 万 別 で あ る 。 日本 人 は高 齢 にな っ て も 、健 康
で あ る場 合 には就 業 意 欲 が 高 いが 、都 心 は 高 齢者 に とっ て も就 業 機 会 の 多
い所 で あ る 。 ま た 、文 化 ・教 養 、娯 楽 施 設 等 の利 用 に関 して の高 い利 便 性
は 、生 活 に楽 しみ と張 りを与 える こ とが で き る 。や が て 要 介 護 の 時 代が く
る と、 人手 に よ る支 援 が必 要 にな るが 、 その 確 保 や サ ー ビス の効 率 性 とい
う面 か らも都 心 の 方 が 有利 で あ る と考 え られ る 。 いず れ に して も、 そ の よ
うな 中か ら出 て来 る居 住 ニ ー ズ は 、福 祉 施 策 と して取 り組 む べ き もの か ら
シ ルバ ー産 業 を成 長 させ る よ うな もの まで 、非 常 に個 別 性 が 高 く多 様 で あ
る と考 え られ る 。
また 、女 性 の 社 会 参加 は 、有 職 女 性 を増 加 させ 、従 来 最 も多 いパ タ ー ン
で あ っ た 、結 婚 あ る いは 出産 まで働 き、 しば ら く育 児 に専 念 し、子 育 て 後
に再 び 働 きに 出 る とい うM型 就 労1。)をくず して きて い る 。労 働 条 件 の 改
善 が 進 み 多様 な就 業 の機 会 にめ ぐまれ た都 市 で は 、 自分 の ラ イフ ス タ イル
にあ った仕 事 の選 択 が 可 能 で あ り 、働 きや す い 。結 婚 後 子 供 が で きて も仕
事 を続 け よ う とす る女 性 に とっ て通 勤 負 担 の軽 減 、保 育 所 ・病 院 等 の 施 設 、
買 物 の 利 便 性 は生 活 維 持 の た め の必 須 条 件 で あ る 。家族 規 模 が 縮 小 す る中
での 女 性 の 社 会 進 出 は、家 庭 が 担 い得 る機 能 を減 少 させ るが 、そ れ を 代 替
す るも の と して様 々 な居 住 関 連 施 設 ・サ ー ビスが 求 め られ る 。生 活 の 外 部
化 率が 高 くな る とい うこ とで あ るが 、都 心 には 、 昼 間 人 口 の需 要 に対 応 す
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る形 で 生 活 関連 施 設 ・サ ー ビスが 供 給 され て お り 、住 む 者 に と っ て も 利 便
性 ・選 択 性 共 に高 い と考 え られ る。
東 京 圏 と大 阪 圏 の居 住 者 を 対 象 と したr平 成3年 度 国民 生 活 選 好 度 調 査 』
(経済 企 画 庁)で は 、子 供 の 教 育 に関 して も 、 自然 環 境 は 良 くな い もの の
大 き くな る に したが って 受 験 等 を考 慮 した場 合 転 居 が しに く くな る こ とか
ら 「地 方 都 市 よ り大 都 市 圏 の ほ うが 良 い 」 とす る も のが 多 い こ とが 明 らか
に され て い る1D。
また 、1991年 に総理 府 が 首 都 圏 お よび 京 阪神 在 住 の4千 人 に対 して
行 な っ たr大 都 市 圏 にお け る居 住 に関 す る世 論 調 査 』 に よ る と、 現 在 の望
まし い住 ま い方 につ い て は 「大都 市 圏 で 一戸 建 の庭 つ き住 宅 に住 む(自 分
ま たは 家 族 の 職場 に遠 くて も よ いか ら)」 と い う のが 最 も 多 く39.6%
で あ るが 、 「大都 市 圏の 都 心 部 に住 む(狭 い賃 貸 マ ンシ ョ ンで も よ い か ら)」
とい うの も8.7%あ る 。 ま た 、今 後 の 住 ま い方 に つ い て も 「平 日 は都 心
部 に居 住 し、週 末 は リゾ ー ト地 等 の セ カ ン ドハ ウ ス で過 ご す 」と い う のが
16.4%、 その よ うな暮 ら し方 に興 味が あ る と い う者 を加 え る と53.
4%と 半数 を越 え る等 、居 住 ス タ イ ル の 多様 化 と と も に 、都 心 居 住 を 支 持
す る者 も少 な くな い こ とが 明 らか に され て い る12)。
真 の 豊 か さ にっ な が るバ ラ ンスの とれ た生 活 時 間 、 ア メニ テ ィの あ る生
活空 間 を求 め る よ う にな っ た今 日 にあ って は 、 都 心 は再 び 居 住 の 場 と して
も注 目 され っ っ あ る とい え よ う。
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1.1.2研 究 の 目 的 ・意 義 と課 題
(1)研 究 の 目的 ・意義
本 研 究 は 、研 究 の 背景(1.1,1)で 述 べ た よ うな 状 況 を踏 ま え 、都
心 居 住 問 題 を わが 国の 多 くの 大都 市 に共 通 す る市 街 地 居 住 問 題 す な わ ち都
市 居 住 問 題 の 集 約 と して捉 え 、現 実の 都 心 居 住 者 の 生 活 実 態 や 大 都 市 自治
体 の 都 市 政 策 ・都 心 居住 政 策 の 実状 等 か ら都 心 居 住 問題 の 構 造 を 明 らか に
しよ う とす る もの で あ る 。特 に都 心 の 住 宅 ・居 住 環境 を 家 族 ・家 庭 の 変容
との 関 連 で 捉 え る こ とに よ っ て 、都 心 な らび に都 市 にお い て 多様 な 家 族 の
安定 的居 住 を可 能 にす る ため の 居 住環 境 整 備 ・居 住 政 策 等 に資 す る こ とを
目的 と して い る 。
都 心 居 住 に っ い て は、 一般 に 自然 に恵 まれ ず 高 密 度 居 住 を 強 い られ が ち
で あ る こ とを は じめ と して 、騒 音 や 空 気 の 汚 れ 、 交 通事 故 の危 険等 、 様 々
な 欠 点 が あ げ られ て い る。 また 、公 園 や 遊び 場 の 不足 、教 育 用 地 の 狭 さ、
その 他 、特 に成 長 期 の子 供 に は不 向 きな環 境 で あ る と言 わ れ て い る 。 実際
に都心 の空 洞 化 が 進 むな か で 、子 供 の数 の減 少 は著 しい 。都 心 に と っ て は、
高 度 な情 報 ・サ ー ビ ス等 の 集 積 や 、商 業 ・業 務 機 能 へ の 特 化 こそ 発 展 の 方
向 で あ り、居 住 機 能 は必 要 な い とす る考 え方 もあ る 。そ の よ うな 中 で 敢 え
て都 心 居 住 を促 進 しよ う とす る の は 、一 っ には 、 都心 が 居 住 の場 と して の
利 便 性 や 魅 力 を失 う こ とは 、都 市 その もの の 存立 を危 くす る と考 え る か ら
で あ る 。都 心 が そ の複 雑 で 多 様 な 魅 力 と個性 を持 ち続 け る ため に は 、仕 事
や 遊 び の た め に都 心 に集 ま っ て くる人 々 だ けで な く、都 心 に住 み その 多 様
な 機 能 を支 え る人 々、 都心 を 拠 点 と して活 動 す る人 々や 、 都 心 に生 まれ 育
ち 、強 い愛 着 を 持 っ 人 々 の混 在 、共 存 が 不 可 欠 で あ る と考 え られ る 。
も う一 つ の意 義 は 、居 住 者 の 立 場 か らみ た選 択 性 の拡 大 とい う とこ ろ に
求 め られ る 。都 心 に は 、職 ・住 ・遊 が 近 接 し、都 市 生 活 に必 要 な あ らゆ る
基 盤 整 備 が 進 んで い る こ とか ら、 都心 居 住 は職 業 上 の 利 便 性 だ けで な く、
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家 庭 生 活 上 も、郊 外 の生 活 で は味 わ え な い便 利 で文 化 性 の高 い 生 活 が 可 能
と い う魅 力 が あ る 。 しか し現 実 には 、相 対 的な 居 住 環 境 の悪 さ が 都 心 居 住
者 の生 活 を不 安 定 に し、新 規 住 宅取 得 の 困難 さ等 が 新 た な都 心 居 住 を阻 ん
で い る ・ ラ イ フ ス タ イル や 住 居 観が 多様 化 して い る今 日、 都 心 居 住 も選 択
肢 の 一 っ と して その 枠 を 拡 げ 、 住 み続 け た い 人 は住 み続 け られ る よ う、 住
み た い人 に は住 め る よ う条 件 整 備 が 必 要 と考 え ら れ る 。
ま た、 本 研 究 で ラ イ フ ス テー ジ に着 目 し て い るの は 、多 様 な ラ イ フ ス タ
イ ル の 中 にあ っ て も 、住 ま い を よ り ど こ ろ とす る家 庭 生 活 は 、加 齢 を 基 礎
と した 一定 の段 階 的 変 化 を す る こ とか ら、 各 ス テー ジ に よ っ て 固 有 の 課 題
を持 っか らで あ る 。特 に子 育 て 期世 帯 を と りあ げ て詳 細 に検 討 して い るの
は 、住 宅 お よび 住 環 境 に対 して厳 しい 要 求 を持 っ と同 時 に生 活 面 で も多 様
な 課 題 を 持 つ ス テ ー ジ で あ る こ と、学 令 期 を過 ご し た場 所 が 愛着 を 持 たれ 、
故郷 と して 認 識 さ れ る こ とが 多 い こ と等 か ら、 そ れ ら に う ま く対 応 し た住
宅 ・住 環 境 整 備 が で きるか ど うか が 居 住 の 安 定 に 大 き くか か わ る と考 え ら
れ るか らで あ る 。
とこ ろで 、既 存 の 都 心居 住 研 究 の 多 くが 研 究 対 象 と し て き た東 京 都 は 、
非 常 に深 刻 な 問題 を抱 えて お り、緊 急 な 対 策 を必 要 とす る も の で あ るが 、
日本 の 首 都 、更 には 世 界 の 主 要 都 市 と しての 中枢 管 理 機 能 を担 って い る特
異 な都 市 で もあ る 。都 心 区 は 区域 全 部 が 都 心 で あ り 、 当該 区域 内 で は 都 心
居 住 以 外 の選 択 肢 を 持 たな い 。 この よ うな 東 京 都 の 都 心 居 住 問 題 と、 わ が
国 の他 の 多 くの地 方 大都 市 が 抱 え る都 心 居 住 問 題 と に は 、研 究 の 背 景 で も
述 べ た よ うに共 通 点 と とも に、 内 容 的 な 差 異 が あ る もの と考 え られ る 。 そ
こで 本 研 究 で は 、東 京 都 以 外 の 大 都 市 に お け る 都 心 居 住 問 題 を明 らか に し、
同 時 に都 市 間 の 差 に っ い て も検 討 す る ため 、関 西 大都 市 圏 の 中心 都 市 で あ
る大 阪 市 、 京 都 市 、神 戸 市 を研 究 の 対 象 と した 。3都 市 は 、そ れ ぞ れ の 地
理 的条 件 と歴 史 的 背 景 の 違 い か ら独 自の 個 性 を 持 っ た都 市 で あ る と同 時 に
わが 国 の他 の 大 都 市 の 多 く と同様 、東 京 都 に比 して都 心 部 の 中 枢 管 理 機 能
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が さほ ど大 き くな く、職 ・住 ・遊が 近 接 し、多 数 の 住 宅 が 併 存 して い る と
い う特 徴 を持 っ て い る 。
関西 の3大 都 市 に つ い ては 、す で に都 市 計 画 や 都 市 経 営 と い っ たマ ク ロ
な 視 点 か ら、 都心 構 造 や 都 心 居 住 の魅 力 、都 心 居 住 者 の 特 性 や 都 心 の 居 住
環 境 、定 住 要 因等 に関す る研 究 の蓄 積 が あ る13)。
本 研 究 で は 、 これ らの 研 究 を踏 まえ なが ら、現 在 都 心 に住 ん で い る多 様
な 居 住者 に よ って展 開 され て い る都 心 居 住 の 実 態 を 具 体 的 か っ 総 合 的 に捉
え、居 住 者 の立 場 と りわ け一般 に都 心 居 住 に適 さな い とい わ れ て い る子 育
て期 世 帯 に着 目 して 、何 が 彼 等 の 都 心 居 住 を可 能 に して い る のか 、 あ る い
は何 が 彼 等 に都 心 居 住 を余 儀 な く して い るの か 、 そ の条 件 と要 因 を探 る こ
とに よ っ て都 心 居 住 問題 の構 造 を よ り明 確 に し、 現在 の 都 心 が 抱 え る住 宅
・住 環 境 整 備 上 の 具 体 的課 題 を抽 出 しよ う と した 。
(2)本 研 究 の 課題
上 記 の 目的 に従 って 、以 下 の もの を本 研 究の 具 体 的 課 題 と し た 。
1)都 心 の居 住 機 能 に関 す る理 論 的 検討
都 心 の定 義 、範 囲 、持 っ べ き機 能や 魅 力 等 にっ い て検 討 し、都 心 居
住 の意 義 と とも に様 々な 都 心 居 住推 進 の論 拠 にっ い て考 察 す る 。(第
2章)
2>家 族 ・家 庭 の 変 容 と都 心 居 住 ニ ー ズ との 関 連 にっ いて の考 察
高 齢 化 の 進 展 、単 身 世 帯 の 増加 、家 族 規 模 の 縮 小 、 女性 の社 会 参 加
の 進 展 等 が 生 み だ して い る 住宅 ・住 環 境 ニ ー ズ を 明 らか に し、都 心 居
住 へ の 適 合 性 を 検 討 す る 。(第2章)
3)関 西 大 都 市 圏 にお け る 都心 構 造 と都 心 居 住 問 題 に関 す る実証 的 検 討
大 阪 市 、京 都 市 、 神戸 市 、 の都 心 構 造 の 違 い に伴 う居 住機 能 ・構 造
の 差 異 を 明 らか にす る と とも に都 心 の 居 住 問題 構 造 の仮 説 を設 定 し、
実 際 にそ れ ぞ れ の都 心 で展 開 され て い る生 活 の 実態 か ら、 実証 的 に検
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証 す る 。(第2章 、第3章 、 第4章)
4)家 族 型 ・ラ イ フス テー ジな ど によ る都 心 居 住 問 題 の 多面 性 の 実 証 的 検
討
都心 居 住 の 実態 と問 題 点が 都 市 の 個 性 と共 に 、家 族 型 や ラ イ フ ス テ ー
ジ に よ って異 な る こ とを 明 らか にす る 。 さ らに都 心 居 住 には 最 も不 適
合 とい わ れ て い る子 育 て期 世 帯 の 都 心 居 住 理 由や 評 価 の 分 析 を 通 して 、
都 心 居 住 の可 能 性 と問題 点 を よ り明 確 に捉 え る 。(第4章 、第5章)
5)わ が 国の 主 要 大 都 市 に お け る都 心 居 住 政 策 の 現 状 と今 後 の 方 向 の 把 握
関 西 の3都 市 だ け でな く、東 京 都 、東 京 都 都 心3区 、 政 令 指 定 都 市
にお け る都 心 居 住 政 策 の 現 状 を把 握 し 、比 較 検 討 す る こ と に よ っ て 、
都 市 の発 展 段 階 や 都 市 の 個 性 と都 心 居 住 問 題 との 関 連 に つ い て考 察 す
る 。(第6章)
6)以 上 を総 合 的 に検 討 し 、都 心 居 住 促 進 の ため の 住 宅 ・住 環 境 整 備 上 の
課 題 を提 示 す る 。(第7章)
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■.2 研 究 方 法 と 論 文 構 成
1.2.1研 究 方 法
本 研 究 で は、 都 心 居住 の 実 態 と問 題 点 を 多様 な 方 法 に よ って総 合 的 か っ
具 体 的 に捉 え よ う と した 。都 心 の 居 住機 能 の在 り方 に関 す る基 本 的 な 検 討
・考 察 は 、主 と して 文献 研 究 と既 存 統 計資 料 に拠 っ て い る 。 また 、都 心 居
住 者 の 典 型 事 例 や 都心 にお け る子 育 て期 世 帯 の 住 生 活 の 実態 の解 明 は 、 ア
ンケ ー ト調 査 、 ヒア リング 調 査 な らび に観 察 調 査 等 の分 析 に拠 っ て い る 。
そ して東 京 都 心3区 を は じめ 政 令 指定 都 市 にお け る都 心 居 住 政 策 等 につ い
て は 、 ア ンケ ー ト調 査や ヒア リング 調査 に よ っ て情 報 を収 集 し、統 計 資 料
等 とあ わせ て検 討 ・考察 して い る 。
実 際 に実 施 し た調査 等 の ね ら いや具 体 的な 方 法 にっ い て は各 章 で 詳 述 す
るの で 、 こ こで は全 体 を通 じての研 究方 法 の 特 徴 の み を記 す こ と とす る。
尚 、調 査 の 概 要 は表1.2.1に 示 す通 りで あ る 。
本 研 究 にお け る方 法 論 的 特 色 と して は 、次 の3つ を あ げ る こ とが で きる 。
1っ は 調 査 の手 法 で あ る 。生 活構 造 へ の アプ ロ ー チ に は様 々な ものが あ る
が 、 従来 、住 生 活 様 式 に関 す る研 究で は 、住生 活 を 人 とモ ノ との 間の 要 求
表1.2.1各 章 で取 り上 げ た主な調査研 究
調 査 ・プ ロジ ェ ク ト名 組 織
1
対 象 陣 万法・時期 躰 ・ 関逗する章
①都心冒住実態調査 都心居住研究会
〔代表 巽和夫)












同 上 大阪市 ・京都市 ・神戸市の都心区にある小掌校
の学校長
























と機 能 との 関係 と して対 象 化 しその 関係 を住 行 為 を媒 介 と して分 析 す る こ
とに よ っ て住 生 活上 の論 理 を説 明 しよ う と して い た。 しか しこれ に は 、要
求 が 住 宅 とい う形 や 住 行 為 と して現 われ な い か ぎ り、 これ を分 析 で きな い
と い っ た認 識上 の 限界 が あ る と考 え られ る 。 と りわ け 日常 的 な 行 為 ・行 動
は ・ 特 異 な 行為 に比 べ て注 目さ れ る こ とが乏 し く、後 に残 る記 録 の 中 にデ ー
タ と して 蓄 積 され に くい 。そ こ で本 研 究 で は 、 ア ンケ ー トに よ る定 量 的 な
調査 分 析 だ けでな く、個別 の事 例 を詳 細 に ヒア リング調 査 す る事 例 調 査 を
併 用 し、都 心 居 住 の 実態 を総 合 的 か っ具 体 的 に捉 えよ う と した.ヒ ア リン
グ に よ る事 例 調 査 に対 して は曖 昧 で 非科 学 的 で あ る との 批 判 が あ るか も し
れ な い 、 しか し、現 実 の 生 活 は統 計 数 値 で は十 分 表 現 出 来 な い要 素 を持 っ
て い る こ とか ら、 この よ うな方 法 を併 用 す る こ と に よ って こそ 、 ア ンケー
ト調 査 で は把 握 で きな い個 別 性 を明 らか に し、 都 心 居 住 の 問 題 点 を よ り具
体 的 に把 握 で きた と考 え て い る 。
2つ 目 は調 査 対象 で あ る都 心 居 住 者 の 捉 え方 で あ る 。生 活 の 社 会 化 と生
活 構 造 の 変 動 に よ り、各 家 族 構 成 員 の 生 活 領 域 の 拡 散 化 ・多 様 化 が 進 み 、
単 独 世 帯 が 増 加 、 ま た、家 族 で暮 ら して い て も家 族 共 同 の 部 分 が しだ い に
小 さ くな り、 従来 の家 族 ・世 帯 とい う概 念 が あ て は ま らな い ケ ー ス もで て
きて い る 。 と りわ け都 心 部 で は その 傾 向 が 強 い と考 え られ るが 、本 研 究 で
は主 と して家 族 を分 析 単 位 と し、家 族 の ラ イ フ ス テ ー ジ に着 目 して生 活 実
態 を捉 え て い る 。な ぜ な らば 、異 性 異 世 代 に よ っ て構 成 さ れ る家 族 と い う
組 織 の 持 っ経 済 的 合 理 性 、長 期 継 続 性 、固 有 の 情 報 伝 達 ・教 育 の 場 と して
の 独 自性 等 は他 に代 わ り得 る もの が な く、健 全 な家 族 の育 成 が 必 要 で あ る
と考 え られ る こ と 、 ま た 、居 住 機 能 を全 うす る た め に は 、 ラ イ フス テ ー ジ
に よ って 異 な る生 活 課 題 に柔 軟 に対 応 で きる住 宅 ・住 環 境 の整 備 が 必 要 と
考 え られ るか らで あ る 。
3っ 目は 、 調査 対 象 地 域 の 設 定 につ い てで あ る 。第2章 で 詳 述 す る よ う
に、都 心 を どの よ う に捉 え るか につ い て は定 説が な い ・本 研 究 の調 査 対 象
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で あ る大 阪 市 、京 都 市 、神 戸 市 にっ い て も 、表1.2.2、 表1.2.3
表1.2.4に 例 を示 す よ う に、 これ まで様 々な 定義 が な され て き た 。本
研 究 で は それ らを踏 まえな が ら も、都 心 居 住 問 題 を都 市 居 住 の 集約 し た姿
と して捉 え 、居住 機 能 の 回復 に と ど ま らず居 住 機 能 の保 持 、向 上 の ための
方 策 を考 え る こ とを 目的 とす る とい う本 研 究 の 目的}ピ合 致 す る と考 え られ
る地 域 を都 心 と して設 定 した(図1.2.1>。 大 阪市 にっ い ては 、 中央
区 を 中心 と して北 区 、西 区 、天 王 寺 区 、浪 速 区 、福 島 区のJR環 状線 の 内
側 全 域 と隣 接 外 側 の 業務 ・商 業 ・居住 複 合 地 。京 都市 にっ い ては 、上 京 区
中京 区 、下 京 区東 山 区 の商 業 ・業 務 ・居 住 の 複 合 地 。神 戸 市 にっ い て は 、
中 央 区 の 三宮 、元 町 周 辺 を 中心 とす る業 務 ・商 業 ・居 住 の 複 合 地域 で 、 国
道2号 線 以 南 の準 工 行 地 域 、 山麓 線 以 北 の住 居 専 用 地域 を除 い た地 域 。但
表1.2.2大 阪市 の都心 にっいての定義の例
1970
都市計画概要 概 ね 東 区、 西 区 、南 区 、北 区 の4区
大阪市総合計画局
1981
大都市主管者会議 CBDを 核 とする都市 の中心的な地域
北 区 、東 区 、西 区 、天 王 寺 区、南 区の5区
商業 ・業務的建物利用の多いこ と及び昼 夜間人口比の高い
ことが主たる判定要素
1988
芦見忠志 北 区 、東 区 、南 区 、西 区(東 区 ・南 区は 現在 中央 区 、北 区
都市計画局整備部長 は大淀区と合併され て北区となっている)が 中心、なかで
日本都市問題会議関西 も一番の中心は東区、次いで北 区。この4区 以外 に天王寺
会議 区、浪速区、福島区 大淀区を入れ る場合 もある。また、
繁華街の北や南だけをさして都心 という場合もある
工990
大阪市総合計画21 多様な都市機能の集積をはか り、世界の人々が活動 し交流
す る活力 あふれる地域をめ ざす とともに、住 ・職 ・遊の秩
序ある複合化や景観整備、緑化等 を推進 し、快適で活気に
あふれ た市街地 として形成 され るべ き地域
概 ね 北 区 、福 島 区 、 中央 区 、西 区、 天王 寺 区 、浪 速 区
1991
都心居住および おおむねJR大 阪環状線 の内側で人ロ減少 の著 しい地域
住宅政策に関する調査
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地 区(CBD,CSD)並 び に それ ら と隣接 す る商業 ・業
務施設 と住宅が混在す る市街地で人口が3%/,年 減少 し
ている区域
1988
国広勲 業務商業が集積 し、市の中心的位置に立地 してお り、歴 史
住宅局建築指導部審査 的にも都心機能の集積が重層す る空間 を形成 している地 区
課長 であり、また今後の開発ポテ ンシャルが最 も高 いと予想 さ
日本都市問題会議関西 れ る 「御 池 通 り 」、 「河 原町 通 り 」 「五 条 通 り 」 「堀 川 通
会議 通 り」に囲 まれた地域の内外
1991




大都市主管者会議 広義の都心(生 田区の ほぼ全域で、国道2号 線 以南の準工
業地域、山麓線以北の住居専用地域な どを除いた地域)
都心 中の都心(三 宮 ・元町周辺 を中心 とす る業務 ・商業が
集積 して いる地域で、用途地域は 、商業地域)
都心周辺部(お おむね、山手幹線以北の 、住宅 と商業 ・業
務施設の混在 している地域で 、用途地域は主 と して住居系
地域)
1990
神戸市 インナーシティ 東西方向の商業軸(三 宮～神戸駅)と 、南北方向の 中央都
総合整備基本計画 市軸(新 神戸駅～三宮駅周辺 ～ポー トアイラ ン ド)及 び神
戸文化軸(大 倉山～ハ ーバー ラン ド)に よるH型 の骨格を
中心 とする地域
1991
都心居住および 行政 ・文化 ・観光 ・商業施設群が集積 したエ リアおよび都
都市政策に関する研究 市政策的観点か ら、これ と一体的に整備,を図 るべ きエ リァ
し、海 上 新 市街 地 ポ ー トア イ ラ ン ドは 、 三宮 へ の ア クセ スの 良 さ等 か ら都





西淀川区 磁 難i護 鶴見区
欝










本研 究 の事 例調 査 ・ア ンケ ー ト調査の対象 とした3都 市の都心の範囲
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1.2.2論 文 構 成
本 論文 は 、序 論 と本 文5章 と結 論 とで構 成 され て い る 。
第1章 は 「序 論 」で 、研 究 の背 景 ・目的 、研 究 の 視 点 、 論 文 構 成 等 につ
い て述 べ て い る 。
第2章 で は 、既 往 研 究 にお け る都心 居 住 論 の 系 譜 を た ど る と と も に 、各
種 統 計 資 料 、独 自の ア ンケー ト調 査等 を も とに 、都 心 の 定 義 、 その 機 能 と
魅 力 、都 心 居 住 の 意 義等 につ い て考察 し、都 心 居 住 の 問 題 構 造 の仮 説 を提
示 して い る 。
第3章 で は、 関 西 大都 市 圏 に焦 点 を 当て て 、 大 阪市 、神 戸 市 、京 都 市 の
それ ぞ れ の 都 心構 造 の特 徴 と都 心 居 住 の 動 向 を把 握 した 。
第4章 で は 、典 型 的 な都 心 居 住 者 を 対 象 に、都 心 居 住 の き っか け 、 ライ
フ スタ イ ル 、居 住 性 評 価 、定 住 志 向 等 につ い て ヒア リ ング調 査 す る こ と に
よ っ て、 そ の 生活 像 を具 体 的 に明 らか に し 、住 み 続 けて い く上 で の 問 題 点
を検 討 して い る 。
第5章 で は 、 一般 に都 心 居 住 に は最 も不 向 き と いわ れ て い る子 育 て期 世
帯 と りわ け地 域 環 境 か ら非 常 に大 きな 影 響 を受 けや す い 小 学 校3、4年 生
の子 供 を持 っ世 帯 を対 象 に行 な っ たア ンケ ー ト調 査 を も と に 、都 心 居 住 の
現 状 と問 題 点 を よ り鮮 明 に捉 え 、都 心 型 住 様 式 の 在 り方 と とも に次 代 を担
う子 供 を育 て得 る豊 かな 住 環 境 作 りへ の 課 題 を検 討 して い る 。
第6章 で は 、都 心 の居 住 機 能 が 危 機 的 状 況 に あ る東 京 都 心3区 を は じめ 、
大 阪市 を 中心 と し た関西 大都 市 圏 の3都 市 な らび に政 令 指 定 都 市 につ い て、
各 自治 体 の 住 宅政 策 担 当課長 を対 象 に行 な っ た ア ンケ ー ト調 査 の結 果 に基
づ い て、 都 心 居 住 政 策 の 内 容 、行 政 の 立 場 か らみ た都 心 居 住 の現 状 と問題
点 、 これ か ら取 り組 む べ き課 題 等 を明 らか に して い る 。
第7章 は 「結 章 」で 、本 研 究 の 総 括 的 ま とめ を行 な い 、関 西 大都 市 圏 の
都 心 居 住 問 題 の 構 造 を明 らか に す る と とも に 、多 様 な人 々の 安定 的定 住 を
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保 証 す る居 住 環 境 整 備 ・住 宅 政 策 の あ り方 につ い て考察 し、若 干の 提 案 を
行 な っ て い る 。
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第2章 都 心 居 住 に 関 す る
基 礎 白勺検 言寸
2.■ 家 族 ・家 庭 の 基 本 概 念
2.1.1家 族 ・家 庭 に 関 す る 基 本 的 概 念
(1)家 族 の 定 義
1)家 族 の 定 義
家 族 は 、時 代 を超 えて 、社 会や 文 化 の 違 い を問 わず 存 在 す る 人類 の 最初
の文 化 の 一 っ で あ る1)。人類 以 外 の 動物 に も集 団 的 な生 活 を営 む種 は存 在
す るが 、そ れ は 人 間 の家 族 と同様 の意 味 にお い て 「家 族 」 とは呼 ば な い 。
今 西 錦 司 に よれ ば 、 それ は人 間 の家 族 が ① 近親 相 姦 の タ ブ ー の存 在 、② 婚
外 婚 の 存 在 、 ③地 域 社 会 の 成 立 、④ 配 偶 者 間 にお け る性 別 の経 済 的 分 業 の
成 立 とい う4っ の条 件 の相 互 必然 的 な関 係 の うえ に成 立 して い るか らで あ
り、人 間 に最 も近 い とい われ るゴ リラの 場 合 な ど をみ て も③ 、④ の 条 件 が
示 す 最 も社 会 的 ・文 化 的 な 要 素 に欠 け て い るか らで あ る とい う2)。
っ ま り、 人 間 の家 族 は、 そ の基 底 を生 物 学 的な 条 件 に制約 され な が ら も、
それ を 突破 した とこ ろ に成立 す る文 化 的 構 築物 と考 え られ る3)。
ほ とん ど の 人 は 、家 族 とい う集 団 の 中 に生 まれ 、生 まれ て きた家 族(定
位 家族)の な か で 人間 と して の学 習 を積 み重 ね 、成 人 し、 やが て結 婚 を境
に 自分 た ち の家 族(生 殖家 族)を 作 って い く とい うの が 今 日の社 会 にお け
る一般 的 な 姿 で あ る 。 この こ とか ら、 家族 は人 々が 生 涯 の うち に属 す る様
々 な社 会 集 団 の 中で も、 と くに その 生活 を運 命 的 か っ包 括 的 に決 定 づ け る
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最 も身近 で 緊 密 な 人 間 関係 か らな る生 活 共 同 集 団 で あ る とい え るが 、 そ の
存 在 の 仕 方 は 多様 で あ り、時 代 と と もに変 化 す る 。
この よ うな 家族 の存 在 の 仕 方 の 多様 性 と可 変 性 を考 え る と 、長 島 信 弘 が
指 摘 す る よ う に 「普 遍 的な 定 義 を 求 め る こ と自体 に無 理 が あ る 」4)ことは
否 め な いが 、 そ の 時 代や 社 会 的 背 景 を踏 まえ た暫 定 的 な 定 義 は可 能 で あ り・
社 会 学や 文 化 人類 学 の分 野 で は これ まで様 々 な定 義 が な さ れ て きた5)。
従 来 、 最 もオ ー ソ ドック ス とされ て き た定義 は ア メ リカ の 文 化 人 類 学 者
マ ー ドッ ク に よ る もの で 「家 族 は 、居 住 の 空 間 、 経 済 的 な 協 働 、そ れ か ら
生 殖 に よ って 特 徴 づ け られ る社 会 集 団 で あ る 。そ れ は 両 性 か らな る大 人 と、
ひ と り ま たは そ れ以 上 の子 供 とを含 んで い る 。そ して大 人 の うち少 な く と
も2人 は 、社 会 的 に承 認 され た性 関 係 を維 持 し てお り、 また子 供 は 、 この
性 的共 住 を 行 な って い る大 人 の 実子 、 も し くは養 子 で あ る 」6)とい う もの
で あ っ た 。類 似 語 に 「家庭 」 とい う言葉 が あ るが 、家 庭 は 、 「家族 が 生活
す る と こ ろ 」で あ り 、生活 の 場 を含 め た概 念 で あ る 。
家族 社 会 学 にお い ては 、 家 族 とは 「夫 婦 を 中核 と して その 近 親 の 血 縁者
が 住居 を共 に して 生 活 して い る小 集 団 」7)とか 「家 族 とは 、 夫婦 ・親 子 ・
兄弟 な ど少 数 の 近 親 者 を主 要 な 成 員 と し 、成 員 相 互 の 深 い感 情 的 包 絡 で結
ば れ た 、第 一 次 的 な 福 祉追 求 の 集 団 で あ る 」8)等の定 義 が 用 い られ て い る 。
そ して そ の特 徴 は次 の よ う に捉 え られ て い る 。
まず 、第1は 、 選 択 性 を も たな い 「集 団 」と い うこ とで あ る 。家 族(定
位 家 族)の 場 合 には 、 自分 自身 の 自由 な 意 志 に よ っ て ど の家 族 に所 属 す る
か を選 択 す る こ とは 不可 能 で あ る 。 ま た 、学 校 や 企 業 の よ う に、 一 生 の あ
る一 定 の 期 間 の み 所 属 す る の で は な く、 ほ とん どの 人が 一生 涯 所 属 し続 け
る集 団 で あ る 。社 会 学 で は 、 これ を 「基 礎 集 団 」 「第1次 集 団 」 「ゲ マ イ
ンシ ャフ ト」等 と呼び 包 括 的 な生 活 保 障 の機 能 を担 う集 団 と して捉 え られ
て い る 。
第2は 、 「関 係 」 と しての 存 在 で あ る 。わが 国 の家 族社 会学 の創 始 者 と
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い うべ き戸 田 貞 三 は 、家 族 の 集 団 的特 質 とし て成 員 相 互 の感 情 的融 合 、人
格 的 合 一 化 をあ げ て い る9)。成 員 た ち は 、近 親者 と しての 情 愛 や 愛着 に基
づ きな が ら、長 期 にわ た っ て共 に住 む こ とを通 して 、良 くも悪 くも感 情 的
に深 く結 び っ いて い る と考 え られ る 。
第3は 、 「制 度 」 と しての 存 在 で あ る 。家 族 は社 会 と個 人 を っ な ぐ媒 介
機 関 と して 、社 会 の 基本 単 位 で あ り、法律 、習 慣 等 、外 的 ・形 式 的な きま
りに よ って 支 え られ た家 族 す な わ ち制 度 と して存 在 す る こ と によ っ て 、社
会 の 安 定化 や 存 続 に寄 与 して きた 。生 活 諸活 動 の長 期 的 ・継 続 的 な単 位 で
あ る家 族 の あ り方 は社 会 の あ り方 に直結 してい る と考 え られ る 。
っ ま り① 同 一居 住 、② 同 一 生 計 、③ 同 一 家族 意 識 を持 っ こ とが 通常 の形
態 とされ て い る とい え よ う 。 しか し、近 年 は単 身 赴 任 や 下 宿 学 生 等 、 同 一
居 住 や 同 一 生 計 の形 態 を と らな い家 族 も増 えて きて お り、 これ らの条 件 に
あ わな い こ と も多 くな っ て きてい る。改 め て家 族 とは何 か 、そ の生 活 を受
け とめ る住 居 は ど うあ らね ば な らな いか が 問 い 直 され る時 期 に きて い る と
考 え られ る 。
2)家 族 と世帯 の違 い
世 帯 と い う用 語 は通 常 、同 一住 居 で 暮 ら しを共 に し、そ れ に よ っ て他 か
ら独 立 し た個別 的 ・自律 的 な 生活 の単 位 とな っ て い る場 合 に使 用 され る 。
これ は 、 従来 日常 の消 費 単位 と して広 く使用 さ れ て い た所 帯 とい う用 語 が 、、、、
調 査 や 救 貧 政策 の ため の 行政 用 語 と しての世 帯 に転 用 され10)、1930
年 代 頃 に行政 用 語 と して確 立 した もの で 、現 在 も 国勢 調 査 を は じめ 、各 種
の 家族 調査 は ほ とん ど世 帯 を手 が か りに して い る 。
一般 に、 夫婦 や 親 子 は 同居 して暮 らしを共 に してい るか ら、家 族 と世 帯
は 同 一視 さ れや す いが 、必 ず しも そ うで はな い 。家 族 は 、親 族 的 側 面 を 一
義 的要 因 とす る親 族 集 団 で あ り、同 居 して いな くて も家 族 員 と し ての 共感
や 認 識 、法 規 上 の 家族 員 と しての 位置 付 け等 で 包 摂 され て い るか ぎ り家族
員 で あ る 。家 族 は 加 齢 に よ る あ る規則 的な 変 動 を 持 ち 、 ま た 、親 を 中 心 と
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した家 族 の変 動 が 終 わ り に近 づ けば 、子供 の独 立 、結 婚 に よ る新 しい家 族
・世 帯 の形 成 ・変 動 を同 じ よ うに生 み だ して い く とこ ろか ら、循 環 と して
も捉 え られ る 。本 章2.1.2(1)で 検 討 して い る家 族 の ラ イ フ サ イ ク
ル概 念 は 、 この家 族 の 変 動 ・循環 に応 じた生 活 の 諸 側面 の変 化 に注 目 した
もの で あ る 。
これ に対 し、世 帯 は、消 費 生 活 の共 同 を第 一 義 とす る単 位 で 、 住 居 と生
計 を共 同 す る人 々の 集 団 で あ り、 それ に は家 族 関 係が 含 まれ るが 、同 居 人
や 使 用 人等 、非 家 族 員 を含 む場 合 も あ る(図2.1.1)。 ま た 、ひ と り
暮 ら しの場 合 も 、そ こで生 活 を営 んで い るな らば1っ の世 帯 とな る 。家 族
と世 帯 は重 複 す る と こ ろが 多 い の で 、家 族 の 実 態 等 を 数 量 的 に把 握 す る場
合 に は 、世 帯 の 資料 で これ に 代 え る こ とが 多 い 。最 も基本 的 な 資 料 とな る
国 勢 調 査 で は 、世 帯 は 、住 居 と生 計 を と も に して い る人 の 集 ま りで あ る
「普 通 世 帯 」 と、寮 や 社 会 施 設 な どで 普 通 世帯 を 構成 しな い人 ま た は その
集 ま りで あ る 「準 世 帯 」と に分 け られ て い る 。そ して普 通 世 帯 は 、親 族 世
帯(世 帯 員 の なか に世 帯 主 の 親 族 が い る世 帯)、 非 親 族 世 帯(世 帯 員 の な
か に世 帯 主 の親 族 が いな い世 帯)、 単 独 世 帯(一 戸 を か ま え て住 んで い る
単 身 者)と に分 け られ て い る 。 この うち 親 族 世 帯 か ら非 親 族 世 帯 を除 い た
もの が 家 族 に近 い 。 しか し 、 国勢 調 査 で は他 出 家 族 員 をっ き とめ る こ とが
で きな い こ とか ら 、同 居 親 族 の 集 団 を 家 族 と し て い る 。近 年 は 、人 々の 生
活 領 域 の 拡 大 ・拡 散 や 、家 族 内 で の 個 人 化 の 進 展 に よ っ て家 族 は ます ます
世 帯 的 にな っ て き て い る と考 え られ る 。
(2)家 族 の 型
日本 の家 族 は 、高 度 経 済 成 長 の過 程 で そ の 構 成 員 、形 態 等 の 構 造 面 で 大
き く変 化 し た。今 日最 も主 要 で標 準 的 な 家 族 は 、核 家 族 で あ る 。核 家 族 は 、
夫 婦 と未 婚 の子 か らな る も の で 、独 立 的 ・自己 完結 的 単 位 と して存 在 して
い る 。核 家 族 は単 独 で も存 在 す るが 、組 合 わ さ っ て拡 大家 族(核 家 族 が 親
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子 関係 を軸 に タ テ に連 な っ た家族)や 複 婚 家 族(核 家 族 が 配 偶 者 の 一方 を
軸 に ヨコ に連 な っ た複 婚 家 族)を 構 成 す る こ と もあ る 。 ア メ リカの文 化 人
類 学 者 マ ー ドック は 、性 ・生 殖 ・経 済 的協 力 ・同居 とい う4っ の基 本 的機
能 を担 う もの を核 家 族 と呼 び11)、核 家 族 が あ らゆ る文 化 ・社 会 に普 遍 的
に存 在 す る と い う 「核 家 族 普 遍 説 」(1949年)を 唱 え た 。普遍 説 に対
して は批 判 的意 見 も あ る'2)が、 「核 家 族 」 とい う用 語 は世 界 的 に採 用 さ
れ 、多 様 な 家 族 の分 析 単 位 と して広 く支持 され て い る 。
核 家 族 は親 と子 の2世 代 を 含 ん で い る 。 そ こで 、親 夫 婦 を 中心 と して核
家 族 を見 るか 、子 供 を 中心 と して核 家 族 を見 るか によ っ て 、異 な った様 相
が 出現 す る(図2.1.2)。 親 の世 代 か ら見 れ ば 、 それ は男 女が 結 婚 し
て家 庭 をっ く り子供 を産 み そ だて る 「生 殖 家 族 」で あ り、夫 ・妻 ・子 とい
う構 成 を とっ て夫婦 関係 が 中心 にな る 。伴 侶 の 選 択 に始 ま り、子供 の数 や
出産 の時 期 、家族 生 活 の ス タ イル 等 、任 意 に よ る選択 の 契 機 が 含 まれ て い
る。 一方 、子 供 の世 代 か ら見 る と、 そ こ に生 まれ 、養 育 され 、基礎 的 な社
会 化 と人 間 形 成 の重 要 な基 礎 を与 え られ る 「定 位 家族 」で あ る 。父 、母 、
兄弟 とい っ た構成 とな り、親 子 関 係 を 中心 と し た もの にな る 。定位 家 族 へ
の帰 属 は子 供 に と って選 択 の 余 地 の 無 い運 命 的 な もの で あ る 。 この よ うな
二 面 性 が 核 家 族世 帯 の居 住 問 題 を 複雑 に す る要 因 の 一 っ にな って い る と考










図2.1.2核 家 族 の 二 面 性
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(3)家 族 の機 能
家 族 の 機 能 につ いて は諸 説 が あ る・・)が、工 業 化 社 会 に移 行 した後 の も
の は ・現 代家 族が 生 産 の 単 位 か ら消 費 の 単 位 に変 貌 し た こ と に伴 う機 能 上
の 変 化 を把 握 し よ う とす る視 点 で すべ て共 通 して い る と い え る 。
その 変 化 に最 も早 く注 目 し たの は ア メ リカの 社 会 学者 オ グ バ ー ン らで あ
る ・1930年 代の こ とで あ った 。彼 等 は近 代 産 業 の 未 発達 な 段 階 で の 家
族 が 果 た して い た経 済 ・教 育 ・宗 教 ・保 護 ・地 位 付 与 ・娯 楽 ・愛 情 と い う
7っ の機 能 が 、産 業 化 が進 み経 済 シ ス テ ムが発 展 す るに し たが って 、例 え
ば 、経 済 的 機 能 は 企 業 に 、教 育 は学 校 に移 行 す る とい う よ う に、 専 門 的 な
機 関 に吸 収 され て 家 族 か らは失 われ るか 、残 って い て も弱 ま る とす る 「家
族 機 能 縮 小 説 」を 論 じた14)。
その 後 、1950年 前 後 にな る と 「制度 か ら友 愛へ 」の家 族 変 動 を 論 じ
たバ ー ジ ェス が 、家 族 に残 され る機 能 は 子供 を養 育 し、 愛情 を 伝 授 し 、パ ー
ソナ リテ ィの 発達 を 支 え る機 能 で あ る とみ て 、 これ を家 族 機 能 の 縮 小 と呼
ぶ よ り もむ しろ専 門化 に あ る と し、 「家 庭 機 能 専 門化 説 」を 説 い た15♪。
以 後 、家 族 の機 能 論 は この 両者 の 見解 を主 と して 展 開 され て きて い るが 、
わが 国 で は 、表2.1.1の よ うな諸 説 が あ る 、
戸 田貞 三 の 説 は 、親 子 中 心 家族 の 立場 か ら家 族 機 能 を 論 じ た もの で あ り、
す で に今 日の 家 族 に はあ て は ま らな い16》。姫 岡 勤 は 、戦 前 と戦 後 の わが
国の 家 族 の 機 能 的 変 化 を統 計 的資 料 に基 づ い て 明 らか に し 、家 族 の機 能 の
縮 小 を 指 摘 し た う えで 、比 較 的恒 常 的 機 能 と派 生 的 、二 次 的機 能 に分類 し
た'η。 山根 常 男 の 家 族 機 能 論 は 、 そ の枠 組 と と も に内 容 が 明 示 され て い
る点 で注 目 され る18)。大橋 薫 は 、家 族 の機 能 を 他 の集 団 で は 代替 しえな
い家 族 の 本 質 的 機 能(固 有 機 能)、 集 団 の 存 立 の ため に欠 くこ との で きな
い経 済 的 機 能(基 礎 機 能)お よび これ らか ら派 生 す る様 々な機 能(派 生 機
能)の3っ の 次 元 を分 け て諸 説 を整 理 し て い るエ9)。森岡 清 美 は 、 この よ
うな 家 族 の 特 質 を 「感 情 的 融 合 に基 づ きか っ多 角 的包 括 的 な機 能 を 果 たす
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表2,1.1家 族 機 能 に っ い て の 諸 説
戸田 貞三
直系家族 におけ る家族機能
① 内 的 安 定 作 用
② 家族 財 産 の保 護









⑥ 地 位 付 与
山根 常男
家族の性格 機能の特徴と方法 個人に対する機能 社会に対する機能
性 的制 度 性 的 性的行 為 性 的 充 足 性 的 統 制
生殖的機関 生 殖 的 生 産 子孫を持っ欲求の充足
社会成員の補充
(種の再 生産)
経済的単位 経 済 的









第一次集団 教 育 的 養護教育 社 会 化 文化 の 伝 達
家 庭 心 理 的 団 ら ん 情緒 的安 定 社会の安定化
大橋 薫
次 元 対 成員的機能 対社会的機 能
固 有 機 能
①性 ・ 愛 情 ①性 的 統 制
② 生 殖 ・養 育 ②種 族 保 存
基 礎 機 能 ③ 生 産 ・稼 動 ③労働力再生産
④ 消 費 ・扶 養 ④生 活 保 障
副 次 機 能










集 団(第 一次 福 祉 追 求 集 団)、… と規 定 し多 くの 支持 を得 て い る 。
今 日の 核 家 族 は 、 多 くの 機 能 を外 部 シ ス テム に放 出 あ る い は 依 存 して き
て い るが ・ 今後 も 衰退 しな い と考 え られ る機能 と して は 、パ ー ソ ンズ が い
う 「子 供 の基 礎 的 社 会化 の機 能 と家 族成 員 のパ _ソ ナ リテ ィの 安 定 化 の機
能 」2Pと い うの を 支持 ・支 援 した い 。 と りわ け都 心居 住 に つ い て 考 え る
場 合 ・以 下 の よ うな理 由か ら、 ①家 族 の経 済 的 消 費 機 能 、 ② 教 育 機 能 、③
パ ー ソナ リテ ィ機 能 等 に着 目 して お く必 要 が あ る と考 え る 。
①家 族 は 多 くの 場 合 消 費生 活 を共 同 す る世 帯 と して と ら え られ るが 、現
代 の社 会 経 済 は家 族 の 消費 機 能 に依 存 す る面 が 大 き くな って き て い る 。
② 教 育 機 能 は 社 会 化 とは 区別 され る もの で 、教 育へ の 関心 や 教 育 投 資 の
高 ま りが 、 顕 著 で あ るが 、都 心 で は子 供 の数 の 減少 、 そ れ に伴 う小 ・中学
校 の 統 廃 合 等 、教 育 環 境 の 変 容 が 著 し い 。
③パ ー ソ ナ リテ ィ機 能 につ いて は 、 ひ とつ は子 供 の基 礎 的 社 会化 、 も う
ひ とっ は 、大 人 の パ ー ソナ リテ ィの安 定 化 とい う2っ の 課 題 を持 って い る
が 、小 家 族 化 や 生 活 の外 部 化 ・個 人化 等 、 パー ソ ナ リテ ィ機 能 を全 うす る
には 不適 当な要 素 が 増 大 しっ つ あ る 。
社 会 化 は 、個 人 が 所 属 す る様 々 な集 団 す な わ ち 家 族 、 近 隣 、遊 び 仲 間 、
学 校 、職 場 等 にお け る人 間 関 係 を通 じて 、社 会 の構 成 員 と して 生 き る ため
の 知 識や 技 術 、規 範 な どの社 会 的価 値 を 自 己の 内部 に取 り入 れ て い く過 程
で あ る 。家 族 に お け る社 会 化 は最 も基 礎 的 な もの で あ り、 人間形 成 上 重 要
な 意 味 を持 っ て い る 。
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2.1.2家 族 の ラ イ フ サ イ ク ル と 居 住 問 題
(1)家 族 の ラ イ フサ イ クル(familylifecycle)と
ラ イ フ ス テー ジ(1ifestage)の捉 え方
1)家 族 の ラ イ フ サ イ クル
ラ イ フサ イ クル とは 、生 命 を 持 っ もの の 一生 の生 活 に見 られ る規 則 的 な
推 移 の こ とで あ るが 、一 っ の 家 族が 誕 生 し、成 長 し、増 殖 、衰 退 そ し て死
に よ っ て消 滅 す る までの 変 化 の過 程 を示 す 言葉 と して も用 い られ て い る 。
ラ イ フサ イ クル の研 究 の 祖 は 、 イギ リスの経 済 学 者 ラ ウ ン トリー で あ る
が 、彼 の 研 究 の対 象 は家 族 で は な く個 人 で あ っ た 。 しか しそ こ で明 らか に
さ れ た ラ イ フサ イ クル とは 、生命 のサ イ クル とい うよ り生活 の サ イ クル で
あ っ た 。 そ して そ の生 活 の 場 を家 族 に求 め て い た こ とか ら、個 人の ラ イ フ
サ イ クル は家族 の そ れ と表 裏 一体 をな し て捉 え られ 、 やが て家 族 自体 の ラ
イ フサ イ クルが 取 りだ され る よ うにな っ た22)。
家 族 の ラ イ フ サ イ クル ア プ ロ ーチ は 、結婚 した男 女が 離 婚 せ ず に老 年 期
に まで 至 り死 を迎 え る とい う こ とを前 提 と して 、個 人 の生 活 過 程 を家 族 の
発 達 過 程 を 通 して捉 え る と こ ろに基 本 的 特徴 が あ る 。集 団 と しての家 族 は 、、、、、、
成 員 の 加 齢 に よる新 たな 役 割 取得 を契 機 と して 、家 族 形成 規 範 に沿 っ たか
た ちで 成 員構 成 が 変 化 して い く。 それ に伴 い 、経 営 状 態や 暮 ら し向 き等 の
経 済 活 動 、 っ きあ いや 集 団参 加 とい っ た社会 活 動 、家 族 内 の 人間 関係 そ の
他 さ まざ まな側 面 で 規 則 的 な変 化 を示 す 。すな わ ち生活 上 の段 階 ・ラ ィ フ
ス テ ー ジ によ っ て異 な った生 活 課 題 を持 っ 。
この よ うな 家 族 の ライ フ サ イ クル の 実 証 的研 究 は 、森 岡清 美 ら に よ って
拡 大 ・深 化 され 、家 族研 究 の強 力 な 枠 組 み とな って きた23)。しか し近 年
の離 婚 ・再 婚 、 シ ング ル志 向 、DINKS等 の 増 加 は ラ イ フサ イ クル アプ
ロー チ の 前 提 を 揺 るが しは じめ てい る。 また、 寿 命 の伸 び は個 人差 の 大 き
い人 生 後 半 を 長 く し、個 人 差 を 一層 大 き く露 にす る こ と等 か ら、個 人や 家
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族 の 生活 を ラ イ フ サ イ クル と い う発 達 モ デ ル に よ って 一般 化 して捉 え る こ
とに は無 理 が あ る よ う にな って きた 。 そ こで 、個 人 の 一生 涯 にわ た る生 活
歴 を トー タ ル に把 握 す る こ とを主 眼 と し、家 族 生 活上 の諸 契 機 を そ の 生 活
歴 を再 構 成 す る さ いの1っ な い し1群 の 指 標 と して 位置 づ け る に と どめ る
ラ イ フ コ ー ス(1ifecourse)概念 が 普 及 し、家 族 の ラ イ フサ イ クル で は
捉 え きれ な くな っ た個 人 ・家 族 ・社 会 等 を解 明 す る視 点 と して注 目 さ れ る
よ うに な っ て きた24)。
しか し、居 住 問 題 を考 察 す る う えで は 、依 然 と して家 族 の ラ イ フ サ イ ク
ル ・アプ ロー チ は以 下 の よ うな理 由 か ら重 要 な 意 義 を持 っ て い る と考 え ら
れ る 。
まず 第1と し て 、家 族 の ラ イ フ サ イ クル アプ ロ ー チ の対 象 とな る核 家 族
は 、今 日 わが 国で 最 も主 要 で 標 準 的 な 存 在 で あ る とい う こ とで あ る 。家 族
をな さな い家 族 外 生 活 者(準 世 帯 、非 親 族 世 帯 に あ る者 、単 独 世 帯 をな す
者 お よび 親 族 世 帯 中の 非 親 族)は 、都 市 化 の 進 展 と と も に そ の比 率 が 増 大
す る と考 え られ て い たが 、 わが 国の 総 人 口 に対 す る それ らの比 率 は 、19
20年10.3%、1965年8.2%、1980年7.7%と 低 下 して
お り、 今 後 も急 激 な 増 加 は見 込 まれ な い 。
第2と し て 、核 家 族 が 持 っ 二 面 性 を あ げ る こ とが で き る。先 述(2.1.
2(2))し た よ う に 、核 家 族 は定 位 家 族 で あ る と同 時 に生 殖家 族 で も あ
る こ とか ら、 ラ イ フ コー ス と は比 べ も の に らな らい 程 多 様 で 複雑 な生 活 課
題 を持 っ 。
第3は 、 ラ イ フ サ イ クル 概 念 に 内包 され る家 族 の発 達 とい う要 素 が 、発
達 課 題 と そ の推 移 と い う発 達 的 変 化 を捉 え る必 要 性 か ら 、課題 達 成 状 況 も
し くは達 成 度 が 家 族 生 活 に及 ぼ す 影 響 、す な わ ち 本 研 究 に お い ては 、 ラ ィ
フ ス テー ジ の相 違 に よ る住 要 求 や 住 生活 の 実態 の相 違 を考 察 す る必 然 性 を
生 み 出 して く る と考 え られ るか らで あ る 。
2)ラ イ フ ス テ ー ジ(lifestage)
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家 族 の ラ イ フ サ イ ク ルの 分 析 手 法 には 、 一群 の 家 族 を 長期 にわ た っ て継
続 的 に観 察 す る こ とに よ り、規 則 的 な推 移 を把 握 す る縦 断 分析 と、調 査 時
点 にあ らわ れ た家 族 の 断面 をっ な ぎあ わせ てサ イ クル を合 成 す る横 断 分 析
とが あ る 。そ して横 断分 析 に は 、時 間 的経 過 を一 定 の 間 隔 で 区切 りそ の 時
点 ご とに生 活 事 象 の 状態 を観 察 す る 「等 間 隔 区分 法 」 と、家 族 の 発 達 に応
じて期 間 を 区切 って 殺階 を設 定 しその 段 階 の移 行 と して周 期 を捉 え る 「段
階 設定 法 」とが あ るが 、住 生 活 上 の課 題 を 検討 す るの に は 「段階 設 定 法 」
が 適 当 と考 え られ る 。 「段階 設定 法 」で は 、 どの よ うに段 階 を設 定 す るか
が 問 題 で あ るが 、1930年 代 に ソロ ー キ ンが 行 な った4段 階 区分(表2___
1.2)25)を出発 点 と して 、以 後 さ ま ざ まな段 階 設 定 が総 じて 区分 を 細
か くす る方 向 で試 み られ て き た 。そ の段 階 は 、時 点 と してで はな く、 そ の
段階 独 自の 生 活 状況 や 課 題 を持 っ た期 間 として あ われ る。 また、家 族 の ラ
イ フサ イ クル の 段階 は子 供 の 有 無 に よっ て変 わ っ て くる こ とか ら、子 供 の
い る場 合 に は 、子供 の成 長 発 達 の 殺階 に あ わせ て 、家族 の ラ イ フサ イ クル
の段 階 を分 類 して い るもの が 多 か っ た26}。
表2.1.2ソ ローキンの4段 階区分
段階 家族構成 耕地所有量 暮 らし向 き加減




2人 とも フル に働 くこ とが で きる
の で 、 い く らか よい
H 夫婦 と
1人以上の子供



















夫婦は働 けな くな り、家 にとどま
る子供 に食べ させ ても らう。苦 し
さが増す時期
森 岡 清美:『 家 族 周 期 論 』P25,培風 館1973
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今 日・ 代表 的 な もの と して は 、 ヒルの9段 階説2ηや 、森 岡 清 美 に よ る も
の28)があ るが 、 これ ら も同様 で あ る 。両者 は表 現 方 法 や 細 部 に は異 な る
点が あ る もの の いず れ も設 定 基 準 を① 子 供 の 出 生 と独立 、② 第1子 の 成 長
段 階 、③ 中心 的生 計 維 持者 の経 済 的 役 割 の 変 化 、 とい っ た3つ の家 族 的 要
因 に拠 って い る。
本 研 究 で は 、森 岡 の 区分 に準 拠 しつ つ 、住 宅 や 居 住 環 境 が 子 供 の 成 長 ・
社 会 化 に及 ぼ す影 響 が 大 きい と考 え られ る育 児 期 、 第1教 育 期 、 第2教 育
期 を あ わせ た もの 、す な わ ち第1子 出生 か ら第1子 高 校 卒 まで を 「子 育 て
期 」 と して ま とめ 、特 に そ の動 向 に着 目す る こ と と し た 。
(2)ラ イ フ ス テー ジ と生 活 課 題
フ ァミ リー ラ イ フサ イ クル にお ける ラ イ フ ス テ ー ジ は 、 そ れ ぞ れ前 後 の
ス テー ジ とは異 な っ た家 族 構 成 を持 っ か 、少 な く とも そ の ス テ ー ジ を 特 徴
づ け る よ うな 発達 課 題 に よ っ て 区別 さ れ て い る(2.1.3)29)。
第2次 世 界 大戦 後 、家 族 の ラ イ フ サ イ クルの パ タ ー ンは 大 き く変 化 し、
結 婚 年 齢 の 上 昇 、 そ れ を上 回 る寿命 の伸 び に よ るラ イ フ サ イ クル の 全 期 間
の 長 さの 伸 長 、出 生 児数 の 減 少 、子育 て 期 間 の短 縮 、女 性 の 社 会 参 加 、老
後期 間 の 長 期 化 等 が ラ イ フ ス テ ー ジ 毎 の 生活 課 題 を変 え 、教 育 ・雇 用 ・余
暇 ・医療 ・年 金 ・社 会福 祉 等 と と も に住 宅 ・居 住 環 境 の あ り方 に も変 革 を
迫 っ て きて い る 。
各 ス テ ー ジ にお い て何 が 主 た る課題 とな るか 、 その キー ワー ドとな る可
能 性 の あ る事 柄 と して考 え られ るの は 、① 人 間 関 係 ・交 際 、② 健康 、③ 経
済 、④ 職 業 活 動 、 ⑤ 社会 活 動 、⑥ 余 暇 活 動 、⑦ 教 育 ・しつ け、⑧ 生 きが い 、
⑨ 家 事 、 ⑩ 住 宅 ・居 住 環境 、⑪ 親 へ の 援 助 、⑫ 老 親 介 護 等 で あ る 。 ラ イ フ
ス テ ー ジ と都 心 居 住 上 の 問 題 につ い て は 、2.4で 検 討 す るの で 、 こ こ で
は 一般 論 と し ての 生 活 課 題 に つ い て その 概 要 を 整 理 す る に と どめ る 。
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表2.1.3ラ イ フステー ジご との生活 課題
基本的発達課題 対社会との関係 目標達成手段
・新 しい家族 と夫婦関係 の形成 ・親や親戚 との関係 ・安定 した家計の設計
新 ・家族生活に関す る長期的基本 ・近 隣 との 交 際 ・耐久消費財の整備
婚 計画 ・居住地の地域社会の理解 ・長期的家計計画
期 ・家族 計 画 ・地域活動への参加 (教育 ・住宅 ・老後)
・居住様式の確立
・出産育児費の準備
・乳幼児の健全な保育 ・近隣の子供の遊戯集団の ・子 の成 長 に と もな う
育 ・第2子 以下の出産計面 形成 家計の設計
児 ・子の教育方針の調整 ・保育所 との関係 ・教 育 費 ・住 宅 費 を中
期 曹 ・親族との関係の調整 心 とした長期家計計
(祖父母 と孫) 画の再検討
・子 の 能力 ・適性 によ る就 学 ・老親扶養をめ ぐっての親 ・教育費の計画
子 ・妻の再就職 と社会活動への参 族関係の調整 ・住 宅 の 拡 大 ・建設 費
育 加 ・PTA活 動 へ の参 加 の計画
て ・子の進路の決定 ・婦 人会 、地 域 社 会活 動へ ・老親扶養の設計
期 ・家族統合の維持 の参加 ・余暇活動の設計
・職業活動の充実 ・子の勉強部屋の確保
・子 供 の 就職 ・経 済的 自立 へ の ・地域社会活動への参加 ・子の結婚資金 の準備
成 配慮 ・奉仕活動へ の参加 ・老後の生活のための
熟 ・子の情緒的 自立への指導 ・趣 味 ・文 化活 動 へ の参 加 家計計画
期 ・子の配偶者選択 ・結婚への援 ▼・子 の離 家 後 の住 宅利
助 用の検討
・安定 した老後のための生活設 ・子供の家族 との関係の調 ・定年退職後の再就職
高 計 整 ・老夫婦向 きの住宅の
齢 ・老 後 の生 きが い ・楽 しみ の設 ・地域社会活動 ・奉仕活動 改善
夫 計 趣味 ・文化活動等への参 ・健康維持への配慮
婦 加の維持 ・安定 した家計の維持
期 ・老 人 クラ ブ ・老 人 大学 へ ・遺産分配の計画
の参加
・ひ と り ぐ ら しの 生活 設 計 ・社会福祉サービスの受容 ・ひ と り ぐ らしの家 計
孤 ・老 人 クラ ブ ・老 人 大学 へ の設計
老 の参加 ・ひ と り ぐ らしの住 宅
期 ・新 しい仲 間 づ くり、友 人 利用
関係の活用 ・遺産分配の計画
望 月 菖 ・本 村 汎(編)1980『現 代 家族 の 危 機 』有 斐 閣P12～13よ り
一33一
新 婚 期 す な わ ち結 婚 して か ら第1子 が 生 まれ る まで は 、生 い立 ち 、家 庭
環 境 、生 活 習慣 の 異 な る男女 が 、 それ ぞ れ 夫 の役 割 、妻 の役 割 を取 得 し ・
生 活 習 慣 や 規 範 を調 整 し、 夫婦 間の 様 々 な役 割 の 配分 と分 担 を調 整 ・決 定
す る と い う課 題 に取 り組 まね ば な らな い 。 ま た、 親 ・兄弟 を は じめ とす る
親 族 関 係 や 近 隣 等 へ の 適応 、 家族 計 画 等 の 課 題 も あ り、 生 活 設 計 上 重 要 な
時 期 で あ る とい え る 。居 住 上 の 課題 と して は 、結 婚 を契 機 に して新 規 に住
宅 の 確 保 が 必 要 とな る こ とが 多 い 。何 処 に住 む か どん な住 宅 に住 む か を 、
住 宅 取 得 能 力 、仕 事 の性 質 や 職 場 へ の通 勤事 情 、 将 来 の家 族 計 画 、生 活 設
計 等 々 を考 慮 して選 択 す る必 要 が あ る 。
子 育 て期 の初 期 す な わ ち第1子 が 生 まれ る と 、新 た に親 と し ての 役 割 が
生 じ、育 児 や 教 育 等 、最 も創 造 的で 責 任 が 重 い時 期 とな る 。 そ して 、所 得
・家 計 ・就 業 の現 状 や そ の将 来 的 見通 し に照 ら しなが ら、教 育 計 画 や 住 宅
計 画 を総 合 的 に再 検 討 し、以 後 の生 活 の 基 盤 を整 え て い か ね ば な らな い 。
ま た 、乳 幼 児 期 か らの成 長 、第2子 の誕 生 等 が 続 くこ とか ら、 住宅 規 模 の
拡 大 と と も に子 供 の心 身 の発 達 を考 慮 し た住 環 境 作 りが 必 要 に な っ て くる 。
第1子 が 学 令 期 に達 す る と、家 族 の 生 活 行 為 は 様 々 に変 化 す る 。子 供 の
社 会 生 活 の 拡 大 に対 応 し て 、親 の 役 割 の 内容 も拡 大変 化 す る 。学 校 生 活 へ
の 子 供 の 適 応 を援 助 し 、夫 婦 共 同 し て子 育 て を行 な っ て い か ね ばな らな い
が 、妻 ・母 の 就 業 、 仕 事 に忙 し い 「夫 ・父 の不 在 」等 、 そ れ らを 困難 にす
る要 因 も少 な くな い 。 ま た 、子 供 達 は 、家 庭 内 で親 か ら独 立 した生 活 を希
望 し 、個 人 の 場所 を 要 求 す る よ う にな る 。個 室 の 充実 を図 る と と も に 、家
族 が 集 ま っ て交 流 で きる空 間 を確 保 す る必 要が あ る こ とか ら求 め られ る住
宅 規 模 が ラ イ フ ス テー ジ 中最 も大 き くな る 時期 で あ る 。子 供 にか か る教 育
費 その 他 経 済 的 負 担 も重 い 。今 日都 心 部 で は この フ ァ ミ リー 世 帯 を 受 け入
れ る こ との で き る比 較 的 規 模 の お お きな住 宅 の 供 給 が 少 な い こ と、 ま た地
価 高 騰 の 煽 りで住 宅 価 格 ・家 賃 が 非 常 に値 上 が り してお り都心 で の 新 規 の
住 宅 取 得 は 難 しい等 、住 宅 問 題 的 課題 の 多 い時 期 で もあ る 。 ま た 、都 心 の
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空 洞 化 は 学 令 期 の子 供 を激 減 させ てお り、小 学 校 の 統廃 合 等 、教 育 環 境 と
して も深 刻 な 問 題 点 を抱 え て い る 。
成 熟 期 は 、18才 以 上 の子 供 と共 に住 む 時期 で あ る 。各 人が 個 々の 仕 事
や 興 味 を持 ち 、独 自の 生 活 領 域 を形 成 す る 。子 供 の独 立 にむ け ての 準 備 期
で も あ り、財 産 や 不 動 産 の分 与 ・相 続 等 が 大 きな課 題 とな る 。
縮 小 期 は子 供 が 全 部 独 立 して 夫婦 だ けの生 活 にな る時期 。使 われ な くな っ
た子 供 た ち の個 室 が 多 様 に変 化 して 、形 態 と して は充 実 す る 。 しか し、職
業生 活 か ら引退 す る時 が 間 近 にな り、健 康 状態 や 老 後 の経 済 生 活 、生 きが
い等 を考 慮 しなが らの 生 活 設 計 が 問題 にな って くる 。同 時 に両親 の 介 護 を
め ぐる問題 等 もお こ っ て くる 。一般 に年 金 生活 者 が 多 くな り、生 活 を縮小
しな けれ ば な らな くな る と きで あ る 。再 就 職 、子 ・孫 との交 流 、近 隣 ・友
人 との交 流 、健 康 の 維 持 、 要 介 護期 へ の 対 処 の仕 方 、財産 が 有 る場 合 には
相 続 ・分 与 の計 画 等 が 必 要 とな る。や が て配偶 者 が 死 亡 して 一人 暮 ら し に
な るが 、 この 時期 に どの よ うな 住居 に住 む のが よいか 、様 々 な立 場 か ら検
討 が な され て い るが 、で きる限 り住 み慣 れ た家 と地 域 で住 み続 け 、地 域 で
の ケ ア を受 けなが ら自立 した生 活 が行 な え る よ う にす るのが 理 想 と され て
い る 。 しか しそ れ らが 容 易 に可 能 に な る住 宅 ・住 環 境 は確保 され てお らず 、
地 域 社 会 も成 熟 して いな い 。社 会 問題 と し て取 り組 まね ば な らな い課 題が
山積 し て い る とい わ ねば な らな い 。
〈注 ・参 考 文 献>
1)「 文 化 」は きわ め て 多義 的 な 概 念 で あ り、最 も広 義 に は、 人 間活 動 を
通 じ、社 会 的 に獲 得 され伝 達 され た業 績 の総 体 を さす 。① 自然 を 人 間の
ため に有 用 化 す る部分(技 術)と 、 ②相 互 行 為 や 関係 を規 制 す る部 分
(行為 規 範)、 ③ 理想 や 学 問 的 知 識 、 信仰 や 感 情 を表 現 す る部分(観 念
的構 築 物)の3っ の 部分 が あ る と され て い る 。
(天野 正 子 他 『全 改 訂 社 会 学 用 語 辞典 』学 文 社1992)
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2)今 西 錦 司 「人 間 家族 の起 源 一 プ ラ イ マ トロ ジ ーの 立 場 か ら一 」(川
村 俊 蔵 ・伊 谷 純 一 郎 編rサ ル ・社 会 的 研 究 』3-47中 央 公 論 社1965
3)前 納 弘 武 小 田桐 正毅 編r社 会学 と現 代 』 学 文 社19914
4)長 島 信 弘 「社 会科 学 の 隠喩 と して の家 族 」r現 代 思 想 』19856
5)ア メ リカの 文 化 人類 学 者 マ ー ドッ ク に よ る定 義 を は じめ と して 、以 下
の よ うな 主 張 が な され た 。 レヴ ィ=ス トロー ス は 、家 族 の 理 想 型 を次 の
よ うな もの と して 提示 して い る 。 ① 家 族 は 結 婚 に よ って 発 生 す る 。②
家 族 は夫 と妻 と、 そ の婚 姻 に よ って 生 まれ た子 ど も たち に よ り構 成 され
る 。 しか しこの 中 核部 をな す構 成 員 の ま わ り近 くに他 の 親 族 が 含 まれ る
こ と も あ る 。③ 家 族 員 は 、a法 的 紐 帯 、b経 済 的宗 教 的 其 の 他 の 権 利 義
務 、c性 的 な権 利 と禁 忌 お よび 恋 情 、 愛 情 、 尊 敬 、畏 れ な どの 多 種 多 様
な 感 情 な ど によ って結 び っ け られ て い る と して い る 。
「家 族 」祖 父江 孝 男(編 訳)r文 化 人 類 学 一 文 化 ・社 会 ・行 動 一 』
誠 信書 房1968イ ギ リスの 社 会 人 類 学 者 、 ラ ドク リフ=ブ ラ ウ ンは 、
核 家族 を基 本 家 族 と呼び 、 それ が 親 族 体 系 を 形 成 して い る構 造 の 単 位 、
ま た、 社会 構 造 の基 本 単 位 その もの で あ る と述 べ て い る 。
『未 開 社 会 にお け る構 造 と機 能 』
マ リノ ー ス キ ー は 、 「母 、夫 、 そ の子 供 が 社 会 構 造 の基 盤 を成 して
お り、 この単 位 の 中 に は心 理 的 感 情 的 紐 帯 が 存 在 す る 」 と述 べ て い る 。
青 山道 夫訳 『未 開家 族 の 論 理 と心 理 』法 律 文 化 社1960
L・ メ ア は 、 「親 子 の居 住 集 団 で あ る 」 と し、母 子 家 庭 や 父子 家 庭 も
再 生 産 集 団 と して家 族 で あ る とい っ て い る 。rAnIntroductionto
SocialAnthropoiogy』ClarendonPress.1977
6)マ ー ド ッ ク(Murdock,G,P.,SocialStructure,Macmillan,1949)
内 藤 莞 爾 訳 『社 会 構 造 一 核 家 族 の 社 会 人 類 学 一 』 新 泉 社1978
7)福 武 直 、 日高 六 郎 、高 橋 徹 編 『社 会 学 辞 典 』95有 斐 閣1957
8)森 岡 清 美 ・望 月 菖 『新 しい家 族 社 会 学 』(改訂 版)培 風 館1987
9)戸 田貞 三 『家 族 構 成 』弘 文 堂1937(復 刻 版 新 泉 社1982)
10)最 初 に世 帯 が 定 義 され たの は 、1918年の 国勢 調 査施 行 令 にお い て で 、
次 の よ う に定 め られ た 。 「本 令 二 於 テ世 帯 ト称 スルハ 、住 居 及 家 計 ヲ共
ニ ス ル者 ヲ謂 フ 」(第3条)
11)6)に 同 じ
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12)イ ギ リスの 人 類 学 者 リー チや ニ ー ダ ムが 、 わが 国で は長 島 信 弘が 通
文化 的研 究 を行 な うため に、 あ る術 語 を普 遍 的 に定 義 す る こ とは で きな
い と主 張 して い る 。
金 子 淑 子 編 『家 族 』 新 曜社19886
13)オ グ バー ンに よ る と 、家 族 機 能 に は主 機能 と副 機 能 とが あ り、主 機
能 は性 的機 能 と扶 養 機能 で あ り、副 機 能 は経 済 的機 能 、 教 育 的機 能 、宗
教 的機 能 、保 護 的 機 能 、地 位 付 与 的 機 能 で あ る 。 そ して 主 機能 は文 化 の
程度 にかか わ らず どの家 族 にも存 在 す るが 、 副機 能 は 家 庭 の文 化 的 社 会
的水 準 に比 例 して変 動 す る もので あ る と して い る 。 ま たバ ー ジ ェ ス らは.
家族 機 能 を本 来 的 機 能 と歴 史 的機 能 とに分類 し、前 者 には 愛情 、生 殖 、
養 育 の機 能 を 、後 者 には 経 済 、保 護 、教 育 、娯 楽 、宗 教 の 機 能 を認 め て
い る 。本来 的機 能 は時 代 的 歴 史 的 に不 変 の もの で あ るが 、 歴 史 的機 能 は
変 化 す る もの で あ る とし てお り、オ グ バー ン らの説 と似 て い るが 、地 位
付 与 の機 能 が 除 か れ て い る 。
ま た、 パ ー ソ ンズ は 、家 族 の主 要 機 能 と して 、子 供 の 基 礎 的社 会 化 と
家 族 成員 のパ ー ソナ リテ ィの安 定 化 を あげ て い る 。





17)姫 岡勤 「戦 後 にお け る家族 の実 態 」社 会学 評 論71957
18)松 原 治 郎 他 「家 族 生 活 の社 会 学 」学 文社1971
19)大 橋 薫 「家 族 社 会 学 」川 島書 店1966
20)森 岡清 美 「家 族 の 定 義 」 『家 族 社 会 学 』東 京 大 学 出 版 会1872
21)Parsons,T.andBalesR,F.Family,Socializationand
InteractionProcess1956(橋爪 貞 雄 他 訳 『核 家 族 と 子 供 の 社
会 化 』 黎 明 書 房1970)
22)Rowntry,S.,``Poverty:AStudyofTownLife"1899
1899年に ヨー ク 市 で 行 な っ た貧 困 調 査 の 結 果 か ら 、 家 族 の 状 況 と貧 困
と の 関 連 に注 目 し 「労 働 者 の 生 活 は 、 『困窮 』 と 『比 較 的 余 裕 の あ る 生
活 』 と の 交 替 に よ っ て5回 違 っ た 生 活 様 式 に 直 面 す る 」 と し て 少 年 期 、




「家 族 の 構 造 と機 能 」r講 座 社 会学 第4巻 』27東 京
24)ラ イ フコ ー ス研 究 の先 駆 者 で あ り、指 導 的役 割 を果 た し続 け て い る
エ ル ダ ー に よれ ば 、 ラ イ フ コー ス とは 「個 人が 年 齢 別 に分 化 した役 割 と
出 来 事 を 経 っ っ た どる道 」で あ る 。人 生 行路 の 斉 一性 を重 視 す る ラ イ フ
サ イ クル に対 し、 ラ イ フ コ ー ス はそ の 多 様 性 に注 目 して い る 。 ま た 、 コー
ホ ー ト間 比 較 に よ って 、 ラ イ フサ イ クル の 限 界 とい わ れ る 歴 史 的 時 間 の
欠 落 を 克 服 し、 変動 分 析 を可 能 に し た とい わ れ て い る 。
25)ソ ロー キ ンは 、農 業 の生 産 力 と消 費 力 の バ ラ ンス の 変 動 と耕 地 面 積 、
家 族 構 成 等 の 関係 を 明 らか に し、4っ の 家 族 周 期 段 階 を 指 摘 した 。
(森岡 清美:家 族 周 期 論 培 風 館1973)
26)例 え ば 、 ニ ッ ケ ル と ド ー ゼ イ に よ る も の で は 、 以 下 の7段 階 に 区 分














子 供 の な い新 婚 期
第1子 出生 ～3才 未 満(若 い 親 の 時 期)
第1子3才 ～6才 未 満(前 学 令 期)
第1子6才 ～12才(学 令 期)
第1子13才 ～19才(思 春 期 の 子 を持 っ 時期)
第1子20才 ～離 家(成 人 の 子 を持 っ 時期)
第1子 離 家 ～末 子 離 家(子 供 の独 立 期)
末 子 離 家 ～ 夫退 職(子 離 れ 期)
夫 退 職 ～ 死 亡(老 い ゆ く家 族)






夫 婦 だ けで まだ子 供 が 生 まれ て い な い 。約1年 間(新 婚 期)
第1子 出生 か ら小 学 校 入 学 まで 。約6.5年 間(育 児 期)
第1子 の 小 学 校 入 学 か ら卒 業 まで 。6年 間(第1教 育 期)
第1子 の 中学 校 入 学 か ら高 校 卒 業(年 齢)ま で 。6年 間(第2教
育 期)
第1子 の 高 校 卒 業 か ら末 子 が 成 年 に達 す る まで 。約6年 間(第1
排 出期)
末 子 が 成 年 に達 して か ら子 供 が 全 部 結 婚 あ るい は独 立 離 家 す る ま
で(第2排 出期)
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7.子 が 全 部 結 婚 あ る い は独 立 離 家 し てか ら夫が65才 に達 す る まで 。
(向老 期)
8.夫 が65才 に達 して か ら死 亡 す る まで 。(退 隠 期)
(9.夫 の 死 亡 か ら妻 の死 亡 まで 。(孤 老期))
29)望 月蕎 ・本 村 汎 「現 代家 族 の 危 機 」 有 斐 閣12～131980
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2.2 都 市 化 の 進 展 と
家 族 ・家 庭 の 変 容
都 市 は 、多 様 で活 発 な 経 済 活 動 や文 化 活 動 の場 で あ る と同 時 に人 々 の 居
住 の 場 で も あ る 。そ の意 味 で 都 市 の 活性 度 と深 い 関係 を持 って い るの が 都
市 居 住 者 と その 家庭 の動 向 で あ る 。高度 経 済 成 長 の 時代 を経 て 、 わが 国の
家 族 ・家 庭 をめ ぐる環境 は大 き く急 激 に変 化 し た 。 と りわ け高 齢 化 、単 独
世帯 の増 加 、家 族 規 模 の縮 小 等 が 都 市 化 の進 展 と と もに顕 著 にな っ て きて
お り、新 た な都 心 居 住 ニ ー ズ を生 み 出 す 一方 で 、 フ ァミ リー 世帯 の 流 出 と
い う問題 とあ い ま っ て都心 居 住 問 題 を 一 層深 刻 化 させ る こ とが 危 惧 され る 。
そ こで 、本 節 で は その 動 向 を把 握 し、 都心 居 住 構 造 の仮 説 設定 な らび に問
題 点 の検 討 の前 提 とす る こ と と した 。
2.2.1都 市 居 住 者 の 人 口学 的変 化
(1)高 齢 化 の進 展
65才 以 上 人 口が 全 人 口の7%を 超 え る と高 齢 化 社 会 とい われ る1)が、
わが 国 の 高 齢 化 は 、諸 外 国 に比べ て極 め て 早 い速 度 で進 ん で い る(表2.
2.1)。 高 度経 済 成 長 に よ る国民 所 得 水 準 の 向上 に伴 う栄 養 の摂 取 状 況
の 改 善 、 公 衆 衛生 の 改善 、医 療 技術 や 施 設 設備 の進 歩 な どを背 景 に、近 年
の 出生 率 の 低 下(図2.2.!)と 平 均 寿 命 の伸 長(表2.2.2)が 相
まっ て、 高 齢 人 口は 、1975年 で は全 人 口の7.9%だ っ た ものが 、1
985年 で10.3%、1990年 に は11.9%と な って い る 。 この割
合 は今 後 さ ら に急 速 に増 加 し、 高齢 化 が ピー ク に達 す る2020年 頃 には
25.2%と 、 国民 の4人 に1人 が65才 以上 に な り、高 齢 者 世 帯 の うち
「単 独 世 帯 」は約2.6倍 に、 「夫婦 の み 世帯 」は3.1倍 に増 加 す る と
予 測 され て い る2)。
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表2.2.1 主要先進国の65才 以上老年人口割合が7%か ら14%に 達 した(す
る)年 数
老年人口割合の
国 達 成 年 次 所要年数
7% 14%
アメ リカ合衆 国 1945年 2010年 65年
東 ド イ ツ 1930 1965 35
西 ド て ツ 1930 1975 45
ス ウェーデ ン 1890 1970 80
イ ギ リ ス 1930 1975 45
イ タ リ ア 1935 1990 55
フ ラ ン ス 1865 1990 125
オ ー ス トラ リ ア 1940 2020 80
日 本 1970 1995 25
注)日 本 は国 勢調査お よび厚 主壱人ロ局題研究所の握 酎による
諾外国はUN,WorldPopulationProspects;1988
にもとつ く
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従 来 、 わが 国で は 、都市 へ の 流入 人 口 は若 年 層 が 主体 で あ っ た ため 、都
市 には若 者 が 多か っ た 。高 度 成 長期 に お け る大 量 の 若年 人 口の 流 入 が 、大
都 市 の経 済 ・生 活 ・文 化 の 活 力 の 源 とな っ て きた 。 と ころが 表2.2.3
にみ る よ うに1990年 に は 、す べ て の 政令 指 定 都 市 で65才 以 上 の 人 口
が7%を こ え てお り、 大都 市 は すで に高 齢化 社 会 に突 入 して い るの で あ る 。
高齢 化 の 進 展 が も た らす影 響 は 、主 と して労 働 力 人 口の減 少 、世 帯 間 負 担
・受 給 ア ンバ ラ ンス の拡 大 、要 介 護 高 齢 者 の増 加 等 で あ るが 、居 住 とい う
面 か ら と らえ る と 、要介 護 高 齢 者 の 増 加 が 大 きな 問題 にな る と考 え られ る 。
子 供数 の減 少 に加 え て親が 長 生 きをす る今 日で は 、 ほ とん どの 人が 自分 の
配 偶 者や 親 の介 護 にか か わ らざ るを得 な くな って きて い る 。
しか し 、 戦後 わが 国で は 、親 か らの財 産 相 続 、 親 の扶 養 を すべ て の子 供
が 平 等 に行 な うこ とにな っ た こ とや 、教 育 の 変 化 、経 験 を尊 重 す る こ との
少 な くな っ た生活 の変 化 等 々 に よ って老 人 の 地 位 、役 割 が 急 速 に変 化 した 。
親 子 三 世 代 居 住 は少 な くな り、高齢 者 の み の 核 家 族や 高 齢 者 の単 独 世 帯 が
増 加 して い る(表2.2.4)。
増 大 す る老 年 人 口を相 対 的 に縮 小 す る若 年 人 口で いか に支 え るか 、家 族
は ど こ まで 老 人 の面 倒 を見 る こ とが で きるか 等 、老 人問 題 は す で に年 を とっ
て しま っ た老 人 だ けの問 題 で はな く、 これ か ら老 人 の扶 養 に責任 を持 っ こ
とにな る若 者や 子 供 た ちの 問 題 と して 大 きな 課 題 を な げか けて きて い る 。
ま た 、高 齢化 社 会 の 到 来 は 、福祉 の対 象 とな る よ うな 高 齢者 が 増 え る一
方 で 、 心 身 共 に元 気 で 何 事 に も意欲 的な 高 齢 者 が 増加 す る とい うこ とで も
あ る 。年 金 の成 熟 化 す な わ ち 「国民 皆 年 金 」制 が 定着 しその給 付 額 が 充実
して きて い る こ とか ら、経 済 的 に安 定 した老 後 をお くっ て い る もの も少 な
くな い 。高 齢 者 の消 費 活 動 や 社 会 参加 も活 発 化 し、高 齢 者 を対 象 と し たい
わゆ るシ ル バ ー産 業 が 多 様 化 した高齢 者 の 生 活 ニ ー ズ を受 け取 め て い る。
しか し、 民 間へ の過 度 な 依 存 は、身 体 機 能 や 判 断 力 の低 下 し た要 介 護 高 齢


























0～ 15～ 65～ 0～ 15～ 65～ 0～ 15～ 65～
大阪市 20.5 70.2 9.2 18.1 71.5 10.3 15.1 72.5 11.7
京都市 21.0 68.6 10.4 19.1, 69.5 11.4 15.8 71.0 12.7
神戸市 22.5 68.1 9.0 20.5 69.3 10.1 17.4 70.4 1L5
札幌市 23.1 70.6 6.2 21.3 71.2 7.5 18.2 72.3 9.1
仙台市 22.8 70.5 6.5 21.2 71.1 7.5 19.1 71.5 8.8
東京都区部 19.2 72.4 8.2 16.8 73.6 9.5 13.7 74.3 11.2
川崎市 22.9 71.4 5.6 20.2 73.0 6.8 16.5 75.3 8.0
横浜市 24.0 69.6 6.2 21.0 71.7 7.3 17.1 73.7 8.6
名古屋市 22.6 69.7 7.6 20.5 70.6 8.8 17.2 72.1 10.3
広島市 24.2 68.3 7.4 22.6 68.9 8.4 19.0 70.8 9.8
北九州市 23.1 68.1 8.7 21.2 68.5 10.3 17.8 69.1 12.7
福岡市 23.2 69.7 6.9 21.7 70.4 7.8 18.7 71.6 9.1
全 国 23.5 67.3 9.1 21.5 68.2 10.3 18.2 69.5 12.0







(2)単 独 世帯 の増 加
国勢 調 査 に よる と、単 独 世 帯 率 は 、1960年 で は7.4%で あ っ たが 、
1970年 に は12.0%、!980年 には19.8%、1990年 に は
23.1%と 上 昇 傾 向 にあ る 。 と りわ け若年 層 と老 年層 に お い て顕 著 で あ
るが 、若年 層 で は晩 婚 化 が 、 老年 層 で は子 供 との 同 居率 の低 下 が 主 な要 因
で あ る 。
1)シ ング ル志 向
シ ング ル とい う言 葉 は独 身 者 、 も し くは ひ と り暮 ら しの 人 を指 す 呼 称 と
して使 わ れ る言 葉 で 、家 族 持 ちの 反 対 語 で あ る 。英語 で は 「シ ング ル 」よ
りもむ し ろ 「セ リバ シー(独 身 主 義)」 の ほ うが 適 切 か も しれ な いが 、近
年 の わが 国 で は 、都 市 の 中 の新 しい生 活 ス タ イル と して注 目 され 、 そ の よ
うな 生 き方 を擁 護 、 あ るい は 讃美 す る もの3)も少 な くな い こ とか ら、 シ ン
グル 志 向 が 高 ま って い る 。従 来 、法 制 度 にの っ とっ た結婚 に よる夫婦 は 、
社 会 を秩 序 づ け る基 盤 と して容 認 され 、制 度 と して維 持 され て きた 。 しか
し、 よ りよ い職 業 機 会や 、 よ り自由 な選 択 の 可 能 性 を求 め て、 あ る い は責
任 を 回避 す る強 い欲 求 に基 づ い て結 婚 の延 期 や 回 避 が選 択 され るよ うにな っ
て き た。離 婚 率 の 上 昇(図2。2.2)や 晩婚 化 等 が そ れ を裏 付 けて い る
とい えよ う。女 性 が 高学 歴化 し、就 業 率が 高 ま る に したが っ て 、キ ャ リア
を 積 み 、仕 事 に充 実 感 を覚 える 人 も増 えて い る 。女 性 の場 合 、結 婚 後 の家
庭 生 活運 営 の 責任 負担 が 大 き く、強 い拘 束性 を持 つ こ とか ら、結 婚 が すべ
て とは 考 えな い 人 たちが 女 性 の 中 に あ らわれ て い る 。心 身 共 に 自立 す る能
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資料)1985年 までは厚生省統計情報部 「厚生行政基礎調査 」






















図2.2.2離 婚 率 の 推 移
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力 を持 ち 、 時 間 に拘 束 され た くな い、現 在 の 家 族 制 度 に と らわれ た くな い 、
親 族 等 め ん ど うな 人 間関 係 にか か わ り た くな い 、 あ るい は対 人 関 係 の 呪縛
か ら自己 を 解 放 した い等 の シ ング ル カ ル チ ャー 志 向が 増 加 し、一 人 ぐ ら し
に市 民 権 を 主 張 して い る 。
男 性 の 場 合 は 、過 疎 地 の 農 業 後継 者 等 に単 身 者 が 多 い とい われ て い るが 、
都 市 にお いて も、勤 務 時 間 帯 や 勤 務地 等 か ら女 性 と出会 う機 会が 少 な く、
結 婚年 齢 が 遅 くな り 、や む を得 ず 独 身 を 通 して い る ものが 少 な くな い 。
国勢 調査 の結 果 か ら、 実質 的 な未 婚 率 は 、大 都 市 の 都心 部 で最 高 で あ り、
都 心 か らの 距離 に比 例 して 未 婚率 は低 下 す るこ とが 認 め られ て い る4)。
いず れ に して も 、家 族 機 能 の 縮小 や 家 事 労働 の外 部 化 が この よ うな 単身
居住 を可 能 に して い る と考 え られ る。生 活 の 自立 度 が 低 くて も社 会 化 され
た商 品 や サ ー ビス を利 用 す れ ば 、 日常 生 活 は困 らな い 。一 般 に、居 住 者が
地域 住 民 と して 定 着 す るの は 、結 婚 と子 育 てを契 機 と してい るが 、 それ ら
を経 験 しな いシ ング ル の生 活 は 、地域 に無 関心 にな り勝 ちで あ り、膠 弱 な
面 を持 っ て い る 。そ れ らを を カバ ー す るため 、 こ とに非 常 時 に備 え て社会
関係 の ネ ッ トワー クの形 成 が よ り強 く求 め られ る よ うにな って くる もの と
考 え られ る 。
2)高 齢 単 独 世 帯
高 齢 化 の 進 展 が 著 しい こ と はす で に述 べ た(2.2.1の(1))が 、 な か
で もひ と り暮 ら しの高 齢 者 の 増 加が 顕 著 で(前 出表2.2.4)、 高 齢単
独 世 帯 数 は 、65才 以 上 の 高 齢 者 を含 む世 帯数 の14.9%を 占め て い る。
また、 い ず れ 高齢 単 独 世 帯 にな る とい え る高齢 者 夫 婦 の み の世 帯 割 合 も増
加 して お り21.4%と な って い る 。平 均寿 命 が ます ます伸 び る傾 向 にあ
るこ とか ら、高 齢 単 独 世帯 は今 後 も増 え続 け る こ とか予 想 され る 。 と りわ
け 問題 にな るの は借 家暮 ら しの高 齢 単 独 世帯 で あ る 。借 家 世 帯 の場 合 は 、
居 住 条 件 の 改 善 に家 賃 の 負担 増 を伴 う可能 性 が 大 きいが 、高 齢 単独 世 帯 は
所 得 水 準 が 相 対 的 に低 い もの が 多 い ため 、居 住条 件 の改 善 が 容 易 で はな い 。
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また ・地 価 高 騰 の 著 しい都 心 部 で は 、経 営 者 の 思 惑 に よ る契 約 の 更 新 拒 絶
や 入 居 拒 否 に あ っ て い る事 例 も多 く、住 み続 け る こ と に対 し て も不 安 を抱
えや す い とい われ て い る5)。
高 齢 者 はや が て 心 身 機 能が 衰 え 、障 害 を持 っ た り 、寝 た き り にな る等 、
自立 し た生 活 が で きな くな る可 能 性 が 大 き い 。 しか もひ と り暮 ら しで は い
ざ とい う時 の 問 題 対 処 能 力 は低 い 。家 庭 内 に介 護 者 が いな いの で 外 部 サ ー
ビス や 施 設 サ ー ビス に頼 らね ば な らな い率 が 高 い 。
ま た、 高 齢 単身 世 帯 に は女 性 が 多 い 。1988年 の 国 勢 調 査 に よ る と 、
高 齢者 単独 世 帯 は159万 世 帯 の う ち8割 が女 性 で あ る 。現 在 の 高 齢 女 性
は 、経 済 的 自立 を妨 げ る社 会 シ ス テム の 中 に生 きて きて お り 、 自 己の 収 入
源 を持 た な い も のが 多 い こ とか ら 、 その 所 得 は極 め て 低 く 、男 性 の6割 程
度 にす ぎず 、資 産 も年 金 も少 な いの 。 その 意 味 で は 、高 齢 者 のひ と り暮 ら
し女 性 にっ い て は 、 まだ まだ 公 的 施 設 ・サ ー ビス に頼 らざ るを 得 な い面 が
少 な くな い と考 え られ る 。
(3)家 族 規 模 の縮 小
1920年 以来 、5人 前 後 で 推 移 して い たわ が 国の 普 及 世 帯 の平 均 世 帯
人員 は 、1955年 以 降急 速 に減 少 し 、4.97人 か ら1985年 には3.
14人 とな っ た 。 この 間世 帯 数 は急 速 に増 加 し たが 、1955年 には57.
1%だ っ た核 家族 が 、1985年 に は60.6%に 増 え た こ と 、 と りわ け
20代 後 半 の 男性 や70才 以 上 の 女 性 を 中心 とす る単 独 世 帯 が1955年
に は3.4%だ っ た ものが1985年 に は20.8%に 増 え た こ と に よ る
とこ ろが 大 き い 。 ま た 、教 育 水 準 の 上 昇 、都 市 化 や雇 用 者 化 の進 展 に よ る
家 族 や 家 庭 に対 す る意 識 の 変 化 を背 景 に 、出 生 率 も著 し く低 下 して い る 。
最近 は 、合 計 特 殊 出生 率 が1.53人 と 、人 口の維 持 に必 要 な2.1人 を
大 き く割 り込 んで い る 。
子 供 の 数 が この よ う に激 減 し た背景 には 、① 戦 前 の 家 制度 を 中心 と した
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家 族 制 度 の 崩 壊 に よ り子 供 に対 す る意 識が 変 化 し、家 の 継 承 や 子 孫繁 栄 を
家庭 生 活 の 目標 とす る考 え方 が 薄 れ る と とも に 、老 後 の生 活 を 子 供 に 頼 ろ
うとす る考 え方 も弱 ま って き た、② 乳 幼 児死 亡 率 を は じめ とす る各 年 齢 の
死 亡 率 の 低 下 、③ 子 供 の 養 育 にか か る直 接 、 間接 の費 用 の増 大 、④ 雇 用者
世 帯 の 増 大(雇 用 者 世 帯 にお いて は 、子 供 は家 族 労 働 力 と して役 に立 っ こ
とは無 く、伝 え るべ き家 業 も無 い 。 また 、都市 に居 住 す る雇 用 者 世 帯 で は
住 宅 も狭 い とい っ た事 情 も作 用 して い る と考 え られ る)、 ⑤ 女 性 の 高 学歴
化 の進 展 、⑥ 家 族 計画 の知 識 や 技術 の普 及 等が あ る 。
この他 、小 此 木 啓 吾が 指 摘 して い るよ うに、 「現 代の 人 間の 間 には 、1
対1の2者 関係 、3者 関係 の よ うな 、異 な っ た価 値観 、生活 様 式 を 持 っ 人
間 同 志 の か か わ りを避 け、 人形 、ぬ い ぐ るみ 、ペ ッ ト、コ ン ピュー タ ー 等 、、
自分 の思 い どお りにな り、 い っで も 自分 か ら関 係 の 断っ こ とので き る、 い
わば 半分 人 間(0.5)と の かか わ りを保 っ 「1.5の 人 間 関係 」が ひ ろ
が って きて い る7)」が 、そ の よ うな人 間 関係 の 持 ち方 の希 薄 化 も出生 率 の
低 下 に影 響 して い るの で は な いか と考 え られ る 。
子 供 の 数が 少 な い とい う こ とは 、子育 ての 期 間 を短 くす るが 、 これ が長
寿 化 と と も に自 由時 間 を増 大 させ る こ とにな る 。 「就 業 の 機会 が 増 大 し、
個 人 の 能 力が 生 か せ る 」とい っ たプ ラ ス面 もあ るが 、 「年 金 な ど老 人 扶養
の ため の 負担 の 増 大 」 「若 年 労 働 力 の減 少 に よ る労働 力 不 足 」 「社 会 経済
全 体 の活 力 の減 退 」等 マ イ ナ ス面 の 問題 が 圧 倒 的 に多 く指 摘 され て い る 。
さ ら に よ り大 きな 影 響 と して子 供 自身 に とっ て も 「社 会 の 中 で も まれ る 」
機 会や 、 「人 と人 との 間 で育 っ 」機会 が 減 少 し、 そ の結 果 、 子供 が さ まざ
まな 人 間 関係 の 中で 多様 な価 値 観 の存 在 や 我 慢 す るこ と を学ぶ 機 会 が 減少
し、創 造 性 や 活 力 、 社会 性 の 発 達 等 に影 響 を与 え るので はな い か とい っ た
こ とが 懸 念 され る 。 また 、家 族 の 共 同作 業 や 接 触 機会 の 少 な さは 、 その 家
族 の生 活 習 慣 や 生 活 様 式 を伝 え に くく して し ま う 。
また 、家 族 規 模が 縮 小 す る 中で の主 婦 の 労 働 市 場へ の 進 出 は 、子 供 、老
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人 ・障 害 者 、要 介 護i高齢者 とい っ た 自分 の 力 で生 活 を営 む こ との で きな い
者 を家 庭 内 に取 り込 んで い く こ とを難 し くす る 。
これ らは 時代 の 趨 勢 と して 、家 庭 機 能 の 外 部 化 を よ り進 展 させ るの で は
な いか と考 え られ る 。
2.2.2女 性 の 就 労 と社会 参 加
(1)有 職 女 性 の 増 加
家 庭 を と り ま く環 境 の変 化 は 、主 と して女 性 の 生 き方 ・ラ イ フ サ イ クル
の 変 化 、 と りわ け有 職 女性 の増 加 に よ る とこ ろが 大 きい 。就 業 の動 機 は経
済 的 動 機 が 大 きい が 自己 実現 の ため とす る もの も 多 くな っ て お り、女 性 の
生 活 と職 業 は 切 りは なせ な い密 接 な関 係 に な っ て きて い る 。1990年 の
女 性 雇 用 者 数 は1834万 人 、増 加 数 も85万 人 で 、 い ず れ も過 去 最 高 を
記 録 し た 。8)
母親 の 就 業 率 は 、1990年 で平 均53.7%、 末 子 年 齢 に よ って 大 き
く左 右 され 、6才 以 下 の子 の 母親 が35.8%、7～14才 の母 親 が65.
O%、15～17才 の母 親 で は70.6%が 就 業 して い る(図2.2.3)。
ただ し18才 以上 にな る と母 親 の年 齢 が 高 くな り再 び そ の 率 は 低 くな る 。
また 、 世 帯構 成 に よ って も差 が あ り、核 家 族 で は49.3%で あ るの に対
し、3世 代 同居 で は67.4%と 高 くな って い る 。 と く に末 子 が就 学 前 の
7才 未 満 の場 合 、核 家族 で30.0%、3世 代 同 居 で は53.8%と 大 き
な 開 きが あ る9}。
さ らに 、妻 も 夫 も非 農 林 業 雇 用 者 で あ る 「共 働 き世 帯1は 、 前 年 に比 べ
54万 世 帯(6.6%)増 加 して 、877万 世 帯 とな り、 「典 型 的 一 般 世
帯 」(一 般 世 帯 の うち 、 夫婦 のみ 、夫 婦 と親 、 夫婦 と子 供 、夫 婦 ・子 供 と
親 か らな る世 帯)に 占 め る割 合 は32.8%と 約3分 の1と な っ て い る 。
非 農 林 業 雇 用 者 の 「非 共 働 き世 帯 」は 、888万 世 帯 で 、 「共 働 き世 帯 」
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との差 は 、 わず か11万 世帯 に過 ぎな い 。
ま た、未 婚 の子 供 が い る 「共働 き世 帯 」は 、678万 世 帯 で 、 これ は
「共 働 き世帯 」の77 .4%、 子 供 の い る世 帯 の36.1%に あ た る 。子
供 の い る世帯 で は 、 「共 働 き世 帯 」数 が 「非 共 働 き世 帯 」数 を上 回 って い
る1ω。 すな わち 、 わが 国 で は 、か っ て 生 涯 の生 活 設 計 と して 、 労 力 の需
給 配 分 、生 涯 収 入 の 安 定 、子 育 て の遂 行 、女 性 の 能 力 の活 用 等 の 点 か ら、
女 性 の 就 労 の理 想 的 な あ り方 と され て きたM型 就 労 す な わ ち 、学 卒 後 直 ち
に就 業 し 、結婚 ・妊 娠 ・出産 を機 に家 庭 に入 り、子 育 てが 一段 落 す る30
才 代 半ば に労 働 市場 に復 帰 す る とい うパ ター ンが くず れ 、 多数 派 で あ る ご
く普 通 の 家 庭 で 、子 供 が まだ年 少 で あ って も母 親 が 家 の外 で働 く 「共 働 き 」
が増 え続 け て い る こ とが わか る 。
女 性 雇 用 者 の平 均 年 齢 は35.7才 で 、1960年 の26.3才 か ら3
0年 間で 約10才 高 くな っ て い る 。週35時 間 以 上 の雇 用 者 の 割合 を 見 る
と、末 子 が7才 未 満 は核 家 族 で10.1%、3世 代 同居 で27.3%と3
倍近 い差 が あ る 。
こ の よ うな 主婦 の労 働 参 加 意 欲 の高 ま りは 、① 学歴 の上 昇 に よ って社 会
参 加 の 意 識 が 強 ま った こ と 、② 晩婚 化 とそれ に伴 う出生 数 の 減少 に よ っ て
比 較 的 早 く子 育 て を 完 了す る よ う にな っ た こ と、③ 高 齢 化 の 進展 と とも に
離 死 別 が 増加 し、働 く必 要 生 が 高 ま った こ と、④ 労 働 市 場 にお い て 、サ ー
ビ ス化 の 進展 を始 め主 婦 の 短 時 間労 働 を促 進 す る条件 が 増 え た こ と等 に よ
る 。1986年 に男女 雇 用 機 会 均 等法 が 施 行 され 、社 会 の 受 け入 れ体 制 も
急 速 に改 善 され っ っ あ り、女 性 が 外 で働 くこ とが 普通 の こ と と して認 識 さ
れ る よ う にな って きて い る 。大学 進 学 率 も1989年 に は男 子 を上 回 っ た
(表2.2.5)。
従 来 の 固 定 的 な役 割 意 識 が 薄 れ て きた と はい え 、女 性 にか か る負 担 は少
な くな い 。 また 、保 育 所 、学童 保 育 所 等 の 施設 、育 児 休 業 等 、共 働 きを支


































表2.2.5性 別 にみた高等学校 ・大学進学率 (1950～89年)
高等学校P 大学 ・短期大学幻
年 度 総 数 総 数 男 女
1955 51.5 10.1 15.0 5.0
1960 57.7 10.3 14.9 5.5
1965 70.7 17.0 22.4 11.3
1970 82.1 23.6 29.2 17.7
1975 91.9 37.8 43.0 32.4
1980 94.2 37.4 41.3 33.3
1985 93.8 37.6 40.6 34.5
1989 94.1 36.3 35.8 36.8
単位:%
注)1)高等学校への進学率:中 学卒榮 者の うち甚等学校等 の本科、別科、
高等専門学校 に進学 した者(就贈進学 した者 を含み、浪人 は含 まない)の
占める比率
2)大学 ・短期 大学への進学 率:大 学部 ・短期大掌本科 入学者数(浪人 を含 む)
を3年 前の中学卒業者数で 除した比率
資料)文 部省 『文部緕計要覧 』による
厚 生省 人口問題 研究所監修 『人ロ の動向 日本 と世界一人ロ統計要覧1989』
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両 立 は容 易 で はな く、女 性 の シ ングル 志 向 や 母 親 モ ラ トリア ム傾 向 を生 ん
で い る 。DINKSの 増 加 もそ れ ら と無 縁 で は な い で あ ろ う 。 しか しなが
ら、高 度 成 長 期 に確 立 され た生 活水 準 や 自 己実 現 欲 求 の高 ま りさ ら に離死
別 の増 加 等 の 要 因 を 背景 と して 、 あ るい は サー ビ ス経 済化 、就 業 意 識 の 変
化 によ る就 業 形 態 の 多 様化 を背 景 と して 、 パー トタイ ム 労働 や 派 遣 労 働 の
形 で就 業 す る もの が 増 加 して お り、今後 も労 働 参 加 の 傾 向 は進 んで い くも
の と考 え られ る1D。
(2)社 会 参 加 の 進 展
都 市家 族 の小 規 模 化 、 と りわ け子 供 の 数 の減 少 お よび 家 事 サ ー ビ スの 商
品 化 に よ って 、 自由 時間 が 拡 大 し た。 これ に長 寿 化 が っ け加 わ っ た結 果 、
家 事 労 働 は 女 性 の 一生 涯 を規 定 す る唯 一 の決 定 的要 因 で は な くな っ た 。
「女 性 に関 す る世 論 調 査12)」(総理 府1990年)に よ る と、 「これ
か らの 社 会 で は 、女 性 の 社 会 参加 を進 め てい く必 要 が あ る 」と考 え て い る
もの が 男 女 と も8割 近 を 占め てい る。現 在 で も結 婚 、 出産 、 育児 は 、女 性
の生 き方 に大 きな 影 響 をお よぼ す 要 因 で あ るが 、 ラ イ フサ イ クル はす で に
変 化 し、子 育 て終 了後 の 人生 も50年 近 くあ り、 女性 の 社 会 参 加 は 、職 業
だ け でな く、地 域 活 動 、趣 味 ・学 習等 多様 な 社 会 の場 にひ ろが って きて い
る。地 域 活 動 に参 加 して い るの は29.2%で あ るが 、30才 代(40.
2%)、40才 代(35.4%)で の参 加 が 目立 って い る 。活 動 内容 もP
TA、 婦 人会 な どの 組織 の活 動 に加 え、 福祉 ボ ラ ンテ ィア 、消 費者 運動 、
資源 リサ イ ク ル運 動 、 自然 環 境 保 護 運 動 な どの 地 域 活動 に も熱 心 に取 り組
ん で い る 。 また 、学 習 活動 も活 発 化 して してお り、特 に都 市 部 を中 心 にそ
の動 きが 顕 著 で あ る 。
これ らの 活 動 は職 業 と違 い 、家 庭 生活 との両 立 を図 りっっ 行 な わ れ て い
る例 が 多 いが 、逆 に言 えば そ の範 囲 内で しか行 な って い な い と い う面 もあ
る。今 後 も さ らに女 性 の社 会 参 加 の 基 盤整 備 、条 件 整備 が 必 要 で あ る こ と
には変 わ りは な い 。
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2.2.3生 活 の 外部 化 の 進 展
前節 で み た よ うな 、家 族 規 模 の 縮小 や 高 齢 化 の 進 展 、女 性 の 社 会 参 加 の
増 加等 は 家 庭 機能 の縮 小 を伴 うが 、産 業 構 造 の 変 化 、経 済 社 会 に お け る生
産 力 の 向 上 や 社会 制度 ・施 設 ・サ ー ビス の整 備 に よ って様 々 な機 能 が 家 庭
外 の 諸 施 設 や サ ー ビス に取 っ てか わ られ る よ う にな って き た 。 この よ うな
生 活 の 外 部 化 は、 従 来 の農 山漁 村 にお け る生 活 と基 本 的 に異 な る都 市 生 活
の 特 徴 で あ る 。生 活 の外 部 化 の問 題 は 、家 庭 にお け る生 活 過 程 の 変 化 で あ
る と同 時 に 、そ の生 活 を受 け止 め る場 と して 、 っ ま り都 市 的 居 住 環 境 の問
題 と して も捉 え、適 正 な整 備 を 図 っ て い く必 要 が あ る と考 え られ る 。
(1)居 住 関 連 サ ー ビス業 の発 展
わが 国の 産 業 構 造 は 、長 期 的 に見 て 、物 財 部 門(第1次 産業 、 第2次
産 業)の 比 率 が 低 下 し、 サ ー ビス部 門(第3次 産 業)の 生 産 が 拡 大 して い
る 。第3次 産 業 の 就 業者 が 全 体 の5割 を超 え た 時 点 を も って サ ー ビス 経済
化 と定 義 す るな らば 、1965年 頃 か らサ ー ビス 経 済 に突 入 して い る こ と
にな る13㌔ サ ー ビ ス は 、対 個 人サ ー ビ ス と対 事 業 所 サ ー ビス 、 そ して社
会 的 ・公 共 的 サ ー ビ ス(専 門 サ ー ビス)と に分 け られ るが(表2.2.6)、
と りわ け個 人 向 けの サ ー ビ ス業 の 成 長 が 著 し く、家 計 にお け る物 財 ・サ ー
ビス 別 の 支 出構 造 の 推 移 を 見 て も 、サ ー ビ スの 占 め る割 合 は一 貫 し て上 昇
傾 向 にあ る 。
図2.2.4は 、個 人 向 けの サ ー ビス 業 の 発 生 時 期 を み た もの で あ るが 、
ヘ ア産 業 の よ う に江 戸 時 代 以 来 の 長 い歴 史 を持 っ もの もあ るが 、 多 くは 明
治 末 、 あ る い は第2次 世 界 大 戦 後 に誕 生 して い る 。そ して 、高 度 経 済 成長
に よ る基 礎 的 な 物 的 ニ ー ズ の 充 足 、余 暇 時 間 の増 大 、高 学 歴 化 が 人 々 の情
緒 的 ・知 的 満 足 指 向 を高 め 、 カル チ ャー セ ンタ ー 、 レジ ャー ク ラブ 等 の発
展 を 促 し た.ま た 、女 性 の 社 会 参加 の増 加 は 、家 事 労 働 の 外部 化 指 向 を強
一54一
め 、 コ ン ビニ ェ ンス ス トア 、持 ち帰 り弁 当、家 事 代行 サ ー ビス等 が 急 成 長
を とげ た 。 また 、高 齢化 の進 展 は 、余 暇 時 間 の増 大 、物 的 ニ ー ズの 充足 と
あ い まっ て 、人 々 の健 康 指 向 を高 め た 。一般 の 人 も スポ ー ッ関連 産 業 、健
康 サ ー ビ ス産 業 を普 通 に利 用 す る よ う にな り、 医療 サ ー ビスや 健 康 コ ンサ
ル タ ン トも台 頭 して きて い る 。 この よ うに 、女 性 の 社会 参 加 、高 齢 化 等 の
家 族 の 変 容 は 、 サ ー ビスの 対 象 で あ る人 その もの の変 化 で あ り、所 得 の上
昇 と並 んで サ ー ビス化 を促 進 す る重 要 な要 因 とな って い る 。
個 人 サ ー ビス 業 で事 業 所 が 多 い業 種 と して は 、美 容業 、理 容 業 、旅 館 等 、
一般 の 生 活 に密着 し た環 境 衛 生 関 係 の4業 種 で 、全 体 の58%を 占め て い
る。サ ー ビス は 物財 と異 な り、対 面 的 に取 り引 き され 、貯 蔵 や輸 送 が 不 可
能 で あ る 。従 って サ ー ビ ス市 場 は 、買 手 が 直 接 足 を運 べ る空 間 的範 囲 に成
立 す る 。 この よ うな こ とか ら、サ ー ビスの 供 給 は 基本 的 に需 要 に拘 束 され
る。公 的 サ ー ビス の増 加 は 、 その対 象 とな る人 口の増 減 と対応 してお り、
義 務 教 育 対 象 人 口が 減 少 す れ ば 公 共 の教 育 サ ー ビス は縮 小 し、高 齢 化 が 進
展 す れ ば 社 会 福祉 関連 の 公 共 サ ー ビス は増 大 す る 。この よ うな 人 口構 造 の
表2.2.6サ ー ビス業の種 類
サ ー ビ ス 業 の 種 類
対個人サー ビス 対事業所 サー ビス 社会的 ・公共的サー ビス
・対個人物品賃貸業 ・対事業所物品賃貸業 ・病 院
・旅 館 ・自動車整備業 ・廃棄物処理業
・洗濯 業 ・機械修理業 ・幼 稚 園
・理 容 ・美 容 業 ・情 報 サー ビス業 ・各種学校 ・専修学校
・映 画 ・娯 楽業 ・広告業 ・老人 ・身障者福祉事業
・運動競技場 ・建物 サー ビ ス業
・個人教授所 ・警 備 業
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変 化 と関 連 して核家 族 化 、女 性 の 社会 参 加 と い う要 因 もサ ー ビス化 を促 進
して い る と考 え られ る 。1世 帯 あ た りの 人 員 の減 少 及 び1人 世 帯 の 増 加 は 、
サ ー ビ スの 自家生 産 を行 な う労働 力の 減 少 を意 味 し、サ ー ビス需 要 の 外部
化 を促 進 す る もの と考 え られ るか らで あ る 。 また 、有 職女 性 の 増 加 が もた
らす1世 帯 あ た りの 可 処 分 所 得 の増 加 もサ ー ビ スの 外 部化 の進 展 を 促 す要
因 とな って い る。
さ ら に都 市 化 の進 展 は 、 コ ンサー トホ ー ル 、美 術 館 、映 画 館 あ る い は そ
の 他 の専 門 サ ー ビ ス等 、都 市 固 有 の サ ー ビ ス需 要 を拡 大 す る。個 別 の 多 様
な サ ー ビス需 要 に対 応 す る に は、 一定 範 囲 内 に ま とま っ た需 要 が 必 要 で あ
るが 、人 口集 積 の 多 い都 市 は その条 件 を 満 た しや す い 。
また 、サ ー ビス業 にお い ては 、営 業 時 間 が長 く、営業 休 日が 無休 とす る
事 業 所 もか な りみ られ る こ とか ら、正 規 職員 に っ い ても弾 力 的 な 勤務 制 度
を採 用 して い る とこ ろが 多 い 。 「産 業労 働 事 情 調 査 」(1986年)に よ
れば 、 「休 日を交 替 性 で と る制度 」(28.4%)、 「交 替 勤 務制 」(2
3.7%)、 「変 形 労 働 時 間 制 」(14.7%)、 「時差 出勤 」(12.
0%)、 フ レッ クス タ イ ム制(1.0%)と な っ て い る。 この よ うな 多様
で不 規 則 な 勤 務 制 度へ の対 応 は職住 が 近 接 して い る ほ うが 容 易で あ る と考
え られ る 。
(2)生 活 の 外 部化
生 活 の 「外 部 化 」 とは 、人 々の生 活 が 家 庭 の 内部 で は 充足 で きな くな り、、、
家 庭 の外 部 の施 設 や 機 関 に依 存 す る傾 向 を言 う 。一方 「社 会化 」 とい う場
合 に は 、個 別 の家 庭 内で 、私 的 ・個 別 的 労働 で 行 な わ れ る家 事 が 、社 会 的
労 働 の 生 産 物 に よ って代 替 され 、社 会 的 分 業の 一 環 に編 入 さ れ た こ とを厳
密 に示 す もの で あ る 。いず れ に して も それ らは 、① 企 業 が 販 売す る商 品や
サ ー ビ ス に置 き変 え られ る もの 、② 共 同 購 入 、共 同保 育 等 ・協 同的 、互助
的 に代 替 され る もの 、③ 公 的 機 関 にお け る児童 、老 人 の 施 設 、 ゴ ミ処 理 そ
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の 他 、 公 務 労 働 に代替 され る もの と に分 ける こ とが で きるが 、本 研 究 にお
いて は そ の 趣 旨か ら、 よ り広 い概 念 で あ る 「外 部 化 」 と して捉 え る方 が 適
当 と考 え た 。
近年 著 し い とい わ れ る生 活 の 外 部化 を促 進 して い る要 因 と して は 、① 生
活 水準 の 向 上欲 求 が 家 事 労 働 の 軽 減 を促 進 、② 就 業 主 婦 の 増 加 、③ 現 金 収
入 の増 大 、④ 自 由 時 間の 増 大 、⑤生 活 技 術 の低 下 、⑥ 男 女 の 役 割 分 担 意 識 、
手 ぬ き家 事 へ の抵 抗 意 識 の 低 下 等 、生 活 意 識 の 変 化 、⑦ 企 業 に よ る家 事 サ ー
ビス商 品化 の攻 勢 、⑧ 単 身 世 帯や 共 働 き世 帯 の 増 加 、⑨ 集 合 住 宅 居 住 の普
及 、⑩ 住 居 管 理 等 、専 門 技 術 領 域 の拡 大等 が 考 え られ る 。
居 住 を と り ま くサ ー ビ ス を取 り上 げ 、 そ の動 向 を 明 らか にす る と と も に
そ の成 立 要 因や 今 後 の 課 題 を明 らか に し た 「居 住 関連 サ ー ビス に関 す る研
究 」1萄に よ る と、 現在 、 一般 的 に利 用 され て い る居 住 関 連 サ ー ビ ス に は、
図2.2.5に 示 す ご と く、 非常 に多様 な ものが あ るが 、 概 ね次 の3っ の
タ イプ に分 け る こ とが で き る(図2.2.6)。
① 居 住 空 間 の 販 売 ・賃 貸 、維 持 ・管 理 等 を す る もの
ハ ウ ス キー ピ ング 、セ キ ュ リテ ィサ ー ビス 等
住 宅 供 給 で は リー ス マ ンシ ョンや ウ ィー ク リー マ ンシ ョン等 の新 し
い動 きが あ る 。集 合 住 宅化 や 生 産 技術 ・設 備等 の高 度 化 に よ っ て居
住 空 間 の管 珪 は 、ハ ー ド ・ソフ ト両面 と も複雑 化 して お り、サ ー ビ
ス に依 存 す る傾 向 が 強 くな っ て い る 。近 年 、セ キ ュ リテ ィを 中心 に 、
情 報 機 器 を駆 使 し た高 度 な サ ー ビ ス を行 な う もの が 増 加 して い る 。
② 居 住 空 間 に モ ノ 、情 報 、エ ネル ギ ー 等 を供 給 し不 要 物 を 処 理 す る もの
上 下水 道 、ガ ス ・電 気 、通 信 、食 料 品や ク リー ニ ング の宅 配 等
情 報 ・通 信 分 野 で は 、技 術 開 発 に よ りサ ー ビス の種 類 が 増 加 す る と
とも に サ ー ビス 内容 が 高 度 化 し て い る 。
③ 居住 に伴 う活 動 を 支援 あ る い は代 行 す る もの
セ ク レタ リー 、 ヘ ル ス ケ ア等
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近 年 急 速 に拡 大 して い る領 域 で あ る 。高 齢 者 に対 す るケ ア の よ うに 、 、
特 定 の層 に は必 需 的 な もの 、セ ク レタ リーや 家 事 代 行 の よ うに居 住
に伴 う行 為 を 代行 し た り支援 した りす る もの 、趣 味 ・娯 楽 の よ うに
活 動 の場 や 機 会 を提 供 す る もの 等 が あ る 。新 規 タ イプ の サ ー ビスが
多 く、 都市 居 住 の 利 便 性 向上 に貢 献 して い る。
そ して 、集 合住 宅 の普 及 が 居 住 関連 サ ー ビス を い っそ う推 進 す る働 きを
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③ 居 住 に 伴 う 、舌動 を 支 援 し た り 、 代 行 し た り す る サ ー ビ ス
図2.2.6 居住関連サー ビスの概念 との関連
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表2.2.7は 、1986年 に行 な っ た 「中間 所 得者 層 の賃 貸住 宅 需 要
に関 す る研 究 」15)の中 で 、居 住 者 の 生 活様 式 や 行 動様 式 を把 握 す る 一環
と して様 々 な 都市 的 サー ビス や都 市 的施 設 にっ い て 、そ の利 用 の 有無 と希
望 を尋 ね た結 果 で あ る 。 この 研 究 は 、 大阪 市 内 の 中間 所得 者 層 向 公 的賃 貸
集合 住 宅 の 需 要 特 性 の分 析 を通 じて 、 これ か らの都 市 住 宅供 給 の 在 り方 を
探 ろ う と した もの で 、1985年 当時 の都 市 に住 む 中間 所得 者 階 層 の生 活
の 外部 化 の 程 度 が うかが え る 。 尚 、 こ こで い う中 間所 得 者 階層 とは 、公 団
賃 貸 住宅 居 住 者(「 公 団賃 貸 」)、 大 阪市 営 特 定賃 貸 住 宅 居住 者(「 市 営
特 賃 」)、 大 阪市 特 定 賃 貸住 宅 居 住 者(「 特 賃 」)、 公 団 民営 賃 貸 用 特 定
分 譲(「 民 賃 」)居 住 者 を指 す 。居 住 者 の基 本 属 性 は表2.2.8に 示 す
通 りで あ る 。各 種 サ ー ビス の普 及 段 階 に違 いが あ る こ とか ら、 回答 数 の 多
少 だ けか らは判 断 で きな い が 、概 括 的 に と らえ る と、次 の よ うな こ とが い
える 。
1)都 市 的 サ ー ビス にっ いて
都 市 的 サ ー ビス にっ い て、 比較 的利 用 の 多 か っ たの は従 来 か らあ るサ ー
ビスで 、家 族 型 、職 業 、年 収 等 に よ る差 はほ とん どな い の に対 し、近 年 普
及 して きた もの には差 が み られ る 。最 も利 用が 多 か っ たの は 、持 ち込 み の
ク リー ニ ング で あ る。利 用 が 多 い理 由 と して は 、① 家 庭 で洗 え る ものが 増
えた とは い え 、背 広 や ズ ボ ンは ドラ イ ク リー ニ ングが 必要 で あ り、素 人 で
は難 しい 。② 従来 の よ うな 、 業 者が 巡 回 し て洗 濯 物 を集 め 、 で きあが った
ら配 っ て くる とい うや り方 は、 在 宅 を前 提 と しい て るの に対 し、持 ち込 み
の場 合 は 、 自分 の都 合 に合 わ せ て 持 っ て行 き、持 っ て帰 る こ とが で き る 。
③ 取 り次 店 が 増 えて お り、利 用 しや す くな って きた等 が 考 え られ る 。
店 屋 もの の 出前 とい うシス テ ム も、 ク リー ニ ング 同様 、す で に我 々 の生
活 に定 着 して い るが 、普 段 の 食 事 と して で はな く、① ふ いの お客 が あ っ た
時 。② 何 か の 都 合 で食 事 の した くが で きなか っ た時 、③ お 祝 いや 法 事 な ど、 、
特 別 な 大 量 の 食 事 を必 要 とす る時 等 、比 較 的 限定 され た利 用 が 多 い と考 え
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持 ち 込 み ク リー ニ ング 64(7) 59(15)
δ3(11)
出前 43(4) 37(8) 47(6)
フ ァ ー ス ト フ ー ド 28(13) 32(32)
0(6)
持 ち帰 り弁 当 18〈4) 33(9)
5(0)
引 っ越 しサ ー ビ ス 15(4) 17(4)
16(11)
ハ ウ ス ク リー ニ ング 5(5) 6(8) 10(6)






















































百貨店 68(5) 57(4) 74(6)
都心 のシ ョッピング街 60(4) 61(4)
47(0)
深夜営業の スーパー 44(7) 78(8)
5(6)
フ ァ ミ リー レス トラ ン 40(工1) 43(13)
26(6)
銭湯 7(4) 2(9) 0(6)





美術館 13(5) 13(9) 26(17)
図書館 2(21) 6(7) 21(22)
文 化 ホ ー ル. 6(7) 4(6)
16(6)
カル チ ャー セ ンタ ー 5(9) 2(4) 0(6)
娯
楽
映画館 35(10) 44(13) 21(0)
劇場 15(7) 17(11) 16(0)





都市公園 22(11) 9(11) 21(6)
サ ウナ 13(10) 11(25) 16(6)
テ ニ ス ・プ ー ル 11(23) 11(32) 17(0)







貸金庫 3(2) 4(0) 21(11)







表2.2.8調 査 対 象 の 属 性 (単位:%)




夫婦のみ(～39才) 19.1 23.4 7.1 27.5 13.9
夫婦+子(～6才) 18.9 15.8 31.8 24.7 6.0
夫婦+子(～12才) 8.0 6.9 15.3 4.6 6.9
夫婦+子(～18才) 6.4 9.6 8.2 3.7 3.0
夫婦+子(19才 ～) 7.0 7.6 20.0 1.8 1.0
夫婦のみ(40才 ～) 4.3 4.1 4.7 4.6 4.0
単 身(～29才) 12.3 6.2 0 12.8 30.7
単 身(～59才) 12.7 15.9 0 12.8 18.8
単 身(60才 ～) 0.9 0 2.4 0 2.0






20才未満 0.5 0 0 0 2.0
20～24才 10.4 10.3 0 11.0 18.6
25～29才 18.1 17.8 5.8 24.8 21.6
30～34才 18.5 18.5 22.1 22.0 11.8
35～39才 19.0 17.8 25.6 19.3 14.7
40～44才 11.3 11.6 8.1 8.3 16.7
45～49才 6.8 8.2 5.8 6.4 5.9
50～54才 7.2 9.6 14.0 3.7 2.0
55～59才 3.4 2.7 5.8 3.7 2.0
60～64才 3.4 3.4 8.1 0.9 2.0






役 員 ・ 理 事 12.0 10.3 16.3 12.0 10.8
自 営 業 19.0 21.4 17.4 20.4 15.7
自 由 業 3.9 1.4 2.3 2.8 9.8
専 門 的 職 業 14.5 19.3 9.3 20.4 5.9
幽ド 務 的 職 業 15.4 16.6 11.6 13.9 18.6
技 能 的 職 業 9.8 8.3 20.9 9.3 2.9
サ ー ビス 的 職 業 17.7 17.2 15.1 18.5 19.6
無 職 ・ 学 生 5.9 2.8 5.8 1.8 14.7
そ の 他 1.8 2.8 1.2 0.9 2.0
200万円未満 6.2 4.2 4.8 6.6 9.7
200～300万 円 12.4 12.7 3.6 13.2 18.4
300～400万 円 23.0 25.4 22.6 28.3 14.6
400～500万 円 18.9 18.3 27.4 14.2 17.5
500～600万 円 13.1 12.7 19.0 10.4 11.7
600～700万 円 9.2 7.0 13.1 75 10.7
700～800万 円 6.4 5.6 6.0 8.5 5.8
800～900万 円 3.4 6.3 2.4 1.9 1.9
900～1,000万 円 4.1 4.9 1.2 6.6 2.9
1,000万 円以上 3.3 2.8 0 2.8 6.8





廃 品 回収 は 、 回収 車 が頻 繁 に巡 回 して い る割 り には 、利 用 は さほ ど多 く
な い 。① 在 宅 して いな い と利 用 で きな い 。② あ る程 度 廃 品 を ス トッ ク し て
お くスペ ー ス と気遣 いが必 要 等 によ る もの と考 え られ る 。
フ ァー ス トフー ドは 、安 くて手 軽 な こ とが 特 に若 年 層 に受 けて急 速 に普
及 し、す で に食 事 の 一 形態 と して定 着 した と まで い わ れ て い る 。
貸 レコー ドや ビデ オ は 、 モ ノ を所 有 す るの で は な く、 必 要 な 時 だ け利 用
で きれ ば よ い と い う価 値観 の 台頭 で 、所 有 に こだ わ らず 、 借 りて す ます と
い う生 活 の 仕 方 が 支 持 され は じめ て きた よ うで あ る 。貸 衣 装 、 貸本 、 貸 ス
キー 等 も現 在 の と こ ろ全 体 の 数 と して は多 くは な いが 、 それ を望 む もの の
割 合 は、 実 際 に利用 して い る もの の 割 合 よ り も多 くな って い る 。居 住 空 間
が 小 さ くな りが ち な都 市 生 活 に は合 理 的 とい え よ う 。
プ レイガ イ ド、 コ ピー サ ー ビ ス 、通 信 販 売等 、 都 市 的情 報 の収 集 、管 理
サ ー ビス等 へ の期 待 は大 きい 。な か で も 、 自由 時 間 の 増 大 と関 連 して 、氾
濫 す る レジ ャー情 報 の 中か ら、各 自 に必 要 な もの を 能 率 よ く入 手 す る ため 、
プ レイガ イ ドの利 用 希 望 が 中高 年 齢 層 や 単 身 者 に多 い 。
持 ち帰 り弁 当 もフ ァー ス トフー ドと同 様 、安 さ 、手 軽 さが 受 けて い るが 、
利 用 者 は必 ず しも若 年 層 で はな く、 どの 世 代 に も あ る程 度 の 利 用者 が い る。
家 族 型 別 に 見 る と、単 身 者 へ の 偏 りが 顕 著 で あ る 。
引 っ越 しは 、運 送 ・運 搬 を専 門 業 者 に任 せ る こ と は あ っ て も、荷 物 の梱
包 や 荷 ほ ど き、か たづ け は 、家 族 や 友 人 とで 行 な う とい うの が 普通 だ っ た
の に対 して 、 すべ て専 門 業 者 に任 せ るや り方 が 最 近 の 傾 向 で あ る 。 と りわ
け単 身 者 や 世 帯 規 模 の 小 さ い もの の 利 用 が 多 いが 、① 中高 層 住 宅が 増 加 し、
運 搬が 難 し い 。② 引 っ越 しを 手 伝 う ほ ど緊 密 な 人 間 関係 が で きて い な い 。
③所 帯 道 具 の 絶 対 数 が 少 な くな っ て い る 。④専 門家 に任 せ た方 が 早 くか た
ず く等 が 理 由 と考 え られ る 。
ハ ウ ス ク リー ニ ング も引 っ越 しサ ー ビス と同 様 、専 門 家 に任 せ た方 が 合
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理 的 、徹 底 的 で あ る との考 えか ら、全 体 の 数 は少 な いが 、希 望 の方 が 利 用
を上 回 っ て い る 。① 住 まい の 材 料や 設 備 が 多様 に複 雑 にな り、素 人 で は掃
除の 難 しい ものが あ る こ とや 、②共 働 き等 女性 の社 会 進 出 によ って在 宅 時
間が 少 な くな り、 掃 除 に費 や す こ との で きる時 間が 減 少 して い る こ と等 に
よ るもの と考 え られ る 。
夕食 材 料 の 宅 配 も全体 の 数 はす くな いが 、利用 者 よ り希望 者 の 方が 多 い 。
理 由 と して は 、① 買 い物 の 手 間 が 省 け るこ とや 、② カ ロ リー 、栄 養価 の計
算 、献 立 作 成 の わ ず らわ しさが な い、③ 廃 棄部 分 、未 利 用部 分 が 少 な く、
合 理 的等 が 考 え られ る。
毛皮 や 貴 金 属 の 保 管 サ ー ビ スの 利 用 は非 常 に少 な いが 、保 存 の 難 しい も
のや スペ ー ス を多 くと るも の を外 部 の 専 門家 にか たが わ りして も らお う と
い う傾 向 は 、住 戸 面 積 別 に は ほ とん ど差が な く、む しろ高 齢者 、単 身 者 に
多 く見受 け られ る 。
ホ ー ムセ キ ュ リテ ィ にっ い て は 、ほ とん ど利 用 され て いな い とい う よ り
もむ しろ知 られ て いな い と言 っ た方 が よいか も しれ な い 。未 来 の 都 市 的生
活 を安 全 に快 適 に演 出 す る も の と し て、最 近 の マ ンシ ョン にはす で に取 り
付 け られ て い る こ とが 多 いが 、 一般 には情 報 が 届 い て いな い 。
以上 の こ とか ら 、都 市 的 サ ー ビ ス にっ い ては 、 個 人の 生活 時間 を 拘束 し
な い もの 、時 間 を 節 約 す る もの 、選 択性 の高 い もの 、高 度 ・専 門 的 な技 術
が必 要 な もの 等 が 多 く利 用 され て い る こ とが わ か る。 ま た、モ ノを所 有 す
るの で はな く、 必 要 な 時 だ け利 用 で きれば 良 い とい う価 値観 の 台頭 で 、借
りてす ます とい う生 活の 仕 方 が 支 持 され る よ うに な って きた こ とが うかが
える 。
この よ うな サ ー ビスの 利 用 実 態 、利 用 希 望 にっ い ては 、年 収 や年 齢 よ り
も家 族 型 に よっ て差 異 が 見 られ る。 と りわ け、29才 以 下の 単 身者 と40
才 以上 の 夫婦 の み の世 帯が 特 徴 的 で あ る 。若 い単 身 者 は 「持 ち帰 り弁 当 」
「フ ァー ス トフ ー ド」等 、 食事 の簡 便 化 と 「貸 レコー ド 」 「ビデ オ 」 「レ
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ンタ カー 」 「プ レイガ イ ド 」等 、娯 楽 に関 連 し た もの の 利用 ・希望 共 に多
い 。一 方 、40才 以 上 の 夫 婦 の み の世 帯 は 、全 般 的 にサ ー ビス 利 用 が 少 な
い ばか りで な く、利 用 希 望 も少 な い 。
ま た、 これ ら都 市 的 サ ー ビ スを 林 の数 量 化m類 に よ っ て分 析 して み る と、
利 用 の有 無 す な わ ち 「サ ー ビ ス利 用 の 積 極性 」を 示 す1軸 。賃 貸 か 省 力 化
か 等 「サ ー ビ スの タ イプ 」を示 すII軸。生 活 に密 着 し たサ ー ビス か 娯 楽 の
要 素 の 強 い もの か と い った 「サ ー ビ ス 内容 」を 示 すIH軸等 が 得 られ た 。図
2.2.7は 、1軸 とIII軸とで構 成 され る図 表 平 面 上 に供 給 手 法 別 の 平 均
をプ ロ ッ トした もの で あ るが 、公 団 は"積 極 派 ・生 活 密 着 型"、 市 営 特 賃
は"消 極 派 ・生 活 密 着 型"、 民 賃 は"積 極 派 ・娯 楽 型"、 特 賃 は"消 極 派
・娯 楽 型"と な り、 そ れぞ れ 異 な っ たサ ー ビス利 用が な され て い る こ とが
わか る 。
"積極 派 ・娯 楽 型"は 、 よ り都 市 的 な 生 活 様 式 で あ る とい え るが 、 この
こ とか ら、都 心 部 で の 中 間所 得者 向 け の ア フ ォー ダブ ル な 価 格 の 民 営 賃 貸
住 宅 の 供 給 が 都 心 居 住 へ の 求 心 力 の1っ とな可 能 性 が あ る こ とを示 唆 して
皿軸
い る と考 え られ る 。
生活密着

















図2.2.7都 市 的 サ ー ビ ス 利 用 の タ イ プ
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2)都 市 的施 設 につ い て
都 市 の 魅 力 の一 っ に買 い物 の利 便 性 の 良 さ 、 と りわ け品 物 の 豊 富 さが あ
るが 、実態 と して も 「百 貨 店 」 「都 心 の シ ッ ピ ング街 」等 が 最 も よ く利 用
され てい る 。 「深 夜 営 業 の ス ー パ ーマ ーケ ッ ト」も半数 近 くが 利用 して い
る。 フ ァ ミ リー レス トラ ンが これ に続 い て い るが 、 これ らは近 年急 速 に普
及 し、 日本 人 の食 事 形 態 に変 化 を もた ら して い る 。
「図書 館 」 「美 術 館 」等 の 文 化 施設 にっ い て は 、現 在 十 分 整 備 され て い
る とは い えず 、利 用 は3割 前 後 に留 ま って い るが 、希 望 の 声 は多 い 。娯 楽
施設 にっ い ては 「劇 場 」や 「ラ イブ ハ ウ ス 」、ス ポ ー ツ ・レク リエ ー シ ョ
ン施 設 につ いて は 「テ ニ ス コー ト ・プ ー ル 」や 「トレー ニ ング ジ ム 」等 の
希望 が 多 くな って お り、 自 由時 間 の増 大が み こ まれ る今 後 、 さ らに整 備 充
実 させ る必 要 が あ る とい え よ う。
一方 、高 密 度 に集 住 す る こ とか ら、 ど う して も不 足 しが ちな 機能 の 限定
され た、 しか し必 要 な空 間や 施 設 を レンタ ル す る シス テ ムが 存 在 す るが 、
「コ イ ンラ ン ドリー 」 「貸 農 園 」以 外 は 、 供給 その もの も少 な い こ とも あ っ
て 、利 用 、希 望 共 に少 な い 。
その よ うな 中で 、若 い単 身 者 は 、買 い物 も 「百貨 店 」 よ りも 「都心 の シ ョう
ピ ング街 」の 利 用 が 多 く、 「深 夜 営 業 の ス ーパ ー 」の 利用 も78%に 及 ん
で い る 。文 化 施 設 には 関心 が 薄 いが 、 娯 楽施 設 や スポ ー ツ ・レク リェ ー シ ョ
ン施 設 にっ い ては 、利用 も希 望 も多 い 。 一方 、40才 以 上 の 夫婦 の みの
世帯 で は 「都 心 の シ ョッピ ング 街 」よ りも 「百 貨 店 」の利 用 が 多 く、 「深
夜 スー パ ー 」の 利用 は5%に す ぎな い 。 そ の他 の 施 設 にっ い て も、利 用 ・
希 望 共 に少 な い とい う特 徴 が あ る 。
次 に これ ら都 市 施 設 にっ いて も、林 の数 量 化 皿 類 によ る分 析 の結 果 、利
用 の有 無 す な わ ち 「施 設 利 用 の積 極 性 」 を示 す1軸 。空 間 を借 りる施 設 か 、
利 用 す る施 設 か 等 、 「施 設 の性 格 」を示 すII軸。公 的 ・文 化 的施 設 か 、商
業 的 ・レク リェ ー シ ョン施 設 か とい っ た 「施設 の 内容 」を 示 す 皿軸 とが得
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られ た 。
図2.2.8は 、1軸 と皿 軸 で構 成 さ れ る図 表 平 面 上 に供 給 手 法 別 の平
均 をプ ロ ッ トした もの で あ る 。公 団が 、"積 極 派 ・公 的 ・文 化 志 向 型"、
民 賃 、特 賃 が"積 極 派 ・商 業 的 ・レク リエ ー シ ョン志 向 型"、 市 営 特 賃 が
"消極 派 ・公 的 ・文 化志 向 型"と な る こ とか ら、 施 設 利 用 につ い て もサ ー
ビス 利 用 と同 様 の 傾 向が あ る こ とが 認 め られ る 。
以上 の こ とな どか ら、都 市 の 賃 貸 住 宅 居 住 者 の 典 型 的 な 生 活 ス タ イル の
一 例 と して 、都 市 的施 設 の 利 便 性 を 自由 に楽 しみ な が ら、 モ ノ の 所 有 に こ
だ わ らず 、 サ ー ビ スや 技 術 を お 金 を 出 して 買 い 、 時 間 や 他 人 に拘 束 され な
い生 活 と い うの が イ メー ジ で き る 。 と りわ け若 い 単 身者 にそ の 傾 向 が 強 く、
この よ うな ラ イ フス タ ルが 今 後 の 都 市生 活 の主 流 とな っ て い くで あ ろ うこ


















1積極派 ・商業的 レクレー ション志向型1 【消極派 ・商業的レクレー ション志向型1
一 一 〇
.1
商業 的 ・レクレー ション志 向
図2.2.8都 市 的 施 設利 用 の タ イプ
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<注 ・参 考 文 献>
1)国 際連 合 に よ る と 、人 口全 体 の 中で 高齢 者(65才 以 上)の 割 合 が
7%を こえ る と高 齢 化 社 会 とい い14%を 越 える と高 齢 社会 とい う 。
2)「 日本 の将 来 人 口新 推 計 」 厚 生 省 人 口問題 研 究 所 総 理府 統 計 局
1986
3)海 老 坂 武 『シ ング ル ・ラ イ フ 』 中央公 論 社 『1986
青 木 や よひ編 『シ ング ル ・カル チ ャー 』 有 斐 閣1987
川 本 三 郎 『シ ング ル ・デ イ ズ 』 リクル ー ト出版1987
4)「 大 都 市 圏 人 口の社 会 的 構造 」 『大都 市 圏 の 人 口 とそ の 生活 行 動 』
㈲ 日本 統 計 協 会1991
5)「 高 齢 社会 の グ ラ ン ドデ ザ イ ン 」㈲ 財 政経 済 協 会1992
6)5)に 同 じ
7)小 此 木 啓吾 『家 庭 の な い家 族 の 時 代 』ABC出 版1983
8)「 婦 人 労 働 の 実情 」 労 働 省1991
9)「 国民 生 活基 礎 調査 」 厚 生省1986
10)「統 計 で 見 る 日本 の母 親 」 総 務 庁 統 計 局1991
11)「婦 人 労 働 の 実情 」 労 働 省1991
1991年の 女性 雇 用 者 は 、前 年 よ り84万人増 え て過 去 最 高 の1918万人 と
な り、雇 用者 総 数 に 占め る女性 の割 合 も過 去 最 高 の38.3%とな っ た。
また 、農 林業 以 外 の職 種 に就 い て い る共働 き世 帯 は 、 前年 比37万世帯
増 の914万世帯 とな り、非 共働 き世 帯(903万世 帯)を 上 回 っ た 。
12)「女 性 に関 す る世 論 調 査 」 総 理 府 統 計 局1990
13)「経 済 の サ ー ビス化 と これ か らの 労 働 」労 働 大 臣官 房政 策 調 査部 編
大 蔵 省 印刷 局1990
14)松葉 弘 「居 住 関連 サ ー ビス に関 す る研 究 」 京 都 大学 大学 院
工 学 研 究 科修 士論 文19923
15)「中 間所 得 者 層 の賃 貸 住 宅需 要 に関 す る研 究 」 京 都 大学 工 学部 建 築
学 教 室 巽研 究 室1986
中間 所 得 者層 の賃 貸 住 宅 需要 特 性 を把 握 す る 目的 で 、 大 阪府 下 の公 団
一69一
賃 貸 住 宅(「 公 団 賃 貸 」) 、 大阪 市 営 特 定賃 貸 住宅(「 市 営 特賃 」)大
阪市 特 定 賃 貸 住 宅(「 特 賃 」) 、公 団 民 営賃 貸 用 特 定 分 譲 住 宅(「 民 賃 」)
の 居 住 者 に対 して 、生 活 実 態 や 住 要 求 等 につ い て ア ンケ ー ト調 査 を 実 施
し た もの で あ る 。調査 期 間 は1985年11月、配 票533、有 効 回収 数455、有効 回収 率
85.4%であ っ た 。
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嘱2.3 都 心 居 住 を め ぐ る 基 本 問 題
2.3.1都 心 の 概 念 ・機 能 ・魅 力
(1)都 市 の 定 義 と都心 の定 義
都 市 の概 念 は 、行 政 制度 と関連 し、経 済 活動 を反 映 し、 さ らには 居 住 に
関 して人 々が 作 っ て きた文 化 等 に よ っ て多 様 で あ る 。万 国共 通 の 都 市 の 定
義 は存 在せ ず 、 国連 の 人 口統 計 で も都 市 の 定義 は各 国の そ れ ぞれ の 定 義
(表2.3.1)に 従 って い る。近 年 、都 市 の都 心 部 にお け る居 住 問 題 を
扱 っ た研 究が 多 いが 、 その 際 、研 究で 対 象 とす る都 心 の"範 囲"に っ い て
は具 体 的 に記述 され て い る もの の 、都 心 とは 何 か とい う"定 義"が 明 確 に
示 され て い る もの は少 な い1㌔ 都 市 の 定義 が 必 ず し も明確 で な い以上 や む
を得 な い こ とか も しれな いが 、都心 の機 能 の 議論 を曖 昧 な もの に して し ま
わな い ため には 的確 な概 念 設 定 を して お く必 要が あ ろ う 。 しか しな が ら、
鈴木 孝 夫 が 指 摘 す るよ うに、 「言葉 に よ る或 る"定 義 が"正 しいか 充 分 か
とい うこ とは 、 あ くまで 言 葉 を 使 う目 的 と相 対 的 に関 係 して い る にす ぎな
い 。完全 無 欠 な 、 い っで も ど こで もすべ ての 人 々 を満 足 させ る よ うな"定
義"な ど と い う もの は な い2》」と考 え られ る 。
本研 究 にお け る"定 義"も 、本 研 究 の 目的 に沿 った相 対 的 な もの で あ る
こ とを免 れ な いが 、既 往 研 究 や 大 都市 の 自治 体等 の都 心 の定 義 を参 考 に、
居住 問 題 を 幅 広 く捉 える こ とが で き る と考 え られ る定 義 を試 み て い る。
(第1章1.2.1参 照)
表2.3.2は 、既 往 研 究 にお け る主 な 定義 を示 した もの で あ る 。倉沢
進 や 倉 田 和 四 生 は 、都 市 社 会 学 の 立場 か ら都心 空 間 に着 目 し、 コ ミュ ニ テ ィ
論 の 視 点 か らの検 討 を行 な って い る3)4》。都 心 を都 市 機 能が 集 約 的 に表 現
され た空 間 と して捉 え てお り、 行動 の 自 由 、華 や か さ、活 動 性 、開 放 的雰
囲 気 、優 れ た文 化 、 匿名 の 世 界等 を その 特 徴 と して あげ て い るが 、定 義 そ
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表2・3・!主 要 国の都 市の定 義(1986年 世界人口年鑑)
国 名 定 義
カ ナ ダ ユ平方 キ ロメー トル当 り4000人以上 の人 口密度 を もっ1000人以 上 の住民 の い る地域 。
コ ス タ リ カ コ トブラス、ガツソー、ロステ レス、 サラ ビクィ及 び ウバ ラ州 を除 く州 の行政 的 中心 地 。
ガ テ マ ラ 人口2000人以上の地区及び上水道の設備がある人口1500人以上の地区。
メ キ シ コ 住民 が2500人以上 の地域 。
パ ナ マ 道路、水道供給施設、電灯のような都市的特性をもつ住民が1500入以上の地域。
U,S,A(1950)住民が2500人以上の自治体及び非自治体。住民50000人以上の市の周辺にある都市化さ
れた地帯。
ア ル ゼ ン チ ン 2000人以上の住民からなる住民の多い中心地。
ブ ラ ジ ル 都市及び自治都市と区の行政中心地の郊外地帯。
チ リ ある種の公共及び都市的サービスのような都市的特性を持っ住民の多い中心地。
エ ク ア ド ル 州及び都の首都。
セ イ ロ ン(ユ951) 市、都市委員会地域及び地方協議会地域。
イ ン ド 住民が5000人以上、1平方マイル当り1000人以上あるいは1平 方キロメー トル当り390
人以上の人口密度をもち、そして都市的性格が著 しく、成人男子人口の少なくとも4分
の3以上が農業以外の仕事に就業しているすべての地域。
イ ス ラ エ ル 住民が2000人以上の集落、ただし民間労働力である世帯主の少なくとも3分の1以上が
農業で生計をたてている地域を除く。
日 本 50000人以上の住民をもち、総戸数の60%以上が主な市街地に集中 しており、人口の60
%以上が工業、商業、もしくは他の都市的な事務に従事しているような市。
韓 国 居住する人口規模にかかわりない市。
マ レ ー シ ア 人ロユ0000人以上の官報で告示された地域。
タ イ 自治都市。
ト ル コ 州及び地区の行政的中心地の市域内の地域の人口。
オ ー ス ト リ ア 5000人以上 の住民 の いる 自治 体 。
ベ ル ギ ー(1947) 5000人以上 の住民 の いる 自治 体 。
チ ェ コ ス ロ バ キ ヤ 住民 が5000人以上 で、市 街地 の人 口密度 が1ヘ ク ター ル当 り100人以 上 、都 市 的 特 性 を
もっ 自治 体。
デ ン マ ー ク 住民が2000人以上の密集地。
フ ィ ン ラ ン ド 都市的自治体、地域。
フ ラ ン ス 連立する家屋に居住するか、又は家との間が200m以下の家に住む、住民が2000人以上
の人口集積地域を含む地方自治体、及び人口の大部分がこの種の複合人口集積地域の一
部である地方自治体。
ドイツ(東)(1964) 住 民2000人以上 の 自治体 。
ドイッ民主共和国 住民2000人以上の地方自治体。
ギ リ シ ャ 最大の人口中心地が10000人以上の住民をもっ市自治体と地方自治体。
ハ ン ガ リ ー ブ タペ ス ト及 び法的 に指 定 され たす べて の町。
ア イ ス ラ ン ド 住民が200人以上の地域。
ル ク セ ン ブ ル ク 行 政 的中心 地 に2000人以 上 の住 民の い る 自治体 。・
オ ラ ン ダ 人ロ2000人以上の住民のいる自治都市。
ノ ル ウ ェ ー 住民が200人以上の地域。
ポ ー ラ ン ド 町及び都市型の居住地、すなわち、労働者居住地、漁業者居住地、保養地。
ポ ル ト ガ ル 10000人以上の住民のいる人□集積地域。
ル ー マ ニ ア 市、町及び都市的な社会経済的特性をもっ183のその他の地域。
ス ペ イ ン 2000人以上の住民のいる自治都市。
ス ウ ェ ー デ ン 都市行政をもっ市及び町、ボロー及び市政をしく地域社会。
ス イ ス 住民が10000人以上の人口集積地域。
イングラ ンド・ウェールズ 住民が1000人以上の人口集積地域。
ユー ゴ スラ ピ ヤ(1948) 市民委員会によって統治されている行政単位。
オ ー ス ト ラ リ ア 人 口1000人以上 の人 口集 中地 区及 び250以上 の住民 が あ り、そ こに最低100人は居 住 して
い る人 口の少 な い地 域 。
ニ ユ ー ジ ー ラ ン ド すべ ての市 、 自治 体、町 域、町 区及 び人 口1000人以上 の田舎 町。
ブ ル ガ リ ア 町、すなわち都帯として法的に設定された地域。
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の もの は い ず れ の都 市 に もあ て は まる抽 象 的 な もの で あ る 。
これ に対 し鳴海 邦 碩 は 、都心 を考 え る地 域や 立 場 に よ って 異 な っ た都 心
イ メー ジが 想 起 され る こ とか ら都 心 概 念 の 多様 性 を指 摘 し5)、日端 康 夫 ら
は 、CBD自 体 も多 様 な機 能 の複 合 空 間 と して存 在 し、 ダ イ ナ ミ ッ ク に変
化 してい く もの で あ る こ とを指 摘 して い る6)。千葉 に よ る都 心 の位 置 付 け
は 、都心 居 住 推 進 策 にっ い て の研 究7)にお け る もの で 、近 年 の 大都 市 都心
の実 態 を踏 ま えて お り、居 住 問題 を考 え る うえで の 都 心 の現 実 を的確 に表
現 して は い るが 、定 義 と して の普 遍 性 に欠 け る き らいが あ る と いえ よ う。
1981年 に大 都 市 企画 主 管 者 会 議が 行 な っ た魅 力 あ る都 心像 にっ いて
の 調査 で は表2.3.3の 如 く定 義 され て い るが 、本 研 究 の 一環 と して 実








コ ミュ ニテ ィの活性 化 」
都市 計画1985.7
鳴海 邦碩 わが国では一般に繁華街を都心と呼ぶ ことが多い
「都心居住をめぐる論点と が 、都 市計 画で はCBDを 都心 とす る。 また 、東
都市整備上の課題 」 京では丸ノ内や霞ケ関のような中心業務地区が起
都市問題研究1989.5想される等 、都心概念が多様である。
日端 康夫 都心地を単にCBDと 捉え ることはできない。
「都心地の人 口回復 と 業務以外 に商業 ・娯楽 ・文化 ・生産 ・居住等 あら
都市政策 」 ゆるものの複合空間と して現にあり、歴史的奥行
カ ラム1071990. きを有 し、 しかも都心空間は都市の中でも最もダ
イナミックに変化する場である。
千葉 宏 三大都市圏の中心部で、近年地価高騰の煽 りを受





表2.3.3政 令指定都市 における都心の定義 ・範囲(1981)
都 市 名 都 心 の 定 義 ・ 範 囲
1札 幌市 都心商業 ・業務地を中心 として、それに連担する商業 ・業務施設 と住
宅が混在 している地区。





区と比較 して集中する地区(CBDCSD)並 びにそれ らと隣接する
商業 ・業務施設と住宅が混在 する市街地で人口が減少 している区域、及
び都心 として近 い将来再開発が計画されている区域。
4名 古屋市 中枢的業務機能及び大規摸な店舗や専門商店が集 中する地区、並 びに
それと隣接する商業 ・業務施設と住宅が混在 する市街地 で人口が減少 し
ている区域。
5京 都市 中枢的業務機能及び大規摸な店舗や専門商店が集中する地 区(CBD
・CSD)並 びにそれらと隣接する商業 ・業務施設 と住宅が混在 する市
街地で人口が3%/年 減少 している区域。
6大 阪市 CBDを 柱 とする都市の中心的な地域。都心部の範囲を決めるにあた
っては、商業 ・業務的建物利用の多いこと、及び昼夜間人口比の高いこ
とを主たる判定要素とする。
7神 戸市 都心中の都心…三宮 ・元町の周辺を中心 とする業務 ・商業機能が集積





8広 島市 都心の範囲は各町丁 目単位で下記条件を3っ 以上満足 しかっ連担 して
いる区域。
1.建 物延床面積にっいて商業 ・業務用延床 面が40%以 上の地区。
(但し、150㎡ 以下の小規模店舗等は除 く)
2.容 積率=建 物延床面積/街 区面積(公 園を除 く)が120%以 上
の地区。
3.就 業者密度が150人/ha以 上の地区。
4.就 業者の夜間人口比(就 業者人口/夜 間人口)が1.0以 上の地
区。
5.夜 間人口減少率が25%(S.40～S.50年)以 上の地区。
9北 九州市 中枢的業務機能及び大規摸な店舗や専門商店な どが集中する地区、並
びにそれ らと隣接する商業 ・業務施設 と住宅が混在する市街地で、人口
が漸減 している区域。
10福 岡 市 バス停数 、医療施設 、駐車台数などの都市的サー ビスの充足度 による




表2.3.412大 都市 お よび 都心3区 にお ける都 心の定義 ・範 囲(1981)
都 市 名 掃 心 の 定 義 範 囲
1札 幌市 確定 され てい るものはないが 、 「札幌 市長期総合計画 」において都心商業 業務地 として約360haの配置
を している。都心 と しては、広義の意味 合いか らすれ ば、この都心 商業業務地 の周辺を含み一体的な都市整
備 を図るべ き空間 と考え る。
2仙 台 市 土地の 高度 利用 を促進 し、商業 ・業務機 能の集積 と同時に、土地 のポテンシャルに対応 した高層高密度居
住 を促進 する区域 を 「都心 」の区域 と定 義。
3火 京 都
3-1千 代 田 区
3-2中 央 区
3-3港 区
　部{繍灘 齢 ,瀦澱:購 鷲_新 樵。、_、
六本木周辺 、芝 浦、南港等(別 紙参照)
以上 が爽 京都 と しての定 義であ るが 、各分野にお いて それ ぞれ定義 づける場 合もある。 「東京都住宅マス
ター ブラン」の住宅市街地 整備ゾー ンの 都心居住回復 ゾーンは、中心7区(千 代 田、中央、港 、新宿、文京
台東 、渋谷)と して いる。
特 に定 義 して いないが本区全体を都心 と考えてい る。都心 とは、まさに大都市の中心 であ り、行政機能、
業務機能 、文化機能等の 都市機能の集積 と ともに、居住機能 もバ ランスよ く整 備されている ことが必要 と考
え る。本 区は 、日本 の首 都東京の中心 であ り、政治 ・経済の 中心 と して発展 し、国の行 政の中枢管理機能を
は じめ、企業の本社機能 、海外企業の業務 機能が集積 してお り、情 報化 ・国際化 の進展 する現在、都心にお
いて本 区の果た す役割 はます ます重要 と考える。
特 に定 義な し。卸売 、小 売業 、飲食店 の事業所 数及 び従業者数 、金 融、保健業 の集積(金 融センター的位
置付 け)、 税 収の シェア、陸 ・海 ・空の表 玄関(交 通の要衝)、 幹線道路 ・高速道 路の集 中、鉄道 ・地 下鉄
ネ ッ トワーク形成の 中心等 々、商業 ・経 済をは じめ情報 の中枢磯能 など多様 な都心 機能 が渠積 している。
特 に定義 にっ いて検討 した ことはな い。
4横 浜市, 業務 ・商業 、行政 、情 報等の中枢管理機 能及び観 光 、文化機能等が高密度 に集積 して いる地 区、並 びに今
後 これ らの機 能の立地 を積 極的に進め る必 要のある地域。
5川 崎市 本市は 、東 京都 と横浜 に挟まれた細長 い市域とい う地理上の特性 と、発達の経緯 から大 き く、臨海 部 ・内
陸部 ・丘陵 部に分れ ることか ら、都市整備 の方針 では各地域の独立性 を高めっっ 、相互 が連携 して全体 と し
て一っの完結 性を もった都 市づ くりに努 めている。この方針の もとに 、川崎駅周辺地区 を都心 、また、鹿 島
田 ・新川崎 ・小杉 ・溝 口 ・登戸及び新百合 丘等の各区の主要駅周辺地区を副都心 または新都心地 区と位 置づ
けて いる。 また 、その範 囲は特に定め られ てないが概ね主要駅の周辺地域 として いる。
6名 古屋市 本市では 、昭和63年～平成12年までの長期 計画 の中で 「都心域」 という地域を位置づ けて いる。 「都心 」
とい うもの には、ほぼ この 「都心域」が 当たると考 えて いる。
「都心域 」の説明 とは 、広域 的な中枢管理機能 の集積をはか りっっ 、商業 ・業務な どの さまざまな都市活
動が行われ る活 気 と魅力 ある都 市空間の形成 をめざす地域。
「
7京 都市 明確な定義 はないが、一般 には、上京区 ・中京 区 ・下京区 東山区の都心4区 の市街地部分 を都心 という
場 合が多い。 その他の考え方 と しては 、面的 に商業 地域に指定されている地域 、CBD(セ ン トラル ・ビ
ジネス ・デ ィス トリク ト),CSB(セ ン トラル シ ョッピング ・デ ィス トリク ト)と いった ものが ある。
8大 阪市 住 宅政 策の立場 か らは、概ねJR大 阪環状線 内側 で、人口減少の著 しい地域。 この地域は 「大阪総合計画
21」 土地 利用構想 におけ る業務 ・商業地 、居住 ・商業複合地(但 し、新大阪駅周辺地は除 く)にほぼ相 当
す る。
9神 戸市 行政 ・文 化 ・観光 ・商業施設群 が集積 したエ リア及 び、都市政策 的観点か ら、 これ と一体的 に整備を図 る
べ きエ リアよ りな る。
10広 島市 本市第三 次基本計画(1989～2000)において、太 田川 河口に形成 されたデルタ市街地の うち、商業集積の
み られ る一定 区域を都心 エ リア として いる。
11北 九 州市 JR小 倉駅 を中心 とする商業地域や業務 地域、官公庁地域 。
12福 岡 市 商業 ・業務機 能をは じめと して 、ター ミナル機能等高 次都市機能 の集 積が著 しく土地利用にお いて も、大
部分が那市的 土地利用で 占め られてい る地域 。
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12大 都 市 な らび に東京 都 心3区 か ら都 心 の定 義 につ い て表2.3.4の
よ うな 回答 を得 た 。そ れぞ れ 表 現 は異 な る もの の 「商 業 ・業 務 ・行 政 ・情
報 等 の 中心 管 理 機 能 を 中心 に 、居 住 ・文 化 ・娯 楽 等 の複 合 空 間 と して 歴 史
的 蓄 積 を 持 っ 」とい う点で 共 通 して い る 。 これ に加 え て 、交 通 の要 衝 、 土
地 の 高度 利 用 、娯 楽 ・飲 食 の 集 積 、第 三次 産 業 の 集 中 、都 市 的 サー ビス の
高 度 な集 積 、 そ して 人 口の 減 少 等が 各 都 市 の 特 性 や 発 達 段 階 に応 じて あ げ
られ て お り、都 市 の規 模 、 性 格 、 成立 過 程 な ど に応 じて様 々 に異 な る都 心
の 実態 が 概 念 形 成 に影 響 を 与 えて い る こ とが わか る 。 い ずれ に して も居 住
機 能 は 、 そ の 多様 な機 能 の 一 っ と して位 置 付 け られ て い る 。 また 、巽 和 夫
は 「都 心 性 には 、都 市 ま たは 都 市 圏 にお ける 中心 業 務 地 区 と しての 側 面 と
市民 セ ンタ ー と しての 側 面が あ り、 両者 のバ ラ ンス は都 市 毎 にか な り異 な っ
て い る 。 」 と指 摘8》して い るが 、居 住 を 伴 わ な い もの の 、生 活 の場 と して
多 くの 人 々 を ひ きっ け る場 所 で もあ り、各 都 市 の 個 性 を反 映 して その 個 別
性 は高 い 。 こ こ に も都 心居 住 問題 を考 える に あ た っ て都 市 の個 性 に着 目 し
てお く必 要 性 ・必 然 性が あ る と考 え る 。
(2)都 心 の 機 能
都心 は 前 節 で検 討 した よ うに 、都 市 の 機 能 を 発 展 させ る場 で あ る 。都 市
の機 能 には 当該都 市 を成 長 発 展 させ る機 能 、 い わば それ が な けれ ば都 市が
発生 しな い よ うな機 能 す な わ ち基 礎 的 機 能 と 、誕 生 した機 能 を維 持 す る機
能 とが あ る 。都 市 機 能 の 具 体 的 内容 は 、 その 都 市 の 成 り立 ちや 産 業 構 造 、
地 理 的 条 件 その 他 に よ って 異 な る と考 え られ るが 、 わが 国 で最 も多 くの都
市機 能 を 担 っ て い る東 京 にっ い て は 、 表2.3.5の よ うに整 理 分 類 され
て い る9㌔ こ の う ち地 域 的 機 能 は基 本 的 機 能 と も いわ れ る よ うに 、東 京 だ
けでな くすべ て の都 市が 持 っべ き機 能 で あ る と い え よ う 。 ま た、 広 域 的 機
能 につ い て も首 都 機 能 以 外 の も の は 、都 市 化 の 進 展 に伴 ってや が て 他 都 市
に も求 め られ て くる と考 え られ る 。
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基幹交通結節機能(幹 線鉄道 。道路、国際空港 ・港湾)
広域行政機能(中 央政府サービス)














本 研 究 で は 、わ が 国 の 大都 市 にお け る都心 居 住 の 実態 ど、 そ れ に対 して
各 自治 体 が どの よ う に対処 し よ う と して い るの か を明 らか にす る ため 、東
京 都 な らび に東 京 都 心3区 と、政 令 指 定 都 市 を 対 象 に 、 「都 心 居 住 お よび
住 宅 政 策 に 関 す る調 査 」・ω を行 な っ たが 、 そ の 中 で 、今 日の都 心 地 域 に
つ い て 、① 業 務 機 能 、② 商業 機 能 、③ 飲 食 機 能 、④ 娯 楽 ・社 交 機 能 、⑤ 文
化機 能 、⑥ 居 住 機 能 、⑦行 政 機 能 、⑧ ター ミ ナル 機 能 、⑨ その 他 を あ げ 、
(a)以 前(5～6年 前)に 比 べ て発 展 して きた機 能 、(b)現 在 優 れ て
い る機 能 、(c)今 後 整 備 を 図 る必 要 が あ る機 能 を各 々3っ まで あ げ て も
らっ た 。結 果 は 図2.3.1に 示 す通 りで あ る 。
調 査 対 象 と した15自 治 体 の うち 、以 前(5～6年 前)に 比 べ て発 展 し



















札幌市 ○● ● ● ○ △ ○ △
仙台市 ○● △ ○ ● △ ○ ●△
東京都 ○ ● ○ ○ ● △ △ ●
千 代田 区 ○● ○ ● △ ● △ ● △ △ ● ● △ △
中央 区 ● △ ● △ ●
港区 ○ ● ○ ● ○ ● △ △
横浜市 ○ △ ○● △ ○ △ ●
川崎市 ○ ○ ● △ △ △
名古屋市 ○ ● ○ ●△ ○ △ △ ●
京都市 ● ○ ● ● △ △ ○ △
大阪市 ● ● ● ● ○ △ ● ●
神戸 市 △ ○ ○ ● △ △ ● ● ○
広島市 ○ ○ △ ○ ● △ △
北九州市 O● ● ○ ● ○ △ △ △
福岡市 ● ●1 ○ △ △ し
図2・熱1繍 撚 能の変遷ll謙1撫 灘
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市 、東 京 都 、千 代 田 区 、港 区 、横 浜 市 、川 崎 市 、名 古 屋 市 、広 島 市 、北 九
州市)、 次 いで 商 業 機能9都 市(仙 台 市 、東 京 都 、千 代 田 区 、港 区 、横 浜
市 、川 崎 市 、名 古 屋 市 、神 戸 市 、広 島 市)、 文 化 機 能5都 市(札 幌 市 、横
浜 市 、名 古 屋 市 、大 阪 市 、広 島市)で あ っ た 。
現在 す ぐれ て い る機 能 に っ い て は 、業 務 機 能9都 市(札 幌市 、仙 台市 、
東 京都 、千 代 田 区 、中 央 区 、 港 区 、名 古 屋 市 、 大 阪市 、北 九 州市)、 商 業
機 能8都 市(札 幌 市 、仙 台 市 、千 代 田 区 、港 区 、 横浜 市 、名 古屋 市 、大 阪
市 、北 九州 市)、 な らび に娯 楽 ・社交 機 能8都 市(東 京 都 、千 代 田 区 、 中
央 区 、港 区 、京 都 市 、大 阪 市 、 神 戸市 、北 九 州 市)と な っ てお り、 タ ー ミ
ナ ル機 能 が6(東 京 都 、干 代 田 区 、 中央 区 、名 古 屋市 、大 阪 市 、神 戸 市)
で っつ いて い る 。これ らの こ とか ら、現 在 の 都 心 は業 務 機 能 と商 業 機 能 を
中心 と して 、 そ の 大 いな る集 積 を 特徴 と して い る こ とが わか る 。居 住 機 能
にっ い て は 、現在 す ぐれ て い る と した の は横 浜 市 の み で あ っ た 、
今 後 、整 備 を図 る必 要 が あ る機 能 と して は 、文 化機 能 が 最 も多 く11都
市(札 幌 市 、仙 台 市 、東 京 都 、千 代 田 区 、港 区 、横 浜市 、川 崎 市 、名 古 屋
市 、京 都 市 、神 戸 市 、北 九州 市)、 次 い で居 住 機 能 が10都 市(札 幌 市 、
東 京都 、千 代 田 区 、 中央 区 、港 区 、名 古屋 市 、京 都 市 、 大阪 市 、神 戸 市 、
広 島 市)、 タ ー ミ ナル 機能 が5都 市(千 代 田 区 、川 崎市 、京 都 市 、広 島市 、
北 九 州 市)で あ っ た 。
1981年 の 大都 市 企 画主 管 者 会 議 に よ る調 査11)とは 、調査 対 象 、方
法 、機 能 と して あ げ た項 目等 が 異 な る こ とか ら、単 純 に比 較 す る こ とは で
きな いが 、 当時の 都 心 は 大型 店 舗 の進 出 が顕 著 で あ り、業 務 機 能 にっ い て
は、 す で に集 積 して い た都 市 と、今 後 を 待 っ もの(川 崎 市 、横 浜 市 、神 戸
市 、北 九州 市)と に分 か れ て い た 。今 後 整備 を 図 るべ き機 能 と して は 、 す
べ て の都 市 で文 化 機 能 が トップ にな っ てお り、居 住 機 能が こ れ に次 い で い
た 。 本 調査 で は 、文 化機 能 にっ い て は 、以前 に比 べ て発展 して き た とす
る もの も少 な くな い(札 幌 市 、横 浜 市 、名 古屋 市 、大 阪 市 、広 島 市 、北 九
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州 市)の に対 し、居 住機 能 に つ い て は 、札 幌市 を 除 い て 、 ほ とん どの 都 市
が10年 前 の 課 題 を 実現 で きな い ままで い る 。
本 研 究 にお け る事 例調 査 の対 象 で もあ る大 阪 市 、 京都 市 、神 戸 市 につ い
て 見 てみ る と、大 阪 市 は現 在 多様 な 機 能 集 積 し充 実 して い る もの の 、居 住
機 能 の 整 備 を最 重 要 課題 と して い る 。京 都 市 は 飲 食 、娯 楽 、 文 化 機 能 に優
れ て い るが 、今 後 さ ら に文 化 機 能 を充 実 させ る と と も に、 タ ー ミナ ル 機 能
と居 住 機 能 の 整 備 を 課題 と して い る 。神 戸 市 は 、 娯楽 、行 政 、 タ ー ミナ ル
機 能 に優 れ て い るが 、以 前 か らの 課 題 で あ る文 化 機 能 と居 住 機 能 の 整 備 に
加 え 、業 務 機 能 の整 備 充実 を今 後 の 新 たな 課題 と して あ げ て い る 。 この よ
うに関 西 大 都 市 圏 の3都 市 に とっ て も 、居 住機 能 の 整 備 は共 通 の課 題 とな っ
て い る 。
(3)都 心 の 魅 力
都 心 の 魅 力 は複 雑 多様 で あ る 。都 心 に住 む 人 、 都心 で働 く人 、 あ るい は
何 か を求 め て 都心 に集 まっ て くる人 等 、 立 場 に よ って求 め る もの は異 な る 。
そ して そ れ は 時 代 と とも に変 化 す る もの で もあ る 。か っ て は 、 商店 街 や 飲
食 街 、 歓 楽 街 が 大 きな魅 力 で あ り、都 心 の イ メー ジ も繁 華 街 と重 な っ て と
ら え られ る こ とが 多 か っ たが 、近 年 は最 新 の 情 報 や モ ノ 、サ ー ビス 等 が 集
積 し大規 模 商業 施 設 や オ フ ィス ビル 等 の 建 ち並 ぶ 地 区が イ メー ジ され 、 自
然 の 回復 や 歴 史的 景 観 の 保 存 、文 化 、 イベ ン ト空 間 の 充 実 等 を 求 め る声が
大 き くな っ て きて い る 。
『1991年 度 国民 生 活 選 好 度 調 査 』12}では 、 東 京 圏 と大 阪 圏 の居 住 者
に対 して各 都 市 圏 に っ い ての イ メー ジ を調 査 し て い るが 、 それ に よ る と2
っの 顕 著 な 特 性 を読 み 取 る こ とが で きる(図2.3.2)。1っ は 、 東京
圏 に住 む 人 々が 、都 市 の 魅 力 にっ いて 、 「人 目を 気 にせ ず生 きて い け る(
37.5%)」 「美 術 館 、 ギ ャ ラ リー 、 コ ンサ ー トホー ル な どが 多 く、 イ
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図2.3.2東 京 圏 ・大 阪 圏 の 魅 力
集 積 し て い る(31.5%)」 「ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス が 多 い(31.1%)1と
い っ た 、 匿 名 性 や 多 様 な 趣 味 や 遊 び の 場 、 あ る い は 仕 事 の 関 係 等 、 大 都 市
性 と で も 言 うべ き 多 岐 に わ た る 魅 力 を あ げ て い る の に対 し 、 大 阪 圏 で は
「食 べ 物 が お い し い(50 .1%)」 と い うの が 最 も 多 く 、 「人 目 を 気 に せ
ず 生 きて い け る(33.5%)」 、 「人 情 味 が あ る(32.7%)」 等 が 続 い
て お り 、 東 京 で 多 か っ た 「美 術 館 、 ギ ャ ラ リー 、 コ ン サ ー トホ ー ル な どが
多 く 、 イ ベ ン トも 盛 りだ く さ ん 」 は18.9%、 「自 分 を 高 め る 機 会 に恵
ま れ て い る 」 は15.7%と 相 対 的 に 少 な くな っ て い る こ と で あ る 。 大 阪
圏 で は 都 市 の 個 性 へ の 評 価 が 際 立 っ て い る と い え よ う 。
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も うひ とっ は 、 若年 層(20～24才)と 中高 年 層 との 違 いで あ る 。若
者 層 の 場 合 「美 術 館 乱 ギ ャ ラ リー 、コ ンサ ー トホ ー ルな どが 多 く、 イベ ン
トも盛 りだ くさん 」 「豊 富 ・多 様 な 商 品 にあふ れ 、流 行 の先 端 を い く消 費
生 活 が 楽 しめ る 」 「自分 を高 め る機 会 に恵 まれ て い る 」 「若 者 が 多 く活 気
に あふ れ て い る 」 と い った個 人の ラ イ フ スタ イ ル に関 す る項 目が 上 位 を 占
め て お り、全 体 と して 最 も回答 の多 か っ た 「人 目を 気 にせ ず 生 きて い け る 」
は 下位 に位 置 して い る こ とか ら、若 者 は 、文 化 、 シ ョツ ピ ング 、趣 味 、教
養 な どの チ ャ ンスが 多 い こ とっ ま り 「楽 しむ 」生 活 に魅 力 に感 じてお り、
匿 名性 にっ い て は あ まり関心 が な い こ とが うか が え る 。一 方 、 中高 年 層 で
は 、 「人 目 を 気 にせ ず 生 きて い ける 」 「何 をや っ て も生 きて い け る 」 「行
政 機 関や 会 社 の 中枢 組 織 な どが 集 積 して い る 」等 が あ げ られ てお り、 「働
く」生 活 に よ り魅 力 を感 じて い るこ とが うか が え る 。
ま た、若 年 層 に注 目 して み る と、 「行 政 機 関 の 集 積 」 「国際 都 市 」 「2
4時 間遊 べ る 」等 は東 京 圏 が 圧倒 的 に 多 く、逆 に 「食 べ 物 が お い しい 」
「人情 味が あ る 」等 は大 阪 圏が 圧 倒 的 に 多 い と い う著 しい差 が 認 め られ 、
そ れ ぞ れ の都 市 の 居 住 者 に と って 、都 市 居 住 の 魅 力 が 一 様 で はな い こ とが
明 らか に され て い る 。
次 に 、東 京 圏 居 住 者 の 「住 み よ さ 」意 識 を同 調 査 で み る と、東 京 圏 を
「住 み よ い 」 と評 価 す る ものが 、地 方 出身 者 で62.0%、 東 京 圏 出 身 者
で は65.3%と な って お り、 大 半 の 人 々 は 、 「東 京 圏 は便 利 で 住 み や す
い 」 と考 え て い る こ とが わ か る 。
住 み よ い点 は 、 「交通 が 便 利 」が6～7割 もの 支持 を得 て い るほ か 、
「買 物 の 品 揃 えが 豊 富 」 「医療 施 設 が 整 備 」 「就 業 機 会 豊 富 」 「人 間 関 係 」
の 順 に並 ん で い る 。 「交 通 が 便 利 」で あ る こ と 自体 に特 別 な価 値が あ る と
い う よ り も、 そ れが 住 居 と職 場 や 楽 しみ 場 所 を 短 時 間 で結 び 付 け 、 多様 で
選 択 的 な居 住 活 動 を容 易 にす る可 能 性 を評 価 して い る も の と考 え られ る 。

































こ とか ら、東 京 で は 、1000万 人規 模 の 人 口 と全 国の 来 訪者 を背 景 と し
て必然 的 に品 揃 えが 豊 富 にな り、先 端 的 な あ る いは特 殊 な 商 品 の需 要 さ え
も受 け入 れ る容 量 が あ る。但 し、東 京 圏 ・大阪 圏 の居 住 者 の 中 で都 心 部 に
はめ った に 出か けな い人が7割 に も及 ん で い る こ とか ら、居 住者 が その 豊
富 な 品揃 え を 日常 的 に十分 に享 受 して い るか ど うか は別 問 題 で あ る 。
図2.3.3は 、東京 圏の 居 住 者 が都 心 部 に出 か ける頻 度 を ラ イ フス テ ー
ジ別 にみ た もの で あ るが 、独 身 の 男 女 は東 京 の 魅 力 を 十分 に享 受 して い る
が 、結 婚 し子 供 が で き る と状 況 が 一 変 す る こ とが わ か る 。 と りわ け子 育 て
期 の女 性 が 都 心 に 出か ける こ とが で きな い で い る様子 が わか るが 、経 済 的
理 由 、時 間 不 足 、子 連 れで は 出か け に くい等 が理 由 にな る もの と思 わ れ る。
「医療 施 設 の 整 備 」にっ い ては 、東 京 圏 を含 む5大 都 市 圏 の 中で 、東 京
圏 は 、 「人 口1万 人 当た り病 床 数 」で は最 下位 、 「人 口1万 人 当 た り医 師
数 」で は第4位 に位 置 して い る 。 この よ う に統 計 上 の 利 便性 が 低 い に もか
か わ らず 、 住 み よい評 価 の 要 素 と して あ げ られ て い る理 由 は 、品 揃 えの豊
富 さ と同 様 に、最 高 ・最 先 端 の 専 門 的 医療 の選 択 可 能 性 へ の期 待 が こめ ら
れ て い る と考 え られ る 。
以上 の よ うな こ とか ら、 大 都 市 圏 の魅 力 を形 成 して い る共 通 の 要 素 と し
て、集 積 が 集 積 を生 む とい うメ カ ニ ズ ムの 中 で の 「集 積 の メ リッ ト」、豊
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富 で バ ラエ テ ィ豊 か な 中 か らの選 択 を可 能 にす る「多 様 性 」、 最 先 端 あ る
い は世 界 中 の情 報 、商 品 、 サ ー ビス等 が 入 手 ・体 験 で き る 「新 規 性 」や
「国 際性 」、 人が 多 く周 りの 人 に対 す る 関心 が 薄 い こ とか ら くる 「匿 名 性 」
が 考 え られ る 。 しか し、 その 比 重 は都 市 に よ っ て あ る い は ラ イ フ ス テ ー ジ
等 に よ って 異 な る こ と、 ま た 、大 阪 の食 べ 物 の お い しさや 人 情 味 等 へ の評
価 の高 さ に見 られ る よ う に、 都 市 は独 自の魅 力 を も併 せ 持 っ て い る も の で
あ る とい う こ とが で きる 。
都 市 の 魅 力 と都 市 居 住 の 魅 力 は か な らず しも一 致 す る もの で はな い 。 し
か しなが ら両者 の 間 に は密 接 な 関 係が あ り、都 市 と して の魅 力が 増 せ ば 、
そ こ に住 む 魅 力 も増 す と考 え られ る 。都 心 は都 市 の 中心 地 で あ るこ とか ら、
上 記 の もの と同様 の魅 力 あ る い は よ り高度 な魅 力 を持 っ と考 え られ る 。す
な わ ち 、 住 む 人 の立 場 か らみ た居 住地 と しての 都 心 の魅 力 は 、 一般 的 に は、
「時 代 の最 先 端 を い く多 様 で 豊 富 な情 報 、 モ ノや サ ー ビス 、生 活 関 連 施 設
等が 集 積 して い る こ とか ら、 機 能 的 にコ ー デ ィネ ー トさ れ た社 会 的 諸 サー
ビス の選 択 肢 が 多 く、利 便 性 が 高 く、 人 に わ ず らわ さ れ ず に経 済 的 に 自 由
で個 性 的 な生 活 を実 現 しや す い 」と要 約 す る こ とが で きる 。 しが らみ を嫌
い 、新 しい こ とを したい 人 に と って も、都 市 は魅 力 的 な存 在 で あ る 。
また 、都 市 に は培 わ れ た歴 史性 と都 市 生 活 文 化 の豊 か さが あ り、 それ ら
を体 験 ・継 承 で き る こ と も魅 力 の 一 っ で あ る 。 コ ンサー トホ ー ル 、劇 場 等
が 立 地 し 、娯 楽 関 係 の情 報 が 豊 富 で興 味 あ る娯 楽 を手 軽 に楽 しめ る 。特 別
な 嗜好 にあ っ た実験 的劇 場 や 珍 しい音 楽 の ラ イブ ハ ウ ス等 フ ァンの 限 定 さ
れ たエ ンタ ー テ イ メ ン トも供 給 され て い る 。 そ して 多数 の人 々が 集 ま って
くる こ とか ら、様 々 な価 値 観 や ニ ー ズ を持 っ た 人 々 との 出会 いの チ ャ ンス
が 多 い こ とや 、就 業 の機 会 だ けで な く、サ ー クル 活 動 や ボ ラ ン テ ィ ア活 動
へ の参 加 の機 会 も 多 い こ と等 も 大 きな 魅 力 と い え よ う 。都心 に住 み続 けて
きた人 に とっ て は 、永 年 の あ い だ に培 っ て き た人 間 関係 、受 け継 い で き た
生 活 文 化 等 が 魅 力 で あ る と同 時 に居 住 あ るい は営 業 の基 盤 その もの で あ る 。
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2.3.2都 心 居 住 の意 義 と都 心 居 住 推 進 の論 拠
(1)都 心 居住 の意 義
居 住 機 能 は 、都 市 の と りわ け都心 の 中心 機 能 とは い えな い 。 しか し 、人
間の 居 住が あ っ て は じめ て 中 心機 能 も必 要 とな り、都 市 が 発生 す る 。
都 心 居 住 にっ い て は、 自然環 境 に恵 まれ ず 、高 密 度 居 住 を強 い られ が ち
で あ る こ と、過 度 の 人 口集 中 と商 業 ・業 務 活動 の集 積 が もた らす騒 音 や空
気 の汚 れ 、 大量 の廃 棄 物 の 排 出 、 日照 障 害 や電 波 障 害 の 発 生等 多 くの 欠 点
が あ る 。巨 大 な地 下街 、地 下 埋 設物 の 存 在 、 自動 車 交 通 の 混雑 等 は常 に災
害 の危 険 性 を 孕 ん で い る 。 ま た、公 園や 遊 び 場 の不 足 、教 育 用地 の 狭 さ等
か ら、子 供 と りわ け幼 児 期 か ら就 学 期 の 子 供 の心 身 の 健 全 な発 達 を促 す場
と して は不 適 当な環 境 と いわ れ て い る 。 と りわ け近 年 は 、 業務 施 設 等 の過
大 な集 積 や 地 価 の高 騰 に よ って住 宅 の 新 規 建設 が 困難 にな る と とも に、住
宅価 格 や 家賃 が 高 騰 し、一 般 サ ラ リー マ ン層 には も はや 買 い替 え以 外 で の
新規 持 家 取 得 は不 可 能 に近 くな って い る 。 ま た、 すで に都 心 に住 んで い る
者 に とって も、 固定 資 産 税 や 相続 税 、 あ る いは家 賃 の 急 騰 等が 住 み 続 け る
こ とを難 し く して い る 。 ま た、暴 力的 と もい える地 上 げ が居 住 者 を不 安 に
陥れ て い る とい うよ うな 問題 もあ る 。 そ して これ らを要 因 とす る都 心 居住
人 口の激 減 、 なか で もフ ァ ミ リー世 帯 の 減少 と高 齢 者 比 率 の増 大 は 、地域
社 会 の活 力 の低 下 、既 存 商店 街 の衰 退 や 生 活 関連 施 設 の 遊休 化 、夜 間 の 防
災 ・治 安上 の不 安 、 コ ミュ ニ テ ィの崩 壊 等 を招 い てお り、 都心 の居 住 機能
は著 し く減退 す る傾 向 にあ る 。
これ に対 し、都 心 に と って は 、高 度 な 情 報 ・サ ー ビ ス等 の集 積 や 商 業 ・
業 務 機 能へ の特 化 こ そ発 展 の 方 向 で あ り 、居住 機 能 は必 要 な い とす る考 え
方 が あ る 。 しか し、都 心 は 、職 ・住 ・遊 が 近接 し都 市 生 活 に 関 す る あ らゆ
る基盤 整 備 が 昼 間 人 口 に対 応 す る形 で 進 ん で い る こ とか ら、郊 外 の 生 活 で
は味 わ えな い便 利 で 快 適 で 文化 性 の高 い生 活が 可 能 とい う魅 力が あ り 、現
に多 くの 人が 住 んで い る 。職 業上 の理 由 あ るい は生 活 的 理 由 か ら都 心 に住
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まざ る を得 な い、 い わ ゆ る居 住 立 地 限定 階 層 だ け でな く、都 心 に集 積 し た
情 報 や サ ー ビ ス、都 市 的楽 しみ 等 を享 受 す る た め積 極 的 に都 心 居 住 を選 択
して い る都 心 居 住志 向層 も少 な くな い 。
一方 、都 市 として の活 気や 自立 性 ・ア イ デ ンテ ィテ ィ等 も居 住 者 無 し に
は生 まれな い 。都 心 の 多様 な機 能 を支 え、 そ の魅 力 と個 性 を持 ち続 け る た
め に は都 心 に住 み 、 都心 を拠 点 として活 動 す る人 々 、都 心 に生 まれ育 ち 、
故郷 と して 愛着 を 持 っ 人 々 の混 在 、共 住が 不 可 欠 で あ る 。 わが 国 の首 都 の
都 心 中 の都 心 と して 中枢 管 理 機 能 に特化 し た特 異 な都 市 自治 体 で あ る と考
え られ る千 代 田区 にお い て さ え 、専 用 住 宅 市街 地 を は じめ 多様 な住 宅 市街
地が 存 在 して い る 。千 代 田 区 と して も、 住 宅基 本 計画 を策 定 し、 多 様 な 人
々が 住 み 活 動 す る生 活都 心 の 形 成 を 目指 して い るの は 、居 住 人 口の減 少 が
自治 体 と しての 区 の存 立 その もの を危 くす る とい う危 機 感 だ け で な く、都
市 と しての 活 気や 自立 性 ・ア イデ ンテ ィテ ィ等 も居 住 者 無 しに は生 まれな
い とい う認 識 が あ るか らで あ ろ う 。
以 上 の こ とな どか ら、都 心 居 住 は都 市 が 存 在 す るため の 必 須 の条 件 で あ
り、都 心 居 住 の推 進 は 、都 市 活 動 その もの の活 性 化 に とっ て も積 極 的意 義
を持 っ て い る と考 え られ る 。
(2)都 心 居 住論 の 系譜
都 心 居 住 問 題 は 、1970年 代 の 国 際 的 な 都 市 衰退 現 象 の 中 で 、 い わ ゆ
る イ ン ナー シテ ィ問題 を きっ か け と し て注 目 され る よ う にな っ た 。 しか し
わが 国の イ ンナ ー シ テ ィは 、 ロ ン ドン に典 型 的 にみ られ る よ うな 住 宅 の老
朽 化 を 中心 とす る物 的 衰退 、 麻薬 ・犯 罪 な どの 社 会 的 問 題 、少 数 民 族 の 問
題 等 と と も に深 刻 な 経 済 的 衰 退(高 水 準 の失 業 と貧 困)を 伴 う欧 米 型 の イ
ンナー シテ ィ とは 異 な り、経 済 的活 力 の 低 下 は顕 著 で は な か っ た 。む し ろ
常 住 人 口の 減 少 す な わ ち 人 口 の郊 外 流 出 に よ る周 辺 部 の ス プ ロー ル と都心
部 の 空 洞 化 が も た ら し た都市 構造 の歪 み や 地 域 の 自治基 盤 の 弱体 化 等 が注
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目を集 め た 。以後 今 日に 至 る まで 、都 心 居 住 の 是 非 、都 心 の 在 り方 等 をめ
ぐって様 々な 研 究 、論議 が な され て き た 。そ の主 な もの は表2.3.6に
示 す よ うな も ので あ っ た 。以 下 で は 、 その 経緯 を概 観 し到達 点 を明 らか に
す る こ と によ っ て現 代的 課 題 を探 る こ と とす る 。
1970年 代後 半 の都 心 居 住 に関 す る調 査 ・研 究 は 、人 口移動 に着 目 し、
その分 析 を よ りど こ ろ と し 、 コ ミュ ニ テ ィ形 成 を伴 った人 口定着 をキ ー ワー
ドと して 、住 宅 政策 上 の課 題 を追 求 し都 心 部 にお け る魅 力 の あ る居 住 地 の
形 成 と都 心 定 住 の 促 進 を考 え る と い う こ とを その 目標 と して い た 。 これ ら
に対 し、経 済 学 の 立 場 か ら、都 市 化 と都 市 問題 との関 係 を考 察 した山 田浩
之 は 、都 市 問題 を解 決 す るた め の都 市 政 策 の構 想 に は 、都 市化 が どの よ う
に変 化 す るか を見 透 す こ との 必要 性 を論 じ てい る 。
や が て 定住 を可 能 にす る条 件 づ く りは政 策 的課 題 か ら具 体 的 な施 設 ・住
宅等 ハ ー ドな物 作 りへ の 関 心 が 高 ま り、居 住 動 向や 定 住 意 識 、定 住 要 因 、
都 市 での コ ミュ ニ テ ィの 在 り方 や 居住 者 の ラ イ フ スタ イル と住 宅需 給 ・居
住 環境 との 関 係等 々 多様 な 面 か らの 調 査 研 究が 進 んだ 。
都 市 お よび 都 心 その もの の活 性 化 に居 住 者 の存 在 とそ の生 活 の 安定 が 不
可 欠 で あ る こ と は 、す で にコ ンセ ンサ ス を 得 て い たが 、 こ の後 さ らに都 心
を魅 力 的 な居 住 の 場 と して よ り積 極 的 に評 価 ・整 備 し よ う とす る機 運 が た
か まって くる 。
1988年9月 に は 『住 宅 』 にお いて 都心 居 住 に関 す る特 集 が組 まれ 、
現 行 の住 宅 政 策 の 問 題 点 と今 後 の 取 り組 みへ の 課 題が 議 論 され 、住 宅 にっ
いて は地 方 自治 体 が 責任 を持 ち 、総 合 的住 宅 政 策 を展 開 して い く必 要 が あ
る こ とが 指 摘 され て い る。
これ らに対 し 、西 山 夘 三 は 、人 々の 生 活 の仕 方 や 生活 様 式 を根本 的 に規
定 して い るの は町 づ くりの あ り方 で あ り、都 市 構 造 の根 本 的変 革が 必 要 で
あ るこ とを訴 えて い る・
1989年5月 には 、 『都 市 問 題研 究 』にお いて 都心 居 住 と都市 計 画 と
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人 口 の ドー ナ ッ ツ化 現 象 が な お続 い て い る 中 にあ って 、 一 部 に見 られ
る都心 部へ の 回帰 現 象 に着 目 し、都 市 内居 住 の 問 題 を東 京 都 心3区 を典
型 と して取 り上 げ 、 そ こ に住 む 人 々 、定 住 環 境 と して の 都 心 地 区 の 特 徴
都 市 内 の住 宅 立 地 動 向 、 都 市 内居 住 の 生 活 と文 化 につ い て 考 察 し 、居 住
地 と して 見 た都 心 部 の 短 所 を極 小 化 し長 所 を の ば す形 で の コ ミ ユニ テ ィ
開 発 お よび 新 し い都 市 文 化 と対 応 した形 で の 住 宅 の在 り方 の 検 討 が 必 要
で あ る こ とを指 摘 し て い る13)
東 京 に お け る都 心 ・隣 接地 域 モ デ ル 定 住 圏 計 画 につ い て 検 討 。施 策 の
方 向 と して 、 コ ミ ュニ テ ィ形 成 を伴 っ た人 口定 着 を 図 り、特 に子 育 て期
に あ る若 い人 々が 転 出 しな くて もす む 条 件 を整 備 し、地 域 社 会 の維 持 ・
再 生 を 図 る こ とが 必 要 と し、① 地 域 整 備 の 推進 ②公 的住 宅 建 設 の推 進 ③
民 間賃 貸 住 宅 建 設 の 推進 等 を あ げ て い る14》。
都 心 部 の 空洞 化 に対 す る 大都 市 内部 の 行 政課 題 を整 理 。大 都 市 にお い
て も地 方 公 共 団体 には 、良 好 な 環 境 と緊 密 な 地 域 的連 帯 の あ る個性 豊 か
な 地 域 社 会 を 実現 す る ため の 中心 的 役 割 が期 待 され る と し、情 報 収 集 、
分 析 能 力 、創 造 的 な施 策 決 定 能 力 、 推 進 能 力等 を高 め る と と も に、柔 軟
で 機 動 的 に行 政 課 題 に対 処 し得 る体 制 の 整 備 と強化 を 図 る こ とが 必 要 で
あ る こ とを 指摘 して い る15》。
『都 市 の経 済 分 析 』東 洋 経済 新 報 社
1980
経 済 学 の立 場 か ら、都 市 化 と都 市 問 題 との 関 係 を考 察 し、 都市 化 の段
階 によ って都 市 問 題 が 異 な る こ とか ら 、都市 問 題 を解 決 す る ため の都 市
政 策 の構 想 に は 、都 市 化 が どの よ う に変 化 す るか を 見 透 す こ との必 要 性
を論 じ、都 市 発 展 は 、都 市 化 、郊 外 化 、逆 都市 化 、再 都 市 化 とい う過 程
を経 る(図234)と い うオ ラ ンダ の経 済 学者 クラ ッセ ン ら に よる
都 市 発 展 の4段 階 論16》に の っ とっ て 、 大阪 は郊 外 化 の 最 終 段 階 に あ る
と指 摘 して い る17㌔
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「都 心 の過 疎 化 とコ ミ ュニ テ ィの 活性 化 」 『都市 計 画 』
1985
都 心 が 過疎 化 して い く状 況 の 中 で 、都 心 の コ ミ ュニ テ ィが どの よ うに
して維 持 され 、 どの よ うな 方 策 に よっ て活性 化 させ る こ とが で きるか に
っ い て大 阪 、神 戸 、 ニ ュー ヨー クの例 を も と に述 べ 、住 民 の 愛着 心 をバ
ネ に し て コ ミュ ニ テ ィ意 識 を醸 成 し、事 業 所 を組 み 込 む こ とに よっ て組
織化 を図 る こ とや 、 町会 の 再 編 成 ・コ ミ ュニ テ ィ施 設 の整 備 等が 必 要 で
あ る こ とを指 摘 し てい る18)。
『都 市 問題 研 究 』
1985
大 都 市 を活 性 化 す る ため の住 宅 政 策上 の 課 題 と して、① 定 住 を高 め
る ため の 良質 な 中高 層 の 住 宅供 給 、② 職住 近 接 を図 る ため の地 域 特性
に応 じ た計画 的住 宅 供 給 、③ 若年 層 へ の住 宅 供 給 と りわ け子 供 の 遊 び
場 等 、育 児 に必 要 な環 境 と施 設 の整 備 へ の 配慮 、④ 中小 企業 者 向 けの
イ ン ナー エ リア の住 宅 事 情 の 改善 、⑤ 臨海 部 地 域 に対 す る住 宅 政 策 を
あ げ て い る19㌔
都 市 人 口の 動 向 は 都市 の活 性 度 の指 標 で あ る と し、都市 居 住 の活 性 化
をめ ざ す住 宅 政 策 にっ い て 大 阪市 をモ デ ル と して考 察 して い るが 、住 宅
政策 上 意 味 の あ る居 住 者類 型 の必 要 性 を指 摘 し、大都 市居 住 者 の ラ イ フ
ス タ イ ルか ら、コ ミュ ニ テ ィ派 と シテ ィラ イ フ派 とい うタ イプ を抽 出 す
る と とも に 、住 宅 政 策 的 課題 とし て、① 総 合 的 な住 宅 政策 の展 開 、② 都
市型 集 合 住 宅 の 開 発 、 ③ 都 市生 活 享 受 施設 の 整 備 、④ 高級 住 宅 地 の 創 出
等 を指 摘 して い る2ω。
川 原伸 朗 「都 心 マ ンシ ョン利用 者 の 生 活行 動 の地域 的パ ター ン ー 大
阪 市都 心 地 区マ ンシ ョンの 研 究 一 」 日本 建 築 学 会 大会 梗 概集1985
都 心 地 域 にお け るマ ン シ ョン利用 者 の 生 活行 動 か ら、統 計 上 の 人 口減
少 に対 し、 実 際 の生 活 人 口は マ ンシ ョ ンを媒 介 と して増加 しっ っ あ るこ





町 丁 目別 に検 討 、典 型2地 区 の土 地 の 利 用 状 況 と権 利 移 動 状 況 、居 住 ・
非 居 住 の 実態 、定 住 意 志 等 の 比較 検 討 し、商 住 が 分離 す るか ど うか は ・
商売上の理由や家族の労働条件、敷地規模の大小という条件が規定する
面 も あ るが 、生 活 と経 営 につ い ての 「考 え方 」の 違 いが か な り重 要 な 要
因 にな っ て い る と考 え られ る こ とや 、商 住 非 分 離 店 舗経 営 者 の 定 住 意 志
が 強 い こ とを明 らか に す る とと も に、都 心 部 へ の 再 転 入 の 可 能 性 を示 唆
し て い る22)。
田端 修 「都 市 定 住 と商 住 混 合 」r都 市計 画 』19874




られ る とい う観 点 か ら、商 住 の混 合 の をめ ざ そ う とす る もの で あ る23)。
林 泰 義 「生 活 都 心 を構 想 す る 」 『地 域 開発 』19876
人 々が 住 み 、働 き、遊 ぶ 都心 を"生 活 都心"と 名 付 け、都 心 が 経 済 的
な 価 値 だ けで な く多様 な 価 値 を複 合 して持 っ と き、都 心 は 魅 力 的 で 豊 か
な"生 活 都心"と な る こ とを 、海 外 の 事 例 を ふ ま えて述 べ 、そ の形 成原
理 と し て① 多様 性 、多 義 性 を生 み だす ため に複 合 化 を 活 用 す る 、② 定 住
を あ ら ゆ る場所 と機 会 を生 か して促 進 す る 、③ 都 市 の ア イデ ンテ ィ テ ィ
を た かめ る 、④ 通 りの賑 わ いを都 心 の重 要 な 価 値 と して認 識 す る等 を あ
げ て い る24)。
下総 薫 「都 市 構 造 を考 え る視 点 」 『住 宅 』19889
誰が都心居住の費用を負担するかは都市居住の必要性の理論づけ如何
に よ っ て決 ま る もの で あ る こ とか ら 、住 民 だ けで な く、企 業 、地 方 公 共
団体 、 国等 で 分 担 で き る理 由づ けが 必 要 で あ る こ とを 指 摘 して い る25)。
蓑 原 敬 「大 都 市 都心 住 宅 問題 の 常 識 と非 常 識 」 『住 宅 』19889
現 在 、総 合 的 な 住 宅政 策 が な い ま まに 、単 純 な 都 心 空 間 論 、土 地 規 制
論 が 繰 り返 され て い る こ とを批 判 し、都 心 住 宅 問 題 の 本 質 は 、地 方 自治
体 が 住 宅 にっ い て責 任 を持 っ体 制 が 欠 け て い る こ と にあ る と指 摘 して い
る2の 。
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吉田不曇 「都心区における住宅施策の試み」 r住 宅 』
人 口回復 の シ ンボル と もな って い る 区立 住 宅 が 、 区民 の 住 み か え に し
かな らな い こ と、財 政 上 の 問 題等 か ら修 正 を迫 られ て い る こ と、住 宅 建
設購 入 資 金 融資 斡 旋 が 地 価 高 騰 、低 金 利 な ど もあ い まっ て 、再検 討 が 必
要な こ と等 を指 摘 し、借 地 人 対 策 、定 住 支 援 策 と して の ア フ ォーダ ブ ル
ハ ウ ジ ング の 早 期 実現 を提 唱 してい る27)。
「都 心 居住 型 住 宅 の 開 発 戦 略 にっ い て 」
都 心 居 住 の 実 現 に向 け て公 団 の 事 業 戦 略 を紹 介 す る と とも に、都 心 居
住 の魅 力 は 、恵 まれ た都 市 ア メニ テ ィの享 受 な ど ビ ビ ッ トにラ イ フ ス タ
イル を 実現 で き る と ころ に あ る と して 、立 地 選 定 層 の 出現 を指摘 。先 駆
的 都心 型 住 宅 の 開 発 供給 の た め に① 住 宅 の基 本 性 能 の 向上 と社会 的 耐 用
年 数 を延 ば す ため の シ ス テ ム の構 築 、②住 戸 規 模 や 基本 寸 法 の拡 大 ・改
良 、 ③都 市 文 化 の発 信拠 点 とな る複 合 機 能型 の住 宅 地 開発 、④省 資 源 政
策 との 協 調 、高 齢 化 ・情 報 社会 な ど時 代 の要 請 へ の 対 応等 が 必要 で あ る
こ とを 述 べ て い る2.8)。
人 々 の 生 活 の仕 方 や 生 活 様 式 を根 本 的 に規 定 して い るの は町 づ く りの
あ り方 で あ る と し、人 が 住 んで こそ都 市 で あ る とい う認識 の も と、職 住
近 接 の 町 づ く りを提 唱 。地 域 構造 と して、業 務 地 区で もオ フ ィス の近 く
に緑 豊 か で 健 康 的 な住 居 の あ る職住 結 合 の 町 を っ くる 。通 常80%、 最
低50%の 労 働者 、勤 め 人 が その地 区 内 に住居 を持 っ よ うな都 市構 造 に
改 め ね ば な らな い 、す な わ ち 、都市 構 造 の 根本 的変 革 が必 要 で あ るこ と
を訴 えて い る29)。
「都心 居 住 をめ ぐる論 点 と都 市 整備 上 の課 題 」 『都 市 問題 研
究 』19895
都 心 居 住 を と らえ る視 点 を整 理 。都 心 居 住 とい う言 葉が 、都 市 計 画 の
分 野 で 指 す 都心 の定 義CBDを 越 えて 、 も っ と広 い意 味 で 「まち 」に居
住 す る こ とを 指 し、 「都 心 に住 む べ きか ど うか 」で はな く 現 実 に都 心
に住 む 人 が お り、 また住 み た い人 が い るこ とを重 視 しな けれ ば な らな い
こ と を指 摘 し た うえ で都 心 居 住 を再評 価 し、市 街 地 の機 能 複合 化 の 課 題
を展 開 して い る。都 市 の健 全 な 存続 の ため に は 、機能 の 純 化 を避 け 、多
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様 性 を 保 こ とが 大 切 と し、 新 しい市 街 地 像 と して① 高 度利 用 の 一 方 で 地
域 に よ って は容 積 率 をお さ えて ヒュー マ ンス ケ ー ル の街 を残 す 、 ② 都 心
に住 む に値 す る空 間づ くりを 行 な うに は 、容 積 率 の 低 い地 域 で は 地 区計
画 の よ うな ものが 必 要.ま た、 まちづ く り生 協 の よ うな 、地 域 に根 ざ し
た開 発 主 体 の成 熟 が 望 まれ る、③ 大 規 模 な 開 発 にお け る複合 の形 態 と し
て親 密 で 多 様 な 人 間関 係 と 、多様 な仕 事 の ネ ッ トワー クを 生 み 出 す 必 要
が あ る等 をあ げ て い る3ω。
「都市 経 営 か らみ た都心 居 住 」r都 市 問 題 研 究 』
都 市 の 更 新 は市 場 メ カニ ズ ム に委 ね ざ る を得 な いの か 、 も し委 ね た場
合 、都 心 は ど うな るの か の 意 識 にた っ て 、都 市 経 営 か らみ た都心 居 住 問
題 を論 じ て いる 。社 会 的 費 用 の観 点 か ら都 心 居 住 と郊 外 居 住 の 比 較 を行
な い 、都 心 居住 が 都 市 経 営 か らみ て も メ リッ トが 多 い う え に 、近 年 高 層
住 宅 に対 す る居 住 意 識 の 変 化 、工 場 移 転 な ど に よ る混 合 地 域 の 住 宅 地 域
へ の 変 貌 な ど、都 市 構 造 か らみ て も都 心 居 住 の 条 件が 成 熟 しっ っ あ る と
し て い る3【1)。
都心 育 ち の二 世 、三 世 の ア クテ ィブ な 若 年 層 や 、郊 外 に居 住 し再 び都
心 に も ど るUタ ー ン層 に視 点 を あ て 、郊 外 生 活 とは異 な る価 値 観 、 ラ イ
フス タ イ ル を明 らか に して い る。都 心 部 で は市 街 地 の 構 成 に よ っ てそ の
居 住 者 の特 徴 が 異 な り、 「住 み わ け 」が お こな われ て い るが 、 「職 住 一
致 」 「職 住近 接 」が 都 心 居 住 者 の ラ イ フ ス タ イル の 特 徴 で あ り、利 便性
や 近 隣 関係 が 都 心 の 住 環 境 に と って重 要 な フ ァク ター にな っ て い る こ と
ま た、 ア クテ ィブ な 高 齢 者 に とっ て利 便 性 の 高 い都 心 空 間 は魅 力 的 で あ
る こ と 。そ して都 心 の 中 にオ ア シ ス を持 っ て い るか ら こ そ喧 曝 の 都 会 で
暮 らせ る等 の点 を指 摘 して い る32}。





本 研 究 は 、 これ らをふ ま えて 、 多様 か っ個 性 的 に展 開 され て い る といわ
れ る都 心 居住 の 実態 を さ ら に ミ クロ な視 点か ら捉 え、都 心 居 住者 を都 心 に
引 き付 けて い る もの は何 か 、 そ の要 因 を明 らか に し、今 後 の あ り方 を検 討
しよ う と して い る 。
(3)都 心 居 住 者 の 類 型
都 心 居住 者 の類 型 化 は 、 西 山 夘 三 に よ る住 宅階 層 論33》、住 田昌二 の 居
住地 階 層 論34)をさ ら に精 緻 化 ・発 展 させ た居 住 者 階 層論 と して、牛 見章
によ って 先鞭 が っ け られ 、主 と して職 業 との 関連 か ら、都 心 に好 んで 居住
す る層 と、都 心 に住 まざ るを 得 な い層 ・住 む ほ うが 望 ま しい層 とが 存 在 す
るこ とが 明 らか に され て い る35㌔ この 都 心 に住 まざ るを得 な い層 とは 、
24時 間 勤 労 型労 働 者 や 交 代 性 勤 務 型 労 働者 、零 細業 主 、家 族労 働 者 型労
働 者 、早 朝 出勤 ・常 時残 業 型 労 働 者 、 夜 間営 業 型 労 働者 等 で 、 「居 住 立 地
限 定階 層 」と呼 ば れ 、今 日で も都 心 居 住 問題 にお いて 固有 の 課題 を持 っ 存
在 とな っ て い る 。
ま た、都 心 の 居 住 問題 に早 くか ら総 合 的 に取 組 んで い た大 江 守之 は 、東
京 都心 地 域 にお け る居 住者 の 実態 を主 と して居 住 歴 に着 目 して分析 した結
果 、 「永年 居 住 層 」、 「新規 定 着 層 」、 「一 時居 住 層 」等が 存 在 す るこ と
を明 らか に して い る 。 さ ら に居 住 形 態 との 関 係 を 検討 し て、永 年 居 住 層 に
は持 家 が 多 く、新 規 定 着 層 、 一 時居 住 層 には 借 家が 多 い こ とを 明 らか にす
る と と も に新 規 定 着 層 と一 時 居 住層 の 中 に 、都 心 で しか 得 られ な い都 市 的
状 況 を積極 的 に選 択 し活 動 し享受 して い る都 心 活 動層 が い る こ とを指 摘 し
て い る36》。
これ らは いず れ も所 得 階 層 論 的 類型 で あ るが 、 近 年 の よ う に非常 に多 様
化 、個 性 化 した とい わ れ る都 心 居 住 者 の 実態 は 、所 得 を指 標 に し た階 層 構
成 だ けで な く、個 人 の価 値 観 の 違 い に も とず くラ イ フ ス タ イル の相 違 に も
着 目す る こ とが必 要 と考 え られ る 。
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巽 和 夫 は 、所 得階 層 よ りも価 値 観や ラ イ フ ス タ イル に重 点 を 置 い て都 心
居 住 者 を分 類 す る と、① 「居 住 立 地 限定 層 」、② 「都 市 居 住 享 受 層 」、③
「一般 居 住 者 層 」 と に大別 す る こ とが で き、 さ らに 「コ ミュ ニ テ ィ志 向 層 」
(集合 住 宅 や 団 地 の 集 合性 や 共 同 性 を重 視 しそれ に積 極 的 に参 加 し て い く
タ イプ 。 コ ミ ユニ テ ィ活 動 を楽 しみ 、 そ こに居 住 の 価 値 を見 い だ そ う とす
るタ イプ)と 「シテ ィラ イ フ志 向 層 」(個 人や 家 族 の 自 由な 都 市 生 活 を享
受 した い タ イプ 。地 域 の コ ミ ユニ テ ィ活 動 は敬 遠 しが ち で 、 む し ろ居 住 地
とは 関係 の薄 い友 人 や知 人 との 人 間 関係 を重 視 してサ ー クル 活 動 を 行 な う
とか 、 あ る い は大 都 市 の 匿名 性 の な か に身 を置 い て都 市 の ア メニ テ ィ をエ
ン ジ ョイ した い タ イプ)の2っ の タイプ が 存 在 す る こ と を明 らか に して い
る3η。 また 「居住 立 地 限 定 層 」には 、販 売 、保 安 、サ ー ビ ス的 職 業 の よ
うに 、早 朝 ・深 夜 の 勤 務 を余 儀 な くされ る こ とか ら、居 住 環 境 上 問 題 が あ っ
て も職 住 の 近 接性 や 日常 的 な 利便 性 に依 存 しな けれ ば な らず 、都 心 部 、都
心 周 辺 部 に居 住せ ざ るを得 な い職住 型 とも呼 び 得 る 『職 業 的 居 住立 地 限 定
層 』 と、長 年 にわ た って住 み 続 けて きて高 齢 化 ・低 所 得 化 し 、経 済 的 に居
住 立地 を強 く限 定 され て い る 、 あ るい は近 隣 共 同 体 の な か で の 相 互 援 助 的
人 間 関係 にお い ては じめ て居 住 し得 て い る ので あ り、 た とえ住 宅 水 準 が 劣
悪 で も暮 ら しや す く、現住 地 を離 れ る こ とが で きな い とい う 『生 活 的 居 住
立 地 限定 層 』 とが あ る こ とを指 摘 して い る 。
職 業 的居 住 立 地 限 定 層 は 、従 来 の 居 住 立 地 限 定 階 層 と重 な る もの で は あ
るが 、 金融 、情 報 等 の 業務 の 国 際化 に伴 って 、 外 国 との 時差 の 関係 等 か ら
生 まれ た新 たな職 業 的 居住 立 地 限定 層 で あ るエ リー ト ・ビジ ネ ス マ ン等 を
含 ん で い る とこ ろが 異 な って い る。生 活 的 居 住 立 地 限 定 層 は 、関西 と りわ
け大 阪市 の 戦前 長 屋 地 区等 に多 く見 られ る居 住 層 で あ る 。
一 方 、 「都 市居 住 享 受 層 」とは 、都 市 居 住 を積 極 的 に楽 しんで い る居 住
者 層 で 、職 業 的理 由 によ る もの と生活 的理 由 に よ る もの とが あ る 。職 業 的
都 市 居 住 享 受 層 は 、 自由業 や 個 人 業 主 、 作家 や ジ ャー ナ リス トの よ う に職
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業上 、都 市 の高 密 性 、情報 集 中性 、市 場 巨大 性 等 の 「都 市 性 」を高 度 に利
用 して い る層 で あ る 。生活 的都 市 居 住 享 受 層 は 、 居住 地 の 選択 に は高 い 自
由度 を持 ち なが ら、都 市 の生 活文 化 の 豊 か さや 人 や モ ノの 集積 を積 極 的 に
享受 して い る層 で 、遊 住型 と も呼び 得 る もの で あ る。都 市 に集積 して い る
文化 財 や 文 化 施設 、豊 富 な 商 品 や サ ー ビ ス を供 給 して い る商 業施 設 ・サ ー
ビス シ ステ ム 等 の利 用 を楽 しむ ため には 、経 済 的 あ るい は時 間 的な 余 裕が
必要 で あ り、 それ を可 能 に す るだ けの 高 い所 得 の あ る管 理職 や 専 門職 、高
所得 単 身 者 あ る い は必 ず し も高所 得 で はな くて も 、 自 由時 間 をっ く りだ し
や す い 自 由業 、 フ リー ター 等 が この グ ルー プ に属 す る もの と考 え られ る 。
これ ら 「居 住立 地 限定 層 」と 「都 市 居 住 享受 層 」どち らに も含 まれ な い
居 住者 層 を 「一般 居 住 者 層 」 と して い るが 、彼 ら も程 度 の 差 こそ あれ 居住
地 を 限定 され て お り、 また何 らか の都 市 居 住 を享 受 して も い る。
これ らを考 えあ わせ る と、都 心 居住 者 の類 型 化 の指 標 として 、都 心 に住
む こ とに選 択 性 を 持 って い るか 否 か とい う選 択 性 の 問題 、仕 事 に有 利 あ る
い は都 市 的 な楽 しみ を享 受 した い ため に都 心 に住 む こ とを 自 ら選択 したか
ど うか とい うこ と と、様 々な 都 市 的 サ ー ビスや 文 化 、教 養 、娯楽 等 の 都 市
的楽 しみ の 享 受 に対 す る志 向 、都 心 に集 積 して い る文 化 財 や 文化 施 設 、豊
富な商 品 ・サ ー ビス 等 を積 極 的 に利用 して い るの か とい う こ との関 連 が 重
要 な指 標 と して浮 か び あが っ て くる 。っ ま り、① 自由で 便 利 な生 活 を楽 し
む ため に 、都 心 に住 む こ とを 自 ら積 極 的 に選 択 し た 「選 択 的 居住 ・都 市 的
楽 しみ享 受 積 極 型 」(類 型1)、 ② 仕 事 に有 利 とい う理 由等 で 都心 を選 択
して住 ん で い るが 、都 市 的楽 しみ の享 受 には無 関 心 あ るい は消 極 的 な 「選
択 的居 住 ・都 市 的 楽 しみ享 受 消 極 型 」(類 型II)、 ③仕 事 その 他 の理 由で
都心 に住 まざ る を得 な い とい う条 件 の 中で 、都 心 に住 む こ とに よっ て得 ら
れ る都 市 的楽 しみ を積極 的 に享 受 して い る 「非 選 択 的 居住 ・都 市 的楽 しみ
享受 積 極 型j(類 型m)、 ④ 何 らかの 理 由 で都 心 に拘 束 され 、住 まざ る を
得 ず 、都 市 的楽 しみ の 享受 に も無 関心 あ るい は消 極 的 な 「非 選 択 的 居住 ・
都市 的 楽 しみ享 受 消 極型 」(類 型IV)と い う類 型 の存 在が 推 察 され る。
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(4)都 心 居 住 推 進 の論 拠
都心 に人 が 住 む こ との 意 義 、都 心 居 住 を 推進 す る論 拠 等 に つ い て は 、 様
々な 見 解 が 示 され て きて い る 。以 下 、主 な もの を 振 り返 って 見 る と 、
1981年 に出 さ れ た東 京 都 モ デ ル 定 住 圏 構 想 で は 、① 各 階 層 の 混 住 す
る社 会 的 バ ラ ンス の維 持 、② 各 種 施 設 の 混 在 等 都 市 機能 バ ラ ンス の 維 持 、
③ 犯 罪 防 止 等 社会 秩 序 の 保 持 、④ 都 心 活 動 層 の 受 け入 れ 、⑤ イ ンナ ー エ リ
ア問 題 の 予 防 等が あ げ られ て い る 。
これ に対 し 、1989年 に行 な われ た 「大 都 市 都 心 部 にお け る住 機 能確
保 に 関す る調 査 」(全 国市 街 地 再 開 発 協 会)で は 、① コ ミュ ニ テ ィ再 生論 、
② 既 得 権 論 、③都 市 比 較 論 、④ セ キ ュ リテ ィ論 、 ⑤複 合 開発 論 、⑥ 都 市 構
造 論 、⑦ 近 居 隣居 論 、⑧ 住 宅 水 準 論 、⑨ 適 正 密 度 論 、⑩ 施 設 水 準 論 等 が あ
げ られ て い る 。
また 、 大谷 幸 夫が 、① コ ミ ュニ テ ィ再 生 論 、② 既得 生 活 権 擁 護 論 、③ セ
キ ュ リテ ィ論 、④都 市構 造 論 、⑤ 施 設水 準論 を都 心 居 住 推 進 の論 拠 と して
大 都 市 の居 住 問 題 にっ い て論 じて い る38㌔
1980年 代 は じめ に 出 さ れ た 「東京 都 モ デ ル定 住 圏構 想 」が 都 市 経 営
的立 場 か ら都 心 の あ るべ き方 向 をめ ざ して の よ り どこ ろ を求 め て い る の に
対 し、80年 代 末 の 調査 や 研 究 で は、 ほ とん どが 都 市 が 元 来 果 た して い た
機 能や 実現 してい た居 住 水 準 の 回復 を 図 る ため の よ りど こ ろ を求 め る もの
にな っ て い る 。10年 間 の都 市 環 境 の変 化 の激 し さが 窺 え る 。
1990年 に 、浅 見泰 司 は 、 「住 宅確 保 の ため の規 制 に関 す る計 画 論 的
考 察 一都 心 居 住 推 進 の論 拠 一 」の 中で 、 これ まで に提 唱 され た都 心 居 住 促
進 の様 々 な論 拠 を 網 羅 し、 明解 に整理 して そ の論 理 性 を主 と して効 率 性 と
の 関連 で検 討 して い る 。それ に よ る と、公 的施 策 と して都 心 居 住 推 進 を図
る論拠 とな り得 る もの と して 、① 既得 生 活 権 擁 護 論 、② 都 市 構 造 論 、③ 社
会 安定 論 、④ 混 合 安 定論 の4っ が あげ られ 、 と りわ け② 都 市 構 造 論 上 の理
由 か ら都心 居住 が 正 当化 され る可 能 性 が 高 い と して い る39》。
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これ まで の研 究 や 議 論 の 中 で都 心 居 住 推進 の論 拠 は 出っ くした感 が あ る 。
しか し、 い ず れ も都 市 経 営 的 ・社 会 的 視 点 か らの ものが 中心 で あ り、居 住
者 の 視 点 か らの議 論 は必 ず し も十分 で はな か っ た とい わね ば な らな い 。
こ こで は 、本 研 究 の 目的 に従 って 、都 市経 営 的 ・社会 的 視 点 か らす で に
議論 され て い る も の にっ い て も、居 住 者 の 立場 か ら見 直す こ とに よ って 、
それぞ れ の 論 拠 の意 義 を確 認 す る と とも に 、新 た に居住 者 の立 場 か らの都
心 居住 推 進 の 論拠 を 検討 した 。 その結 果 、以 下 にあ げ たよ うな 項 目が あ ら
ため て都 心 居 住 推 進 の論 拠 と して提示 す る こ とが で きる と考 え た。
(1)居住 立 地 限 定 階 層 の存 在
従来 か ら言 わ れ て きた既 得 生 活 権 の擁 護 で あ るが 、職 業 的 あ るい は生活
的理 由 か ら都 心 に住 まざ る を得 な い人 々が 現 に存 在す る こ とは 、都 心 居 住
者 の 類討 した とお りで あ る 。こ の人 々 の生 存 権 を 守 る とい う福 祉 的観 点か
ら居 住 機 能 は維 持 され ね ば な らな い 。 ま た、居 住 人 口が 減少 してい る中 に
あ っ ては 、新 規 流 入 を図 らな けれ ば 、居 住立 地 限 定階 層 の生 活 さ え支 える
こ とが で きな い 。
(2)都市 構 造 の経 済 性
居 住 地 の 超遠 隔 化 に よ る通 勤 負荷 の 増 大 は社 会 的 費用 を増 大 させ る 。居
住者 に と って も時 間 とエ ネ ル ギ ー の浪 費 にっ なが る 。
③ 自治 体 の 存 立
い く ら生 産 性が 高 く、経 済 、情 報 、文 化 の集 積 が あ って も人 が い な くて
は、行 政 、政 治 の 単 位 と して は成 り立 た な い 。 自治体 その ものや 行 政 区分
の 変更 ・再 編 を図 るべ き との議 論 もあ るが 、す で に定 着 して い る都 市経 営
シス テ ムや 生 活 文 化 ・習慣 の 改変 は 容 易 な こ とで はな い 。
(4)コミュ ニ テ ィの 存 続
公 共交 通機 関 を は じめ 上 下水 道 、電 気 、ガ ス等 のエ ネ ル ギー 供給 、 ゴ ミ、
戻 尿 処 理 、 そ の他 さ まざ まな 都市 装 置 の 見 えざ る共 同 性 に支 え られ た都 市
生 活 には 、好 む と好 まざ る と にかか わ らず 、生 活 のル ー ル 、マ ナー等 へ の
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共 通 理 解 とその遵 守 を基 盤 とす る都 市 的 コ ミユ ニ テ ィが 存 在 しな け れ ば な
らな い 。 町 内会 につ いて は 、 地域 社 会 の 民 主 化 を 阻 む存 在 で あ る とす る批
判 的 見解 も あ るが 、 これ まで 大都 市 の 都 心 部 にお いて も根 強 く広 範 に存 在
し、地 方 行 政 の 末 端 下 請機 構 と しての 機 能 を果 たす と と も に地 域 住 民 の 連
帯 、親 睦 を 図 る核 と して機 能 して きて い る 。高 齢 化 の 進 展 は福 祉 制 度 とし
ての 地域 ケ ア シ ス テ ムの 整 備 を迫 っ て お り、多 様 な 人 々か らな る地 域 コ ミュ
ニ テ ィを成 熟 、存 続 させ て い くこ とは今 日的 な重 要 課 題 で あ る 。
(5)都市 の 社 会 資本 の有 効 活 用
これ に は2っ の側 面 が あ る 。一 っ は 、都 市 の さ まざ まな 装 置 や 施 設 、サ ー
ビス等 が 昼 間 人 口 に対 応 して供 給 され て お り、他 の地 域 に く らべ て高 度 で
密 度が 高 い こ とか ら、昼 夜 間 人 口の差 が 大 きい と不 経 済 で あ る とい うこ と。
も う一 っ は 、常 住 人 口 に対 して供給 ・整 備 され て い た施 設 例 えば 学 校 や 総
合 病 院 、保育 所 等 が 常 住 人 口の減 少 に よ って遊 休 化 す る とい うこ とで あ る 。
⑥ 生 活 文 化 の継 承 ・創 出
都 心 部 には そ こ に住 む 人 々 によ って 継 承 され て きた そ の都 市 独 自 の伝 統
文化 が あ る 。伝統 文 化 の 継承 は居 住 機 能 の維 持 と表 裏 一体 。伝 統 は そ れ を
支 え、引 き継 い で い く人 間 が あ っ て こそ 守 られ 、 また新 た に育 まれ る 。
(7)インナー シテ ィ問題 の 予 防
わが 国の イ ンナ ー シ テ ィ問題 は経 済 の 衰 退 、住 宅 ・施 設 の 荒 廃 、社 会 的
不 利益 等 を特 徴 とす る欧 米 の そ れ とはや や 状況 が 異 な るが 、居 住 人 口が 流
出 し、都 心 の 空洞 化 が 進 む にっれ て 、建 物 の老 朽 化 や 空 家 化 、住 民 活 力 の
低 下等 、類 似 の 問題 が 発 生 す る傾 向 が あ る とい わ れ て い る 。
(8)防犯 ・防 災機 能 の維 持
現 行 の 防 災 ・避 難 体 制 は 町 内会 や学 区 を単 位 と して組 織 化 され て い る 。
また 、居 住者 に よ る 自然 監 視 は防 犯効 果 が 高 い
(9)人口構 成 のバ ラ ンス維 持
都 心 部 は いず れ の都 市 にお い て も65才 以 上 人 口の 比 率 が 高 くな っ て き
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てお り、活 力 の 低 下 、扶養 負担 の増 大 等 が 問題 にな って きて い る 。
⑩都 市 機能 のバ ラ ンス維 持
機 能 の 純化 は社 会 的変 動 へ の 適応 性 を 弱め る 。様 々な 機 能 の 集積 、混 在
が もた らす 多 様 で複 雑 な 魅 力 が 低 下 す る 。
等 々 で あ る 。 これ らに加 え て、 居 住者 の立 場 を中 心 に考 え る と、以 下 の よ
うな 点が あげ られ る。
αD居住 利 便 性 の維 持
日常生 活 を支 え る生活 関連 施 設 ・サ ー ビス は 、あ る程 度 の 人 口集 積 の 上
に成 り立 っ 。極 端 な 人 口減 少 や 人 口構成 の ア ンバ ラ ンス は それ らの衰 退 に
っ なが り、 日常 的 利 便 性 を低 下 させ て し ま う。
⑫都 市 内居 住 の 快 適 性 の享 受
最 新 の情 報 、豊 富 な 品物 、 多様 な 娯 楽 等 との 日常 的接 触 を望 む 人 々が 増
加 して きて い る 。
⑬新 居住 立 地 限 定 階 層 の 出現
国際化 の進 展 は 、金 融 、証 券 等 の 国際 業務 に従 事 す るエ リー トサ ラ リー
マ ンを増 加 させ て い るが 、 時差 の 問 題 や 情報 入 手 の利 便 性 等 か ら都 心 部 の
オ フ ィス近 くに居 住 の場 を求 め るニ ー ズが 強 ま って い る 。 ま た、24時 間
対 応型 の都 市 活 動 の 進展 は 、都 心 あ るい は都 心 近 くに その サ ー ビス を供給
す る人 々が 住 む こ とを要 求 す る こ と にな る 。
㈱ 共働 き夫 婦 の利 便性 ・共 働 き と子育 て との 共 存
週休2日 、 フ レッ クス タ イ ム制 、 育児 休 暇 等 、就 業 条 件 の 整備 され た企
業が 多 く、多 様 な就 業 機 会 が あ る 。 都 心 は子 供 を育 て る環 境 と して は良
くな くて も、 生活 を 支 え る各 種 サ ー ビス ・施 設 等が 整 っ て い る。
⑮ 職 住 近接 に よる通 勤 負 担 の 軽減
長 時 間通 勤 は 、勤 労 者 の 心身 の疲 労 の 回復 を妨 げ 、生 活 時 間 を奪 い、家
庭 や 地域 で の生 活 を 困難 に して い る 。 自 由時 間 の ゆ とりは 生 活 の質 を豊 か
にす る基 本 で あ る 。
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図2.3.4都 市発展の段階のタイプな らびに中心都市 ・郊外 ・大都市圏における
人口変化のサイクル
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2.4 居 住 者 の 立 場 か ら み た
都 心 居 住 問 題 構 造 の 仮 説
都 心 居 住 問 題 を 居 住者 の視 点か ら捉 え直す 必 要 性 な らび に重 要 性 にっ い
ては前 節2.3で 検 討 した 。現 実 の 都心 居 住 者 の 実態 か ら具 体 的 な 問題 点
を抽 出す る に先 だ って 、本 節 で は 、都心 居 住 の 問題 構 造 を仮 説 的 に整 理 ・
検討 す る こ と と し た。
2.4.1都 心 居 住 の動 向 を規 定 す る要 因
都心 に住 むか 否 か 、 す な わ ち居 住 立 地 は 、人 々を都 心 に引 き付 け る力 と、
郊 外 に 向 か わせ る力 あ るい は都 心 か ら追 い 出す 力 との強 弱 の 力関 係 に よっ
て決定 され る 。家 族 ・家庭 の変 容 と都 市 ・都 心 を め ぐる基 本 的問 題 にっ い
ての検 討 か ら、都 心 居 住 の動 向 に は 、A職 住 関 係 、B生 活 関連 施 設 ・サ ー
ビス 、C住 宅 ・住 環 境(コ ミ ュ ニ テ ィを含 む)、D住 居 費 の4っ の 要 因が
家 族型 や ラ イ フ ス テー ジ との 関連 を持 ちなが ら大 き くかか わ って い る こ と
が 推察 さ れ た 。具 体 の 内 容 は 多様 で あ りか っ複 雑 にか らみ あ って は い るが 、
大 き く と らえ る と 、各 都 市 の産 業 構 造 や 社会 構 造 に規 定 され る都 市 構 造 に
そ の都 市 の 個 性 とな る歴 史性 や 地 域 性 が加 味 され るな かで 、職 住 関 係 な ら
び に生 活 関 連 施 設 ・サ ー ビス等 は 、主 と して人 々 を都 心 にひ きっ け る求心
力(都 心 居 住 へ の プ ル 要 因)と な っ てお り、住 宅 ・住環 境 や 住居 費 等 は、
主 と して 人 々 を郊 外 に向 か わ せ る あ る いは 人 々 を都 心 か ら郊 外へ 追 い 出す
力(都 心 居 住 か ら郊 外 居 住 へ の プ ッ シ ュ要 因)と な って 、実 際 の居 住 立 地
が選 択 あ る い は限 定 され て い る と考 え られ る。 この 関 係 は 、単 純化 す る と
図2.4.1の よ う にモ デ ル 化 す る こ とが で きる 。
A職 住 関係
都 心 居 住 へ の最 も大 きな 求 心 力 にな っ てい る の は職 住 関係 で あ る。地 価
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高 騰 を背 景 に して 一般 サ ラ リー マ ン層 に入 手 可 能 な 住 宅 の 立 地 は ます ます
遠 郊 化 し て い る。職 場 に近 く、生活 の 利 便 性 を 求 め れ ば 住 居 費 負 担 が 高 く
な り、住 宅 の 広 さや 良好 な 環 境 は諦 め な けれ ば な らず 、住 宅 水 準 の 高 さや
環 境 の 良 さ を得 よ う とす れ ば 通 勤 時間 が 長 くな る 。 「大都 市 圏 の 住 宅 ・宅
地 に関 す る世 論調 査 」1)によ れ ば 、東京 都 にあ る企 業 で 働 く勤 労 者 で 、通
勤 時 間 が1時 間 を超 え る者 は47.8%、1時 間 半 を超 え る者 は9.7%
にな っ て い る 。大 阪 で も、 通 勤 時間 が1時 間 を 超 える者 は33.2%で あ
る 。首都 圏 内 に住 んで い る者 で も通 勤 の 限 度 と して1時 間以 内 を あ げ る者
が74.7%と な っ てお り、現 実 の 通 勤 時 間が 理 想 か らは程 遠 い も の で あ
る こ とが わ か る 。 わが 国 で は 、通 勤 手 当の 支給 が 経 済 的 負 担 を軽 く して い
る ため 、通 勤 問 題 と居住 立 地 問題 との 結 び っ きを弱 め て い るが 、通 勤 の た
め の 時 間 の拘 束 に対 す る企 業 の負 担 は ゼ ロ で あ る 。 また 、遠 距 離 ・長 時間













図2.4.1都 心 居 住 の 問 題 構 造 モ デ ル
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ケ ー シ ョンを 不足 させ 、地 域 活 動 へ の参 加 や 主 婦 の 就 労 に対 し て も大 きな
制約 にな って し ま う。家 事 ・育 児 ・仕事 の3役 を こな して いか ね ば な らな
い子持 の 共 働 き世 帯 に とっ て は 、時 間 の節 約 は生 活 の必 須 条 件 で あ る 。1
日24時 間 の 中 で 、手 数 の か か る育児 場 合 に よ っ ては老 親 の介 護 と とも に
仕 事 を こな して い か ね ば な らな い場 合 の 通勤 時 間 の 限 界 的価 値 は極 め て大
きい と考 え られ る 。
また、価 値 観 が 多 様 化 し、 これ まで の よ うに仕 事 一 辺 倒 の生 き方 で は な
く、 自分 の趣 味や 楽 しみ 、 家 族 との絆 を深 め る こ と等 に重 きを置 く生活 を
望 む人 々 が増 え て きて い るが 、 そ の よ うな 人 々 に とっ て、 都心 居 住 は 、職
住近 接 あ るい は職 住 一体 に よ って通 勤 に多 くの 時 間 を奪 わ れ る こ とが な く
自由な 時 間 と心 身 の ゆ と り を生 み 出 しや す い こ とか ら、 住 宅 ・住 環 境 の悪
さを勘 案 して もな お魅 力 的 な もの の は ずで あ る 。
いず れ に して も経 済 力が 伴 わな い ため 、顕 在化 して いな いが 、良 質 で比
較 的低 廉 な 住 宅 供給 が 実現 され れ ば 、何 事 にっ けて も利 便 性 の高 い都心 居
住 は少 な か らぬ 支 持 を得 る こ とが で きるの で は な いか と考 え られ る 。
さ らに 、情 報化 、 国 際化 の 進 展 で24時 間稼 動 が ク ロー ズ ア ップ され て
きた こ と も居 住立 地 を都 心 に向 か わせ る力 にな っ て い る 。こ れ まで の居 住
立地 限 定 階 層 とは 異 な り、 国際 業務 や 、先 端業 務 に従 事 す る サ ラ リー マ ン
層 は 、比 較 的 高 学 歴 で高 収 入 、 自由 で流 動 性 が高 い よ うで あ るが 、様 々 な
情報 や 人 ・モ ノが 集 積 す る都 心 ・職場 へ の ア クセ ス ビ リテ ィの高 さ、 よ り
迅速 な 対 応 が 求 め られ る ため 、都 心 に居 住 せ ざ るを得 な い とい う面 を 持 っ
て い る 。新 たな る都心 居 住 立 地 限 定階 層 とい え よ う。単 身 者や 単 身 赴 任が
多 く、 あ る いは 家 族が い て もマ ル チハ ビテー シ ョンを実 践 す る等 、先端 性 、
情 報 刺 激 性 、 一 流 性 、機 会 性 等 へ の 日常 的接 触 を も とめ て積極 的 に都 心居
住 を選 択 す る ものが 多 くな る と考 え られ る 。
B生 活 関 連 施 設 ・サ ー ビス
生 活 関 連 施 設 ・サ ー ビ ス は 、 日常 的 な住 生 活 の運 営 ・維 持 にかか わ る も
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の と、文 化 ・娯 楽 ・芸 術 とい っ たよ り多 様 で 豊 か な生 活 にか か わ る もの と
に分 け る こ とが で きる 。 日常 的 な住 生 活 の 運 営 ・維 持 にか か わ る地 域 ・都
市 施 設 、す な わ ち水 道 ・ガ ス ・電 気等 の 供 給 施 設 や 下水 ・ゴ ミ ・尿 尿 等 の
処 理 施 設 、 道路 ・交 通 機 関 等 の都 市 基 盤 施 設 は 、 日常 生 活 の安 全 性 、 健 康
性 、利 便性 、快 適 性 を保障 す る もの で あ り、都 心 で あ る と否 とにか か わ ら
ず 必 要 な もの で あ る こ とか ら、多 少 の 程 度 の差 は あ る もの の 郊 外 居 住 も変
わ りな い 。 しか し、豊 富 な集 積 を持 っ 都心 部 で は選 択 の 幅 は広 く、利 便 性
も高 い 。 また福 祉 サ ー ビスや 医療 施設 そ の他 様 々な 公 的 施 設 等 は都 市 の 中
心部 ほ ど充 実 して い る とい うの が 一般 的 で あ る こ とか ら 、 これ らの 利 用 を
志 向 す る人 々 あ るい は これ らを利 用 せ ざ る を得 な い人 々 、 例 えば保 育 所や
病 院 、学校 等 へ の利 便 性 や 、 時 間 ・労 力 節約 の ため の各 種 サ ー ビス の享 受
を求 め る共 働 き世 帯 、 ま た、福 祉 施 設 や 医療 施 設 ・娯 楽 施 設 等 へ の 近 接 性 、
多 様 な形 で の居 住 支 援 サ ー ビ ス を必 要 とす る高 齢 者 等 の 居 住 立 地 を都 心 に
促 す あ る い は引 き留 め る こ と にな る と考 え られ る 。
一方 、文 化 、娯 楽 、芸 術 と い っ た分 野 の もの は必 需 的 と い う よ り、 選 択
的 な側 面 の 方 が強 い 。 しか し、 都心 居 住 の 今 日的 魅 力 は 、 職 ・住 ・遊 ・学
が 近 接 し、 多様 で豊 富 な施 設 ・物 ・サ ー ビス が 集 積 して い る こ とか ら、 自
分 の ラ イ ス タ イル にあ わせ て 自 由 に選 択 ・利用 しや す い とこ ろ に あ る 。前
出 の 「大 都 市 圏 の住 宅 ・宅 地 に関 す る世 論 調査 」に よ る と、東 京 の 勤 労 者
の約 半 数 は 大 都市 志 向 を持 って い る 。か れ らに仕 事 以 外 で の 大都 市 志 向 の
理 由を尋 ね る(複 数 回答)と 、 「文 化 的 な施 設 や 催 し物 が 多 い 」を あ げ る
者 と、 「生 活 に刺 激 が あ り自分 を高 め る機 会 が 多 い 」 こ と を あげ る者 とが
共 に6割 弱 あ り、以 下 「暮 ら しや す い 」(48.0%) 、 「友 人 ・知 人が
多 い 」(47.0%)、 「現 在 住 ん で い る と こ ろ に住宅 や 土 地 を持 っ て い
るか ら 」(45・0%)、 「現 住 地 に愛着 を感 じて い る 」(44 .0%)
等が 続 い て い る 。 この よ うな こ とか ら、今 後 は ます ます 、娯 楽 、文 化 、芸
術等 に関 す る施 設 ・サ ー ビスや 情 報 発 信 機 能 の 充 実 が 人 々を 都 心 居 住 にひ
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きっ け る 大 きな要 因 とな る と考 え られ る 。
C住 宅 ・住 環 境
都 心 部 の 空 洞化 は 、主 と し て 、 よ りよ い住宅 ・住 環 境 を求 め て フ ァミ リー
世帯 が 郊 外 へ 流 出 して い っ た こ と に よる とこ ろが 大 きい 。都 心部 の 住 宅 は
も とも と小 規 模 な ものが 多 く、家 族 の成 長 ・拡 大 に対 応 ・適 合 させ る には 、
物理 的 あ る いは経 済 的 に難 し い 。 また 、大 阪府 住 宅 対 策審 議 会 の答 申 にあ
るよ う に 、 「経 済 の 安定 的 な 成 長 が もた らした生 活 水 準 の着 実 な向 上 に伴
い、住 宅 や 住 環 境 に対 す るニ ー ズ は い っ そ う高 度 化 、多様 化 しっ つ あ るが 、
昨今 の 厳 しい住 宅 ・土地 事 情 の も とで その ニ ー ズ を満 たす こ とは極 め て 困
難 な状 況2)」とな っ てお り、 住 宅や 住 環 境 に対 す る不 満 は依然 として 強 い 。
特 に都 心 部 に近 接 す る木 造 賃 貸 住 宅密 集 地 区 、住 工 混在 地 区等 で は 、狭
い道 路 と狭 小 住 宅 の 密集 と い う居 住環 境 の悪 さが 建 物 の老 朽 化 によ っ て加
速 され 、多 数 の 空 家 が発 生 す る等 、衛 生 上 、防 災上 も問題 をな げ か け て い
るが 、敷 地 が 細 分 化 され 、地 権 者 の 利害 が 錯 綜 して い る ため 、建替 え は 困
難 な状 況 に あ る 。 ま た、夜 間 人 口の 減 少 は 、地 域 コ ミュニ テ ィの 存続 を危
くす る と とも に 、防 犯 ・防 災性 の低 下 や公 共 公 益施 設 、生活 利 便施 設 の非
効率 化 、遊 休 化 を も た らす な ど 、居 住機 能 を著 し く低 下 させ て い る 。
住 宅 需 要 実 態 調 査(1988年)に よる と、 全 国平 均 で も住 宅 に不 満 を
持 っ もの は半 数 を超 えて い る 。住 環 境 にっ いて は 、全 国平 均 で約1/3、
大 阪府 の 場 合 は約1/2が 不 満 と してい る。
都 心 は都 市 の メ リッ トだ け で な く、デ メ リッ トも最 も集 約 的 に現 わ れ る
と ころ で あ り、大 気 汚 染 、 交 通渋 滞 、排 気ガ ス 、騒 音 、交 通 事故 の 危 険 、
等 に加 え て 、子 育 て期 世帯 に とっ て は 、遊び 場 の 不 足 、子 供数 の激 減 に よ
る遊 び 仲 間 の消 滅 、盛 り場 や 大 人 の娯 楽 へ の 日常 的 接触 等 、居 住 環 境 と し
て好 ま しい環 境 と は言 えな い 。 こ の よ うな環 境 の 悪 さ と、家族 の成 長 に伴
う住 戸 規 模 の拡 大 要 求 に応 え られ な い こ とが 、人 々を郊 外 居 住 に向 か わせ
る要 因 の 一 っ にな っ てい る と考 え られ る 。
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D住 居 費
総 務 庁 の 「家計 調 査 」で は 、住 居 費 は、 家賃 ・地 代(謝 礼 金 、仲 介 料 ・
維 持 管 理 費 、共 益 費 を含 む)と 設備 修 繕 ・維持 費 、設 備 材 料 、工 事 そ の 他
のサ ー ビ ス 、火 災保 険料 、 修 繕 積立 金 か らな る 。 しか し、 実 際 に住 生 活 に
関連 してか か って くる費 用 は これ だ けで はす まな い 。光熱 ・水 道 代(電 気
代 、ガ ス代 、そ の他 の光 熱 費 、水道 料)、 家具 ・家 事用 品(家 庭 用 耐 久 財 、
室 内装 備 品 、寝具 類 、家 事 雑 貨 、家 事 用 消 耗 品 、 家事 サ ー ビス)そ の 他 管
理 組 合 費 等 の 消費 支 出の 他 に、 都市 計 画 税 や 固定 資産 税 とい っ た非 消 費 支
出の 税 金 、住 宅購 入 や 新築 準 備 、住 宅 の 維 持や 買 い替 え準 備 の ため の 貯 金 、
土 地 家 屋 の 借 金返 済 、土 地 家 屋 の購 入 や 新 築 、 増 改築 とい った財 産 購 入 、
その 他 敷 金(保 障 金)等 の 実 支 出以 外 の 支 出 もあ り(表2.4.1)、 家
計 へ の 影 響 力 は大 きい 。そ の な かで も と りわ け居 住 地 選 択 に 大 き くか か わ っ
て い るの は住 宅 価 格 や家 賃 で あ る 。 地 価 の高 騰 が 、住 宅 価 格 や 家 賃 、 固
定 資産 税 や 相 続 税 の 高騰 を も た らし、都 市 に住 み続 け る こ とに対 す る不 安
表2.4.1家 計 支 出 にお け る住 居 費 お よび 住 居 関連 費
支 出 項 目 借 家
持 ち 家
1戸 建 て 共 同 建 て













1修 繕 積 立 金1
光 熱 ・ 水 道 代 竃気代、ガス代、その他の光熱費、水道料
家 具 ・家 事 用 品
家庭用耐久財、室内装飾品、寝具類、家事雑貨、家事用消耗品、
家事サービス
その 他 の消費 支出 1腕 管理船 費
悲旧費







貯 金 住 宅 購 入 住宅維持 ・買い替え卿i備金
土地家屋借金返済 土地家屋借金返済
財 産 購 入 土地家屋の購入、新築、増改築




を高 め る と とも に 、平 均 的 サ ラ リー マ ン世 帯 が 適 正 に通 勤 圏 内 で 良質 な 住
宅 を確 保 す る こ と を ます ます 困難 な もの に して い る。現 に都心 に住 んで い
る もの の2次 取 得 で さ え難 しい 。 これ は都 心 の住 宅 が ほ とん ど の場 合 、商
業 ・業 務 地 区 に建 っ こ とに な る ため 、家賃 や 地 価 が 商 業 ・業 務 床 の 市 場価
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1982 2,459 508.0 4.8
1983 2,512 518.9 4.8
1984 2,614 556.4 4.7
1985 2,597 569.1 4.6
1986 2,531 593.4 4.2
1987 2,811 666.0 4.2
1988 4,453 638.5 7.0
1989 6,664 649.4 10.3
1990 9,046 675.4 13.4
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図2.4.23)は 、東 京 圏 の標 準 的 な 中高 層 住 宅 につ い ての年 収 倍 率 の
推移 を見 た もの で あ るが 、都 心 部 で は平 均 的 サ ラ リーマ ン世 帯 の 約17倍 、
20～30km圏 で も約8倍 に もな って い る 。図2.4.34)は 、大 阪 圏 で
の 推移 をみ た もの で あ るが 、都 心 部 で は 、約9倍 、20～30km圏 で も約
6倍 で あ る 。 ま た大 阪府 と大 阪 市 にっ い て 、民 間 分譲 マ ンシ ョ ンにか ぎっ
てみ る と、表2.4.25》 の 如 くで 、大 阪市 で も13倍 に もな っ て い る 。
持 家取 得 に際 して は住 宅 ロー ンを利 用 す る こ とが 一般 的 で あ るが 、過 重 な
ロー ン返 済 は家 計 を圧 迫 し、生 活 全 般 に わ た る家 計 の切 り詰 め を迫 るこ と
にな る。 この よ うな 住居 費 負担 の 大 きさが 人 々 を都心 か ら郊 外 へ追 い 出す
あ るい は郊 外 か ら都 心へ の新 規 流 入 を 阻 ん で い る と考 え られ る 。
2.4.2家 族 ・世 帯 か らみ た都心 居 住 問題 構 造 の仮 説
都 心 居 住 の 構 造 は 、A職 住 関 係 、B生 活 関 連 施 設 ・サ ー ビ ス 、C住 宅 ・
住 環 境 、D住 居 費 と い う4っ の 要 素 に よ っ て 捉 え る こ とが で き るが 、 居 住
者 の 立 場 か ら そ の 動 向 を 検 討 し て い く に あ た っ て は 、 本 章2.1家 族 ・家
庭 の 変 容 と居 住 を め ぐ る 諸 問 題 で の 検 討 か ら 、 多 様 化 し た家 族 形 態 と ラ イ
フ ス テ ー ジ へ の 着 目 が 必 要 と考 え ら れ る 。 家 族 形 態 の 面 か ら は 、都 心 部 に
多 い単 独 世 帯(SINGLEFAMILY)や 単 親 世 帯(SIN肌EPARENTFAMILY)と、
普 通 世 帯 の 主 流 を 占 め る 核 家 族 世 帯(NUCLEARFAMILY)等の 動 向 ・実 態 が
注 目 さ れ る 。単 独 世 帯 は さ ら に 若 年 単 独 世 帯(YONGSINGLEFAHILY)と高
齢 単 独 世 帯(AGEDSINGLEFAMILY)とに 区 分 す る こ とが で き る 。 核 家 族
世 帯 の 場 合 は 、 子 供 の 有 無 や 共 働 きか 否 か の 影 響 が 大 き い と 考 え られ る が 、
研 究 の 目 的 に て ら し て 、 ラ イ フ ス テ ー ジ 上 最 も 多 くの 生 活 課 題 を 抱 え る 子
育 て 期 に焦 点 を あ て る と 、 両 親 共 働 き世 帯(DOUBLEINCOMENUCLEARFAMIL
Y)と 、 非 共 働 き世 帯(SINGLEINCOMENUCLEARFAMILY)、母 親 あ る い は
父 親 と子 供 か らな る 世 帯(SIN肌EPAREMFAMILY)と に 区 分 す る こ とが で
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きる 。一 方 、子 供 の いな い世 帯 につ い ては 、 若 年 共 働 き夫婦 の み 世 帯(DO
BLEINCOMENOKIDS)と高 齢 夫婦 の み 世 帯(AαEDCOUPLE)とに 区 分 して
検 討 す るのが 妥 当 と考 え る 。
これ らの 関係 を仮 説 的 に整 理 す る と表2.4.3、 都 心 居 住 の 問 題 構 造
に あて は め る と図2.4.4の 如 くにな る 。
若 年 単 独 世帯(YS)の 場 合 、就 業 機 会 の 多 さは 彼等 を 都心 にひ きつ け
る大 きな 要 因 で あ る 。 ま た、 これ まで の よ う に仕 事 一辺 倒 で は な く、 自分
の 趣 味 や 楽 しみの ため に時 間 を使 お う とす る彼 等 に とっ て 、通 勤 時 間 の節
約 に よ って 自由時 間 を創 出 し、身 近 にあ る多様 で 豊 富 な娯 楽 施 設 や 教 養 ・
文 化 施 設 を 日常 的 に利用 で きる こ とは 大 きな魅 力 で あ る と考 え られ る 。家
事 労 働 は 都心 に多 く集 積 す る居 住 関 連 サ ー ビス に よっ て 代替 す る こ とが で
き る 。都 心 での住 居 費 は高 くっ くが 、単 独 世 帯 の 場 合 、比 較 的 小 規 模 な 住
宅 で もよ い こ とか ら相 対 的 に住 居費 負 担 は軽 い 。 ま た、単 独 世 帯 を タ ー ゲ ッ
トと した住 宅 供給 も民 間 企 業 を 中心 に活 発 で あ る 。
これ らの こ とか ら、若 年 単 独世 帯 は都 心居 住 にな じみや す い と考 え られ
るが 、 ワ ンル ー ムマ ン シ ョン等 む しろそ の 供給 が 多 くな りす ぎ るこ との方
が 問 題 にな る と考 え られ る 。
高 齢単 独 世 帯(AS)の 場 合 、す で に職 場 か ら退 い て い る もの が 多 く、
あ るい は も とも と職 業 に就 い て いな い女 性 が 多 い こ とか ら、 職 住 関 係 は都
心 居 住 に関 わ る主 要 な 要 因 で は な い 。住 宅 ・資 産 の 保有 状 況 に個 人 差 が 大
きい こ とか ら、住 居 費 の 負担 能 力の 格 差 が 大 き い 。 ま た、心 身 の健 康 の個
人 差 も大 き く、生 活 関連 施 設 ・サ ー ビス の利 用 も一様 で は な いが 、病 院 ・
福 祉 施 設 等 公 的施 設 ・サー ビ ス利用 の需 要 は大 きい と考 え られ る 。ひ と り
暮 ら しで あ るこ とか ら、地縁 ・血 縁 的 ネ ッ トワー クが 重 要 とな るが 、 それ
らが形 成 され て いな い場合 は 福祉 対 策 と くにマ ンパ ワー に よ る もの が 必 要
にな る も の と考 え られ る。
夫婦 の み 世 帯 にっ い て は 、DINKSの 場 合 は 、 単独 世 帯 とほ ぼ 同 様 の
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表2.4.3家 族 ・世帯か らみた都心居住問題構造の仮説
A職住関係 B生活関連施設 ・サー ビス C住宅 ・住環境 D住居費
YS ・就業機会の ・娯 楽 ・教 養 ・文化 施 設利 ・都市的住環境 ・比較的負担





昌S ・主要な要因 ・病 院 ・福 祉施 設等 、公 的 ・地縁 ・血縁 的 ・負担能力格
で はない 施設 ・サービス利用の需 ネ ッ トワー ク 差大 きい
要大 重要
DINF ・通勤負荷の ・保 育所 等 、公 的施 設 ・サ ・住宅 規模 ・性 ・比較的負担
子 軽減 一ビス利用の需要 大 能への要求強 能力が高い
育 ・居住関連サービス利用の い
て 需要大 ・安 全性
期 ・遊び 場
世 ・自然 環境
帯 ・地 域 コ ミュニ
テ ィ
S工NF ・同上 ・各種施設サービス利用の ・同 上 ・負担能力が
需要が柑対的に低い 低 い




DINKS・仕事優先 ・教養 ・娯 楽 ・文 化施 設利 ・都市的住環境 ・負担能力高
夫 ・通 勤時間の 用の需要大 志向強い い 。
婦 節約 ・居住関連サー ビス利用の
の (自由時間の 需要大
み 創出)
世 AC ・(就 業 機会 ・教 養 ・娯 楽 ・文化 施 設利 ・住 宅 ・住環 境 ・負担能力格
帯 の多さ) の需要大 志向の個別差 差大 きい
・居 住関連サービス利用の 大きい
需要大
・福 祉施 設 ・サ ー ビ ス利 用
の需要大
傾 向が あ る と考 え られ るが 、 世帯 と しての総 収 入 が よ り多 い こ とか ら、住
居費 負担 能 力 も高 く、選択 的 な サー ビス 利用 や 都 市 的楽 しみ の 享受 が よ り

















図2.4.4家 族 型 ・ラ ス フ ステ ー ジ か らみ た都 心 居 住 問 題 構 造
く必 要 が あ る とい えよ う。
高 齢 者 の 夫 婦 の み世 帯(AC)の 場 合 も 、高 齢 単 独世 帯 と同 様 、 住 宅 ・
資 産 の保 有 状 況 や 心身 の健 康 等 の 個 人差 が 大 き く、 ま た 、 それ まで の 生 活
の 歴 史 を背 負 って 価 値観 や 人 生 観 が様 々 に異 な り、住 居 費 の 負 担 能 力 の 格
差 が 大 きい ばか りで な く、 人生 観 や 価 値 観が 様 々 に異 な る 。従 っ て各 種 生
活 関 連施 設 ・サ ー ビス の利 用 や 福 祉 対 策 へ の需 要 も一様 で は な いが 、選 択
性 の 高 い生 活 が 可 能 な都 心 の方 が 多 くの もの を受 けい れ る こ とが で き るこ
とか ら、全 体 と して は都心 へ 引 き付 け る力 の 方 が 強 い と考 え られ る 。
子 育 て期世 帯 は 、子 供 の 健 全 な成 長 ・発 達 を願 うと い う点 で 共 通 の 住 宅
・住 環 境 要 求 を持 っ 。 ラ イ フ ステ ー ジ の 中 で住 宅 の広 さ 、部 屋 数 、間 取 り
等 に っ い て最 も多様 な要 求 を持 っ 時 期 で あ る 。 ま た、 日 当 た り、風 通 し、
遮音 性 を は じめ 住 宅 性能 へ の要 求 水 準 も高 い 。子 供が 安 心 し て遊 べ る遊び
場や 自然 環 境 、地 域 コ ミュ ニ テ ィ等 々が 考 え られ る 。 これ らにっ いて は、
現 状 で は郊 外 居 住 の 方が 有 利 で あ る とい え る 。 しか しな が ら、子 育 て期 の
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共 働 き世 帯 に とっ て は、通 勤 負荷 の 軽 減 や 保育 所 等 公 的施 設 サ ー ビス 、家
事 労 働 の節 約 にっ な が る各種 サ ー ビスの 利 用 に利 便 性 の高 い都 心 の方 が 求
引力 が強 い場 合 も あ り、住 居 費 負担 能 力が 比 較 的高 い こ と もあ って 、都 心
居住 が 実現 され て い る もの と考 え られ るg通 勤 負荷 の 軽減 だ け を考 え るな
らば 、職場 を郊 外 へ 移 転 す る とい うこ とが 考 え られ るが 、家 族 機 能が 縮 小
し、生 活 の外 部 化 が 進 んで い る今 日に あ っ ては 、都 心 に集 積 した各 種 施 設
・サー ビス の 支援 な しに は生 活が 成 立 たな くな っ て い る 。この よ うな こ と
か ら、子 育 て期 の共 働 き世 帯 の 視 点 か らは 、生活 関連 施設 ・サ ー ビスの 整
備が 課 題 と考 え られ る。
一方 、子 育 て期 で 共働 きでな い場合(SINF)は 、住居 費 負担 能 力 が
低 い こ と も あ っ て 、郊 外居 住 が 選 択 され る。 この場 合 には 長 時間通 勤 を強
い られ るが 、 その 弊 害 にっ い て は前 に述 べ た と う りで あ る 。交 通 網 の整 備 、
交 通機 関の 性 能 の 向 上 等 に よっ て あ る程 度 の時 間 の短 縮 は可能 で あ ろ うが
や は り限界 は あ る 。 よ り都心 に近 い地 域 で の ア フ ォーダ ブ ル な住 宅 の供 給
等 が 課題 とい え よ う。
単 親 世帯(SPF)の 場 合 、住 居 費 の 負担 能 力 が 低 い とい うこ とを 除 け
ば ほ とん ど の要 素 が 共 働 き世帯 と同 じで あ る。就 業 機会 が 多 い こ とや 他 人
の 生 活 に は 干渉 しな い あ るい は無 関心 な 居 住者 が 多 い都 心 は、住 居 費 負担
の 問 題 を 除 け ば比 較 的暮 ら しや す い場 所 にな っ て い る と考 え られ る 。
夫 婦 の み世 帯 に っ い て は、DINKSの 場合 は 、単独 世 帯 とほぼ 同 様 の
傾 向 が あ る と考 え られ るが 、世 帯 と しての 総収 入 が よ り多 い こ とか ら、住
居 費 負担 能 力 も高 く、選 択 的 な サ ー ビ ス利 用や 都 市 的 楽 しみの 享受 が よ り
容 易 で あ る 。都 心 居 住 の パ イ ロ ッ ト的役 割 を果 たす もの と して注 目 してお
く必要 が あ る とい え よ う 。
以上 の 仮 説 にっ い ては 、第3章 以 後 で 現 実 の都 心 居 住 実態 か ら検 証 し、












第3章 関 西 大 都 市 圏 に お け る一
都 心 構 造 と 都 心 居 住 の 動 向
3.■ 関 西 大 都 市 圏 に お け る
者区'〔》構 造
3.1.1関 西 大都 市 圏 の 成 立 とその 発展
こ こで は 、関西 大都 市 圏 の3都 市 、大 阪 市 、神 戸 市 、京 都 市 の歴 史 的経
緯 を既 往 研 究 ・文 献1)によ っ て あ とづ け 、各 々 の都 市 お よび 都 心構 造 の 特
徴 を整 理 す る 。
「大都 市 圏 」とい う言 葉 は 、1964年 、住 宅 統計 調 査 の結 果 の 表章 を
目的 と して 、総 務 庁 統 計局 に よ って設 定 され た もの で 、以 後 、数 度 の 改訂
を経 て 国 勢 調査 を は じめ 各 種 の統 計 調 査 の結 果 の 表章 を 目的 と して用 い ら
れ て きて い る。
都市 地 理 学 にお い ては 、都 市 圏 とは 、1っ の 都 市 お よび そ れ と社会 経 済
的 に密 接 に結 び っ い て い る そ の周 辺 地域(通 常 、郊 外 ま たは後 背 地 と呼ば
れ る)か らな る地 域 と定 義 さ れ て い る2㌔ 大都 市 圏 は、広 域 的 な都 市 地域
を規 定 す る ため に、行 政 区域 の 境 界 を越 え て設定 され た地 域 区分 で 、1市
又 は それ 以 上 の 中心 市 と、 中心 市 と社 会 経 済 的 に結合 してい る周 辺 市 町村
に よ っ て構 成 され る 。中心 市 とは 、設定 時の 国 勢 調査 にお い て 人 口60万
以 上 を 有 す る市(東 京 都 で は特 別 区部)の こ とで あ る。2っ 以上 の 中心市
が 近 接 し、同 一 の市 町村 を その 周 辺市 町村3)として い る場 合 には 、 それ ぞ
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れ が 同 じ大都 市 圏 の 中心 市 とな る 。京 浜(中 心 市 は東 京 都 区部 、横 浜 市 及
び川 崎 市)、 中京(名 古 屋 市)、 京 阪神(京 都 市 、大 阪 市 、神 戸 市)、 札
幌(札 幌 市)、 広 島(広 島 市)、 北 九州 ・福 岡(北 九 州 市 、福 岡 市)、 仙
台(仙 台 市)の7大 都 市 圏 が 設定 され て い る 。
本 研 究 で い う関西 大都 市 圏 は 、京 阪神 大 都 市 圏 とほ ぼ 同 一 の 範 囲 を さす
もので あ るが 、京 阪神 大 都 市 圏 とせ ず 、敢 えて 関 西 大 都 市 圏 と し たの は 、
京 都 市 、大 阪 市 、神 戸 市が そ れ ぞれ 独 自の 経 済 機 構 や文 化 を 持 っ 一 方 で 、
行 政 区 域 の境 界 を越 えて 、 また近 年 は奈 良 市 を も そ の 圏域 の 中 に取 り込 ん
で 、関西 圏 とで も呼 ぶべ き分 か ちが た く結び っ い た地 域 と して の社 会 経 済
的 関係 や 文 化 を持 ちっ っ大 都 市 圏 と して機 能 し てお り 、将 来 的 に も その 方
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(1)都 市 と しての 大 阪 の発 展 の経 緯
大 阪 は 、 わが 国の ほ ぼ 中央 、瀬 戸 内海 の東 端 にあ って 、古 代 には 、 漁労
を して い た 人 々の メ ッカ で あ った 。組 織 に頼 らず 、信 心深 く、芸 能が 好 き
で 、住 ん で い る と こ ろ にこ だ わ らな い とい う大 阪 人 気質 は 、舟 一 艘 、竿 一
本 で 、船 板 一枚 下 は地獄 とい う世 界 で い っ も命 が け、魚 を追 って ど こ まで
で も出 か けて い くと い う この 時 代の 漁 民文 化 を基 盤 として い る とい わ れ て
い る 。 日本 海 側 に抜 け出 る道 で もあ る水 陸交 通 の 要衝 と い う恵 まれ た地 理
的条 件 か ら、古 くか ら栄 え、 日本 最 古 の都 市 で あ る仁 徳 天皇 の 高津 の宮 、
孝 徳 天皇 の難 波 長 柄 豊 碕宮 、聖 武 天皇 の難 波 宮 が 営 まれ て い た 。中 国 大陸
や 朝 鮮 か らの文 化 使 節 を迎 え た り中国へ 使 節 団 を 送 っ た りす るの も 大 阪の
港 か らで あ り、大 和 か ら天皇 、皇 族 を は じめ 多 くの 下 臣が 集 ま って きて い
た 。豪 族 の家 が 建 ち並 び 、 諸物 資 を貯 蔵 す る倉 庫 が並 び 、庶 民 も集 ま り、
近 郊 には食 糧 と衣 類 を交 換 す る市 も立 ち 、古 代 国家 の経 済 ・文 化 の 中心 地
で あ っ た 。
都が 奈 良 に移 り、 さ ら に京都 に遷 って以 後 は さび れ て し まっ たが 、14
96年(明 応5年)浄 土 真 宗 中興 の 租 、蓮 如 上 人が 上 町 台地 北 端 に石 山本
願 寺 を建 て 、 そ こ に門前 町 を ひ らい た こ とか ら再 び発 展 した 。大 阪(大 坂)
とい う名 が 用 い られ たの も この こ ろか らで あ る 。そ の後 、秀 吉 の 築 城 に よ っ
て城 下 町 と して拡 大 、発展 す る と とも に、堺 、伏 見 の商 人 を移 り住 まわせ 、
全 国各 地 との取 り引 きは も と よ り、遠 く海 外 貿 易 も奨 励 す るに及 ん で 商都
と して も繁 栄 、 わが 国の政 治経 済 の 中心 地 と して隆盛 を極 め た 。 しか し秀
吉 没後 、豊 臣 、徳 川 の 争 い で再 三戦 火 に包 まれ 、大 阪の 町 は荒 廃 し た 。
江 戸 時 代 にな っ て、1619(元 和元 年)大 阪 城 代松 平忠 明が 、 京 町掘 、
江戸 掘 等 の 水 運 を開 き、整 然 と した区 画道 路 を造 成 した(図3.1.2)
こ とか ら町 は復 興 し、東 西 の 大川 の 水 の流 れ に沿 って市 街 地形 成 が 進 ん だ 。
こ の新 しい まちづ くり段階 で 、 大阪 の 都心 は それ まで の上 町 台地 か ら西 へ
移 動 した 。 この こ とが現 在 の都 心 の 中心 とな っ て い る東 西 軸 を形 成 して い
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く契 機 とな っ た。
全 国 の商 品 流通 の 中心 市 場 「天 下の 台 所 」 と して 賑 わ うよ うに な っ た 当
時 の 大 阪 は 、大 阪 三郷 とも呼 ば れ 天満 組 、南 組 、北 組 の 三組 に分 か れ ・行
政 は 各組 の惣 年 寄 の 自治 に よ っ て町 を単 位 とし て行 な わ れ て い た ・表 通 り
に沿 って 「大坂 建5)jと呼 ば れ る立 派 な 町家 が 建 ち並 び 、職 住 近 接 ・遊 住
近 接 の 生活 が 営 まれ て い た 。
明 治 維 新 で は 、大 阪 三郷620町 が その ま ま大 阪 市 中 と され た 。っ ま り
町 が 単 位 で あ った こ とか ら、 町の 数 は は っ き り して い るが 、町 の 付 属 地 の
関係 も あ っ て市域 が 錯 綜 し、何 度 も境界 整 理 を経 て よ うや く1879年 に
東 西 南 北 区 の市 域 が 確定 され た 。市 内 は二 三間 の 狭 い道 幅 で あ っ たが ・整
然 と 区画 され 、 中心 部 の北 浜 、高 麗橋 、道 修 町 、瓦 町 、安 土 町 、本 町 界 隈
は 、江 戸 時 代 か ら続 く古 い商 家 の 蔵や 大 きな邸 宅 が 有 り黒 い瓦 屋 根 が 軒 を
っ らね て い た 。船 舶 大 型化 の 時 代 を迎 える と、河 口港 で あ っ た大 阪 港 は 、
湊 諜 が 追 い っ かず 、大 築港 事 業 をお こす まで に外 国貿 易 は神 戸 港 へ と移 っ
て い くこ と にな り、三 核 複合 型 の京 阪神 都 市 圏 を形 成 した 。 そ の間 さ まざ
まな近 代 工 業が 興 こ され 「煙 の都 」さ ら には紡 績 工業 の繁 栄 か ら 「東 洋 の
マ ンチ ェ スタ ー 」 と呼 ば れ る まで にな っ た 。そ して交 通 手 段 は水 運 か ら鉄
道 、道 路 へ と変 わ り、1874年 に大 阪 一神 戸 間 に開通 した鉄 道 駅 を持 っ
梅 田が 大 阪 市 の 中で 重 要 な位 置 を 占め る よ うに な っ た。1885年 に は 阪
堺 鉄 道 の 開 通 によ り、難波 が で きて大 阪 の南 玄 関 とな っ た 。市 制 が 施 行 さ
れ たの は1889年 で あ る 。1933年 には地 下鉄 御 堂 筋 線 、1937年
に は御 堂 筋が 竣 工 し て梅 田 一難 波 の南 北 軸 が 強 化 され 、以 後 大 阪の 都 市 発
展 は この 南北 軸 を 中心 に展 開 され て い く。
しか し、第 二 次世 界 大戦 で 壊 滅 的 な打 撃 を受 け 、再 び 工 業 化 をめ ざ して
復興 す る こ とにな ったの で あ る 。 この よ うに何 度 も栄 枯 盛 衰 を繰 り返 して







例 〔コ 整理市街 グ 元和前運河
図3.1.2松 平忠明の市街地改造図(16!7年)
(2)都 市 と しての 京都 の発 展 の経 緯
唐 の都 長 安 を模 して造 られ た平 安 京 が 誕生 し たの は794年 で あ るが 、
それ まで の京 都 盆 地 は欝 蒼 と した森 林 にお お われ て い た とい う。東 西 約4.
6㎞ 、南 北5.3㎞ に及 ぶ 方 形 の 都 城 は 、京 中 を斜走 して い た鴨 川 を 現在
の位 置 に移 し、南 に羅 生 門 、東 寺 、 西寺 を造 営 す る とい う大工 事 に よ って
完 成 され た 。京 中 は40丈(120m)四 方 の 町が 基 本 単位 で 、4町 で1
保 、4保 で1坊 とされ 、 坊 毎 に大路 が 通 って い た 。1町 は 、4行8門 制 に
基 づ い て東 西 に4行 、南北 に8門 に分 割 され 、32戸 主(基 準 宅地 で あ っ
た1戸 主 は 間 口5丈 、奥 行10丈)か ら構成 され てお り、町 を囲 む4周 の
道 路 に面 して町 家 が 建 ち並 ん で い た 。京 中 で は 、農 作が 禁 止 され た ため 、
商 工 業 が 中 心 とな り、多 くの 人 で賑 わ っ た。
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右 京 は地 沼 が 多 く土 地 が 湿 潤 で あ こ とか ら、10世 紀 には そ の 大 半 が 廃
嘘 とな り、 また、 荘 園制 の 進 行 に伴 って財 を蓄 え た貴 族 が 洛 外 に社 寺 を造
営 し市 街 化 した こ と等 に よ り、王 城都 市 の体 裁 は失 われ 、朝 廷 の 権 力 も衰
えて い たが 、古 代 王 朝 の伝 統 技 術 を受 けつ い だ民 衆 は健 在 で ・京 都 は商 工
業 都 市 と して栄 え 、政権 が 鎌 倉 に移 っ た後 も、 日本 の 中心 的 地 位 を保 って
い た 。13世 紀 中 頃 に は 「右 京 」r左 京 」か ら、 宮 廷 に関係 す る者 の 「か
み まち 」 と商 工業 者 の 町 「し も まち 」の 構 成へ と変 化 し た 。市 街 地 の 骨 格
は 、平 安 京 時 代 の条 坊 制 の 町 割 に よる碁 盤 目状 の 街 区 を単 位 と して い た ・
1467年 の 応仁 の乱 に よ って 完全 に廃 嘘 と化 したの を き っか け に 、古
代 の条 坊 制 を否 定 し、道路 を は さん だ向 か い側(片 側 町)ど う しが 一 つ の
町共 同 体 コ ミ ュニ テ ィで あ る とい う(両 側 町)独 自な都 市 形 成 が 行 な わ れ
た 。御 所 の 西 側 に発 達 した商 人 町で あ る 「上 の 京 」と、祇 園会 の 鉾 町 を 中
心 とす る商 人 町 「下 の京 」で京 都 の 市街 地 が 形 成 され 、町 の あっ ま り と し
て 「組 町 」を っ く り共 同 して事 に あ た る とい う体 制 が 作 られ た 。
1568年 、織 田信 長 が 入 洛 し、長 く続 い た戦 乱 の 天 下 を平 定 し たが 、
次 い で 、豊 臣秀 吉が 平 安 遷 都 以 来 の 大土 木 工 事 を起 こ し た 。外 敵 の 防 御 と
洪 水 対 策 の ため に京 洛 中 と洛 外 を 区別 す る土 塁 を 築 つ くと と も に、 市 街 地
に新 し い地 割 を実 施 し た。平 安 京 以 来 の 正 方 形 街 区 に、 南 北道 路 を 通 して
矩 形街 区 に して 、土 地利 用 の 更 進 を図 っ た。京 中 央 に秀 吉 の居 城 た る 聚楽
第 を営 み 、禁 裏 を 東北 に移 した 。 ま た、 家屋 を整 理 し、洛 内 に散 財 して い
た諸 寺 院 を現 在 の寺 町 、寺 の 内 に集 め た 。京 都 を 城 下 町 に しよ う した の で
あ るが 、聚 楽 第 の取 り壊 し(1595年)、 お 土 居 の崩 壊 に よ り途 絶 し、
新 た に水 運 の要 所 伏 見 に城 下 町 が建 設 さ れ た 。
江戸 時 代 に は 、京 都 は所 司 代 の所 在 地 とな り政 治 の 中心 か ら離 れ て い く
が 、 内 陸地 の 交 通 難 を 大堰 川 や 高 瀬 川 の 開 削 に よ っ て克 服 し、 商工 業 都 市
の地 位 は変 わ らな か っ た 。特 に西 陣 機 業が め ざ ま し く発展 し、1700年
頃 には 、 織 屋 約5千 軒 、機 数1万 台 に達 して い た 。更 に染 物 、陶 業 、漆 器 、
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銅 器等 、現 在 に生 き てい る伝 統 諸 産業 は最 盛 期 を 迎 え た 。
1869年 、東 京 遷 都が 行 な わ れ 、京 都 は 沈 滞 して い った 。 しか し、1
890年 に京 都 市 が 誕 生 、 殖 産 興業 策 と して琵 琶 湖疎 水が 開削 され 、水 力
発 電 に よ る電 力供 給 が 開 始 され 、1895年 には 、 日本 で は じめ て の市 電
が 京 都 七 条 ～ 伏 見 間 に開 通 す る等 、近 代都 市 と して め あ ゆみ を は じめ た。
第2次 世 界 大戦 に於 い て も幸 い戦火 を免 れ た こ とか ら、伝 統 的 な 町家 の
構 造 を残 して い る建 物 や 整 然 と し た町並 み が 残 され 、東 、北 、西 の 三方 に
連 な る緑 の 山 々 、鴨 川 や 桂 川 の 流 れ と とも に職 ・住 ・遊 ・学 の バ ラ ンスの
とれ た美 し い都市 景 観 を形 成 してい たが 、近 年 は 、伝 統 産業 の 衰 退や 土 地
の投 機 的 取 引 等 か ら居 住 地 と しての安 定 性 が 失 わ れ っっ あ る。
(3)都 市 として の神 戸 の 発 展 の 経 緯
神 戸 は港 として の 自然 条 件 に恵 まれ た とこ ろで あ る。秋 の北 西 の風 を防
ぐ六 甲 山 、天 然 の 防波 堤 とな っ て西 南 の風 ・波 浪 を 防 ぐ和 田岬 、干満 の差
が少 な い こ と、潮 流 が 穏 や か な こ と、 また六 甲山 系 との っ なが りか ら海 底
が砂 地 で 錨 が か か りや す い こ と等 々 か ら、奈 良 、平安 時 代 か ら中国 大 陸 と
の貿 易 港 と して 大和 田の 泊 が 栄 え、徳 川 時代 には 樽廻 船 、北 前 船 の要 衝 と
して兵 庫 の 港が 栄 え て い た 。
神 戸 の近 代都 市 と しての 歴 史 は 、1868年 の兵 庫 港 の開 港 と居 留 地 の
造 成 に始 まる 。初 代 兵 庫 県 知 事 伊藤 博 文 の も とで 、 イギ リス人 技 師J.ハ ー
トに よ って設 計 され た居 留 地 は 、整 然 た る街路 、 下水溝 等 を備 えた計 画 的
な 町 で 、1899年 の 返 還 まで外 国人 に よ る自治 が 行 な われ て い た 。
神 戸 市 が 誕 生 し たの は1889年(明 治22年)で 、神 戸 、湊東 、湊 西 、
湊 、林 田 、葺 合 の6区 か らな っ てお り 。市 域 の 面 積 は21.28k㎡ 、人 口
は13万4704人 で あ っ た 。 この 頃神 戸 兵 庫 間 に山陽 鉄 道が 開通 す る等 、
鉄 道 の 普 及 が著 し く、沿 線 お よび 周辺 地 域 の 市 街 地整 備 の必 要 が あ っ たが 、
計 画 的 な まち づ く りが 行 な われ て いな か っ た ため 、街 区の整 備 され て い る
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神 戸 区 の 中心 部 を の ぞ き、 ど こ も乱 雑 に家 が 並 び 、狭 くて整 備 され て いな
い道 路 しか な い状 態 で あ っ た 。1938年 には 、 阪 神 大水 害 で市 内 の 人 口
戸数 の約7割 が被 災 、1945年 の神 戸 大 空 襲 で は 、市 街 地 の6割 が 消 失
し、壊 滅 的 と もい え る被 害 を 受 けた 。翌 年 「神 戸 市復 興 基 本 計 画 要 綱 」が
策 定 され 、本格 的 な 復 興 が始 ま り、1950年 には 、神 戸 国際 港 都 建 設 法
が 住 民 投 票 を経 て制 定 され 、 以後 は 自然 風土 との 調和 を保 ちな が ら・ 限 ら
れ た土 地 の 有 効利 用 、港 の 拡 張 と近 代 化 、海 面 埋 め立 て に よ る土 地 造 成 へ
の 努 力等 が 続 け られ て き てお り、今 日で は(1990年)人 口約150万







































経済 は 、ケ ミカ ル シュ ー ズ 、清 酒 、洋 家 具 、真 珠 、洋菓 子 産 業等 を地 場
産 業 と して 、港 に集 ま る人 ・物 ・情 報 を背 景 に発 展 して きた 。 しか し、鉄
鋼 、造船 等 これ まで の 神戸 経 済 を 支 え て きた基 幹 産 業 の比 率 が 低 下 し、工
場 の 地方 分 散 、 中枢 管 理機 能 の東 京 移 転 等 に よ り、市 内 の生 産 機 能 は衰 え
て きて い る(表3.1.1)。
同 じ関西 大 都 市 圏 の 大 阪市 や 京 都 市 に比 して都 市 と しての 歴 史が 浅 い こ
とか ら、資 本 の 蓄 積 が 乏 し く、相 対 的 に 日本 的特 色 の少 な い町 とな っ て い
る 。伝 統 の重 み を ひ きず らな い身 軽 さが あ り、人 も物 も出入 りが激 しい 。
市 民 気質 と して は 、執 着心 が 無 く、外 人 ア レル ギー も無 い 。隣 に誰 が 住 ん
で い よ う とあ ま り気 にな らな い 。暮 らしの 欧風 化 指 数 は高 く、合理 的 、活
動 的 で 実利 的 。外 人 と 日常 生 活 を共 に して い るが 、中 国 、韓 国 その 他 の ア
ジア 、 ア メ リカ 、 イギ リス 、 フ ラ ンス 、 ドイ ツ 、オ ラ ンダ 、イ タ リア、 こ
れ に神 戸 土 着 の 文 化 、四 国や 播 州 方 面 か らの 文 化 が加 わ り、神 戸 文 化 は非
常 に複 雑 で 多 面 的 な 重層 性 を持 っ てい る。恵 まれ た自然 環 境や 美 しい街 並
み 、穏 や か な 瀬戸 内 海 気候 、開 放 的 な市 民 気 質 等 によ っ て誰 に で も住 みや






















一般機械 6365.9 3,43?14.5 6,51019.8
電気機械 6025.6 1,6777.1 4,02712.2
繍 2,23720.8 3,43614.5 2,6408.0























3.1.2都 心 居 住 地 の 現 状
(1)大 阪 市 の都 心 居 住 地 の 現 状
大 阪 の居 住 地 は 、近 世 の 都 市 基 盤整 備 で形 成 され た現在 の 都 心 部 を 中心
に 、明治 時代 か ら大正 にか け て産業 の近 代化 と交 通 網 の整 備 に よ っ て同 心
円状 に工 業立 地 ・人 口集 中が 進 ん だ 。鉄 道 によ る広 域 交 通 網 は 、明 治 期 の
うち にほ ぼ今 日の 骨 格 を 完成 させ てお り、 大正 期 に は戦 後 と比 肩 す る ほ ど
に路 線 が整 備 され て い た。 この よ うな交 通 網 の 発 達 は移 動 時 間 を 短 縮 させ
る こ と にな り、 その 結果 、市 街 地 は非 常 な ス ピー ドで 拡 散 して い っ た 。
戦 後 の 大阪 の 都 市建 設 は 、戦 災地 の 復 興 をめ ざ して の 戦 災 復 興 土 地 区 画
整 理事 業 に よ って始 め られ た 。一方 、以 後 の 人 口流入 に 対処 す る た め 、民
間 に よ る区 画整 理 地 域 の外 周 に は公 的 住 宅 が建 設 され 、 さ らに そ の周 辺 に
民 間 の 商業 施 設 や 文 化住 宅 ・木 賃 ア パ ー ト等 が 建 て られ た 。 そ して道 路 、
高 速鉄 道 が 整 備 され 、 自動 車 が 普及 す る にっ れ て市 街 地 は 拡 大 され 、19
65年 頃 には おお むね 全 市 域 が 市街 化 した 。
この よ うな様 々・な 手 法 に よ り、開 発 され た宅 地 と、 そ こ に建 っ住 宅 の特
性 に よ り、多 様 に異 な った特 性 を持 っ 居 住地 が 形 成 され て い る のが 大 阪市
の 特徴 で あ る(図3.1.4)。
東 成 区か ら生野 区 、阿 倍 野 区 、西 成 区 に い た るベ ル ト地 帯 には 多 くの 長
屋 が 分 布 して い る 。 これ は上 町 台地 の 斜 面 にあ た る部 分 で あ る 。長 屋 地 区
は 必 ず しも末 整 備 地 区 に特 化 して い るの で はな く、基 盤 整 備 地 区 に も広 く
分布 して い る 。
西 成 区 、港 区 、淀 川 区 、旭 区 の住 工 混 在 地 域 に は木 賃 アパ ー トが 多 く立
地 して い る 。 ま た・ 職住 近 接 、工 場 併 用 住 宅 等 の 需 要 を 背景 に、 ミニ 開発
に よ る戸 建 住宅 も この 住 工 混 在地 区 を 中心 に広 く分 布 して い る 。
一方 、淀 川 区か ら北 区 、西 区 にか け て は 、職 住 の 近 接 性 、生 活 の 利 便 性
とい う都 市 居住 の魅 力 を生 か した都心 周 辺立 地 型 の マ ンシ ョンが 多 い 。
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ま た周 辺 部 で は 、比 較 的 低 価 格 の マ ンシ ョンが 、東 区 、南 区 、北 区 で は
ビジネ ス型 マ ンシ ョ ンが 供 給 され て い る 。
周 辺部 には公 共 住 宅 が 多 く、 住 宅 建設 の進 行 と同 時 に 、公共 公 益 施設 も
整備 され 、民 間 開発 と結 び っ いて 核 を形 成 し て い る。
しか し、 大 阪市 は京 都 市 や 神 戸 市 に比 して市 域が 狭 い こ とか ら、市 内で
あ れば 都心 居 住 の メ リッ トを 享受 で きる反 面 、 問題 点 もあ る程 度共 通 体 験
せ ざ るを 得 な い よ うな面 が あ る 。大 阪市 の 都心 の 中心 は 、 キ タの梅 田 、 ミ
ナ ミの 難 波 とい う2つ の ター ミナ ル を っな ぐ御 堂 筋 が 南北 の 軸 とな っ てお
り、 こ こ に商 業 ・業 務 地 区 が 形成 され て い る(図3.1.5)。 近 年 、大
膨 綜 戸建 ㎜ 町家・旧集落
ミニ開発 酋 高級腕 地圖

















図3.1.4大 阪市 の居 住地構造
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阪 城 の北 にOBP(大 阪 ビ ジネ ス パ ー ク)が っ く られ 、 副都 心 と して機 能
して い る 。 これ らの地 区 に は居 住 機 能 は ほ とん ど混 在 して い な いが 一 そ の
周 辺 には 、広 範 に職住 の混 在 が み られ る 。
大 阪市 の都 心 居 住 問題 は3都 市 の 中 で は最 も東 京 に近 い とい え る 。19
65年 よ り人 口減 少 が続 き、1983年 以 降若 干 人 口 の 下 げ止 ま り減 少 が
見 られ たも の の 、近年 の地 価 高 騰 で 、 さ まざ まな 人 口定 着 誘 導 施 策 に も か
か わ らず 、都 心 部 で の住 宅 立 地 は ま た一段 と困難 とな っ て きて い る 。都 心
部 で の 人 口定 着 が 進 まな い要 因 の1っ には 、施 設 環 境 等 を含 む居 住 環 境 の
問 題が あ る。選 択 的 都心 居 住 に対 応 で きる居 住 関 連 産 業 が 十 分 発 達 してお
らず 、 日常 生 活 に必 要 な基 本 的 施 設 も減 少 して い る 。都 心 居 住 は都 心 の 魅
力 と共 に、 そ こで の 生活 を支 え る基 本 的 な条 件 が 整 っ て いな けれ ば 成 立 し
な い 。住宅 供 給 だ けで な く、施 設 や サ ー ビ スの ネ ッ トワー クの 中で 居 住 問
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(2)京 都 市 の 都 心 居住 地 の 現 状
京 都市 に お け る居 住 地 は 、住 宅 の型 と環 境 の質 によ っ て図3.1.6の
よ うに区分 す るこ とか で き る とい わ れ て い る6)。
「京 都市 基本 計 画 」や 「京 都 市住 宅 審 議 会 答 申 」にお いて 、商 業 ・業 務
機 能 と住 機 能 の共 存 す る混 在 型 都市 構 成 を実 現 し、都 心 定 住 を推 進 す る方
向が う ちだ され て い た7)ことも あ っ て 、現在 の 京 都 市 で は 四条 烏丸 を 中心
に業務 施 設 が 、四条 河 原 町 を 中心 に商業 施 設 が 立 地 して い るが 、都 心 部 に
も多 くの 住 宅 が 存 在 す る 。 と りわ け、伝 統 産 業 の 集積 地 区で は 、職 住 が共
存 す る小 地 域 が 連 坦 し、伝 統 的 な 近 隣施 設 も残 され て い る 。 こ う した地域
で は 、戦 前 建設 され た低 層 併 用 住宅 の割 合 が 高 いが 、近 年 、低 層 市街 地 の
地上 げ とマ ンシ ョ ン建 設 が 急 増 し、各 地 で 建築 紛 争 が 起 こ って い る8)。
この 背景 には 、 も ち ろん 東 京 圏 の地 価 高 騰 と不 動 産 ブ ー ムが あ るが 、京
都 の伝統 産 業 従 事 者 の 減 少 も 要 因 の 一っ と考 え られ る 。都心 の 産業 機 能 に
っ い て論 じ た二 場 邦 彦9》は 、 「伝 統 産業 業 務 は 、 大部 分 が 社会 的 な分 業 体
制 を と って お り、細 か く分 割 され た加 工 工 程 を専 門業 者が それ ぞ れ に担 当
し、 それ を 企画 機 能 を持 っ 生 産 者 また は問屋 が 統 括 す る 。 したが って 、加
工業 者 は統 括 機 能 を持 っ 問屋 等 の近 くに立地 す る こ とで営 業 上 の便 宜 が 得
られ 、 また家 族 労 働 力 を主 体 に住 居 の 一 部 を作 業 場 にあ て る とい う加 工業
者 の小 規 模 性 が 都 心 で の立 地 を容 易 に して い る 」 と して い るが 、近 年 は 、
伝統 産 業 その もの の 不振 が そ の従 業 者 の居 住 活 力 を衰 退 させ て い る 。活 力
の 低 い部 分 ほ ど地 上 げ さ れや す く、 ま た、用 途 転 換 の必 然 性 は高 い と い え
るが 、低 層 の 併 用 住 宅地 で は商 業 ・業務 床 の需 要 は少 な く、結局 マ ン シ ョ
ン しか 立 地 しな い こ とにな る 。用 途 地域 上 、商 業 地 域 に指 定 され て い るの
で 、高 層 住 宅 の 建 設が 可 能 で あ る う え、近 年 、 建 物 の高 さ制 限が 緩和 され
た ため 、 周 辺 トラ ブ ルが 必 至 とな るが 、土 地 の担 保価 値 が 低 下 す るな どの
理 由 か ら、 容 積率 を 下 げ る こ と も容 易 で はな い 。 また 、マ ンシ ョン居住 者
の マ ナ ー や 駐 車場 問題 、投 機 目的 の購 入 者 が 多 い こ とに よ る空 き家 問題 等 、
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「京都市 における住宅のあり方 にっ いて」1980京都市住宅審諸会答甲
(3)神 戸 市 の都 心 居住 地 の 現 状
神 戸 市 の 市域 は 、東西 に長 くのび 、臨 海 部 の 港 湾 ・工 業 地帯 、平 野 部 の
住 ・商 ・工 複合 地 帯 、山麓 部 の住 宅 地 帯 の3層 に よ り構 成 され て い る(図
3.1.7)。
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神 戸市 で は長 屋 地 区の 衰 退 と高 齢化 等 、 いわ ゆ る イ ンナー シテ ィ問 題が
存在 す るが 、 人 口の 約8割 が 、 東 西約30㎞ 、南 北 約3㎞ の 既成 市 街 地 に
居 住 してお り、市 域 の 人 口 は さ らに増加 傾 向 にあ る。都心 居 住 の歴 史 は必
ず し も長 くな いが 、新 しい交 通 機 関 が 通 じたニ ュ ー タ ウ ンや 埋 め立 て地
(ポー トア イ ラ ン ド、六 甲 ア イ ラ ン ド)等 の 新 市 街地 が 新 しい住宅 地 と し
ての 魅 力 を 高 め て い る 。
神 戸 市 の 都心 は 、 三宮 を 中 心 と した商 業 ・娯 楽 機能 に優 れ た市街 地 で あ
る 。1965年 以 降 にな って 、神戸 市 市 役所 な ど主 要施 設 の立 地 によ っ て
本格 的 に発 展 しは じめ 、三 宮 市 街 地 改造 事 業 の実 施 に よっ て 「さん プ ラザ 」
「セ ンタ ープ ラザ 」等 の再 開発 ビル が建 設 され 、 同地 区南 で は 防災 建 築街
区造 成事 業 と して民 間 主体 の高 層 不 燃化 が 図 られ るな ど、都 心 と しての機
能 を飛躍 的 に高 め た 。 ま た、1967年 には 、地 下街 「さんチ カ 」 「セ ン
タ ープ ラ ザ 」の地 下 街 等 とあ わ せ て一 大 シ ョッ ピ ングセ ンター 街 を形 成 す
るこ と にな っ た 。現 在 は、 中 心 業務 ・商 業機 能 が 集 中 し、濃密 な都 市 活 動


















む し ろ、 商 業 ・業 務 床 の需 要 が 相 対 的 に小 さ い こ との 方 が 都 市 経 営 上 は問
題 が あ る とい われ て い る。1989年12月 に 出 され たr神 戸 市 イ ン ナー
シテ ィ総 合整 備 基 本 計画 』 にお い て も、 「都 心 地 域 は 、東 西 方 向 の商 業 軸
(三宮 駅 ～神 戸 駅)と 、東 北 方 向 の 中央 都 市軸(大 倉 山 ～ ハ ー バー ラ ン ド)
に よるH型 の骨 格 を 中心 に 、形 成 され てお り、特 に三宮 駅 ・元 町 駅 周 辺 に
は 、商 業 ・業 務 ・文化 ・行 政 機 能等 の 中枢都 市 機 能 が 集 積 し、神 戸 都 市 圏
の 母都 市 機 能 を担 って きたが 、広域 的 ・国 際 的 な情 報 ・中枢 管 理 機 能 の 集
積 は相 対 的 に弱 い こ とか ら、 都心 地 域 を中心 に 、 これ らの 立 地 吸 引 力 を高
め 、 一層 の 高 次機 能 の 集積 を 図 る こ とが 重 要 で あ る 」こ とが 指 摘 され て い
る。
三宮 に隣 接 す るポ ー トア イ ラ ン ドには 、大 量 の 住 宅 と共 に都 心 的 な 施設
が 数 多 く新 規建 設 され て お り、副 都心 的な 機 能 が み いだせ る 。 こ こで は都
心 の既 成 市 街地 と郊 外 の新 市 街 地 とい う図 式 が あ ては ま らず 、新 市 街 地 の
中で 都 心 居 住 的な 生 活が 実 現 され て い る 。 も っ と も、 ニ ュ ー タ ウ ンや 埋 め
立 て地 の 建 設 と、都 心部 既 成 市 街地 の再 開 発 の 関 係調 整 は 、今 後 の 住 宅 供
給 や 居 住 問 題 を考 え る うえで 重 要 な課 題 とな る と考 え られ る 。
3.1.3居 住 関 連 施 設 ・サ ー ビ ス の立 地
都 市 生 活 の 魅 力 は 、都市 の 中 に様 々 な施 設 が 整 い 、多 様 な サ ー ビ スや 物 、
空 間 を享 受 で き る とこ ろ にあ る。都 市 居住 者 に と って 、 これ らの 施 設 は居
住環 境 そ の もの で あ り、施 設 の集 積 は 、そ こに集 ま る人 々 の選 択 性 や 利 便
性 を高 め る と と もに 、多 様 な 情報 の 提 供 を促 進 して い る 。 と りわ け都 心 は、
各 種 施 設 の 集 積が 進 み 、物 や 情報 が 溢 れ 、 そ こを 活動 の拠 点 とす る者 に とっ
て は非 常 に利 便性 の高 い魅 力 的 な場 所 とな って い る 。 しか し、 そ の集 積 は 、
都 心 に住 む 者 に必 要 な施 設 や サ ー ビス と は必 ず し も一 致 す る もの で は な い 。
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近年 、都 心 居住 に 関す る議 論 が 活 発 にな っ て きた背 景 の 一っ に、都 心 地 域
にお け る居 住 関 連 施 設 の減 少 に伴 う居 住 環 境 の悪 化が 挙 げ られ る 。
そ こで 、本 節 で は 、生活 に密 着 した居 住 関 連 施 設 の充 足 状況 につ い て考
察す る こ と と した 。方法 と して は 、京 都 市 ・大 阪 市 ・神 戸 市 の3都 市 に っ
いて 国勢 調査 や 事 業 所統 計 、 商業 統 計 な ど各 種 統 計書 を用 い て行 政 区 別分
析 を行 な っ た。
都 心 区 にっ い て は 、一 般 に は 「CBDと その 周 辺 」で あ る こ と、お よび 、
昼 夜 間 人 口比 率が 高 く業 務 床 の 供 給が 多 い こ と を条件 と して、京 都 市 は 、
上 京 区 ・中京 区 ・下京 区 ・東 山 区が 、 大 阪市 は 、 旧北 区 ・旧南 区 ・旧 東 区
・西 区 ・天 王 寺 区が 、神 戸 市 は 、中央 区が あ げ られ るが 、本論 で は、 生活
関連施 設 の 立 地特 性 か ら都 心 区 を独 自 に定 義 し、上記 都 心 区 との違 い にっ
い て も検 討 す る こ と と した 。 また更 に、都 心 の 居 住 地 と しての立 地 特 性 を
検討 す るため に代表 的 な都 心 区 にっ い て 日常 生 活 に密接 に関 わ る飲 食 料 品
店 の立 地特 性 を住 宅 地 図 を用 い て分 析 す る と とも に 、生活 関連 施設 の施 設
数 、規 模 の経 年 変 化 を行 政 区別 に分 析 す る こ と等 を通 し て都 心 区の居 住 地
と しての特 性 を比 較 検討 し た 。
(1)施 設 立 地 か らみ た都 心 区 の特 性
3都 市 の 区別 特 性 を 、 そ こ に立 地 し 、 日常 的 に必 要 な あ る いは非 日常 的
で選 択 的 な性 質 を持 っ6施 設(食 料 品 店 、 ク リー ニ ング店 、 医療施 設 、飲
食店 、興行 場 、衣 服 身 の 回 り品店)の1988年 の実 数 を も とに して各 施
設毎 に3都 市 全 区の 平 均値 を 出 し、 それ を 指 標 と して分 析 したのが 図3.
1.8で あ る 。
際立 った特 性 を 示 して い るの は京 都 市 中 京 区 、 大阪 市 旧北 区 、旧南 区、
旧東 区 、神 戸 市 中 央 区 で 、前 述 の 都 心 区 に重 な っ て くるが 、 その特 徴 とし
て選 択 性 の 高 い医 療 施設 、飲 食 店 、興 行 場 、衣 服 身 の 回 り品店 の 施設 数 が
平均 を 大 き く上 回 って い る こ とが あげ られ る。 こ れ らの 区 は 、商 業 ・娯 楽







































常 に魅 力 的 な 地域 で あ る 。 また 、 これ ら都 心 区 を取 りま く周 辺 区 で は 、食
料 品店 、 ク リー ニ ング店 とい っ た 日常 生 活 に強 く結 び っ い た施 設が 平 均 よ
りも若 干多 くみ られ る。 これ らよ り、都 心 区は選 択 性 の高 い施 設 のみ な ら
ず 、 日常 的な 施 設 も含 む各 種 施 設 が揃 い 、利 便性 が 非 常 に高 い地域 で あ る
と言 う こ とが で き る 。 ま た、 大阪 市 旧北 区や 旧 南 区で は 、食 料 品店 、 ク リー
ニ ング 店 で施 設 数 が 平 均 を 下 回 っ てい るが 、 その 値 は周辺 区 にお い て もみ
られ る程度 の差 で あ り、 日常 生 活 の 利便 性 が 極端 に悪 い とは言 えな い 。
大阪 市東 区 は 、業 務 地 と して特 化 し た地 域 で あ り、 ここで 居 住 す る には
飲食 料 品店 や ク リー ニ ング店 等 、 日常 生 活 に必要 な施設 が 区内 に不 足 して
い る 。 ま た、 大阪 市 西 区 は 、地 理 的 には都 心 で あ るが 、施 設 の 立地 を通 し
て み る と、 旧北 区 ・旧南 区 ・旧東 区等 、他 の 都 心 区の よ うな 商 業 ・娯 楽 中
心 とし ての特 徴 が み られ な い 。これ は 、西 区 に大 きな タ ー ミ ナルが な く、
来街 者や 通 過 旅 客 が 少 な い こ と、お よび 業 務 地域 としての 性 格が 大 き く影
響 して い る も考 え られ る 。
以上 の こ とか ら、生 活 関 連施 設 の 立 地 特性 か らみ た都心 区 は 、CBDと
その周 辺 と して規 定 され る都 心 区の 中で 、 商業 ・娯楽 中心 と しての特 性 を
強 く持 っ てい るこ とが 明 らか にな っ た 。
(2)都 心 区 の飲 食 料 品 店 立 地
3都 市 の 都 心 区 にお け る 日常利 便 性 にっ い て検 討 す る ため 、各 都 市 の都
心 区 の代 表 と して京 都 市 は 中京 区 、大 阪 市 は 中央 区 、神 戸 市 は 中央 区を取
り上 げ 、 日常 生活 に密 接 に結 び 付 い た飲 食 料 品店 にっ い て 、住宅 地 図 を用
いて立 地 分 析 を行 な っ た(図3.1.9)。
ここで い う飲食 料 品店 とは 、 日本 標 準 産 業 分類 にお い て 中分 類55飲 食
料 品小 売 業 お よび 中分 類53各 種商 品 小 売 業 にあ た る小 売店 舗 の こ とで あ
る 。


















































































れ て い たこ とも あ っ て 、各 種商 品小 売 業 等 の 大型 店 舗 が少 な いが 、個 人商
店 を 中心 とす る小 規 模 飲 食 料 品 店が 現 在 も数 多 く残 っ てお り、三 条通 り商
店街や 錦 市 場 を核 と して 区 内 に比 較 的均 一 に分 布 して い る こ とか ら、 日常
的な利 便 性 は 高 い と考 え られ る 。 ま た、 百貨 店 は 区内 に1店 舗 存 在 す る だ
けで あ るが 、四 条 通 りを は さ んで 隣 接 区 に3店 舗 が あ り、選 択 性の 高 い身
の回 り品 を扱 う専 門 店 と共 に区 の南 部 に集 中 して い る 。従 っ て 、中京 区 に
お いて は、 日常 品 か ら身 の 回 り品 まで を近 隣 内 で揃 え る こ とが で き、非 常
に利 便性 の 高 い生 活 が 可 能 で あ る と考 え られ る 。
一方 、 大阪 市 中央 区 で は 、官 公 庁 や企 業 の本 社 ・支社 が 集 中す る 中心部
の オ フ ィス街 にお い て 飲食 料 品店 が 少 な くな っ て い る ものの 、百貨 店 が 大
阪の2大 タ ー ミ ナル の 一 っ で あ る難 波 駅 周 辺 の店 舗 を含 む6店 舗が 区 内 に
立地 し、区 の南 部 に は黒 門 市 場 、空 掘 商 店 街 を 中心 に小 規模 飲 食 料 品店 が
数 多 く分 布 して い る 。繁 華街 と して名 高 い心 斎 橋 筋 商店 街 は 、選択 性 の高
い身 の 回 り品 を扱 う商 店 で 構 成 さ れ てお り、 日常 生 活 に密 着 し た飲 食 料 品
店 は少 な く、広域 商 圏 の も と に成 立 す る都 心 独特 の専 門店 街 の 様 相 を呈 し
て い る。
神 戸市 中央 区で は 、南部 の港 湾 地帯 や ポ ー トア イ ラ ン ドお よび 北 側 の六
甲 山系 を 除 き市 街 地 が 帯状 に東 西 に広が ってお り、飲 食 料 品店 も この 地帯
に立 地 して い る 。地 理 的 中心 の 三宮 は 、JRを は じめ とし て、 阪急 、 阪神 、
地 下鉄 、ポ ー トラ イ ナー 等 の5鉄 道 が 乗 り入 れ大 ター ミ ナル と して機 能 し
て お り、駅周 辺 に は3っ の 百 貨店 と とも に三宮 セ ンター街 、サ ンチ カを 中
心 と した豊 富 な商 業 集 積 が あ り、商 業 中心 と して の都心 の姿 を示 してい る 。
ま た、 区 内の 鉄道 各 駅周 辺 に は商店 街 や 市 場 、 飲食 料 品店 の集 積が 見 られ 、
日常 的な 利 便 性 も高 い と考 え られ る 。
以上 、京 都 市 の 都 心 区(中 京 区)で は 、飲 食 料 品店 が 数 多 く均 一 に分 布
して い るの に対 し、 大 阪市 や 神 戸 市 の都 心 区(い ず れ も 中央 区)で は飲 食
料 品店 が 偏 在 し て い る こ とが わか っ た 。 しか しな が ら、個 別 に各 区を 見 て
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み る と、飲 食 料 品 店 の空 洞 地 帯 は業 務 特 化 地 域 や 港 灘 帯 等 で あ り ・ その
他 の楠 地 す な わ ち住 宅 が あ る程 度 混 在 して し・る とこ ろ に は ほ ぼ一 様 に飲
食 料 品店 が 分 机 て い る と見 る こ とが で き、3獅 の都 心 区 の 日常 的 利 便
性 は さ ほ ど低 くな い と言 え る 。 また、 商 品 の選 択 性 につ い て も都 心 区 にお
い て は大 型 の ス_パ ー マケ ッ トこそ少 な い もの の ・百貨 店 の食 品 売 り場 や
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容所 、 ク リーニ ング 店 、そ して選 択 性 が 高 い施 設 の 代表 と して衣服 身 の 回
り品店 を取 り上 げ 、施 設 数 と総 床 面 積 の 経 年 変化 を3年 の 代表 的 な都 心 区
(京都 市 中京 区 、 大 阪市 旧北 区 ・旧東 区 ・旧南 区 、神 戸市 中央 区)お よび
都 市別 平 均 を通 して分 析 し た(図3.1.10)。
小 売業 全 体 の施 設 数 は 、減 少 あ るい は現 状 維 持 の傾 向 を示 して い るが 、
総売 り場 面 積 は 増 加 して きてお り、個 々 の店 舗 が 大型 化 して い るこ とが わ
か る 。 また 、大 阪 市 、 神戸 市 の 都 心 区 で は 、施 設数 も増加 してお り、都心
の商業 地 と して の 位 置付 けが 強 ま って きて い る 。京 都市 の都 心 区 で は 、総
売 り場 面 積 が 増 加 して い る に もか か わ らず施 設数 が 若 干減 少 傾 向 を示 して
お り、都 心 にお い て は 、施 設 数 の 減少 を施 設 規模 の拡 大 で対 応 して い る と
言 え る。 日常 生 活 に不可 欠な 飲 食料 品店 は、全 体 と して減 少 傾 向 を示 し
てい るが 、都 心 区 で の 減 り方 が 他 に比 べ て際 立 っ たもの にはな って いな い 。
商店 数 は 、大 阪 市 を除 き京 都 市 、神 戸市 の都 心 区 で各 々の都 市 の平 均 施設
数 を上 回 っ てお り 、 これ らの都 市 で は都 心 が 日常 の飲 食料 品購 入 の場 と し
ての役 割 も持 っ こ とが わ か る 。3都 市 と も飲 食 料 品店 の総 売 り場面 積 は増
加 してお り、一 店 当 た りの施 設 規 模が 拡 大 して きて い る こ とが うかが える 。
理容 所 ・美 容 所 に関 して は 、理 容所 が3都 市 共 に減 少 して い るの に対 し、
美 容所 は全 体 で み る と増加 傾 向 にあ る 。大阪 市 旧東 区で は業 務 地域 で あ る
こ とを反 映 して 理 容 所が 多 い もの の美 容 所 は少 な い 。逆 に大阪 市 旧南 区 で
は理 容 所 が 少 な く美 容所 が 多 い 。 これ らの施 設 は 、 日常生 活 に深 く結 び っ
き、住 宅 地 立 地が 基 本 で あ るが 、 そ れ に加 えて理 容 所 が職 場 に近接 した業
務地 域 、 美 容 所が 繁 華街 に立 地 す る傾 向 に あ る こ とを示 して い る。 この よ
うな理 容 所 ・美 容 所 の施 設 の 増 減 の原 因 にっ い て 、大 阪府 理 容 衛生 環 境組
合 は 、利 用者 側 の利 用 回数 の 変 化 と事 業 所 側 の後 継 者 不足 を あ げて い る 。
ク リー ニ ング店 は 、全 体 と して増 加 傾 向 を示 してお り、 大 阪市 を除 く京
都 市 ・神 戸 市 で は 都心 区 にお いて平 均 よ りも多 く存 在 して い る 。 ク リー ニ
ング 店 の 神戸 市 中央 区 での 減 少 時期 は 、 人 口の減 少 時 期 に重 な ってお り、
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ク リー ニ ング店 の成 立 条 件 は 、 人 口即 ち居 住 と深 く結 び っ い て い る と考 え
られ る 。 この こ とか らも京 都 市 ・神 戸 市 の都 心 区 が居 住 地 と して も充 分機
能 して い る一 方 、 大 阪市 の 都 心 は 、 旧北 区 ・旧 東 区 ・旧南 区 にお い て平 均
値 を下 回 って お り、居 住 地 と して の特 性 が 弱 い こ とが わ か る 。
一方 、選 択 性 の 高 い衣 服 身 の 回 り品小 売店 につ いて は 、3都 市 の都 心 区
で増 加 して い るが 、その 傾 向 は 商 業 中心 とし ての 大 阪市 旧 北 区 ・旧 南 区 、
神 戸市 中央 区で 著 し く、一 般 の 区 との 差 は拡 大 傾 向 にあ る 。京 都 市 中 京 区
で はそ れ ほ ど強 い増 加傾 向 を示 して い な いが 、 中京 区で の 施 設 数 は平 均 値
の倍 以上 あ り、選 択 性 の高 い買 い回 り品 店 の商 業 集 積 地 と し て機 能 し て い
る 。
以 上 、 関西3大 都 市 の都 心 区 を、 飲 食 料 品店 等 の 日常 的 な 施 設 の 立 地 特
性 か らみ る と、お のお の異 な っ た傾 向 を 示 して い る 。商 業 ・業 務 機 能 に優
れ た大 阪 市 の都 心 、商 業 ・業 務 機 能 に加 えて利 便 的な 居 住 地 と しての 機 能
を あ わせ もっ京 都 の都 心 、 両者 の 中間 的 な 特 性 を示 す神 戸 市 の都 心 の姿 が
明 らか にな っ た 。施 設 の 数 だ けか らみ る と 、大 阪市 の都 心 は決 して住 みや
す い地 域 で は な いが 、施 設 の質 や 形 態 に着 目す る と住 み に くい とは い い き
れ な い 。例 えば 、飲 食 料 品 店 は 、数 の う えで は 減 少 して きて い るが 、 施設
規 模 の拡 大 や 百貨 店 や スー パ ー マ ー ケ ッ ト、コ ン ビニ ェ ンス ス トア とい っ
た異 な る業 態 の 施 設 によ っ て需 要が 満 た作 され て い る 。そ の 一 方 で 、 居 住
者 の減 少 した都 心 部 の市 場 で は顧 客対 象 を近 隣 住 民 か ら周 辺 で 働 くビ ジネ
スマ ンやOLに 変 え て施設 の 存 続 を図 って い る とこ ろ も あ る等 、都 心 の 生
活 関連 施 設 は 内容 的 に大 き く変 化 して きて い る 。 こ れ らの施 設 が 持 っ 利 便
性 と施設 の集 積 に よ って生 じる選 択 性 を都心 で は容 易 に享 受 す る こ とが で
き、そ の こ とが 都 心 居 住 の魅 力 の 一っ で あ るが 、 大 阪 市 、 神 戸市 で は そ の




日常生 活 に関 わ る施 設 の立 地 特 性 か ら関 西3大 都 市 の行 政 区別特 性 を分
析す る と、商 業 ・娯 楽 の 中心 と して位 置 づ け られ る都 心 像が 明 らか にな っ
た・この都 心 は 、行 政 側 がCBDや 昼 夜 間人 口比 か ら規 定 す る行政 管 理業
務 中心 と して の都 心 に重 な って は い るが 、一 致 して は いな い 。京都 市 中京
区 、大阪 市 旧 北 区 ・旧南 区 、 神 戸 市 中央 区 は都心 の この 両 側面 を兼 ね備 え
てお り、大 阪 市 旧東 区 は 、行 政 管 理 業 務 に特 化 して い る 。
京 都市 、大 阪 市 、神 戸 市 の 都 心 は 、 そ れ ぞれ 広 範 な商 圏 を も とに成 立 す
る選 択性 の高 い都 市 的 な施 設 と とも に 、 日常生 活 に深 く結 び っ い た基本 的
な施設 にっ い て も整 って お り、 多様 な 施 設 の利 用 が 可 能 で あ る 。 日常 的 に
利 用す る施 設 の 代表 として の飲 食 料 品 店 の 都心 区 にお け る分 布 は、概 ね 一
様で徒 歩 圏 内 にあ り、居 住者 に とっ て は利 便性 が 高 い 。そ の数 は周 辺 区 に
比べ て劣 っ ては い るが 、業 態 の異 な る 百貨 店 の食 料 品売 り場や 専 門店 で代
用 して い る こ と もあ るよ うで 、多 様 な選 択 が 可 能 で あ る 。 この こ とは 、都
心居 住者 か らの ヒア リング調 査 で も明 らか にな っ てお り、 百貨 店の 食 料 品
売 り場 を 市 場が わ りに 日常 的 に利 用 して い る事 例 が 報 告 され て いる 。
各 々の 施 設 数 にっ い てみ る と、小 売施 設 全体 と しては 都心 部 で増 加 して
い るもの の 、 日常生 活 に不 可 欠 な 飲食 料 品 店 は減 少 してい る。 しか しな が
ら、総 売 り場 面 積 は 増加 してお り、施設 規 模 の拡 大が 読 み 取 れ る 。都 心 に
お け る施 設 の 変 化 は 、規 模 の 拡 大 の 他 に業態 の 変 容 も認 め られ るが 、利 用
者側 に とっ て利 便 性 が 向上 して い るか ど うか は明 らか で はな い。 以上 、
生活 に関 わ る施設 か ら都 心 を概 観 す る と、都心 に は選 択性 の強 い都 市 的 な
施設 の他 に 日常 生 活 に深 く関 わ る基 本 的な 施設 も揃 っ てお り、 これ らの施
設 の利 点 を 享 受 す る こ とに よ っ て、 自由 に 自分 の ラ イ フス タ イル に あ っ た
生活 を 営 む こ とが 可 能 で あ る 。 しか しなが ら、 この基 本 的 な施 設 は居 住 人
口の 減少 に 伴 って減 少 して きて い る 。事 態 の 静観 は 、 ます ます その傾 向 を
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3.2 関 西 大 都 市 圏 に お け る
都 心 居 住 の 動 向
本節 で は 、既 存 統 計資 料 を用 い て大 阪 市 、京 都 市 、 神戸 市 の 都心 居 住構
造 の違 い を明 らか にす る と とも に 、あ ら た に都 心 に居 住 しよ う とす る人 々
にと って重 要 な 意 味 を持 っ よ うにな って きた 中高 層 集 合住 宅 にっ い て 、そ
の供給 動 向 と物 的 特 性 を検 討 す る 。
3.2.1統 計 デ ー タ に よ る3都 心 比 較
各 都 市 にお け る都 心 地域 を 「CBDと その周 辺 」で あ るこ と、お よび 昼
夜 間人 口比率 が 高 く業 務 床 の供 給 が 多 い こ とを条 件 として 、 大 阪市 は北 区、
中央 区、 西 区 の3区 、神 戸市 は 中央 区 、京 都市 は上 京 区 、 中京 区 、下京 区
の3区 と し、 人 口 、住 宅 、生 活 関連 施 設 の 側面 か ら都 心 居住 の概 要 にっ い
て考 察 し た 。主 な デ ー タ ソー ス は 、 国勢 調 査(1985年)住 宅 統計 調 査
(1983年)で あ るが 、 一部 、1988年 の住 宅 統 計 調 査 な らび に住 宅
需 要実 態 調査 で捕 足 検 討 して い る 。
(1)人 口構 成 、世 帯 構 成 、職 業 比 率
1)人 口 ・世帯 数
3都 市 全 て の都 心 区 にお い て 人 口が 減 少 して い る 。周 辺 区 にっ い て は 、
大 阪市 にお い て 人 口減 少 が続 き市 全 体 の 人 口が 減 少 して 地 盤沈 下 が進 行 し
て い るが 、京 都 市 と神 戸 市 で は 増加 傾 向 にあ り、市 全 体 と して は増加 して
いる(図3.2.1)。 その 後 も含 め各 都 市 を よ り詳 細 にみ て み る と、次
の よ うな こ とが い え る 。
戦 後 、110万 人 だ っ た大 阪 市 の 人 口 は 、経 済 復 興 、高 度成 長 を経 て1
965年 に は316万 人 に達 し た。 しか しそ れ以 降 は減 少 を続 け 、198
0年 には265万 人 と、15年 間 に約50万 とい う大 幅 な 減 少 をみ て い る
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(図3.2.2)が 、 この 人 口減 少 は 、 出生 と死 亡 の 差 で あ る 自然 増 の 低
下(表3.2.1)と 近 畿 圏 内へ の大 幅 な 転 出 超 過 に よ る もの で あ っ た 。
1983年 か ら1987年 の 間 には 、都 心 お よび 都 心 周 辺 部 にお い て 人 口
の増 加 が 見 られ る等 、 回復 傾 向 を示 したが 、急 激 な 地 価 高 騰 に よ り198
8年 以 降 再 び 減少 に転 じて い る 。1990年10月 の 国 勢 調 査 に よ る と、
大 阪市 の 人 口 は262万4千 人 とな っ て お り、5年 前 の 調 査 と比 べ て1万
2千 人 、0.5%減 少 してい る 。
一方 、世 帯 数 は 、 人 口減 少 の 見 られ る1965以 降 も増 加 し続 け、19
70年 で 約84万9千 世 帯 、1990年 に は約98万7千 世 帯 とな って い
る 。平 均 世 帯 人 員 は 、世 帯 分 離 や準 世 帯 の 普 通 世 帯 化 等 に よ り低 下 し、1
世 帯 当 た り人 員 は1985年 で2.77人 、1990年 には2.57人 と
な って い る(表3.2.2)。
京 都 市 の 人 口は 、約148万 人 を数 え た1985年 度 まで増 加 傾 向 にあ っ
たが 、1990年 に は約146万 人 とな り、戦 後 は じめ ての 人 口減 少 を経
験 し た(図3.2.3)。 これ は 、主 と して転 出超 過 に よ る も ので あ る
(表3.2.3)。
神 戸市 の 人 口 は 、戦後 一貫 して増 え続 けて お り、1985年 度 の 国勢 調
査 時 点 で は 、約141万 人 とな っ て い る 。人 口動態 を 見 る と、1965年
頃 は年 間1万 人以 上 増 加 して い たが 、1975年 か ら1980年 にか げ て
は ほ とん ど増 加 が 見 られ ず伸 び 悩 み の 状 態 が続 い て い る 。 しか し、198
0年 代 に な る と再 び1万 人以 上 の増 加 が 見 られ る よ う にな って い る(表3.
2.4)。 自然 増 加 数 は 、1973年 を ピー ク に以 後 減 少 が続 い て い る。
ま た、社 会 増 加 数 は 、1960年 代か ら1970年 頃 まで マ イナ ス基 調 で
あ っ たが 、 そ れ以 後 はプ ラ ス に転 じて い る(表3.2.5)。
2)年 齢 構 成
年齢 構 成 で は 、各 都 市 とも都 心 区 にお い て周 辺 区 よ り20才 未 満 の 若年
層が 少 な く 、60才 以上 の高 齢層 が 多 い 。都 心 区 にお け る20才 台 の 人 口
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の割 合 は どの都 市 に お いて も周辺 区 よ り高 く、都 心 は定住 性 の 低 い といわ
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表3.2.1 社会動態および 自然動態の推移(大 阪市) 単位:人
人口増減転 入 転 出 社会増減 出 生 死 亡 自然増減
1960年 366,069316,464 49,60547,89613,414 34,482 84,087
1961 374,58334,060 40,52348,84212,113 36,729 77,252
1962 383,354365,637 17,71752,96212,244 40.,718 58,435
i.963 383,754387,713 △3959, 53,29411,809 41,485 37,526
1964 377,055410,795 △33,739 59,08112,509 46,572 12,833
1965 369,533418,782 △49,249 61,93413,125 48,809 △440
1966 351,686412,137 △60,451 43,88813,342 30,546 △29,905
1967 340,398408,488 △68,090 54,13412,632 41,502 △26,588
1968 337,202404,188 △66,986 52,50714,003 38,504 △28,482
1969 339,80436,870 △97,066 52,78517,137 35,648 △61,418
1970 317,69398,556 △80,863 53,05218,937 34,115 △46,748
1971 285,670368,537 △82,867 54,79116,069 38,722 △44,145
1972 264,054347,478 △83,424 52,93016,597 36,333 △47,091
1973 257,13337386, △80,253 50,05816,645 33,413 △46,840
工,974 234,250301,346 △67,096 45,52816,424 29,104 △37,992
1975 214,741268,881 △54,140 40,90116,563 24,338 △29,802
1976 200,636250,734 △50,098 38,11517,594 20,521 △29,577
1977 203,954249,457 △45,503 35,78217,236 18,546 △26,957
1978 196,624233,213 △36,589 33,57517,487 16,088 △20,501
1979 201,881233,787 △31,906 31,88317,233 14,650 △17,256
1980 184,719216,753 △32,034 30,57318,079 12,494 △19,540
1,981 180,087204,199 △24,112 30,19118,299 11,892 △12,220
1982 181,418203,629 △22,211 30,06518,090 11,975 △10,236
1983 184,155191,643 △7488, 30,40118,477 11,924 4,436
1984 180,483186,392 △5909, 30,40318,699 11,734 5,825
1985 178,147183,987 △5750, 29,60818,867 10,741 4,991
1986 182,482186,411 △3929, 29,34118,756 10,585 6,656
1987 186,646193,271 △6625, 28,70218,973 9,729 3,104
1988 182,303195,837 △13,534 28,66819,374 9,294 △4240,
1,989 176,44195,106 △18,665 27,08119,259 7,822 △10,843
1990 167,038187,196 △20,158 26,36819,968 6,400 △13,758
1991 165,699180,830 △15,131 26,30620,357 5,949 △9182,
注)△ 印 は 減 少 を 示 す












































































































































普通世帯人員 2,44L499 2コ89,939 2,92L380 2,809,8082,674,4342,57L6172,567,5722,537,417


























図3.2.3 人ロ ・世帯数の推移(京 都市)
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表3.2.3 社会動態および自然動態の推移(京 都市) 単位:人
人口増減転 入 転 出 社会増減 出 生 死 亡 自然増減
1983年 58,86561,812 △3,545 16,8619,425 7,436 3,891
1984 57,81561,190 △3,381 16,7409,688 7,052 3,671
1985 56,43361,317 △4,881 15,6199,796 5,823 942
1986 56,79561,877 △5,035 15,6029,796 5,806 771
1987 56,10663,490 △7,244 14,7759,824 4,951 △2,293
1988 55,55565,052 △9,399 14,62410,203 4,421 △4,978
注)△印は減少を示す。社会 動態の合計値には市内移 動による増減を含む。
資料)「 住民基本台帳月報」、 「外国人登録国籍別年齢別 人員調査月報」
表3.2.4 人口推移(神 戸市) 単位:人
1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990
全 市 981,3181,113,9771,216,6661,288,9371,360,6051,367,3901,410,834
増加数 132,659102,689 72,271 71,668 6,785 43,444
灘区 138,214155,360168,976170,791157β91 142,313133,745
増加数 17,146 13,616 1,815△12,900△15.5781△8,568
中央区 156,099178,732171,835148,288130,491115,329119,163
増加数 22,633△6,897 △23,547 △17,797 △15,162 3,834
兵庫区 181,430201,406206,732188,419165,868142,418130,429








25,885 21,559 15,217 12,747△5881,450
北区
増加数
32,027 37,168 47,344 81,220135,691164,714177,221








16,716 34,716 56,113 45,698 5,694 11,454
西区
増加数
41,414 40,499 42,764 46,533 68,204 86,942110,774
△915 2,265 3,769 21,671 18,738 23,832
資料)総務庁 「国勢調直」
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表3.2.5社 会動態 お よび 自然動態の推移(神 戸市)単 位:人
全 市 人 口 社会増減 自然増減 人口増減
1979年 1,366,031 △8,686 9,453 767
1980 1,367,390 △5,593 8,366 2,773
1981 1,373,790 760 7,601 8,361
1982 1,380,992 765 8,001 8,766
1983 1,390,734 3,550 8,038 11,588
1984 1,401,104 3,921 7,499 11,420
1985 1,410,834 4,775 6,,648 11,423
1986 1,422,922 4,695 6,357 11,052
1987 1,432,462 4,230 5,902 10,132
1988 1,447,547 10,376 5,073 15,449




大 阪 市 の65才 以 上 の 高齢 者 比 率 をみ る と、1985年 の 国勢 調 査 で ・
10.3%、1990年 には 、11.7%と な っ てお り(表3・2・6)・
人 口構 成 は 、比較 的若 い年 齢 層が 少 な く、 中高 年 令 層 の 人 口が 多 いの が 特
徴 で あ る 。都 心6区 とも大 阪 市 の平 均 よ り高 くな っ て い る。
京都 市 の65才 以 上 の 高 齢 者 比率 は12大 都 市 の 中で は最 も高 く、11.
4%で あ るが 、都心 区で は 、上 京 区16.8%、 中京 区16.1%、 下 京
区18.0%、 東 山 区17.7%と さ らに高 い比 率 にな っ てお り、 高 齢 化
の進 展 が よ り一 層著 しい(表3.2.7)。
神戸 市 の65才 以 上 の 高 齢 者 比率 は 、1985年 の 国勢 調 査 で は 全 市1
0.1%で あ るの に対 して 、 中央4区 は13.2%と な っ てお り、周 辺5
区(8.2%)よ り高 い 。 また 、単身 高 齢 者 世 帯 も 、周 辺5区(4.2%)
に比 して 中央5区 は9.9%と 倍 以上 にな っ てお り、高 齢 化 の 進 展 が 著 し
い(表3.2.8)。
3)世 帯 構 成
世帯 構 成 にっ いて は3都 市 とも都心 区 にお い て単 身 世 帯 が 多 い 。 しか し、
単 身者 と同様 に生 活 の外 部 化 が 進 ん で い る と考 え られ る 「夫 婦 の み 」世 帯
は周 辺 区 の方 が 多 く、DINKSを 積 極 的 に実 践 して い る例 が まだ 少 な い
事 を示 して い る 。京 都 都 心 区で は2世 帯 家 族 等 の 複 合 家 族 が 他 の 都 市 よ り
も高 い比 率 で 存在 し、世 帯 構 成が 多様 で 、大 阪 市 や 神 戸 市 の 都 心 とは 異 な
り、都 心 に 旧来 か らの 住 宅 地 が含 まれ て い る こ とが 分 か る(図3.2.5)。
大阪 市 の 場合 、単 身 世帯 率 が 、大 阪 市 全 体 の28.5%に 比 して い ず れ
の都 心 区 も非常 に高 くな って い る。 と りわ け繁 華 街 を 含 む 北 区 や南 区(現
中央 区)で は その 傾 向 が顕 著 で あ る(表3.2.9)。
表3.2.10は 、京 都 市 の世 帯 構 成 を み た もの で あ るが 、 夫婦 と子 供
か らな る核 家 族 が 主 流 で は あ るが 、 その 構 成 比 は1985年 で は44 .1
%で あ っ たが 、1990年 には39.3%に 減 少 して い る 。 と りわ け夫婦
と6才 未 満 の 子 供 、 夫婦 と6～17才 の 子 供 の 世 帯 、 つ ま り子 育 て期 世帯
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表3.2.6老 年 人 口(65才 以上)の 推移(大 阪市)
噸 1950 1955 L960 1965 1970 1975 tg80 L985 L990
人 人 人 人 人 人 人 人 人
A 60,494 90,289 114,756 144,563 175,350 2091583 243,581 2711339 306,199
老 年 人 口 (100) (149) (190) (239) (290) 〔346) (403> (449) (506>
(65歳以上 〉 q.49> (L27) <1.26> 〈L21> 〈1.20> 〈Li6> 〈1.U> <1.13>
B 人 人 人 人 人 人 人 人 人
総 人 ロ L956,1362,547,3L63,01L5633,156,222,980,4872,778,9872,648,1802,636,2492,623,801
C % % % % % % % % %
老年人ロ比率 3.1 3.5 3.8 4.6 5.9 75 9.2 10.3 11.7





)内 は1950年 ・を100と した場 合の 値を示 す。 資料=国 勢 調査
〉内は対 前回比 を示 す。
》 内は全国 平均 値を示 す。
表3.2.7行 政 区別年齢構成別人口お よび対総数比率(京 都市)
1975 1980 1985
総 人 口 1,461,059人 1,473,065人 1,479,218人
老年人口
(65才以上) 129,919 153,107 168,417





北区 9.6 11.3 12.6
上京区 12.5 15.2 16.8
左京区 9.2 10.8 12.0
中京区 12.4 15.1 16.6
東山区 7.9 15.8 17.7
下京区 12.2 15.7 18.0
南区 8.1 9.9 10.9
右京区 7.0 9.2 10.1
伏見区 6.8 7.5 8.3
山科区 / 6.5 7.9
西京区 / 6.6 7.1
資料)各年国勢謂査
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表3,2.8高 齢者世帯比率(神 戸市) 単 位:人 、世 帯







北 区 13,454[7.6] 1,786(3.4)3,222(6.2)
須磨区 15,055[8.3] 2,661(4.6)4,111(7.2)
垂水区 17,437[7.8] 2,900(4.0)5,640(7.7)
西 区 8,986[8.1] 720(2.5) 1,320(4.5)
注1)〔 〕内 の 数 字は 総 人 ロ に占 め る割 合
2)()内 の数 字 は 一般 世帯 数 に占 め る 割 合















表3.2.9行 政区別世帯構成(大 阪市1985年) 単位:%
核家族世帯率 夫婦のみ その他 その他の親族世帯率 単独世帯率
大阪市 60.0 15.0 45.6 10.5 28.5
北 区 47.1 13.8 33.3 11.1 40.9
都島区 58.3 15.0 43.3 9.5 31.7
福島区 56.4 15.2 41.2 13.4 29.8
此花区 64.2 14.5 49.7 9.5 26.0
東 区 53.3 16.3 37.1 10.5 35.6
西 区 55.7 14.9 40.9 9.9 33.6
港 区 64.3 14.3 50.0 9.4 26.9
大正区 65.5 13.8 51.7 10.3 23.9
天王寺区 53.3 14.7 38.6 11.5 34.8
南 区 44.1 14.7 29.4 12.1 42.5
浪速区 48.3 16.6 31.8 9.7 41.5
大淀区 55.3 14.8 40.5 33.8 10.4
西淀川区 63.8 14.6 49.2 24.8 11.1
東淀川区 59.9 14.1 44.8 8.4 31.3
東成区 60.6 15.8 44.8 14.5 24.7
生野区 63.8 14.4 48.4 14.8 22.3
旭 区 60.8 15.9 45.0 11.2 27.7
城東区 64.5 15.8 48.7 10.5 24.9
阿倍野区 57.0 15.7 41.3 12.1 30.5
住吉区 59.0 15.5 43.5 8.7 31.9
東住吉区 62.0 16.2 45.8 11.9 25.8
西成区 52.3 16.0 36.3 9.9 37.3
淀川区 56.8 14.7 42.1 9.1 33.7
鶴見区 70.0 14.0 56.0 10.3 19.6
住之江区 70.0 15.2 54.5 8.7 21.2
平野区 73.0 14.0 59.0 9.5 17.2
資料)国勢調査
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の減 少 率 が 大 きい 。 一方 、単 身 世帯 は増 加 してお り、 そ の 増 加 率 は65才
未 満 で23.7%、65才 以 上 で は28.5%と 非 常 に大 き くな っ て い る。
神 戸 市 で は 、 中央 区 を 中心 とす る都 心 部 で は3割 以 上 が 単 身世 帯 で あ る。
4)職 業 比 率
職 業 比 率 を み る と、大 阪 市 都心 区で は、 事務 や 販 売 の従 事 者 の比 率 が 高
く、都 心 部 に集積 す るオ フ ィスや 物 販 店 の 従業 者 の居 住 地 と して都 心 は機
能 して い る 。神 戸市 と京 都 市 の都 心 区で は周 辺 区 よ り販 売や サ ー ビス 等 の
従業 者 が 目立 ち 、 都市 の産 業 構 造 のサ ー ビ ス化 に対応 して 、都 心 が そ れ ら
の 従業 者 の 居 住 地 とな っ た こ とが うか が え る(図3.2.6)。
3.2.2住 宅 ・住 環 境 事 情
(1)住 宅 事 情
1)住 宅総 数
大阪 市 の住 宅 総 数 は 、1988年 の住 宅 統 計 調 査 に よ る と116万1千
戸 で あ る 。1983年 ～1988年 の5年 間 に差 引 き約10万6千 戸 の 既
存住 宅 が 、建替 え 、除 去 、他 用 途 へ の変 更 等 に よ り滅 失 し た もの と推 定 さ
れ 、 大幅 な 住宅 の 更 新 が 進 ん で い るが 、 戦前 に建 て られ た もの が11.0
%残 っ て い る 。空 き家 率 も 、木造 共 同 住 宅 等 、 低 質 な住 宅 を 中心 に年 々上
昇 、1988年 には16万 戸 、13.9%と な っ て い る(表3.2.11)。
京 都市 の住 宅 総 戸 数 は 、1988年 の 住 宅 統 計 調 査 に よ る と、59万9
220戸 で 、1983年 の55万2320戸 か ら4万6900戸 増 加 して
い る 。一世 帯 当 た り住宅 戸 数 は1。15戸 で 、戸 数 面 で は充 足 して い る と
い え る 。空 き家 率 も年 々上 昇 し、1988年 に は11.4%と な っ て い る
(表3.2.12)。
神 戸 市 の住 宅 総 戸 数 は 、1988年 の住 宅 統 計 調 査 に よ る と、55万
6790戸 で 、1983年 の51万4800戸 か ら4万1970戸 増 加 し
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表3.2.10世 帯 の類 型 推移(京 都 市)
1983年 1988年
主世帯数(構成比)主世帯数(構成比) 増減数 増減率
65才 未満の単身 98,590(20.5)121,990(23.6)23,400 23.7
65才 以上の単身 18,630(3.9)123,940(4.6)5,310 28.5
夫婦のみ(世 帯主65才未満) 41,870(8.7)246,050(8.9)4,180 10.0
高齢者夫婦のみ 25,250(5.2)26,860(5.2)1,610 6.4
夫婦と6才 未満の者 34,850(7.2)31,480(6.1)△3,370 △9.7
夫婦 と6～17才 の 者 84,620(17.6)72,510(14.0)△12,110 △14.3
夫婦と18才 以上の者 93,130(19.3)99,890(19.3)6,760 7.3
3世代世帯 21,720(4.5)18,670(3.6)△3,750 △14.0
その他 60,350(12.5)60,200(11.7)△150 △0.2
















21〔 〕2②3〔 〕405〔 〕6②7〔 〕8〔 〕9〔 〕 ユ〔〕〔〕
図3.2.6産 業別従業者の割合3都 市比較(1985年)
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表3.2.11総 住 宅数 の推移 と建設戸 数お よび 滅失戸 数(大 阪 市)































建設戸数 181,000 152,000163,000 218,000
滅失戸数 92,000 93,000101,000 106,000
表3・2・ ・2世 轍 および住宅数の鵜(京 都市)
世 帯 総 数(A)
普通世帯数(B)

















































て い る ・ 普 通 世 帯 数 は48万456・ 戸 で あ る か ら
、 一 世 帯 当 劾 住 宅 戸
数 は ・1・14戸 で ・ 戸 数 面 で は 充 足 し て い る と い え る
.空 家 率 は 、98
3年 ま で は 年 々 上 乳 ・ …8%と な っ て い た が 、 ・988年 に は 若 干















空家率=空 家数/総 住宅数 ×100
空 家 鴬 「一時現在者」 ・ 「建築中」を除 く 「居住世帯のいない住宅」
貞 料)総 務庁 「住 宅続 計調 査 」
図3.2.7住 宅 数 、 普 通 世 帯 数 、 空 き 家 率 の 推 移(神 戸 市)
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2)住 宅 密 度
各 都 市 の 住 宅 の集 積 の様 子 を住宅 の密 度(戸/㎡)か らみ る と、大 阪市
で は都 心 区 よ り も周 辺 区の 方 が 密度 が 高 いが 、京 都 市 や 神 戸 市 で は都 心 区
の密 度 が 周 辺 区 に比 べ て高 い 。特 に京 都 の都 心 区で は5000戸/k漬 と非
常 に高 く、都心 の居 住 地 と しての役 割 が 非 常 に大 きい こ とを 示 して い る 。
3)建 設 時期 ・住 宅 の 形 式
住 宅 の建 設 時 期 を通 じて各 都 市 の 特 徴 を み る と、 大 阪市 、神 戸 市 の都 心
区 にお い て戦 前 の 住 宅が 少 な いが 、 大 阪 市 の場 合 、周 辺 区 に 多 い長 屋 の約
4割 は終 戦 前 に建 て られ た もの で あ り、 老 朽化 の進 展 が 懸 念 さ れ る 。京 都
市 の 都心 区 で は半 数 近 くが 戦 前 に建 て られ た も の で 、古 くか らの コ ミ ュ ニ
テ ィが まだ残 る伝 統 都市 で あ る こ とを 示 して い る(図3.2.8)。
住 宅 の形 式 は、 大 阪市 や 神 戸 市 の 都心 に お い て共 同 住 宅 が6割 を 占め る
の に対 し、京 都 市 の 都心 で は2割 強 と少 な く、 戸建 住 宅 が5割 を超 え る ほ
ど多 い(図3.2.9)。
4)住 宅 の 規 模 ・設備 状 況
大 阪市 の 住 宅 の 一戸 当 た りの 延床 面 積 は 、1973年 に は54.45㎡ 、
1978年 には55.29㎡ 、1983年 に は60.60㎡ 、1988年
には61.26㎡ と大 き くな って きて い るが 、持 家 と借 家 の 較 差 が 大 き く、
持家94。37㎡ に対 して 借 家39.34㎡ にす ぎな い 。借 家 の 中 で も民
営借 家 設 備 共用 は 、13.75㎡ と非 常 に小 さ い 。 ま た、 民 営 借 家 設 備専
用 は、1983年 に は39.84㎡ だ っ たのが1988年 には38 .69
㎡ とそ の規 模 が 小 さ くな っ て い る(表3 .2.13)。
設備 状 況 を見 る と、便 所 や 炊事 用 流 しが 共 用 の 住 宅 は 、 その9割 以 上が
民 営 借 家 で あ るが 、1973年 は 、12万6千 戸(全 住 宅 数 の14 .7%)
か ら、1983年 に は約7万9千 戸(8 .8%)、1988年 には約6万
戸(6.2%)へ と減 少 して い る 。浴 室 の な い住 宅 も1973年 の52万
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図3.2.9住 宅の建 て方3都 市比較(1983年)
1988年 に は26万4千 戸(27.4%)へ と 減 少 し て い る 。 と り わ け
民 営 借 家 で は1973年 に は81.6%が 浴 室 を 持 っ て い な か っ た の に 対
し 、1988年 に は42.7%へ と 大 幅 に減 少 し て お り 、 内 風 呂 化 の 進 展
が うか が え る(表3.2.14)。
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表3.2.13所 有関係別住宅規模の推移(大 阪市)
1973年 1987年 1983年 1988年
住宅総数平均 54.45㎡ 55.29 60.60 61.26
持 家 91.55 90.50 93.01 94.37
借
家
借 家 総 平 均 34.25 34.80 38.48 39.34
公 営 ・公 団 ・公社 37.85 39.26 45.63 48.94
民営借家(設備専用) 38.61 37.51 39.81 38.69
民営借家(設備共用) 14.21 13.46 13.47 13.75
給 与 住 宅 55.51 57.78 57.88 56.12





うち民営借家 うち民営借家 うち民営借家 うち民営借家
























































































京 都 市 につ いて み る と、1988年 で は 、全 体 の平 均 延 床面 積 は72.
19㎡ で あ るが 、所 有 関係 に よ っ て大 差 が あ り、持 家 は1978年 の95.
39㎡ 以 後 増 加 傾 向 に あ り、1988年 に は101.10㎡ とな っ てい る
の に対 し、借 家 は1973年 には44.30㎡ で あ っ たもの が 、1978
年 には41.1!㎡ に 、そ して1988年 には39.95㎡ に減少 して い
る(表3.2.15)。
神 戸 市 の 場 合 は 、1980年 の92.4㎡ を ピー ク におお む ね減 少 傾 向
にあ り、1988年 に は82.7㎡ とな っ てい る。所 有 関係 別 に注 目す る
と、持 家 は133.2㎡ で あ るの に対 して と借家 は49.7㎡ と、 その較
差 が非 常 に大 きい こ とが わか る 。 ま た、持 家 は お おむ ね増 加 傾 向 にあ るが 、
借 家 は減 少 傾 向 を み せ て い る 。 ま た、給 与 住 宅 の規 模 が1978年 か ら1
988年 にか けて84.4㎡ か ら55.6㎡ と大 き く落 ち込 んで い るが 、
単 身者 向 けの 社 宅 の 供 給 の増 加 等 の 影 響が 考 え られ る(表3.2.16)。
行 政 区別 に み た特 徴 と して 、都 心 区で あ る中央 区の住 宅 規模 が 全体 と して
は全 区 の な か で最 も小 さい が 、持 家 も借 家 も全 体 平 均 よ り大 き くな っ て い
るこ とが 指 摘 で きる 。分 譲 の 共 同住 宅 の 規 摸 の小 さ さが 影 響 して い る もの
と考 え られ る(表3.2.17)。
5)居 住 水 準
大阪 市 の 場 合 、最 低 居 住 水 準 未 満 の住 宅 が減 っ て きて は い る もの の 、1
988年 で も21万2千 戸(22.0%)あ り、最 低 居住 水 準 以上 都 市居
住型 誘 導 居 住 水 準 未 満が 約 半 数 を 占め て い る(図3.2.10)。
京 都 市 の 居 住 水 準 を 見 る と 、最 低 居住 水 準 未満 世 帯 は1978年16.
8%、1983年12.6%、1988年11.4%と 減 少 して きて い る
が 、住 宅 総 数 が 増 加 して い る ため 、絶 対 数 と して は依 然5万9千 戸 が 残 さ
れ て い る 。木 造 民 営 借家 の ほぼ 半 数が 該 当す る 。行 政 区 別 で は南 区の17.
8%が 最 も多 いが 、 東 山 区 は16.4%、 下京 区 は15.1%、 中京 区 は
14.0%、 上 京 区12.7%と 都 心 区 に 多 い(表3.2.18)。
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表3.2.15所 有関係別住宅規模の推移(京 都市)
1973年 1987年 1983年 1988年
住宅総数平均 72.06㎡ 69.97 72.04 72.19
持 家 96.90 95.39 99.38 101.10
















非木造 12.14 12.24 13.23
給 与 住 宅 65.03 64.87 59.22 54.86
表3.2.16所 有関係別住宅規模の推移(神 戸市) 単位:㎡
1973年 1987年 1983年 1988年
住宅総数平均 74.8 80.5 78.9 82.7
持 家 100.4 111.3 123.5 133.2
借 家 64.2 58.3 54.4 49.7
1う ち給与住宅 77.8 93.6 75.1 55.6
表3.2.17行 政 区別 住 宅 規模(神 戸 市 ・1988年) 単位:㎡
東灘区 灘区 中央区 兵庫区 北区 長田区 須磨区 垂水区 西区
住宅総数平均 82.7 64.7 55.6 62.0112.8 69.9 83.7 79.9 90.3
持 家 142.6130.8134.7102.5135.9111.7130.7138.2133.0
借 家 54.2 42.7 52.1 46.8 48.6 59.2 56.7 45.1 47.6
うち給与住宅 一 141.3 79.8109.0 38.5 26.511L5 64.2 67.4
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京 都 市 516,323442,778(85.8%)5 ,796(11.4%)8.79


































注)繧数 には不詳 も含む 資料)1988年 住宅緕掛謂査
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主世帯総数
最 低 居 住
水 雌未 満












持 家 248,170 12,210(4.9%)















神戸 市 の場 合 、最 低 居住 水 準 の 充足 度 は1978年 で は74.4%で あ っ
たが 、1988年 に は84.2%と な っ てい る 。っ ま り最 低居 住 水 準 未満
率 は15.8%と い うこ とで あ るが 、所 有 関係 に よ る差 が 大 き く、持 家 で
は4.9%で あ る の に対 し、 民 営 借家 で は31.0%に もな って い る(表
3.2.19)0
6)着 工 新 設住 宅
大阪 市 にお け る着 工 新設 住 宅数 は 、1982年 以 降漸 増 して い たが 、1
988年 の 約5万 戸 を ピー ク に減 少 し、1990年 で は約3万8千 戸 、1
991年 には約2万3千 戸 と減少 して い る 。その 間 、借 家 比率 は上昇 し、
1988年 には81.3%に まで な っ て い たが 、以後 減 少 傾 向 にあ り、1
990年 には72.5%、1991年 に は65.7%に まで減 少 して い る 。
資金 は民 間 に よる も のが87.6%を 占め 、 その ほ とん どが 非 木 造 とな っ
て い る 。新 設住 宅 の 一戸 当 た りの床 面 積 は 、1980年 の72.7㎡ を
ピー ク に近年 はや や 減 少 し、1988年 は53.4㎡ とな ったが 、持 家 率
の増 加 と時 を 同 じ く して再 び 増 加 し、1990年 は60.9㎡ 、1991
年 には61.6㎡ とな って い る(表3.2.20)。
京 都市 で は 、1982年 を底 と して1988年 まで増加 が 続 いて い たが 、
1989年 度 か ら減 少 、増 大 しっっ あ った貸 家 比率 も下が っ てい る 。着 工
戸 数 の87%が 民 間 資金 に よ る もの で 、住 戸形 式 は 、70%が 共 同住 宅 で
あ る(表3.2.21)。
神 戸 市 にお け る着 工新 設 住 宅 は 、1972年 に は 、2万7千 戸 を数 えて
い たが1975年 は 、1万3千 戸 と半数 に満 たな い等 、年 度 に よる差 が 大
きい 。1985年 以 降 は貸 家 を 中心 と して増加 傾 向 にあ り1988年 には
約2万3千 戸 とな って い る(図3.2.11)。
各 都心 の 着工 建 築 物 の 総 床 面積 に占め る住宅 と非 住宅 の 関 係 をみ る と、
どの都 市 にお い て も非 住 宅 床 供給 量 が 大 き く、 それ を 支 え るオ フ ィ ス需要






























































































所 有 関 係 資 金 建て方







































































































大阪都心 大阪周辺 神戸都心 神戸周辺 京都都心 京都周辺
図3・2・!2新 規着工建築物の床面積比率3都 市比較(1985年)
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以上 、 大 阪市 都 心 区は 周 辺 区 ほ ど住 宅 の 集 積が み られ な いが 、戦 後 建 て
られ た共 同住 宅 を 中心 に住 宅が 存 在 す る 。神 戸市 で は 、戦 後 建 て られ た共
同住宅 を 中心 に 、周 辺 区 よ り都 心 区 に住 宅が 集 積 して いる 。京都 市 の 都心
区の住 宅 は 、戦 前 に建 て られ た戸 建 住 宅 の割 合 が 高 く、居 住 機能 に重 点 の
置 か れ た都 心 で あ る とい え る 。
7)生 活 関連 施 設
居 住環 境 に深 く関 わ る生 活 関連 施 設 の 充 実の 度 合 い を小 売店 、食 料 品店 、
飲食店 、 サ ー ビ ス施 設(こ こで は洗 濯 ・理容 ・入 浴 に関す る施 設 と した)
とい う4っ の 施 設 数 を用 い て比 較 検 討 し た(図3.2.13)。
各施 設 とも 、周 辺 区 よ りも都 心 区 に施 設 が 集 中 してお り、都 心 が都 市 の
セ ンタ ー と しての 役 割 を果 た して い る 。その 集 中 の度 合 は 、大 阪 市 の飲 食
店 、京 都 市 の 飲 食 料 品店 ・サー ビ ス施設 で他 の都 市 よ り も高 い 。最 寄 り性
の高 い洗 濯 ・理 容 ・浴 場が 京都 市 の 都 心 にお い て充 実 してい る こ とは 、京
都市 の都 心 が 日常 生 活 にお け る利 便 性 に富 み 、住 宅地 と して機 能 して い る




































































































































前 節 で3都 市 そ れ ぞれ の 住 宅 ・住環 境 事 情 をみ て きたが 、近 年 の 地 価 高
騰 の 煽 りを受 けて都 心 にお け る戸 建住 宅 の供 給 は 一層 困難 な 状 況 にな りっ
っ あ る 。その ため 、新 た に都 心 に居住 しよ うとす る人 々 に と っ て集 合 住 宅
の持 っ意 味が 重 要 にな っ て きてい る 。 そ こ で 、各 都 市 の 典 型 的 な 都 心 区な
らび に周 辺 区 と して 、昼 間 人 口の割 合 と着 工 建 築 物 の 総 床 面 積 に 占め る住
宅 床 の割 合 か ら、 大阪 市 にっ い て は 中央 区 〈以 後 大 阪 都 心 と呼 ぶ 〉 と平 野
区 〈以 後 大 阪 周辺 と呼 ぶ 〉を 、京 都 市 にっ いて は 中京 区 〈京 都 都心 〉 と伏
見 区 〈京 都 周辺 〉を 、神 戸 市 にっ い て は 中央 区 〈神 戸都 心 〉 と垂 水 区 〈神
戸 周辺 〉を取 り上 げ その 物 的 特性 を比 較 検 討 し た 。
1)分 譲 集 合 住宅 供 給 量
〈大 阪都 心 〉で は 、4年 間 に2573戸 の 集 合 住 宅 供給 が あ っ たが これ
は 〈大阪 周 辺 〉のお よそ3倍 で あ る 。 これ は 〈大 阪周 辺 〉で は戸 建 て 住宅
の 建設 が 盛 ん で あ るか らで 、住 宅 建 設 量 そ の もの は 多 くな っ て い る 。 〈神
戸都 心 〉 〈京都 都 心 〉で の 分譲 集 合 住 宅 供給 は 、 そ れ ぞ れ2319戸 、1
782戸 で 〈大阪 都 心 〉 と大差 はな い(図3.2.14)。
2)住 戸 面 積
供給 され た分 譲 集 合 住 宅 の最 多販 売 価 格帯 の住 戸 面 積 を み る と、各 都 市
と も 〈都心 〉で は30㎡ 以 下 の単 身 者 向 け住 宅 が40%以 上 と多 くな っ て
い るの が特 徴 で あ る 。 〈周 辺 〉で は50～70㎡ の フ ァミ リー 世 帯 向 け住
戸が ほ とん どで あ るが 、 〈都 心 〉で は30㎡ 以 下 の単 身 者 向 け住 戸 か ら、
100㎡ に及ぶ 住 戸 タ イプ まで 、各 種 供 給 され て お り、 多 様 な 居 住 形 態 に
対 応 で きる 。特 に京 都 ・神 戸 で は 〈都 心 〉にお け る中 規 模(50㎡ ～60
㎡)の 家 族 世帯 向 け住 戸 が 〈都心 〉で3割 も供 給 され て お り、都 心 で供 給





































































































3)住 戸 規 模 ・販 売 価格
住戸 規 模 ・販 売価 格 の 関 係 か ら 〈都 心 〉の 分 譲 集 合 の 特 性 をみ る と、面
積 の狭 い単 身者 用 の 住 宅が ま と まっ て供 給 され て お り、 中規 模 以 上 の 家 族
世帯 用 住 宅 で は面 積 と価格 の相 関 が 高 い 。 〈京 都 都 心 〉で は 面積 が 小 さ く
低価 格 の単 身 者 用 、低価 格 の 家 族 世帯 用 、 高価 格 で面 積 の 大 きな家 族 世 帯
向 けの3タ イプ に分 け られ 、多 様 な居 住 を受 け入 れ る住 宅 が 供 給 され て い
る(図3.2.16)。
4)開 発 規 模
開発 規 模 にっ い て は 〈大 阪都 心 〉にお いて20～39戸 の比 較 的小 規 模
な 開発 が38%と 多 い他 は均 等 に供給 され て い る 。 〈神 戸 都 心 〉で も20
～39戸 規模 の 開 発 が 一番 多 いが 、60戸 未 満 の 中規 模 開 発 まで で8割 を
占め て い る。 また 〈都心 〉 〈周 辺 〉を比 べ る と、大 阪 、神 戸 で は 〈都 心 〉
で 、京 都 で は 〈周辺 〉で多 様 な 開発 が な され て い る 。
以 上 、都 心 で は単 身 者 を対 象 とす る小 規 模 住 戸 を 中心 に各 種 タ イ プ の住
宅 が供 給 され てお り、要求 に即 した形 で 住 宅が 供 給 され て い る こ と、 また、
都 市 ご との比 較 か ら、都心 に供 給 され た分 譲集 合 住 宅 の 物 的特 性 の 差 は 、








































図「3.2.16住 戸 面 積 と販 売 価 格 の相 関(1984-87年)
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大阪中央区
◎ 住 戸 面 積 く30㎡、 住 戸 数 ≧40戸
● 住 戸 面 積 く30㎡、 住 戸 数 く40戸
ロ 住 戸 面 積 ≧30nf、住 戸 数 ≧40戸









図3.2.17 都 心 区 にお け る分 譲 集 合 住 宅
(プロ ジェク ト・住戸規摸別1984-87年)
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(3)住 宅 ・住 環 境 評価
3都 市 の住 宅 ・住 環境 に対 す る総 合 評 価 を1988年 の住 宅 需要 実 態調
査 によ っ てみ る と 、表3.2.22に 示 す 如 くで あ る 。
住 宅 ・住 環 境 につ い ては 、 大 阪市 の場 合 、 「非常 に不満 」 とす る ものが
8.4%、 「や や 不 満 」の38.8%を あ わせ る と47.2%と な り、不
満率 は3都 市 中最 も高 い 。不 満 が 比較 的少 な いの は神 戸 市 で 「非常 に不満 」
とす る もの は5.8%、 「や や 不 満 」33.1%を あ わせ て も 、不 満 率 は
40%を 切 って い る 。京 都 市 は 、不 満率 に関 し ては 、大 阪市 と神 戸市 の 中
間的な 値 示 して い るが 、満 足 率 にっ いて は 、 「非 常 に満 足 」 とす るものが
9.7%と3都 市 中 で は最 も 多 く、強 い 愛着 心 を持 っ居 住者 の 存在 が うか
が え る。 「非 常 に満 足 」 と 「まあ満 足 」を あ わせ た満 足 率 は 、神戸 市 が6
0.0%で 最 も高 く、京 都 市 が56.9%で これ に次 いで いる 。大 阪市 は
最 も低 く半数 に満 たな い 。
住 宅 そ の もの に対 す る評 価 にっ い て は 、3都 市 共 に不 満 率 の方 が 高 く、
大 阪市 で は57.7%、 京 都 市 で は 「非 常 に不満 」16.0%と 「やや 不
満 」39.5%で 不 満 率 は55.5%、 神 戸 市 で は 「非常 に不満 」15.
0%、 「や や 不満 」41.3%で 、 不満 率 は56.3%と な って い る 。
一方 、住 環 境 にっ いて は 、3都 市 共 に満 足 率 の 方が 高 くな っ てい る 。最
も満足 率 が 高 いの は神 戸市 で 「非 常 に満 足 」9.2%、 「まあ満 足 」52.
9%と な っ て い る 。京 都 市 は 「非 常 に満 足 」9.6%、 「まあ満 足 」48.
1%、 大 阪市 は両 者 を あわせ て54.4%と な っ てお り、3都 市 の 中 で は
満 足 率が 最 も低 い 。
住 宅 の 各 要素 に対 す る評 価 を不満 率 でみ てみ る と、表3.2.23の 如
くで 、大 阪 市 は 「住 宅 の遮 音 性 や 断熱 性 」 とい うのが 最 も多 く62.8%、
「住 宅 の 収 納 スペ ー ス 」が62.2%で これ に次 いで お り、住 宅 の性 能 や
広 さに対 す る不 満 が 多 くな って い る 。京 都市 で も 、最 も不 満 率が 高 いの は
「住宅 の遮 音 性 や 断 熱 性 」で60.9%で あ り、次 い で 「住 宅 の収 納 スペ ー
ス 」60.8%と な っ て い る 。神 戸 市 で は 「住 宅 の収 納 スペ ー ス 」に対 す
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る不 満 率 が60.1%で 最 も高 く、 「住 宅 の 遮 音 性や 断熱 性 」が59・6
%で これ に次 いで い る 。い ずれ に して も これ らの 項 目 は全 国平 均 の不 満 率
よ りも高 くな っ て い る。 また 、 「広 さ ・部 屋数 」を は じめ と して 「敷 地 の
広 さ 」 「台所 の 設 備 、広 さ 」 「浴 室 の 設 備 、広 さ 」 「駐 車 スペ ー ス 」等 、
広 さに関 連 す る項 目の不 満 率 も全 国 平 均 を上 回 っ て い る 。 一方 、不 満 率 が
最 も低 いの は 、 「便 所 の設 備 」で あ り、3都 市 共 に全 国平 均 以 下 で あ る 。
住環 境 にっ い て は、表3.2.24の 如 くで あ る 。全 体 と して全 国平 均
よ り不 満 率 は高 いが 、 「通 勤 ・通 学 の 利 便性 」や 「日常 の 買 物 、病 院 な ど
の利 便 性 」に っ いて は不 満 率 は低 くな っ て い る 。 「緑 の 豊 か さ 、 ま ちの 景
観 の良 さ 」は 、大 阪 市 で は64.5%で 最 も不 満 率 の 高 い項 目で あ るの に
対 し、京都 市 で は49.2%、 神 戸 市 で は37.5%と な っ てお り 、都 市
間 に大 きな差 異 が み られ る 。 ま た、不 満 とす る項 目 も異 な り 、大 阪 市 で は
「騒 音 、 大 気汚 染 な どの 状 況 」が58.8%、 「風 紀 の 良 さ 」57.7%
と続 いて い るの に対 し、京 都 市 で は 「集 会 所 ・図 書 館 な どの 近 接 性 」に対
す る不満 率 が 最 も高 く56.5%、 「緑 の 豊 か さ 、 まち の 景 観 の 良 さ 」4
9.2%、 「子供 の遊 び 場 ・公 園 な どの 近 接 性 」45.7%、 「まわ りの
建 て こみ 状 況 」43.9%等 が っ つ い てお り 、 「騒 音 、 大 気 汚 染 な どの状
況 」は43.7%で あ る 。神 戸 市 で は 「集 会 所 ・図 書 館 な どの 近 接 性 」5
5.2%以 外 の項 目の 不 満 率 は 半数 以 下 とな っ てお り、3都 市 の 間 で は最
も良好 な住 環 境が 形 成 され て い と考 え られ る 。 しか しな が ら 、 「通 勤 ・通
学 の利 便 性 」 にっ い ては28.7%で 、 大阪 市 や 京 都 市 だ けで な く、 全 国
平 均 よ りも不満 率 は高 くな って い る 。
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表3.2.22住 宅 ・住 環 境 に対 す る 総 合 評 価
総 合 評 価




大阪市 5.7 46.3 38.8 8.4 0.8
京都市 9.7 47.2 35.2 7.3 0.6
神戸市 9.5 50.5 33.1 5.8 1.1
住
宅
大阪市 41.5 57.7 0.8
京都市 7.2 36.7 39.5 16.0 0.7




大阪市 54.4 44.8 0.8
京都市 9.6 48.1 34.8 8.6 0.7
神戸市 9.2 52.9 30.8 6.1 1.0
資料)1988年住宅需要実態調査
表3.2.23住 宅 の 各要 素 に対 す る不満率(1988年)
1
大阪市 京都市 神戸市 全国平均
広さ ・部屋数 53.3 50.8 48.9 44.3
住宅の間取り 57.0 53.7 52.6 52.5
住宅の収納 スペー ス 62.2 60.8 60.1 58.1
敷地の広さ 50.3 48.7 45.5 42.8
台所の設備、広 さ 61.4 59.0 59.5 54.8
浴室の設備、広 さ 50.0 49.1 49.7 46.5
便所の設備 44.9 40.2 44.3 44.8
の
住宅の暖房や給湯設備 49.2 51.2 51.5 50.1
住宅の遮音性や断熱性 62.8 60.9 59.6 57.2
住宅のいたみ具合 59.6 57.8 59.1 55.8
駐車スペー ス 55.1 56.1 54.2 46.2
資料)1988年 住宅無要実態謂査
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表3.2.・4住 臓 の各螺 に対す る不満率(・988年)









騒音 ・大気汚染 などの公害の状況 58.8
43.7 43.3 37.2
日当 り ・風通 しなどの衛生条件
45.7 40.5 36.2 32.4




通勤 ・通学の利 便性 16.8
21.9 28.7 26.4
日常の買物 、病 院などの利便性
18.3 22.9 31.4 31.6









3.3 ま と め
関西 大 都 市 圏の 中 心市 で あ る大 阪市 、神 戸 市 、京 都 市 は 、 それ ぞ れ の 歴
史的経 緯 の上 に居 住 地 と して独 自の 特 色 ・個性 を 備 え て い る こ とが 明 らか
にな っ た。
大阪市 の 場 合 は 、商 ・工 業 を 中心 に した同心 円 的 発 展 の 中 で戦 前 長 屋 地
区 も含 め 、住 工混 在 地 区、 戸 建住 宅 地 区 、 フ ァ ミ リー型 マ ンシ ョ ン地 区 、
ビジネ ス型 マ ンシ ョ ン地 区等 、多様 に異 な っ た特 性 を持 っ 居住 地 を形 成 し
て い る 。
神戸 市 は 、山が 海 に迫 り細 長 く形 成 され た都 市 地 域 が 、臨 海 部 の 港 湾 ・
工業 地 帯 、平 野 部 の住 ・商 ・工 混合 地 帯 、 山麓 部 の住 宅 地 の3層 構 造 にな っ
て お り、再 開 発 を必 要 とす る都 心部 既 成 市 街 地 とニ ュー タ ウ ンや 埋 め 立 て
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地等 新 規 に住 宅 供 給 され た地 区 とい っ た異 な っ た課 題 を抱 え る地 区 を併せ
持 って い る 。
京 都 市 は 、 山紫 水 明 、平 安 京 以 来 の都 市 居 住 の 歴 史 と文化 を持 っ都 市 で
あ る。伝 統 産 業 を 中心 と した職 住 一 体 ・職 住 近 接 の生 活 が 、都 心部 に も伝
統 的 な 町家 、主 と して併 用 住 宅 の居 住 地 を広 範 に存 在 させ て い たが 、近 年 、
伝統産 業 の不 振 や 土 地 の投 機 的取 り引 き等 か ら、空 家 の増 加 、周 囲 にそ ぐ
わな い マ ンシ ョンの 立 地 に よ る都 市 景 観 の破 壊 等 に よっ て 、長 く保 って き
た居 住地 と しての 安 定 性 を 失 い っ っ あ る 。
その よ うな 中で の 各 都心 にお ける都 心 居 住 の概 要 を人 口 、住宅 、生活 関
連施 設 の 側面 か ら見 る と 、以 下 の よ うに纏 め るこ とが で きる 。
1)人 口は 、3都 市 いず れ の 都 心 区 も周 辺 区 よ り も早 くか ら人 口減 少 を経
験 して い る 。大 阪市 、京 都 市 で は なお 減 少傾 向 にあ るが 、神 戸市 で は近
年 わず か なが ら増 加 が み られ る よ うにな って い る 。周辺 区 につ い て は、
大阪 市 にお い て 人 口減 少 が 続 き、市 全 体 の 人 口 も減少 して地 盤沈 下 が進
行 して い るが 、 京都 市 と神 戸 市 で は市 全 体 と して は増加 傾 向 にあ る 。年
齢 構 成 で は 、 い ずれ の 都 市 も都 心 区 にお い て も周辺 区 よ り20才 未 満 の
若 年層 が 少 な く、60才 以 上 の高 齢 層が 多 い 。特 に、京都 市 にお い てそ
の 傾 向が 強 く、都 心 区 人 口の高 齢 化が 他 都 市 よ りも顕 著 で あ る。 また、
20才 代 の人 口の 割合 は 、3都 市 と も都 心 区の 方が 周 辺 区 よ りも多 くな っ
て お り、定 住 性 が 低 い とい われ る若者 の居 住 地 と して機 能 して い る こ と
が わ か る 。
世 帯 構 成 にっ いて は 、3都 市 と も核 家 族 が最 も多 いが 、都心 区 にお い
て は単 身 世 帯 の比 率 が 高 くな って い る 。都心 に旧来 か らの 住宅 地 が 多 く
含 まれ て い る京 都 市 で は2世 帯家 族 な どの複 合 家 族が 他 都市 よ りも高 い
比 率 で存 在 し、世 帯 構 成 も多 様 で あ る 。
職業 比 率 は 、 大阪 市 の 都 心 区 で は 、事務 や 販 売 の従 事 者 の比 率 が 高 く、
都心 部 に集 積 す るオ フ ィス や物 販 店 の 従業 者 の 居 住地 として機 能 して い
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る。一 方 、神 戸 市 と京 都 市 の 都 心 区 で は販 売や サ ー ビ ス等 の従 業 者 が 目
立 ち 、都市 の 産業 構 造 の サ ー ビス化 に対 応 して 、都 心 が それ らの 従 事 者
の居 住 地 とな って い る こ とが うかが え る 。
2)住 宅 の集 積 の様 子 を住 宅 の 密度(戸/㎡)か ら見 る と 、大 阪 市 は都 心
区 よ り も周 辺 区 の方 が 密 度 が 高 いが 、京 都 市 や 神 戸 市 で は都 心 区の 密 度
の方 が 周辺 区 に比 べ て高 い 。特 に京 都 市 の都 心 区で は5000戸/k孟 と
非 常 に高 く、居 住地 と しての 役 割が 非 常 に大 き い こ と を示 し て い る 。
住 宅 の建 設 時 期 を通 して3都 市 の特 徴 を見 る と 、大 阪 市 、 神 戸 市 の 都心
区 にお い て は戦 前 の 住 宅 が 少 な い の に対 し 、京 都 の 都心 区 で は 半数 近 く
が 戦 前 に建 て られ た もの で あ る 。住 宅 の 建 て方 で は 、 大 阪市 、神 戸 市 の
都 心 で は共 同 住宅 が6割 を 占め る の に対 し 、京 都 市 の都 心 で は2割 強 と
少 な く、 戸建 住宅 が5割 を 超 え る ほ ど多 い 。
着工 建 築 物 の総 床 面 積 に 占め る住 宅 と非 住 宅 の 関 係 を 見 る と、3都 市
とも非 住 宅 床供 給 量 が 大 き く、 オ フ ィス需 要 が 大 きい こ とが 分 か る 。 ま
た、京 都 市 の都 心 にお いて は 、住 宅 床 の 供 給 が 全 供給 量 の 半分 に達 し、
都心 にお ける住 宅 需要 が 他 都 市 に比 べ て高 い 。 す な わ ち 、大 阪 市 の 都心
区 は 、周 辺 区 ほ ど住宅 の集 積 が 見 られ な いが 、 戦後 建 て られ た共 同 住 宅
を 中心 に少 なか らぬ住 宅 が 存 在 す る 。神 戸市 で は 、戦 後 建 て られ た共 同
住宅 を中心 に周 辺 区 よ り都 心 区 に住 宅 が集 積 して い る 。京 都 市 の 都 心 区
の住 宅 は、戦 前 に建 て られ た戸 建 住 宅 の 割 合 が 高 く、居 住 機 能 が 大 きな
比重 を 占め る都 心 で あ る とい え る 。
3)居 住 環 境 に深 く関 わ る生 活 関連 施 設 の 立 地 分 析 か らは 、 都 心 に は選 択
性 の高 い施 設 、周 辺 区 には 日常 性 の 強 い施 設 が 立 地 して い る こ とが わ か っ
た 。 しか し、 この こ とか ら都心 が 一 様 に 日常 生 活 に不 便 で あ る とは 言 い
切 れ な い 。大 阪市 旧東 区は 、業務 地 と して特 化 してお り、 こ こで 居 住 す
る には 日常 生活 に必 要 な 施 設が 区 内 に不 足 して い る と考 え られ るが 、京
都 市 中京 区 、神 戸 市 中央 区 等 は 、食 料 品店 、 ク リー ニ ング 店 につ いて も
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平 均 を 越 えて い る こ とか ら、 これ らの行 政 区は 選択 性 の高 い施 設 のみ な
らず 日常 的 な 施設 も含 む各 種 施 設 が揃 い 、利 便 性 が非 常 に高 い と言 うこ
とが で き る 。 ま た、 大阪 市 旧北 区や 旧南 区で は 食料 品 店 、 ク リー ニ ング
店 で 平 均 を下 回 るが 、 その 値 は周 辺 区程 度 で あ り、 日常生 活 の利 便 性 も
極端 に悪 くはな い 。
4)生 活 関 連 施 設 の 施設 数 と規 模 の 経年 変 化 の 検 討 か らは、小 売 店数 の数
は、全 体 と して減 少 も し くは現 状 維 持 を続 け て い るが 、売 り場 面積 は増
加 し、個 々 の店 舗 が 大 型 化 して い る こ と、 そ して大 阪市 ・神戸 市 の都 心
で は施設 が 大型 化 す る と と も に施 設 数 も増 加 してい る こ とが わか った 。
5)小 売 店 、食 料 品 店 、飲 食 店 、 サー ビ ス施 設(洗 濯 ・理 容 ・浴 場)等 の
施 設 は 、 い ず れ も周 辺 区 よ り も都 心 区 に集 中 してお り、 その集 中の度 合
い は 、大 阪 市 の飲 食 店 、京 都 市 の飲 食 料 品店 、サ ー ビ ス施 設 で他 の都 市
よ りも高 くな って い る こ とが わか っ た 。 と りわ け京都 市 で は 、最 寄 り性
の高 い洗 濯 ・理容 ・浴 場 な どが 都心 部 にお い て充 実 して い るが 、 この こ
とは 、京 都 市 の 都 心が 日常 生 活 にお け る利便 性 に富 み 、住 宅地 と して機











第4章 関 西 大 都 市 圏 に お け る
都 心 居 住 者 の 生 活 像
4.■ 調 査 の 目 的 と 概 要
4.1.1調 査 の 目 的
都 心 地 域 にお け る居 住機 能 の衰 退 が 指 摘 され てす で に久 しい 。確 か に都
心 は、最 新 の情 報 や 物 が集 積 し、活 気 に溢 れ た商 業 ・業 務 活動 が展 開 され
多 くの 人 々 で賑 わ う昼 間 に比 べ て 、夜 間 は人 の 気 配が 希 薄 で あ る。 しか し
なが ら現 実 に は 、地 元 の商 売 人 や 職 人 、永 く住 み続 け て いる高 齢者 等 、少
なか らぬ 人 々が 住 ん で い る 。 と りわ け関西 の 大都 市 は、職 ・住 ・遊 が 近接
した都 市 と しての 長 い歴 史 を持 って お り、現在 も都 心 部 に多 数 の住 宅 を併
存 させ て い る 。何が 彼 等 の 都 心 居 住 を可 能 に して い るのか 、あ る いは 何が
彼等 に都 心 居 住 を余 儀 な くして い るの か 、 その 条 件 と要 因 を 、現 在都 心 に
住 んで い る 多様 な 居 住者 の都 心 居 住 の 実態 を具 体 的 かっ 総 合 的 に捉 え る こ
とによ っ て明 らか にす る。
4.1.2調 査 の 概 要
(1)調 査 対 象
調査 対 象 と した都 心 居住 世 帯 は 、各 都 市 の都 心 地 区 を熟 知 して い る自治
体担 当者 等 の 協 力 を得 て 、家 族 構 成 や 職 業 、 ラ イ フス テ ー ジ、住宅 の立 地
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条 件 等 を考 慮 した うえで 、訪 問 調 査 の可 能 な もの を抽 出 した 。
京 都 市 …7世 帯(上 京 区 ・中京 区 ・下京 区か ら)
大阪 市 …16世 帯(交 通 機 関 を用 い て短 時 間 で 容 易 に大 阪 市 都 心 部 にア
クセ ス で きるJR環 状 線 の 周 辺 部 を 含 む 都 心 区 か ら)
神 戸 市 …7世 帯(交 通 機 関 を用 い て短 時 間 で 容 易 に神 戸 市都 心 部 にア ク
セ ス で きる 、ポ ー トア イ ラ ン ドを 含 む 都心 区 か ら)


































































…家 族 人数 、年 齢 、職 業 、年収 等
…住 戸 形 式 、所 有 関係 、入 居 の い きさっ 、満 足 度 、
定 住 志 向 等
… 居 住 歴 、転 居 理 由 、故郷 と呼 べ る場 所 、定 住 ・
住 み か え志 向 、今 後住 み た い場 所 等
④都 心 居 住 にっ い て …都 心 居 住 理 由 、都心 居 住 の メ リッ ト ・デ メ リッ
ト、高 層 住宅 にっ い て考 え、都 心 で の子育 て に
つ い ての意 見 、都心 居 住 の行 方 等
⑤ 職 業 にっ い て …通 勤 時 間 、通 勤 時 間の 許 容 限度 、職 業 観等
⑥ 生 活 時 間 にっ い て …平 日の 生活(就 寝 まで の 時間 の 過 ご し方 等) 、
休 日の生 活 、最 も大 切 に して いる 時間等
⑦ ラ イ フ ス タ イ ル … 日常生 活(食 事 ・買物 ・趣 味 ・近 所 付 き合 い等) 、
積極 的 に利 用 して い る(利 用 した い)サ ー ビス
・施 設 等
主 に 、④ 都 心 居 住 、⑥ 生 活 時間 、⑦ ラ イ フス タ イル に重 点 をお いて 聞 き
取 り調 査 した 。
(3)調 査 方法 ・時期
で きる か ぎ り各 世 帯 を 個別 に訪 問 し、周 辺 環境 、暮 ら しぶ り等 を観 察 す
る と共 に 、世 帯 主 ま たは 夫婦 に対 して 、世 帯全 体 の 具体 的 な 生活 の 様子 を
尋 ね る と い う方法 を とっ た 。調 査員 は2名 以 上 、調査 時 間 は2時 間程 度 を
原 則 と し た 。
事 例 調 査 と したの は 、従 来 行 な われ て きた よ うな ア ンケー ト調査 等 に よ
る統 計 的 分 析 で は 個 々 の具 体 的 な 生活 像 に迫 る こ とが 難 しい と考 え たか ら
で あ る 。都 心 居住 の様 子 を居 住 者 自身 の 言葉 で 表 現 して も ら うこ と に よっ
て 、個 別 の生 活 の 全 体 像 を 克 明 に再 構成 す る こ とが 可能 とな り、都市 の違
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いあ る い はラ イ フ ス テー ジ の 違 い等 に よ る都 心 居 住 の 実 態 と問 題 点 を よ り
明確 に捉 え るこ とが で き た。
調 査 の結 果 得 られ た事 例 に っ い ては 、 第2章 の2.1.2ラ イ フ サ イ ク
ル と居 住 問題 での 検 討 に基 づ き、主 と して 家族 型 や ラ イ フス テ ー ジ に着 目
して都心 居 住 の 実態 を分 析 検 討 して い る。
(4)調 査 時 期
調 査 時 期 は 、1990年1月 ～10月 で あ る 。
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4.2 都 心 居 住 の 実 態
4.2.1都 心 居 住 世 帯 の 実 態
(1)ラ イ フス タ イ ルの 概 要
都 心 居 住 世帯 の属 性 な らび に ラ イフ ス タ イル の 概要 は 、表4.2.1に
示 す通 りで あ る。以 下で は 、 ヒア リング項 目 にそ って 、1)現 住宅 へ の入
居 理 由 、2)日 常 生 活 、3)平 日の生 活 時間 、4)休 日の過 ご し方 、5)
現 住居 評 価 、6)都 心 居 住 評 価 、7)都 心 居 住 に対 す る意 見 ・都心 居 住 意
向 、8)都 心 で の子 育 て に対 す る考 え方 等 の 特 徴 を概 観 す る 。
1)現 住 宅 へ の入 居 理 由
現住 宅 へ の 入居 には 、都 心 で あ る こ とを 自 ら望 ん で積 極 的 に選択 した も
の と、 自 ら都 心 に住 む こ とを望 んだ の で はな く、親 の 代 か ら都 心 に住 んで
い たあ る い は何 らか の理 由 に よ っ て都 心 に住 まざ るを得 な い と い う非 選 択
的な もの とが あ る 。選択 的 な もの の 理 由 と して は 「仕 事 の ため 」とい うの
が 最 も多 く、 「良 い 環境 を求 め て 」 「よ り広 い住 宅 を求 め て 」 「親 の そば
に住 み た い 」等 が あ げ られ た 。 「仕 事 」にっ い て は 、サ ラ リーマ ンの場 合
は職住 近 接 に よ る通 勤 負担 の 軽 減 を主 目 的 と して い るの に対 し 、 自由業 や
自営 業 は 、仕 事や 営 業 の効 率 の 良 さや チ ャ ンス の 多 さ等 を求 め てい る こ と
が わか っ た 。
「良 い環 境 を求 め て 」で は 、保 育 所 、病 院等 日常 的必 需 施 設 の充 実 と とも
に、高 層 住 宅 の 見 晴 ら しの 良 さや 都 市 的雰 囲 気等 が 高 く評 価 され て い る 。
一方 、非 選 択 的 居 住 の理 由 は 、 「代 々住 んで い る 」とい うのが ほ とん ど
で 、都 心 に生 まれ 、 都心 で育 っ て い る こ とか ら、特 に都 心 の環 境 が 悪 い と
い う意 識 は無 い 。時 代 に あ わせ て改築 や 建 て替 えを して住 み続 けて い るが 、
税金 問 題 等 で 身動 きが とれ な くな って い る事 例 もあ る 。
2)日 常 生 活
食 生 活 等 にっ い て は 、全 般 的 に家族 人数 が 少 な いほ ど 、 また 、共 働 きの
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表4.2.1都 心居住世帯の属性ならびにライフスタイルの概要














現住宅 まオフ ィス兼用 のた め,立 地条 件を最優 先に選 択。居住 用の賃
貸 マ ノシ ョンだがオ フィス.社 宅,セカンドハゥス等の利 用が 多 く,入れ
替 わ りが激 しく,近 所付 き合いは ほとんど無。 マ イペ ースの生活確保。
白と黒 とでま とめ た室内は 自己表現 の場。休 日には阿 倍野 のマ ンシ ョ














1877年(明治10年)頃1こ建 った 家を1988年に11階建 て の ビル に建て替え。
10階部分に前 住宅を 復元保存,日 常 生活部分新 設。11階は仕 事場。 重
要文化財級の 書画の 表装ゆ え,仕 弔最優先の 生活。 ほとん ど外出 しな
い。5時 起床,食 事前 に一仕 事。昼寝 する ことと10時と3時 にお茶を














































1975年に 木造2階 建 て の店舗 兼住宅 をビルに建 て替え て先代か らの
家業 を継 ぐ。 ビル街だ が特に不 自由は感 じない。 妻は平B仕 事の合 間
に心斎橋 の 夙ポーツ ク ラブで リフ レッシュ,そ の 後デパ ー トで食料品
な どの 買物。夫は休 日1人 で,魚釣 りか十 三の スポー ツク ラブに車で 出






































































































梱包業 港区の マ ンシ ョンの9階 か らの30分の通 動時間が もったいな くて,7'分で すむ都心の マ ンシ ョンの10階に転居。 夫 は夕 食まで にスポ ーツや
ボ ラ ンテ ィア活 動をす る。 妻 は靱 公園で の ジョギ ングを欠 か さず,月
に1度 は無 料の 試写会 ・コ ンサ ー トに 出かけ る。 衣料品 は近 くの問屋

















































































































会社員 大好 ぎな神戸で 快適な都 市生 活をす るため に,夫 は大阪 まで1時 間の
通 勤時間。煩 わ しくな い近所 付 き合い ・プ ライバ シーの確保 ・眺望の
よさを考 えて,ポー トアイランドの18階の住居を選択。 和 室と東京に行
った子供 の部屋は ほとんど使っていない。妻 は毎 日車で王子公園 の近 く














歯科医師 夫は近 くの診療所 にプライベー トルームを持 ち,家 族 に煩 わされ ない
目分の ライ フスタイルを確保。妻は子供 の教育 に一生 懸命。掃除 ・片
付 けに手が 回 らな い。 マ ンションの閉 鎖性を嫌 いよ く外 出。多様 な施
設 の 利 用 が で き何 事 に も選 択 の余 地 があ ること以外,都 心居住 に




























会社員 夫 と長女は体が 悪いので住居 は総 合病院に近 いこ とが第一条件。 夫は
出張で 半分家 にいない生活だが,休 日は家族 でポー トライナーで三宮
に 出かけ る。妻 は子供会を結成 して付 き合 いが広か った。マ ンション
内 の百人一首 クラブ,ポー トアイ ラン ド内の ヨガ教室に参加。子供 の友














三 宮でおか きの卸を してい る。 おか きの工場 が隣 りに あるので夫は よ
く家に出入 りする。12年前 に祖父母 と同居 するために引 っ越 して きた
が,今は亡 くなって親子5人 暮 らし。 買物 も近 くで便利 だ し,外 食な ど
















福祉施設 で共働 きをしている家 庭で,通勤が5分で,住 み慣 れた環境のコ
ーポに居住 。忙 しいので,外 食が多 い。 子供は室内で 遊ぶので,環 境
の悪 さは問題ではな く,人 目があ るので かえ って治安 はよい と考える。
休 日は家 にいるのが好 きで,三宮 にはあ まり出ていか ない。友人 との付










京 区,左 京 区)
親,子 供9,5
歳
行政書士 自宅で事 務所を開い ている。夫は今 の家で生 まれ育 つ。 家で仕事 を して るので子 供と過 ごす時間 が長い。趣 味でアマチュア無線を していて,
その仲間 と家族 ぐるみで交 流。夫は ビデオを視 るの も趣 味。子供の数
















4階建 てRC造 の3,4階 に住んで お り,1階 はガ レー ジ,2階 は自
分の事務所 にな っている。 職住が一 体 とな っていて,仕 事 と休み の切
れ 目が ない。夫は活動 的で多趣味。 人付き合い も多 く,少 年野球 の世
話 をした りもした。10年前に建 て替 えた とき,常 夜 灯と時計 とチャイ











教員 京 都で小学校に動 めていた。今 は一応引退 して週3日 教員の指導 を している。今出川通 りに面 した角地100坪を持っており,周 りに ビルが増
えて行 く中,町 屋 のよ さを残 して増改築を行 い住 んでい る。 夫はボ ラ
ンテ ィアに関心が あ り,小 学校で 教え てい たときの経験 を活か して孤


























































紙卸問屋 航空会社 に勤め る娘 と2人 暮 らし。自宅 で紙製品の卸を やっている。商
売のた め町中に住 んでい る。趣味 はお茶 とお花。絵 も好 きで.月 に2
回教え てい る。休 日は友達 とお しゃべりを したりする。 また娘の仕事の
関係で,旅 行に よ く行 く。国 内は年3回 くらいは行 くし,海外 旅行 も
よ くする。
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方 が 専業 主 婦 の い る世 帯 よ り も外 部 の サ ー ビスへ の依 存 度 が 高 い よ うで あ
る 。 しか し例外 も あ り、 単 身 者 で も全 くの 手 作 り派 もい る 。子 供 の い る世
帯 で は子 供 の嗜 好 が ラ イ フ ス タ イル に影 響 して い る よ うで 、 「外 食 」 も、
楽 しみ とす るタ イプ と 日常 的 な食 事 の 一 環 とす るタ イプ とが あ る 。
「買物 」にっ い て は、 ス ー パ ー 、生 協 、市 場 、 デ パ ー ト等 多 様 で あ るが 、
大 阪市 で は デ パー トが惣 菜 等 日常 品 の買 物 場 所 にな っ て い る 。閉 店 間 際 に
安 くな っ た惣 菜 を 買 うのが 楽 しみ とい うの は 、大 阪 的 な都 心 居 住 の楽 しみ
方 とい え るよ うで あ る 。
近 所 付 き合 い にっ い て は 、無 関心 な 人 が 多 いが 、 付 き合 い の量 や 質 は 、
ライ フ スタ イル や ラ イ フ ス テー ジ に よ る差 が み られ る。 町 内会 活 動 に っ い
て も同 様 で 、子 供 を媒 介 に し て付 き合 いが 広 が り、深 まっ て い る こ とが 多
く、子 育 て期 を す ぎ る と近 所 づ きあ いが 少 な くな る傾 向 が み られ る 。
3)平 日の 生 活
職 住近 接 あ るい は職 住 一体 の人 は 、通 勤 時間 が 少 な い分 、 時 間 的 に余裕
が あ るため 、 また 、仕 事 と私 生 活 との け じめ をっ け る ため 、 平 日で もア フ
ター フ ァイブ を楽 し んだ り、昼 休 み に ア ス レチ ッ ク クラ ブ で 汗 を流 す等 活
動 的 に時 間 を使 っ て趣 味 を楽 しん で い る 。一 方 、都 心 に住 ん で い て も必 ず
しも職 住 近接 でな い 人 は 、平 日の夜 に外 出す る こ とは あ ま りな く、 自宅 で
テ レビや ビデオ を み て過 ご し てい る 。
専 業 主婦 は 、平 日の昼 間 、 ス ポー ツや 習 い事 、 講演 会 や 様 々な イベ ン ト
等 に積 極 的 に出 か け 、都 心居 住 の メ リッ トを 十分 に享 受 し、楽 しんで い る
タ イプ が 多 い 。
4)休 日の生 活
休 日の過 ご し方 に は職業 に よ る違 いが み られ る 。 自営 業 に は休 日は 家 で
ゆ っ く り休 養 す る ものが 多 い 。一 方 、 サ ラ リー マ ンや 共 働 き には 、家 族 と
一 緒 に スポ ー ツや シ ョッピ ング 等 に出か け る と い う活 動 的 な タ イプ が 多 い
。
普 段家 族が バ ラバ ラ で あ る こ とを償 うため に努 力 を して い る よ うで あ る。
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但 し、共 働 きの主 婦 の 中 に は 、休 日に普 段 で きな い家事 をす るこ とが 多 く
ゆ っ く り休 養 で きな い もの も い る 。
5)現 住 居 評 価
現住 居 に対 す る評 価 を 、 ◎ 十分 満 足 、Oま あ満 足 、△や や 不満 、 ×不
満 の4段 階 に分 け 、都 心 に住 む こ とを 自 ら選 らん だの か ど うか とい う こ と
(選択 的 居住)と の 関係 を み る と表4.2.2の よ う にな る 。住 宅 の 評価
は主 に 、 「住 宅 の広 さ 」 「使 い勝 手 」 「積 層 集 住 」等 に関 す る実態 の 影響
を受 け て い る こ とが わ か る 。本 調 査 で は 、現 住 居 に不 満 な 人 は いな か っ た。
また、何 らか の 理 由 で都 心 に住 まざ るを得 な くて住 んで い るもの(非 選 択
的居 住者)よ り選 択 的居 住 者 の方 が 、現 住居 に満 足 して い る人が 多 い こ と
が わか った 。
表4.2.2現 住居評価と都心居住の選択性との関連
現 住 居 評 価
十 分 満 足 ま あ 満 足 や や 満 足 不 満
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6)都 心 居住 評 価
都 心 居 住 にっ い てのプ ラ ス の評 価 は 、 交通 や 買 物 、施 設 利 用 、情 報 へ の
接 触 等 の利 便 性 に関 す る もの が 最 も多 い 。そ して 、 わず らわ しい近 所 付 き
合 いが な い 一方 で 、 多様 な 人 々の集 ま りが 出会 いの 機 会 を豊 か に して い る
こ と等 、 人間 関係 や 付 き合 い に関 す る も のが これ に次 いで い る 。職 場 に近
く機 能 的 で あ る こ と、 あ る い は盛 り場 等 刺 激 的 な 生 活 環 境 を 評 価 す る もの
も少 な くな い 。そ の他 に は、 地価 が 高 い とい うの をプ ラ ス評 価 し て い る も
の もあ り、投 機 的 目的 を持 っ た都心 居 住 が 存 在 す る こ とが うか が え る 。
デ メ リ ッ トに関 して は 、騒 音 、 大 気汚 染 、緑 の 少 な さ 、車 の 氾 濫 、駐 車
場の 不足 等 、都 市環 境 に関 す る ものの ほか 、浮 浪 者 や 悪 い刺 激 の 存 在 、身
近 な 日常 生 活 関連 施 設 や 公 的 市民 サー ビ スの 不 足 等 が 指 摘 され て い る 。
ま た、居 住 者が 減 少 して きて い る こ とか ら、 近 所 付 き合 いが 少 な くな っ
て し ま った 、子供 の遊 び 相手 が い な い等 が 問 題 と して あ げ られ て い る 。
7)都 心 居 住 に対 す る意 見 ・都心 居 住 評 価
調査 対 象 者 が現 在 居 住 して い る都 心 に 、将 来 一 般 世帯 が 住 め るか ど うか
と い うこ とに対 して は、 「わ か らな い 」 と答 え た ものが 半数 以 上 を 占め る
が 、 「住 め る 」とす る もの と 「住 めな い 」とす る ものが 均 衡 して い る 。 し
か し自 らは 今 後 も住 み 続 けて い こ う と考 え て い る もの は 多 い 。住 み続 けた
くな い と考 えて い る ものが 今 後 住 み た い場 所 と して あ げ るの は 、郊 外 とい
うのが多 く、 田舎 に住 み た い とい うもの は 少数 で あ る。比 較 的 自然 に恵 ま
れ た居 住環 境 の 中で 、生 活 利 便 性 の 高 い都 市 的 生 活 を享 受 した い との 意 向
の あ らわ れ と考 え られ る 。
都 心居 住 に対 す る意 見 と、 都心 居 住 意 向 を ク ロ ス させ る と表4 .2.3
の よ うにな る 。 「都 心 に住 み た くて 、今 後 も住 め る 」 と い う人 は 、京 都市
・神 戸 市 には い るが 、大 阪市 の調 査 対 象 者 には お らず 、今 後 は 都 心 に住 め
な くな るで あ ろ う と考 え て い る 。 「都 心 に住 み た くな い し今 後 ます ます住
めな くな るで あ ろ う 」と考 え て い る人 は 、全 員 郊 外 に住 み た い と して い る 。
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表4,2.3都 心居住 に対す る意 見 と都心居住意 向
都 心 居 住 論
○ 住める x住 めな い その他の意見 特に意見なし
事例24 事例5 事例30 事例28
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8)都 心 で の子 育 て に対 す る考 え方
子 育 て にっ い て は 、都 心 は 子供 を育 て る環 境 と して不 適切 だ と考 えて い
るもの と、 都心 に子 供 を育 て る環 境 として の長 所 を見 い出 して いる もの 、
そ して 「ど こで も同 じ 」と考 えて い る もの とが あ る。
不 適 切 と考 えて い る もの は 、 自然 環 境 に恵 まれ な い 、交通 事 故 の危 険性
が 高 い 、悪 い誘 惑が 多 い、 児童 数 が 減 少 して教 育環 境 が 悪 くな って きて い
る 、遊 び 相 手 や 安 全 な 遊び 場 が 無 い等 を理 由 と して い る。 そ して それ らの
悪 条件 を カバ ー す る ため に、 ス ポー ツ クラブ に入 れ た り、様 々な イベ ン ト
に参加 す る 、 習 い ご との送 り迎 え をす る等 の 努 力 を して い る 。
これ に対 し肯 定 派 は 、教育 施 設 や 環 境 を特 に悪 い とは考 えず 、児 童 数が
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少 な い こ とも 、先 生 の指 導 の 目が 行 き届 い て 良 い 、 また 、遊 び 場 の不 足 や
戸外 の環 境 の 悪 さ も、室 内遊 び が 主流 に な っ た今 日 に あ っ て は 、 あ ま り問
題 にな らな い等比 較 的 楽 観 的 な 考 え を持 っ て い る 。都 心 の 団 地 住 ま いの 場
合 は 、子 供 の数 も多 く遊 び場 も 充実 してお り、 お互 い の助 け合 いが 可 能 で
あ るこ とか ら、子 育 て に は便 利 と考 え る等 、 む し ろ都 心 居 住 を積 極 的 に評
価 して い る。
(2)都 心 居 住 者 の類 型
現在 都心 に居 住 して い る30事 例 に対 し ヒア リ ング 調 査 を行 な っ た結 果 、
第2章2.3.2(3)都 心 居 住者 の類 型 で 推 察 した よ う に 、現 在 の 都 心
居 住者 は 、都心 に住 む とい うこ と に選 択 の余 地 を持 っ か ど うか とい う 「居
住 地 の選 択 性 」 と、都心 に住 む こ と に よ って享 受 で きる楽 しみ を生 活 に取
り入 れ よ うと して るか ど うか とい う 「都 市 的楽 しみ 享 受 の 積 極 性 」 と に よっ
て類型 化 す る こ とが 、都 心 居 住 問 題 を検 討 す る に あ た っ て有 効 で あ る と考
え られ る 。
そ こで まず 、都 心 に住 む とい う こ と に積 極 的 な 選 択 の 余 地 を持 っ か ど う
かで 、選 択 的居 住 と非選 択 的 居 住 に分 類 す る 。職 住 近 接 が 実 現 され て いて
も、その 住 宅が 居 住 者 自身 が 選 択 し た もの でな け れば 、非 選 択 的 居 住 とな
る 。例 えば 、親 が 住 んで い た住 宅 をそ の ま ま引 き継 い だ場 合 や 、投 機 目的
で購入 した住宅 が た また ま空 い て い る とい う理 由で 住 んで い る場 合 、 あ る
いは以 前 選 択 した住 宅 で は あ るが 、社 会 情 勢 の 変 化 に よ っ て都 心 居 住 の 必
然 性が な くな って しまっ て い る に もか か わ らず 、税 金 の 関 係 等 で 住 み 続 け
ざ るを得 な い場 合 な どが あ る 。
次 に 、都 心 に住 む こ とに よ っ て享受 で きる楽 しみ ・ゆ と りを生 活 に取 り
入 れ よ う と して るか ど うか で 、楽 しみ 享 受積 極 型 と楽 しみ享 受 消 極 型 に分
類 す る 。 これ は単 に様 々な サ ー ビ スや 利便 性 享 受 の 実態 の こ とを さ して い
るので は な い 。例 えば 、職 住 近 接 に よ って通 勤 時 間 を節 約 し、家 族 と共 に
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過 ごす 時 間 を楽 しむ等 も 、楽 しみ 享 受 積極 型 とす る 。
両者 の 関 係 か ら、都 心 居 住 者 は 、表4.2.4の よ うに4っ に類 型化 で
きる 。 ヒア リ ング 事 例 は表4.2.5の よ う に分 類 で き るこ とか ら、 選択
的居 住 ・楽 しみ享 受 積 極 型 が 多 い こ とが わか る 。主 と して地 元 と結 び っ い
た自営 業 、 自由業 、共 働 き等 が 中心 で あ る 。一 方 、非 選 択 的居 住 ・楽 しみ
享受 消 極 型 は、親 の家 を引 き継 い だ事例 が ほ とん どで あ る。
表4.2.4都 心居住者の類型
類 型 ■ 選択的居住 ・都市的楽しみ享受積極型
自由で便利な生活 を楽 しむために、都心に住む ことを
自ら積極的に選択
美頁型II 選択的居住 ・都市的楽 しみ享受消極型
仕事 に有利 という理由等で都心を選択 して住んでいるが.
都市的楽 しみの享受には無関心あるいは消極的
類 型III 非選択的居住 ・都市的楽しみ享受積極型
仕事その他の理由で都心 に住 まさるを得ないという条件
の中で、都心に住むことによって得 られ る都市的楽 しみ
を積極的に享受
類 型IV 非選択的居住 ・都市的楽しみ享受消極型




類 型III 類 型 ■
選択的
居住







選 択 的 居 住 非 選 択 的 居 住
都 大 事例 1 事例 6 事例 3 事例 4
市 事例 8 事例 9 事例 5 事例 12
的 阪 事例 11 事例 15
楽
し 神 事例 17 事例 18 事例 22
み 戸 事例 19 事例 23
　
積 旱
極 受 京 事例 27 事例 30 事例 25 事例 26
型 都
都 大 事例 11 事例 13 事例 2 事例 7
市 阪 事例 14 事例 16
的L
楽 神 事例 20 事例 19
し 戸
消 み ・
極 享 京 事例 28 事例 24 事例 29
型 受 都
4.2.2家 族 型 ・ラ イ フ ス テー ジか らみ た都 心 居 住 の 実 態
以 下 で は家族 型 や ラ イ フ ス テ ー ジ毎 に都 心 居 住 実 態 の 概 要 を述 べ 、典 型
例 にっ い て 、その 生 活 の 全 体 像 を 明 らか にす る
(1)単 身 世帯 の 都 心 居 住
1)単 身 世 帯(事 例1,8,28)の概 要
3例 と も地 方 出身 の女 性 の 事 例 で 、 賃貸 マ ンシ ョ ンに住 んで い る 。仕 事
の ため に都 心 居 住 を選 択 してお り、職 住 近 接 に よ って 時 間 的 に恵 まれ 、1
人故 に相対 的 に空 間 的 に も恵 まれ 、所 帯 じみ た 近 所 づ きあ い は しな いが 仕
事 や 趣 味 を通 して の 人 間関 係 に も恵 まれ て 、 シ ング ル ラ イ フ を 楽 しん で い
る。何 事 につ い て も高 い選 択 性 を持 っ てお り 、都 心 居 住 に最 も適合 的 な家
族型 で あ る 。
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2)単 身世帯の典型事例
事例1 類型 選択的居住 ・楽しみ享受積極型
フ リー で活 躍 す る イ ンテ リア デザ イ ナー 。1フ ロア5戸 、12階 以 下 は
ワンル ー ム とい う15階 建 マ ン シ ョ ンの13階 に居住 。高校 生 の 頃か ら一
人暮 らしの 経 験有 り 。現 在 は 多 くの仲 間 に支 え られ て仕 事 も生 活 も順 調 で
あ るが 、何 もか も一 人 で切 り盛 りす るの は少 々 大変 で 、寂 しい と感 じる こ
ともあ る。 シ ングル 志 向 で は な いが 、仕事 が 十 分安 定 して いな い今 の 状態
で は家 庭 を 持 っ こ とは考 え られ な い との こ と。家事 労 働 に関 して は 、時 間
と労 力 を節 約 し よ う とす る合 理 派 で 、朝 食 はパ ン とコー ヒー と ビタ ミ ン剤 。
昼食 や 夕食 は外 食が 多 い 。時 間 をみ っ け ては 、 ア ス レチ ッ ク ・クラブ や 美
術 館 に行 く等 、積 極 的 に周 辺 の スポ ー ツ施 設や 文 化 施設 を利用 して い る 。
週 末 には 、近 くの マ ン シ ョ ン に住 む母親 の所 で休 養 、 リフ レッシュ す る と
い うマ ル チ ハ ビ テ ー シ ョン を実 践 して い る。
事例8 類型 選択的居住 ・楽 しみ享受積極型
三重 県 出身 の 俳 人 。茶道 、華 道 、裁縫 の師 範 で もあ る。都心 部 で 何度 か
の転 居 を 繰 り返 した後 、現 住 所 に落 ち着 く。6階 建 マ ンシ ョ ンの3階 、2
LDKに 居 住 。 自宅 を茶 ・華 道 や 裁縫 を教 える教 室 と して も使 って い る 。
交通 の便 が 良 く、仕 事 帰 りのOL等 生徒 が 集 ま りや す い 。居 住用 マ ンシ ョ
ンの は ず だが 事 務 所 にな って い る とこ ろが 多 く、近所 づ きあ いは ほ とんど
無 い 。周 辺 は 昔 の船 場 の 名 残 りを残 す 地 区で ・便 利 で 町の 雰 囲 気 も良 いの
で 気 に入 っ て い る.大 阪 人 艘 敬 、い し・か げ ん さが 好 き・姓 の様 々な経
験 を経 て 、仕 靴 遊 び の 区 別 の無 ・域 に達 レ 多 くの人 々 とサ ラ リ とつ き
あ う楽 し さ を心得 て い る 。家 事 労働 につ いて は ・単 身故 に こそ 時間 と労 力
を惜 し まず 、創 造 性 を発揮 す る機 会 と して楽 しむ余 裕 を持 っ てい る 。
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(2)子 育 て期 世 帯 の 都 心 居 住
1)子 育 て期 世 帯(事 例9,10,11,12,13,14,15,17,19,20,21,23,24,27,29)
の 概要
調 査 に協 力の 得 られ た 子 育 て期 世 帯 の 事 例 の約 半数 は共 働 きで 、 主 婦 は
い ずれ もフ ル タイ ム 勤 務 で あ っ た 。共 働 き世帯 は 、保 育 所 や 職 場 に近 い こ
とを理 由 と して都 心 居住 を選 択 し てい るが 、殆 どの事 例 が 三世 代家 族 あ る
いは近 くに親 が い る等 、何 らか の 形 で 援助 を受 け る こ とが で きる体 制 を作 っ
て い る こ とか ら、 子 供 を育 てな が らの居 住 環 境 と して十 分 で はな い こ とが
窺 え る。 これ は 、子 供 が 育 っ 環境 と して も十 分 で はな い と い う こ とで もあ
ろ う。 しか し、共 働 き世 帯 は 、子 育 てや 教 育 に関 しては楽 観 的 で 、都 心 の
環 境が 子 供 の 成 長 ・発 達 に悪 影響 を及 ぼ す とは 考 えて い な い 。む し ろ情 報
が 豊 富で 、多様 な施 設 が 集 積 した都 心 生 活 の 経 験 は 、子 供 の視 野 を広 げ 、
社 会へ の 適 応 力 を高 め る と考 え てお り、コ ンサ ー トや イベ ン トへ の参 加 等 、
都 市 的楽 しみ の享 受 に も積極 的 で あ る 。
一方 、共 働 きで な い世帯 の事 例 は、 す べ て核 家 族 で あ っ た 。 その 内の 半
数 は親 が 以前 に購 入 して あ っ たマ ンシ ョン に住 ん でお り、子 育 て環 境 と し
ての都 心 に対 して 、空 気が 悪 い 、地 域 の小 学 校 の児 童 数 が 少 な く教 育 上不
安が あ る、安 全 な 遊 び場 が 無 い 、交通 事 故 の危 険 性 が 高 い等 、不 平 ・不満
を持 って い るが 、仕 事や 経 済 的 な 問題 等 で住 み 替 えが で きな い状 況 にあ る 。
2)子 育 て期 世 帯 の典 型 事 例
事例14 類型 選択的居住 ・楽 しみ享受消極型
小 学生 の 子 供 を 一人 持 っ会 社 員 と公 務 員 の 共 働 き世 帯 。夫 の職 場 の す ぐ
横 の 大規 模 な 中高 層 マ ンシ ョ ン団 地 に住 んで い る 。夫 の 父 も、妻 の 母 も同
団 地 のマ ンシ ョ ンの 別 棟 に住 んで い る 。妻 の 母 は 土 日以 外 は ほ とん ど同 居
し・家 事 ・子 供 の 世 話 を して い る 。夫 の 父 は 出勤 前 にや っ て きて朝 食 を共
に して 出勤 し、5人 揃 って の 夕食 をす ませ てか ら 自宅 へ 帰 る とい うラ イ フ
ス タ イル で あ る 。夫 の 仕事 は フ レッ ク ス タイ ム 制 な の で比 較 的 時 間の 融 通
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をつ けや す い 。通 勤 時 間 は 徒 歩3分 。昼 食 時 は 自宅 に も ど って くる・妻 の
通勤 時 間 は53分 。残 業 も多 く、妻 には 家事 が 十 分 にで きな い 、息抜 きが
で きな い とい う慢性 的不 満 が あ る 。休 日 も、買 物 、掃 除 、子 供 の世話 で 時
間が 過 ぎて い く。マ ンシ ョ ン周 辺 の 小 学 校 の児 童 数 は 大阪 で 一番 多 く、都
心 で も友 達 には 不 自由 して い な い 。子 供 は猫 や 犬 を飼 い たが ってお り、禁
止 され て も いな い が 、 マ ンシ ョ ンで は飼 うべ きで はな い と考 えてい る 。専
業 主婦 な ら郊 外 の 一 戸 建 に済 み た いが 、共 働 きを続 けて い くため には都 心
居 住 でな けれ ば と考 えて い る 。
事例15 類型 選択的居住 ・楽しみ享受積極型
公 務員 の共 働 き世 帯 。夫 婦 と夫 の母 親 と子 供2人 の5人 家 族 で あ る 。通
勤や 買物 に便 利 とい う理 由 もあ るが 、保 育 園 に近 い こ とが 住 宅 選び の 第一
条件 で あ っ た 。高 速 道 路 が す ぐそ ば を走 る城 北 運河 に沿 って大 小様 々な マ
ンシ ョンの 乱 立 す る地 区 に建 っ14階 建 のマ ンシ ョ ン。大 阪市 の住 宅 供給
公社 の 分 譲 住 宅 で 、 全住 戸 数 は78戸 。7階 の4LDKに 住 んで6年 にな
る 。通 勤 時 間 は夫が65分 、妻 は20分 で あ る 。す で に保育 園 とは縁 が な
くな っ て い るが 、 交 通 の便 も良 く、 近所 づ きあ い も程 々で 自 由な住 み 方が
許 され るの で 気 に入 って い る 。生 協 の グ ルー プ購 入 で 夜 に配達 して も らえ
るの もマ ン シ ョンの 規模 が 大 き く、 共働 き世 帯 も多 いか ら。風 向 きに よっ
て嫌 な 匂 いが し た り、高 速 道 路 の 音 が喧 しか っ た りす るが 、窓 を 閉め れ ば
気 にな らず 、特 に都 心 故 に 困 っ た こ とは無 い 。子 育 て に関 して は、居 住環
境 よ りも家 族 関 係 の 方 が影 響 が 大 きい と考 え てお り、家 族 生活 を大切 に し
て い る 。家 事 は殆 ど妻 の仕 事 とな って い るが 、食 事 の後 片 付 け は夫が す る。
また 、休 日に は夫 は2人 の子 供 と一 緒 にプ ール や 図書 館 等 へ 出か け、妻 が
1人 の 自 由な 時 間 を持 て る よ う心 を配 って い る 。2人 とも大 阪の 出身 で は
な いが 、大 阪 が 気 に入 って い る 。 と りわ け夫 は大 阪 人の 親 しみや す い 人柄
を 、妻 は大 阪 弁 に は馴染 め な い とは い う ものの 、映 画や 芸 術 等 、文 化 的 に
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恵 まれ て い る こ とを評 価 し て い る 。子 育 てが 終 わ る まで は都 心 に住 み 続 け
るっ も りで あ る 。
事 例17 類型 選択的居住 ・楽しみ享受積極型
子 供 の就 学 を機 に明石 市 の 公 団 賃 貸 住 宅 か ら住 み替 え て10年 にな る 。
夫 は公 務 員 、妻 は専 業主 婦 で あ る 。通 勤 に便 利 で妻 の 実 家 に近 い都 心 部 山
手 のマ ンシ ョ ンは 、物価 が 安 く生 活 しや す い地 区 に あ る 。 間仕 切 りを取 っ
て広 げ た リ ビ ング には意 識 的 に もの を置 かず 、す っ きり し た スマ ー トな生
活空 間 をっ く りだ して い る 。夫 は健康 の ため30分 の 徒 歩 通 勤 。妻 は週3
回 テニ ス に通 って い る。趣 味 や 買物 の ため に ほ とん ど毎 日三 宮 の 繁 華 街 に
出 か け る 。都 心 居 住 の メ リッ トは 、足 の便 の 良 さ と買 物 の しや す さ、 デ メ
リッ トと して は、駐 車 場 が 無 い こ とを あ げ て い る 。車 社 会 には 反対 で あ る
が 、休 日の こ とを考 え る とや は り車 が ほ しい とい う 。都 心 で の子 育 て にっ
い ては 、交 通量 が 多 く、遊 び 場 が な い とは い う もの の 、六 甲 山 を背 に 自然
に も恵 まれ 、買 物 や 映 画等 に も便 利 な の で 、住 み心 地 と して は まあ まあ満
足 して い る 。子 供 は小学 生 の 頃 か ら三 宮 の繁 華 街 ヘ ー 人 で 映 画 を見 に い く
等 、早 くか ら社 会 性 を身 にっ け て い る 。繁 華街 で不 良 に脅 迫 され 、金 品 を
ま きあ げ られ た こ と もあ るが 、都 心 だ か ら特 に危 険 だ とは思 っ て いな い 。
マ ンシ ョン居 住 者 の 中 に暴 力 団 関 係者 が い るが 、 その ため にか え って治 安
が 良い と考 えて い る。 しば ら くは定 住 す るっ も りで あ るが 、近 くで設 備 の
良 い新 しいマ ンシ ョ ンが手 に入 れば 、住 み 替 え た い 。計 画 的 にっ く られ た
郊 外 団地 よ り も様 々な 施設 や 人が 入 り混 じって 選 択 の幅 の 広 い都 心 の方 が
好 き・家 は 一番 くつ ろげ る場 所 で は あ るが 、休 日 には 、家 族 が それ ぞ れ 別
々に外 出 し、 自由 な 時間 を楽 しん で い る 。
事例23 類型 選択的居住 ・楽 しみ享受積極型
福祉施設に勤める共働き世帯。夫婦 と子供2人 の4人 家族。主人の母親
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と同居 す る予 定 で ・前住 地 付 近 の よ り広 い住 宅 へ の住 み替 えを 計画 。コ_
ポ ラ テ ィブ方 式 に よ っ て 自分 達 の希 望 を 十分 に生 か した現 住宅 、38戸 か
らな る10階 建 マ ンシ ョンの9階 の5LDKに 入 居 して約 半年 にな る 。周
辺 は 神戸 の 旧繁 華 街 。1階 に はス ー パ ーマ ー ケ ッ トが 入 って い る。通 勤 時
間 は徒 歩10分 。勤 務 時 間 は9時 か ら17時 迄 と12時 か ら21時 迄 の二
交 代 制 で 宿 直 もあ る 。残 業 は無 いが施 設 として は24時 間対 応 なの で 何 か
あ っ た らす ぐに行 か ねば な らな い こ とか ら、職 場 に近 いの は住 宅選 び の第
一条 件 で あ っ た 。以 前 か ら都 心 には住 み 慣 れ てお り、特殊 な 環境 だ とい う
意 識 は 無 く、子 育 て にっ い て も特 に都 心 で あ る こ とを意識 したこ とは 無 い 。
病 院 や 公 的施 設 等 の利 用 に便 利 で あ る こ とや 交 通 の便 の 良 さ、 人 目が あ る
こ と に よる治 安 の 良 さ等 、都心 居 住 に はデ メ リッ トよ り もメ リッ トの 方が
大 きい と考 え て い る 。家 族 揃 って の 夕食 は週 に2,3回 。外 食 す る こ とが
多 い 。 ま た、 ビデ オ の宅 配 、カ タ ログ シ ョッ ピ ング 、蒲 団の 上 げ下 ろ しを
省 くため のベ ッ ト就 寝 等 、時 間や 手 間 を節 約 す る物 や サ ー ビ スは積 極 的 に
利 用 して い る 。仕 事 は生 活 の ための 手 段 と考 えて お り、友 人 や仲 間 との付
き合 いや 夫婦 共 通 の 趣 味(麻 雀 、 ゴル フ)を 大切 に して い る 。麻 雀 室が あ
り、 しば しば泊 っ て い く客 もあ るが 、特 別 な 世話 をす るわ けで もな い ので
苦 にな らな い とい う開 放 的 な住 み 方 で あ る 。マ ンシ ョンでの 近所 づ きあ い
も楽 し く、現 住 地 に故 郷意 識 を持 って お り、定 住 志 向が 強 い 。
事例29 類型 非選択的居住 ・楽しみ享受消極型
親 か ら受 け継 い だ染 呉 服 の 卸 業 を営 む 自営 業 者 。主 人 は京 都 の 都心 で生
まれ 育 っ た 。専業 主 婦 の 妻 と3人 の子 供 の5人 家 族 。 自宅 は細 い路 地 を入 っ
て突 き 当 た りの60坪 の 一 戸 建 で あ るが 、会 社 の 女子 寮 を改築 したも の 。
町 な か の わ り には静 かな の で 良 いが 、 リビ ングや ダ イ ニ ングへ の 日照が 十
分 で は な い の でや や 不 満 。 しば ら くは住 み続 け る予定 で あ るが 、い ず れ職
場 の 隣 に住 ん で い る 両親 と同居 す る こ と にな っ てい る 。近所 に次 々 に建 っ
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高 層 マ ンシ ョンの機 能 的設 計 に多少 憧 れ てい る 。都 心 居 住 にっ い て は 、 交
通 の便 の 良 さを評 価 して お り、デ メ リッ ト}まほ とん ど無'と 答 え て い る ・
しか し、遊 び場 が 少 な い こ と、地 域 の4・学 校 の規 模 が 小 さ す ぎる こ と等 ・
子 育 て に関す る悩 み は あ る 。友達 を増 や す ため もあ って 、子 供 は3人 と も
私立 の 学校 に通 わ せ て い る 。 それ ぞ れ ピ ア ノや 水 泳 、塾 等 に通 って い る こ
とか ら忙 し く、地 域 の子 供 と遊 ぶ こ とは ほ とん ど無 い 。
(3)成 熟 期 世帯 の都 心居 住
1)成 熟期 世 帯(事 例2,4,6,7,22,25,26,30)の概 要
この 時期 の 事例 は 、殆 どが 先 祖 か ら土 地や 仕 事 を受 け継 いで き た 自営
業 の世 帯 で あ っ た 。時代 の 変 化 に よ っ て仕 事上 で は都 心 居 住 の 必 要 性 が 無
くな っ て きて い る もの も あ るが 、地 域 へ の 愛 着 は 強 く、薄 れ ゆ く地 域 コ ミユ
ニ テ ィの 要 と して 、 また地 域 で の ボ ラ ンテ ィア 活 動等 に積 極 的 に取 り組 み
なが ら住 み続 け る て い る。 いず れ も自分 達 の 子 供 が 小 さか っ た頃 の都 心 は、
地域 社会 の 繋が りも健在 で空 き地や 道 路 等 子 供 の 遊 び場 に も不 自由 は無 く、
長 い伝統 を持 っ た地 域 の小 学 校 は教 師 も優 秀 で 、教 育 環境 と して む しろ優
れ て い た等 、子 供 を育 て る環 境 と して も悪 くな か っ た と答 えて い る 。 しか
し、現在 な らび に今 後 の都 心 にっ いて は 悲観 的 で 、子 育 て に は適 さな い と
考 え てい る 。土地 を 自 己所有 して い る ものが 多 く、近 年 の 地 価 高 騰 に よ る
相続 税 問題 が 新 たな悩 み の 種 とな っ て い る 。
2)成 熟 期 世 帯 の典 型 事 例
事例2 類型 非選択的居住 ・楽しみ享受消極型
1830年(天 保元 年)創 業 の表 具 屋 の5代 目 。土 地 を手 放 して は い けな
い とい う祖 父 の 遺 言が あ り、都心 に住 み続 け て い る 。100年 ほ ど経 った
家 を1988年 に11階 建 の ピル に建 て替 え たが 、 その10階 部 分 に前住
宅 の 一部 を復 元 して接客 用 と し、エ レベ ー タ ー ホ ー ル を は さ んで も う一 方
に 日常 生 活 の ため の 住 戸(6DK)を 設 け た 。9階 以 下 は貸 事 務 所 で15
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社 が 入 っ て い る 。重 要 文 化 財 級 の 貴重 な書 画 を扱 うの で 、人 目に晒 され る
の を嫌 って 仕 事 場 は11階 に あ る 。十 数 人 の弟 子 が い た時期 もあ るが ・今
は1人 で 気 の 向 くま ま、 気 の済 む まで仕 事 を して い る 。豊 中 に200坪 の
土地 を 所有 して お り、貸 駐 車 場 に して い る 。主 人 は茶 道 、華道 、絵画 等 に
造詣 が 深 く、貴 重 な 書画 ・骨 董 を数 多 く所有 。来 客 が 多 い こ とや 大 事 な あ
つか りもの が あ る こ とな どか ら、休 日も ほ とん ど外 出 しな い とい う習 慣が
身 につ い て い る。建 て替 え後 は エ レベ ー ター に乗 らな けれ ばな らな くな り、
自分 の家 な の に他 人 と乗 り合 わせ る こ とが あ る ため 、服 装等 に気 をっ けね
ばな らな い等 、 よ け い にお っ く うで外 出 回数が 減 って い る 。毎 日5時 に起
床 、朝食 前 に 一仕 事 す る 。昼 食 後 に昼 寝 す るこ と と、10時 と3時 にお茶
を煎 て る こ とは50年 ほ ど続 い て い る習 慣 で あ る 。仕事 の 関係 上 、美 術 館
へ は足 を運 ぶ こ とは あ るが 、 そ の他 の都 市施 設 や サ ー ビス にっ いて は無 関
心 で、 日常 の生 活 領 域 は非 常 に狭 い 。娘 は家 事 手 伝 い で 、仕事 の 後継 者 が
いな い のが 悩 み で あ る 。
事例4 類型 非選択的居住 ・楽しみ享受積極型
京 都 の北 山 出身 の銘 木 問 屋.1949年 、横 堀5丁 目 にあ った借家 消 失
を機 に南 久 宝寺 に住 み 替 え 。阪神 高 速 道 路建 設 に伴 う立 ち退 きで 、現 住 地
を購入 、4階 建 の 事 務 所 併 用 住宅 と倉 庫 を建 設 。倉庫 の 上 に2人 の従 業 員
が 住 み込 ん で い る 。周 辺 は 狭 い道 路 に交 通量 が 増 え、危 険 で あ るば か りで
な く、物 流 も困難 にな って きて い る 。騒 音や 空 気 の汚 れが 激 しい ため 、窓 、
障 子 、 カ ー テ ン等 は閉 め 切 って い る 時が 多 い。店 を継 ぐ予 定 の長 男 が2軒
隣の マ ンシ ョンか ら通 っ て くる 。 また 、通 いの家 政 婦が お り、掃 除 、 洗濯 、
夕食 の準 備 等 を して い る 。仕 事 柄 、朝 は早 いが 、終 業 は5時 。夫や 従 業塚
や 息子 夫婦 は ア フ タ ー フ ァイ ブ を楽 しむが 、妻 は 、住 み込 み の従 業 員 が外
出か ら帰 っ て くる まで テ レビを 見 た り、小 説 を読 ん だ り して 自宅で 待 って
い る。休 日 には 、 夫婦 で 映 画 や レス トラ ン等 、外 出す る こ とが 多 い 。旅 行
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好 き。神戸 市 の阪 急 沿 線 に 住 む こ とに憧 れ て い る 。現 在 、近 所 づ きあ いは
ほ とん どな く、町 内会 は消 滅 に近 い 。息 子 は、 都 心 は 機 能 中 心 で あ り、 人
が 住 まな くな るの は 当然 と考 え て い る 。騒 音 、 振 動 、 大 気汚 染 等 の現 状 か
ら、居 住 との両 立 には無 理 が あ る 。居 住 環境 を守 ろ う とか 改善 しよ う とか
す るの は時 代遅 れ と考 え てお り 、 いず れ 住 み替 え た い と考 え て い る 。
事例25 類型 非選択的居住 ・楽 しみ享受積極型
夫婦 共 に京 都 の都 心 生 まれ の都 心 育 ち 。 自宅 で 会 計事 務 所 を 開 い て い る。
住宅 は10年 前 に建 てか え た も ので4階 建 のRC造 。1階 は車4台 分 の ガ
レー ジ 、2階 が 会 計 事務 所 、3,4階 が 住居 で5LDK。 敷 地 を斜 め に横
切 る前 面 道 路 に よ って で きた三 角 地 に屋 外 階 段 を設 け 、3階 まで の 各 フロ
ア をっ な ぎ、仕 事 を す る空 間 と住 む空 間 を明 確 化 す る と共 に 、階段 室 を貫
く縦 長 の照 明 を常 夜 燈 と し、 時 計 を組 み 込 む こ と に よ って 町 の道 標 と した
ユ ニ ー ク な併 用住 宅 で あ る 。夫 は 、会 員 制 の ス ポ ー ツ クラブ で水 泳 を楽 し
む 他 、 ゴル フ、 スキ ー 、 クル ーザ ー 、 スキ ュ ー バ ダ イ ビ ング 、旅 行 、麻 雀 、
囲碁 な ど 、多趣 味 で 活動 的 、交 際 範 囲 も地域 や 世 代 を越 え て非 常 に広 い。
か っ て は道具 や ユ ニ ホ ー ム を 自前 で 整 えて地 域 の 少 年 野 球 の コー チ を 、 そ
して今 は京 都 府 の ス ポー ツ団 体 協 会 の役 員 を して い る 。若 い人 と一緒 に遊
んで新 しい考 え方 に触 れ るの が楽 しい と言 う 。仕 事 量 の 多 い現 在 は 、 時間
的 にも融 通 が き く職 住 一体 の生 活 は不 可 欠 で あ るが 、 時 と して け じめ や め
りは りをな くす こ とか ら、仕 事 量 が 減 れ ば 、30分 程 度 の通 勤 を経 験 して
み た い と考 えて い る 。一方 、妻 は専 業 主 婦 で 、英 会話 と陶 芸 を習 っ て い る。
休 日には 、 夫 と一緒 に海 や ゴ ル フ にで か ける こ と もあ るが 、家 で ゆ っ くり
してい るのが 好 き 。
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(4)夫 婦 の みの 世 帯 の 都 心 居 住
1)夫 婦 の み の世 帯(事 例3,5,16,18)の概 要
いず れ の 事 例 も都 心 居 住 歴 が 長 く、他 の家 族 型 に比 べ て 自 由時間 が 多 い
こ とや 経 済 的 にゆ と りが あ る こ と等 か ら、 その ラ イフ ス タイル は 、各 々の
生 活条 件 や 住 意 識 を 最 も色 濃 く反 映 し て個性 的 で あ る。 自 ら都 心居 住 を選
択 した場 合 は も ち ろん の こ と、仕 事 その 他 の理 由で都 心 に住 まざ る を得 な
か った場 合 で も 、都 心 に住 み 馴染 み 、そ の居 住 環 境 を良 し と して い る 。
2)夫 婦 の み の世 帯 の 典型 事 例
事例3類 型 非選択的居住 ・楽しみ享受積極型
公 務 員 を 定年 退 職 後 、 ビル の管 理 人 と して再 就 職 した夫 婦 。森 之宮 の 公
団住 宅 を借 りて い るが 、現 在 は堺 筋 に面 し た7階 建 の ビル(7階 には家 主
が住 んで い る)の 屋 上 に建 て られ た管 理 人室 に住 み込 んで い る 。騒音 は窓
を閉め れ ば 気 にな らな い し、 日当 た り ・風 通 しも良 く、鉢 植 え を楽 しむ場
もあ る等 、快 適 で満 足 して い る 。周辺 に住 居 は殆 ど無 く、孤 立 してい る と
感 じ るが 、寂 しい とは思 わ な い 。 しか し週 に一度 、植 木 の手 入 れ と掃 除 に
森 之 宮 に帰 る と、生 活 の 匂 い を感 じホ ッ とす る とい う。 妻 は大 阪の 都心
生 まれ の 都心 育 ち 。結 婚 後 田 舎 の生 活 を体 験 し、都心 居 住 の良 さを再 認 識 。
自分 が 育 っ た頃 に比 べ 、都 心 に住 む人 が 減 り、周 辺 に生 活 の気 配 が無 くな っ
て き た こ とを 味 気無 く思 うが 、割 り切 りが必 要 と考 えて い る。 これ か らの
都心 に は 、孤 立 し た生 活 に耐 え られ る ラ イフ ス テー ジ、 ライ フ スタ イ ルの
人で な い と住 め な い と考 え てお り、都 心 で の子 育 て には否 定 的で あ る。7
0才 以 上 の 市 民 に配 布 され る敬 老 優待 乗 車 証 や市 立 文 化施 設 等敬 老 優 待制
度 を活 用 し て交 通 の 利便 性 や 文 化 的楽 しみ を積 極 的 に十分 に享受 し、お 稽
古事 や 友 人 との お しゃべ り、旅 行 等 、行 動 範 囲 ・交 際範 囲共 に広 い 。掃 除
や調 理 等 の家 事 労 働 にっ い て は 、す ぐ近 くに あ るデパ ー トへ 閉 店 間際 に出
か け 、安 くな っ た惣 菜 を 買 って来 る等 、手 抜 きで き る とこ ろは上手 に手 抜
き して 自由 で 気 ま まな 生 活 を 楽 しんで い る。
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夫 は時 間 的拘 束 の 強 い 管 理 人 の仕 事 を 誠 実 に遂 行 して い るが 、 その 他 に
も生 きが いを感 じる もの と して 、保 護 司や 寝 た き り老 人 の 話 相 手 等 の ボ ラ
ンテ ィア活動 を続 けて い る 。孫 の と こ ろへ 遊 び に行 くこ と と 、 い きつ けの
店 で少 量 の お酒 を ゆ っ く り飲 む のが 楽 しみ 。夫 婦 が お 互 い の 自由 を 大 切 に
してお り、別 行 動が 多 いが 、 中之 島公 園 を散 歩 し た り、 天神 祭 り等 に出 か
け る時 は 夫婦 一 緒 で あ る 。
事例18 類型 選択的居住 ・楽しみ享受積極型
大 阪 に勤 務 す るサ ラ リーマ ン。妻 は専 業 主 婦 。阪 急六 甲 にあ る3LDK
のマ ンシ ョン に13年 間住 んで い たが 、 も う一 部 屋 欲 し くな り、 ま た気分
転 換 の ため に、 充実 し た施 設 や 広 いオ ープ ンスペ ー スそ して都 市 的雰 囲気
等 を求 め てポ ー トア イラ ン ドの25階 マ ンシ ョンの18階 の4LD・Kに
移 り住 ん で6年 にな る 。通 勤 に は約1時 間 か か っ て し ま うが 、住 宅 の質 と
周 辺 環境 の良 さに は替 えが た い 。
都 心居 住 の メ リッ トと して 、近 所付 き合 いが 挨 拶 程度 で 良 く、選 択 性 が
あ る こ と、住 宅 の構 造 上 プ ラ イ バシ ーが 守 りや す い こ と、 防 犯 上 の安 全 性
が 高 い こ と、庭 の手 入 れ の必 要 が 無 い こ と、資 産 と して の 土 地 に執 着 心 を
持 たな くて も よい こ と等 を あ げ てい る 。 一方 、デ メ リッ トと して は 、空 気
が きれ いで な い こ と、場所 柄 季 節 によ っ て は潮 風 や コ ンテ ナ埠 頭 の騒 音 が
気 にな る と い うこ とで あ った 。都心 に高 層 住 宅 が 増 え る こ と にっ い て は 、
集 住 の メ リッ トを生 か して適 切 な 住環 境 が 保 て るな ら良 い 、 ま た、都 心 で
の 子育 て にっ い て も教 育施 設 ・環 境が 良 けれ ば 必 ず しも不 適 当で は な い と
考 えて い る 。
妻 は ほ とん ど毎 日2,3時 間 テニ ス を す る ため に 、車 で 王 子 公 園近 くま
で で か け る 。テニ スの 後 、友 人 と一緒 に お茶 や 食 事 を楽 しむ 。夫 は 平 日早
く帰 宅 で き た時 に は近所 に あ る スポ ー ツ ク ラブ で 汗 を流 す 。月 に一 回位 は
土 曜 日の 朝 、 夫婦 で 三 宮 まで映 画 を 見 に い く。音 楽 を聴 くため に大 阪 まで
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出か け る こ と も年 に数 回 あ る。 因習 に と らわ れ ず 、文 化 的 にめ ぐ まれ てい
る神戸 は住 み や す い 。今 後 もず っ と阪 神 間 に住 み た い と思 っ て いるが 、神
戸 とい う土 地 に対 す る執 着 心 の よ うな もの は無 い 。
4.3 ま と め
関西3都 市 にお け る都 心 居 住 にっ い て 、30事 例 に対 す る詳 細 な聞 き取
り調査 か ら次 の よ うな知 見 を得 た 。
1)大 阪 市 、神 戸 市 、 京都 市 は 、地 理 的 に近 接 して い るが 、産 業 ・社 会構
造 の違 いか らそ れ ぞ れ独 自 の個 性 を 持 ってお り、都 心 に立 地 す る住 宅 の
形 式 ・規 模 ・環 境 は多 様 で あ る 。
2)関 西 大 都 市 圏 の 中核 都市 で あ る大 阪 市 は 、経 済 的 中枢管 理 を中心 と し
た商都 で あ り、都 心 居 住世 帯 は 、永 年 現地 で 商 売 を してい る ものが 中心
であ る 。親 か ら土 地 ・資産 そ して仕 事 を受 け継 ぎ、店 舗併 用 の戸 建 住 宅
あ るい は税 金 対 策 を兼 ね て建 替 え た貸 ビルや 賃 貸 マ ン シ ョ ンの最 上 階 に
住 ん で い る とい うの が 事 例 の典 型 で あ る 。卸 商 等が 中心 の 大阪 市 の 自営
業者 に は 、す で に都 心 居 住 の必 然 性 を持 たな くな った もの もあ るが 、現
世 代 は 、地 元 へ の 愛 着 も強 く、都 心 周 辺部 との マ ルチ ハ ビテー シ ョ ンを
実践 して い る もの もあ る 。 しか し 、立 地条 件 の 良 い とこ ろ に不 動産 を所
有 して い る こ とか ら、税 金 対 策 に頭 を痛 め てお り、後 継 者 で あ る次 世 代
は、都 心 居 住 に悲 観 的 、否 定 的な 意 見 を持 っ て い る。
一方 、他 都 市 か ら転 入 して きたサ ラ リー マ ンや 自由業 者 は 、高 層 マ ン
シ ョ ンに住 んで い る 。サ ラ リー マ ン は フ ァミ リー タイプ の 分譲 マ ンシ ョ
ン に、 自 由業 はオ フ ィス 兼用 の賃 貸 マ ン シ ョ ンに住 ん で い る例が 多 い 。
サ ラ リー マ ン は職 住 近 接 を 実現 し 、 自 由業や 自営 業 は オ フ ィスや 仕 事場
を兼 ね た職 住 一 体 の 生 活 を して い る 。共 働 きが 多 く、都 心 居 住 を 「仕事
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の ため 」を第1の 理 由 と して 自 ら選 択 してお り、交 通 や 買 物 の 利 便 性 の
高 さを評 価 す る と とも に 、大 阪市 の雰 囲気 や 大 阪 人 の 人 柄 に好 意 を持 っ
て い る と い う 。 しか し、 騒 音や 大気 汚 染 、緑 の 少 な さ等 居 住 環 境 に対 す
る不 満 は大 き く、 大阪 市 の都 心 に長 く定 住 し よ う とは考 えて いな い 。住
み替 え先 には 自分 の 生 まれ育 っ た故 郷 を 、住 み 替 え時期 と して は退 職 後
をイ メー ジす る ものが 多 く、仕 事 や 子 育 てが 終 わ る まで は 都 心 に住 み続
け るっ も りで あ る とい う 。 これ らの こ とか ら 、都 心 の 様 々 な サ ー ビスや
施 設等 の 利 便性 が 仕 事 や子 育 て を支 て い る こ とが わ か る 。
3)京 都 市 の 都心 居 住 世 帯 は 、京 都 市 で 生 まれ 育 ち 、 都 心 で の 居住 年 数 が
長 い ものが 多 い 。地 元 と深 く結 び っ い た 自営 業 が 中 心 で 、 地 域へ の こ だ
わ り、 愛着 は非 常 に強 い 。共働 きは1事 例 の み で 、 自営 業 の 多 くが 共 働
きで あ る大阪 市 とは対 称 的 で あ る 。住 宅 は いわ ゆ る町 家 の 持 家 。 マ ンシ ョ
ンに住 ん で い るの は 、単 身 世帯 と、徒 歩 数 分 の 所 に店 を 持 っ 八 百屋 との
2事 例 で 、 いず れ も中層 の 賃貸 で あ る 。 日常 生 活 を 支 え る居 住 関連 施 設
等 が都 心 部 に も数 多 く散 在 して い る こ とか ら、 居 住 性 の 評 価 は3都 市 中
最 も高 いが 、地 場産 業 の衰 退 、都 心 部 の 人 口減 少 と りわ け子 供 の数 の減
少 に よ る小 学 校 の統 廃 合 等 、従 来 の居 住 環 境 が 崩 れ 、 町 家 が ビルや 高 層
マ ンシ ョ ンに建 て替 っ てい く様 子 に不 安 を感 じ 、定 住 意 識 が ゆ らい で い
る 。
4)主 と して港 湾 を 中心 と し た流通 産 業 に よ っ て発 展 し て き た神 戸 市 は 、
3都 市 中で は都 市 と しての 歴 史が 一番 浅 い 。 しか し、 都 心 域 は 狭 い もの
の 、六 甲 山麓 の 山手 地 域 、 三宮 付 近 の 中心 地 域 、臨 海 部 の 埋 立 て 地域 と、
それ ぞ れ性 格 の異 な る居 住 地 を持 って い る 。
事例 の ほ とん どが 分 譲 の 高 層 マ ンシ ヨ ンに住 んで お り、居 住 年 数 は3
都 市 中最 も短 い 。居住 者 は 、近 隣 都市 か ら移 り住 ん だサ ラ リー マ ン層が
多 く、都 心 居 住 の きっか け と して 、仕 事 よ りも住 宅 ・住 環 境 の 改 善 を あ
げ るもの が 多 い 。山手 地 域 は 都心 で あ りなが ら、専 用 住 宅 が 比 較 的 多 く、
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静 か で 四季 の変 化 を身 近 に感 じなが ら都市 の 利 便性 を 自由 に享受 す る と
い う生活 が 可 能 で あ り、居 住 性 の 評 価 は高 い 。
中心 地 域 は 、 オ フ ィス 、商 業 施 設 、 文化 施 設 等が 乱 立 す る中 に 、高層
マ ンシ ョンが 混 在 して お り、都 心 と して最 も活 気 に満 ち た地 区で はあ る
が 、狸 雑 で も あ り、居 住 環 境 と しての 評 価 は低 く、地 元 へ の愛着 心 も薄
い 。居 住 者 はマ ンシ ョンの資 産 価 値 の 上昇 に期 待 を持 ってお り、 いずれ
手 ば な す っ も りで い る 。
一方 埋 め立 て地 域 には 、数 多 くの 業務 ・商 業施 設 の新 規 建 設 と共 に大
量 の高 層 マ ンシ ョンが 供 給 され 、新規 都 心 居住 者 を受 け入 れ て いる 。地
域 の小 学 校 は神 戸 市 で最 も児 童 数 の 多 いマ ンモ ス校 とな って お り、統 廃
合が 進 んで い る従 来 か らの 都 心 地 区 とは逆 の悩 み を抱 え てい る 。 しか し、
様 々な 施 設 や 住 宅 が混 在 す る既 成都 心 部 とは異 な り、計 画 的 にっ くられ
た町 は都 市 的 な 利 便性 とスマ ー トさを兼 ね 備 え てお り、住宅 ・住 環 境 に
対 す る居 住 者 の 満 足度 は高 い 。
5)家 族 型 な らび に ライ フ ス テー ジ に着 目す る と、単身 世 帯 と りわ け青壮
年 の単 身 世 帯 は何 事 にも高 い選 択性 を持 って い る こ とか ら都 心居 住 には
最 も適 合 的 で あ る 。一方 、子 育 て期 世 帯 は 、都 心 の住 宅 ・居 住環 境 の悪
さを要 因 と して 、今後 も郊 外 へ の流 出の 可能 性 が 大 で あ るこ とが 明 らか
にな っ た 。但 し 、共働 きの 場 合 は 、都 心 の利 便 性や 選 択 性 の高 さに よっ
て生 活 が 支 え られ て い る こ とか ら、都 心 居住 を積極 的 に評価 す る ものが
多 い 。 ま た 、成熟 期世 帯 は 、土 地 や 住 宅 を所 有 して い る ものが 多 く、弱
くな っ た とは い え地 域 生 活 の絆 の 中心 と して生 活 して い るこ とか ら、 そ
の 動 向 は これ か らの都心 居 住 の行 方 を直接 左 右 す る と考 え られ る 。相続
税 の 問題 で頭 を悩 ませ て お り、定 住 性 が不 安 定 にな っ て きて いる 。夫婦
の み の世 帯 は 、居 住 経験 の豊 富 さや 時 間 的余 裕等 か ら都心 居 住 に適 合 的
で 、各 々 の経 済 的条 件 の な か で 、住 意 識 を反 映 した個 性 的 な生活 を実 現
して い る 。
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6)3都 市 の事 例 か ら、都 心 居 住 世 帯 の 住 意 識 ・住 要 求 の 特 性 と して 、 住
環 境 に対 して は関 心が 薄 く閉鎖 的 で あ るが 、住 宅 そ の ものや イ ンテ リア
に関 して は強 い こだ わ りを持 っ て い る とい うこ とを指 摘 で きる 。住 宅 の
立 地が 職 住 関係 や 経済 的 要 因 等 に強 く規 定 され てお り、住 環 境 につ い て
の 選択 的余 地 が 少 な い とい うこ と もあ る と考 え られ るが 、例 えば 事 例3
(写真1,2)の 住 居 は 、広 い幹 線 道 路 に面 し た ビル の 屋上 、事 例15
(写真3)は 住 宅 の側 を高 速道 路 や 水 の 汚 れ た運 河が 通 って い る 。 また、
事例29(写 真4)は 、 狭 い路 地 の 突 き 当 た りで 日 当た りや 風 通 しが 悪
い 。事 例9(写 真5)は 、住 商 工 混 在 地 に建 ち交 通 量 が 多 く騒 音 も激 し
い 。 いず れ も生 活 の場 と して 、あ るい は住 環 境 と して好 ま し くな い と考
え られ るが 、居 住 者 の評 価 は必 ず しも低 くな い 。 また 、事 例10～13
(写真6,7)の よ うに大 規 模 な都 市 公 園 に面 して建 ち、 都 心 にあ りな
が ら豊 か な緑 と空 間 を享 受 して い る例 や 、事 例18,21(写 真8)の
よ う に超 高 層 住宅 の団 地 や 、事 例23(写 真9)の よ う にス ー パ ー マー
ケ ッ トと複 合建 設 したコ ー ポ ラ テ ィブ 住 宅 に住 ん で生 活 利 便 性 高 さ を享
受 して い る等 が あ る 。一方 、住 宅 そ の ものや イ ンテ リア に は 自分 の 好 み
や主 張 が 強 く表 現 され て い る ものが 多 く、事 例2(写 真10)は 建 替 え
た ビルの 中 に木 造 の 前住 宅 を その ま ま復 元 、事 例5(写 真11)は 中層
の ビルの 中 に空 中庭 園 を設 け て い る 。 また 、事 例26(写 真12)は 、
従来 の 町 家 の良 さ を残 しな が ら、周 辺 の景 観 に も配 慮 して現 代 的 に建替
え て い る等 、強 い 自己主 張 が 見 られ る 。事 例25(写 真13)は 手 づ く
りの タペ ス トリー をふ んだ ん に使 っ て イ ンテ リアを コ ー デ ィネ ー ト、事
例30(写 真14)は 、ふ す まを 自筆 の 絵 で 飾 って い る。
7)3都 市 の 事例 に共 通 して 見 い 出す こ との で き る都 心 居 住 を 支 え て い る
要 因 は 、①仕 事 上 有 利 で 、豊 か な 自由 時 間 を生 み だ す職 住 近 接 あ る いは
職 住 一 体 の住 ま い方 。② 親 か らの継 承 あ るい は共 働 き等 に よ る高 収 入 故
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(写真1)ビ ルの屋上 に住む[事 例3]
(写真2)屋 上でも緑を育て る[事 例3]
(写真3)高 速道路のす ぐそば に住む[事 例15]
(写真4)路 地の一番奥の一戸建住宅 に住 む。背後 に高層マ ンシ ョンが迫 る。[事 例29]
(写真5)住 商工混在地域 に建っ一戸建住宅 に住む 。一階は貸 しスタジオ[事 例9]
(写真6,7)都 市公園 に面 して建っ高層マ ンシ ョンに住む[事 例10,11,12,13]
(写真8)都 心 に隣接 した埋め立 て地 に建 っ超高層住宅に住む[事 例18,21]
(写真9)ス ーパーマーケ ッ ト、病院等 と複合建設 されたコーポラテ ィブ住宅 に住 む
(事例23)圏
(写真10)建 て替えたビルの 中に従前の木造住宅 を復元 して住む[事 例2]
(写真11)中 層 ビルの中に空 中公園を設 ける[事 例5]
(写真12)周 辺の景観 にも配慮 しなが ら町家 を現 代風 に建 て替 えて住む[事 例26]
(写真13)手 づ くりめタペ ス トリーを使 ってイ ンテ リアをコーディネー ト[事 例25]
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イ フス タ イル の 実 現 を 支 え る多 様 な 人 々 の存 在 と、選 択 性 の高 い豊 富 な
情 報 、施 設 、サ ー ビス等 の 集 積 。④ 都 心 居住 体 験 に基 づ く地 元 へ の 愛着
心 等 で あ る 。
これ らか ら、第2章 で検 討 、提 示 し た都心 居 住 問題 構 造 の仮 説 が 妥 当
で あ る こ とが 実 証 され た とい え よ う 。す な わ ち 、① は 、職 住 関係(A)
で 、 これが 居 住者 を都 心 にひ きっ け て い る力 は大 きい 。② は 、 住 宅 ・住
環 境(C)の 問題 で あ るが 、住居 費(D)の 問 題 と して も捉 える こ とが
で きる 。住 居 費 の 負担 能 力 が 高 い こ とが 、住 宅 ・住 環 境 要 因 の マ イ ナ ス
面 をあ る程 度 克服 して い る 。③ は 、生 活 関 連 施 設 ・サ ー ビス 利用(B)
の要 因 で あ るが 、 その 選 択性 、利 便 性 の 高 さが 都 心居 住 を 支 え て い る こ
とが わ か る 。④ は 、都心 居 住 故 に と い う要 因 で は な く、 そ の地 に長 く住
み続 ける こ とに よ っ て獲 得 され る もの で あ る と考 え られ るが 、都 心 に も
その よ うな強 い愛 着 心 を持 っ た居 住 者 層 が存 在 し、住 み 続 け る努 力 を し
















第5章 子 育 て 期 世 帯 か ら み た
都 心 居 住 問 題
5.■ 調 査 の 目 的 と 概 要
5.1.1調 査 の 目 的
本 章 で は 、都 心 居 住 の 可 能 性 と問題 点 を よ り鮮 明 に捉 え る ため 、一 般 に
都心 居 住 には最 も不 適 合 だ と され て い る子 育 て期 世 帯 を対 象 と し、 その居
住 の実 態 を 明 らか にす る 。同 時 に、子 供 を育 て る親 、教 育 者 の 立場 か らみ
た子 供 の生 活 環 境 ・学 習 環 境 と しての 都 心 の特 色 にっ い て も考察 す る 。
5.1.2調 査 の 概 要
研 究 の方 法 と し て は、(!)小 学 校3・4年 生 の子 供 を 持 っ子 育 て期 世
帯 を対 象 に都 心 居 住 の 実態 や 住 意 識 に関 す るア ンケー ト調査 〈小 学校 親 子
ア ンケ ー ト調査 〉を 実施 す る と と も に、(2)都 心 に立地 す る公立 小 学 校
の学 校 長 を対 象 に 、教 育 環 境 と して の都 心 にっ い ての 見解 を ア ンケー トな
らび に ヒア リ ング 調 査 〈学 校 長調 査 〉をす る と とも に各学 校 につ い ての既
存 資料 を収 集 す る とい う方 法 を とっ た 。
各調 査 の概 要 は以 下 の通 りで あ る 。
(1)〈 小 学 校 親 子 ア ンケ ー ト調 査 〉
調 査 対 象 … 大 阪 市 中央 区 、神 戸 市 中央 区 、京 都 市 中京 区 に立地 す る公立
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小学 校 の3・4年 生 お よび その 母 親(ま たは そ れ に相 当す る
父 兄)
調 査 内容 …(A)母 親 に対 す る質 問 と 、(B)子 供 に対 す る質 問 か ら構
成 され てお り、質 問項 目は 以 下 の通 りで あ る 。
(A)母 親 に対 す る質 問
1)居 住 歴
居 住 年 数 、前住 地 、居 住 地 選 択 理 由 、 住 宅 の 所 有 関 係
・形 式 、住 宅 面積 、部 屋 数 等
2)都 心 で の 生 活 実態
都 心 的 施 設 ・サー ビ スの 利 用 度 、 大 切 に して い る 時 間 、
都 心 で の 子育 てで 特 に意 識 的 に行 な っ て きた こ と等
3)居 住性 評 価
住宅 ・住 環 境 へ の 満足 度 、定 住 ・住 み か え志 向 等
4)子 供 の 生 活 実 態
起床 時刻 ・就 寝 時刻 ・睡 眠 時 間
遊 び 相 手 ・遊 び場 所 、 自宅 内 での 遊 び 時 間 ・勉 強 時 間
子 供 部 屋 の 有無 、 習 い事 や 塾 にっ いて等
5)家 族 の 特 性
家 族 構 成 、職 業 、世 帯 主 の 通 勤 地 ・通 勤 時 間 、 そ の他
6)そ の 他(自 由記 入)
(B)子 供 に対 す る質 問項 目
1)家 の近 くの好 きな 場 所 ・嫌 い な 場所 とその 理 由
2)友 達 と知 りあ っ た き っか け
3)大 人 に な っ た ら住 み たい所
4)京 都 ・大 阪 ・神戸 ・東 京 に行 った経 験 の 有 無 、居 住 希
望 等 で あ る 。
調査 方 法 … 小学 校 を通 じ て配 票(京 都 の み郵 送 回収)し 、郵送 回 収 し た。
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配 票 数 な らび に 回 収 結 果 は 表5.1.
調 査 時 期 …1990年11月 ～12月 。
表5.ユ.1配 票 ・回収結 果
1に示 す通 りで あ る 。
3年 4年 合計
配票 回収(回 収率) 配票 回 収(回 収率) 虚票 回収(回 収率)
大阪市 316 164(52) 378 207(55) 694 371(53)
神戸市 317 164(52) 326 146(45) 643 310(48)
京都市 213 52(24) 211 5・6(27) 424 108(25)
合計 846 380(45) 915 409(45) 1761 789(45)
(2)〈 学 校長 調 査 〉
調 査 対 象 … 京都 市 都 心3区(上 京 区 、 中京 区 、下京 区の 全小 学 校)
大 阪市 都 心5区(中 央 区 、北 区 、西 区 、天王 寺 区 、福 島 区の
全小 学 校)
神戸 市 都 心3区(中 央 区の 全小 学 校 、兵庫 区 と灘 区の 阪神 電
車 と阪 急 電車 に は さ まれ た地域 にあ る小 学
校 のみ)
調 査 内 容 …1)創 立 時 期 な らび に沿 革 の 概略
2)校 区 の概 要(地 域 環 境 等)
3)児 童 数 ・学 級 数 の変 遷
4)学 校 施 設 の 概要
5)重 点 教 育 目標
6)児 童 の 実 態 ・特 徴(学 習面 、生 活面 、体位 ・体 力面)
7)子 供 の 生 活 環境 と して み た場 合 の都 心 の 良 さ と問題 点
8)都 心 校 ゆ えの悩 み 、指 導上 の 留 意 点
9)そ の 他(最 近 の子 供 の 生活 につ いて気 づ くこ と等)
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調 査 方法 …上 記項 目を主 な 内容 とす る ア ンケー ト調 査 票 を郵 送 配 票 ・郵
送 回収 。
大 阪市 、神 戸 市 で は教育 委 員 会 で 、都 心 の 小 学 校 の 現 況 を ヒ
ア リング した 。配 票 数 、 回収 数 は以 下 に示 す 通 りで あ る 。回
収 数が 非 常 に少 な いの は 、都 心 区 とい っ て も、 地 域 環 境 が 様
々 に異 な り、配 票 し た小 学 校 の 中 に は都 心 の 小 学 校 とい う概
念 にあ て は ま らな い もの が 含 まれ て い た こ とや 、 統 廃 合 問題
に直面 して い た り、児 童 や 保 護 者 の プ ラ イ バ シ ーへ の 配慮 等
か ら回答 が 得 られ な か っ た こ と等 に よ る。
大 阪 市 配 票50校 回収6校
神戸 市 配 票30校 回収13校
京 都 市 配 票30校 回収4校
調査 時 期 …1990年8月 中旬 ～9月 下旬 。
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5.2 都 心 の 子 育 て 期 世 帯 の
ラ イ フ ス タ イ ル
5.2.1都 心 居 住 子 育 て期 世帯 の特 性
(1)家 族 構 成
調査 対 象 の 家 族型 は 、 図5.2.1に 示 す如 くで あ る 。3都 市 と も核 家
族 が2/3を 占め最 も多 いが 、世 代 家族 も2割 以 上 、 と りわ け京 都 市 で は
3割 以 上 と、少 な くな い 。1985年 の 国勢 調 査 で は 、3都 市 の全 世帯 数
に 占め る世 代 家 族 の 割合 は 、 大阪 市10.5%、 神戸 市10.9%、 京 都
市13.0%で あ る こ とか ら、都 心 の 子育 て期 世 帯 にお いて は 、 その割 合
が 高 い とい え る 。 ま た、 母子 家 庭 や 父 子家 庭 その 他 の割 合 は 、神 戸 市が7.
8%で 一番 高 くな って い るが 、3都 市 中 最 も新 しい街 で 、多様 な もの を受
け入 れ 、何 ご と に もあ ま りこ だ わ らな い 自由な 雰 囲 気 を持 っ神 戸 市 の都 心
で は、 匿名 性 も高 く、 住 みや す いの で は な いか と考 え られ る。
家族 人数 や 両 親 の 年 齢 は 、3都 市 で特 に差 はな く、平 均家 族 人 数 は4.
6人 、 両親 の 年 齢 は 父 親が41.1才 、 母親38.1才 で あ る 。
(2)両 親 の職 業
両 親 の職 業(図5.2.2)を み る と 、父親 の 職業 は 、全体 的 に個 人業
主 ・自営 業 の 割 合 が 多 く、 会 社 団体 の 役 員 ・理 事 等が これ に次 いで い る。
と りわ け大 阪市 で は この傾 向が 顕 著 で あ る。 また 、京 都 市 で は 、技 能 的職
業 や事 務 的職 業 、神 戸 市 で は事 務 的 職 業 や専 門的 ・技術 的 職業 も少 な くな
い 。
一方 、母 親 に着 目す る と、京 都 市 で約6割 、大 阪市 で 約5割 、神戸 市 で
約4割 が 何 らか の職 業 にっ い てお り、各 都 市 と も約3割 が フ ル タイ ム の勤
































































































(3)就 業 場 所 ・通 勤 時 間
就 業 場 所 は 図5・2・3の 如 くで 、全 体 と しては 、 自宅 と自区 とをあ わ
せ る と約6割 とな る こ とか ら、職 住 一致 あ る いは 職住 近接 が か な り実現 さ
れ て い る と い えよ う 。 と りわ け大 阪 市 で は 自宅 で働 いて い る人が 約3割 で 、
他 の2都 市 の 約2倍 とな っ て い る 。
通勤 者 の 平 均 通 勤 時 間 は 、 大阪 市 で は24分 で あ るの に対 し、京 都市 で
は31分 、神 戸 市 で は34分 と 、やや 長 くな って い るの は 、京都 市 で は1
2%が 、神 戸 市 で は16%が 大 阪 市 に通 勤 して い る こ とに よ るもの で あ る。
また、京 都 市 で 自 区 内通 勤 の 割 合 が低 くな って い るの は 、京都 市 の都 心 機
能が 中京 区だ けで な く、 よ り大 きな広 が りを持 っ てい る ため と思 わ れ る 。
(4)都 心 居 住 の き っか け
都心 居 住 の き っか けに っ い て は 、都 心 居 住 の選 択 理 由 を明 らか にす る こ
とを 目的 と した こ とか ら、 「都 心 にあ る現 住居 で の居住 年 数が7年 内 の世
帯 」を分 析 指 標 と し た。
各 都 市 にお け る入 居7年 以 内の 世帯 の割 合 は 、京 都市 で は約1/4,大
阪市 で は約1/3、 神 戸市 で は約1/2で あ っ た。
図5.2.4は 、 各都 市 ご と に都心 に住 む よ うにな った きっか けを み た
もの で あ る 。3都 市 と も、 「仕 事 の ため 」と い うのが 他 に比 して圧 倒 的 に
多 い 。 と りわ け大 阪 で は ほ ぼ 半数 の 世 帯が 仕 事 の ため に現 住 宅 に移 り住 ん
で きて い る。京 都 市 で は 、 「家 族 と同 居 す る ため 」神 戸 市 で は 「住 宅 ・住


































図5.2.4都 心 に住 む よ うにな った きっか け3 102②394巳5臼6②7② 〔り
5.2.2居 住 住 宅 の 概 要
(1)住 宅 の 所有 関係 ・形 式
住 宅 の所 有 関 係 ・形 式(図5.2.5)を み る と、京 都 市 で は 、持 家 の
一 戸建 住 宅が 全 体 の43%と かな り高 い 値 を示 して い るが 、 これ に親 ・親
戚 の家 に同 居 して い る場合 も持 家 に含 め る と、持 家 の 一戸 建 住 宅 の 割 合 は
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割 合 と、持 家 で あ る6階 建 以 上 の 共 同 住 宅 の割 合 が とも に約2割 とな っ て
い るが 、 大 阪市 で は民 間 の借 家 の6階 建 以上 の共 同住 宅 の 割 合 が 高 いの に
.対し 、神 戸市 で は民 間 の借 家 の3～5階 建 の共 同住 宅 の 割 合 が 高 い 。
社 宅 ・官 舎 は 、神 戸 市 で は14%あ るの に対 し、 大 阪市 で は8.9%、
京 都 市 で は3.8%と 、3都 市 間 の 差 が 大 きい 。
ま た、入 居7年 以 内 の世 帯 の持 家 率 を み る と、全 体 の 持 家 率 よ りも低 く
な っ てお り、都 心 で の新 規 の 持 家 取 得が 容 易 で な い こ とが うか が え る 。
住 宅 の 形 式(図5.2.6)に 着 目 して み る と、全 体 の 一 戸建 住 宅 の 割
合 は4割 で あ るが 、入 居7年 以 内の 世 帯 の そ の平 均 は26%と 低 くな って
い る 。 ま た、 大 阪市 の 入居7年 以 内の 世 帯 の ほ ぼ 半数 が 、6階 建 以 上 の共
同住 宅 に移 り住 んで きて い る こ とか ら、都心 の住 宅 と して高 層 住 宅 が 中心
にな りっ っ あ る こ とが わ か る 。
(2)住 宅 の規 模 ・備 品 ・設 備
都市 別 に住宅 の規 模 を 示 し たのが 図5.2.7で あ る。 大 阪市 と神 戸 市
で は 、60㎡ 未満 、60～90㎡ 、90㎡ 以 上が そ れ ぞ れ約1/3と な っ
てお り、京 都 市 で は60㎡ 未 満 が や や 多 くな って い る 。平 均 す る と京 都 市
77.2㎡ 、大 阪市91.2㎡ 、神 戸 市88.1㎡ で あ り、都 心 で あ る に
もか か わ らず 、各都 市 の 住 宅 の平 均 規 模(1988年 住宅 統 計 調 査 に よ る
と、京 都 市72.2㎡ 、大 阪 市61.3㎡ 、神 戸 市68.9㎡)よ りか な
り広 くな っ て い る。
居住 室 数(図5.2.8)は 、全 体 平 均4.8室 で あ るが 、京 都 市 で は
5室 を越 え て いる 。 また、専 用 の子 供 部 屋 の あ る世 帯(図5.2.9)は 、
3都 市 と も約18%、 共 同 の子 供 部 屋 の あ る世 帯 は、京 都 市 で約45%、
他 の2都 市 で 約55%と な って い る。
自家 用 車 の 所有 率(図5。2.10)は 、3都 市 平 均 で は58%で あ る 。
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所 有が 他 よ りも多 く、か な らず し も車 の数 が 少 な い わ けで は な い 。
また 、 自転 車 ・バ イ クの 所 有 台数(図5.2.1Dを み る と、3都 市
平 均 で3.2台 で あ るが 、京 都 市 で は4台 、大 阪市 で は3.5台 、神 戸 市
で は2.5台 と、都 市 間 の 差 が 大 きい 。
衣 料 乾 燥 機 の 所有 率 は3都 市 平 均 で32%と 、全 国平 均14%を は るか
に上 回 って い る。洗 濯 物 を干 す 場 所が 限 られ てお り、 日当 た りが悪 い こ と
が 多 い 、 ま た、 共 働 きで昼 間 に干 す こ とが で きな い人が 多 い等 が 要 因 にな っ
てい る もの と思 わ れ る。3都 市 間 で は京 都 市 が 一 番所 有 率 が高 く、37%
であ る 。
仏壇 や 神 棚 の 所 有 は 、3都 市 全 体 と して は半 数 を越 え て い る。 しか し、
京都 市 で は64.2%、 大 阪 市 で は56.8%、 神 戸市 で は44.7%と 、
都市 間 の差 が 大 きい 。



















5.2.3生 活 実 態
(1)施 設 ・サ ー ビス の利 用 実 態
都 心 に集 積 して い る様 々な 施 設 や サ ー ビス を容 易 に利 用 で きる こ とが 都
心 居 住 の魅 力 の一 っ と考 え られ るが 、そ の 利用 実態 を総 合 的 に 見 た のが 図
5.2.12で あ る 。全 体 と して 、子 育 て 期 世 帯 が 都市 的施 設 や サ ー ビ ス
を極 端 に多 く利 用 してい る とは い えな いが 、 外 食 、 フ ァー ス トフ ー ド、惣
菜 等 、調 理 の 外部 化 はあ る程 度 定 着 して い る と考 え られ る 。い ず れ も 、所
得水 準 の 上 昇 、余 暇の 増 大 、核 家 族 化 の 進 行 、 女 性 の 就 労 と社 会参 加 の増
加 、食 生 活 の レジ ャ ー化 、 モ ー タ リゼ ー シ ョンの 進 展 等 を 背 景 に急 成 長 し




































































































週3,4回 以上利用 ● ●
週1回 以上利用 ● ● ●
●
●













●●● ● ●● ● ●
●利用 したことがない ● ● ● ● ● ● ●
大
阪

































利用 した ことが ない ● ●● ● ● ● ●
神
戸


























年1回 以上利用 ● ● ●
●
● ●
利用 したことがない ● ● ● ● ● ●
図5.2.12施 設 ・サー ビスの利 用
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レス トラ ン と りわ け子 育 て期 世 帯が 多 く利 用 して い る と考 え られ るフ ァ
ミ リー レス トラ ンは 、チ ェー ンオ ペ レー シ ョンシ ス テム 、セ ン トラル キ ッ
チ ン、 サ ー ビス の マ ニ ュ アル 化 あ るい は仕 様書 発 注 方 式等 に よる徹底 した
経 営 の 合 理 化 によ る手 頃 な 価 格 で の食 事 提 供が 特 徴 で あ る 。1970年 、
東京 都 国立 市 に第1号 店 舗 が 出来 て 以来 、全 国 に広 まり、食 事 の外 部化 を
推 し進 め て い る 。
フ ァー ス トフー ドは 、 お客 の注 文 か ら商 品 提 供 まで の所 要 時 間が1～3
分 とい う極 め て迅 速 な サ ー ビス を特 色 とす る もの で 、ハ ンバ ー ガー 、 フ ラ
イ ドチ キ ン、 アイ ス ク リー ム等 を主 力 商 品 とす る洋 風 フ ァー ス トフー ドと、
寿 司 、牛 井 、 う どん 、 そ ば等 を主 力 商 品 とす る和 風 フ ァー ス トフー ドとに
分 類 され る 。1969年 の第2次 資 本 自由化 に伴 う飲 食業 の100%自 由
化 で1970年 か ら外 国 資 本が 相 次 いで 日本 に上 陸 、 それ まで生 業 的 規模
に と ど まっ て い た わが 国 の 飲食 業 界 を経営 の高 度 化 した外 食 産 業へ と脱皮
させ た 。東 京 等 大 都 市 を 中 心 に急 速 に普及 してい る典 型 的 な都 市型 産 業 で
あ る 。
惣菜 は 、毎 日の お か ず あ るい は 副食 物 を意 味 し、種 類 と して①加 熱 調理
惣 菜(揚 げ物 、妙 め 物 、 煮 物 、蒸 し物)、 ② 非 加 熱調 理 惣菜(和 え物 、酢
の物)、 ③ 複 合 調 理(米 飯 物 、 パ ン物 、麺物)が あ る。惣菜 企 業 は 、19
55年 頃 、 煮 豆屋 や 佃 煮 屋 か ら出発 した ものが 多 く、歴 史 は浅 いが 以 後 急
成長 し、社 会 的 に定 着 した 。 ま た、 出前 や デ リバ リー サー ビス も同類 の も
ので 、外 食 の 内食 化 した もの と と らえ る こ とが で きる 。 と りわ けデ リバ リー
サ ー ビ スは 、ケ ー タ リ ング サ ー ビス とも い われ 、便 利 さ、手軽 さ にス ピー
ドをプ ラス し た もの で 、従 来 の 出 前 との違 いは受 注 してか ら配達 す る まで
の所 要 時 間 。受 注 か ら配達 まで30分 以 内 とい うのが 原則 で あ るこ とか ら、
業 者 の 商 圏 は 、半 径0.5～2㎞ と非常 に狭 い都 市 型 サ ー ビ スで あ る 。
料 理 材 料 の 宅 配 は 、 メ ニ ュー とい うカ タ ログ を媒 体 と して 、献立 に必 要
な食 材 を配 達 す る一 種 の通 信 販 売 で 、無 店 舗 販 売 の一 形態 で あ る。197
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3年 に、事 業 給食 を行 な っ て い た業 者 が 個 人 用 夕食 材 料 の 宅 配 を 始 め たの
が 最 初 。利 点 と して① 献 立 を考 え る手 間が 省 け る 。② 献 立 の レパ ー トリー
が 増 える 。③ 買物 時 間が 省 け る 。④ 新 鮮 な 食 材 が 提 供 され る 。⑤ 食 材 に無
駄 が な い ため 、コ ス ト的 に安 い 。⑥ カ ロ リー 計 算 が され て い る 。⑦2人 分
か ら多 人数 分 まで 自 由 に注 文 で きる等 が あ げ られ るが 、 ほ とん ど利 用 され
て いな い 。商 品が 豊 富 で 買物 の利 便 性 が 高 い こ とか らそ の需 要 が 少 な い も
の と考 え られ る。
日常 的 な 買物 は主 にス ー パ ーマ ー ケ ッ トによ っ て い るが 、 コ ンビニ エ ン
ス ス トアの利 用 も少 な くな い 。最 も特 徴 的 なの は 、大 阪 市 にお け るデ パー
トの利 用 で 、週1回 以 上 の利 用 世 帯が4割 近 くと 、他 の2都 市 に比 べ て非
常 に多 くな って い る 。
食料 品 を セル フ サ ー ビ ス方 式 で安 く売 る スー パ ー マ ー ケ ッ トの第1号 は、
1953年 、東京 の青 山 に開 店 した紀 の 国屋 で あ るが 、 ア メ リカ の ドラ ッ
グ ス トア を手 本 に、豊 富 な 品 揃 え とセ ル フサ ー ビ ス ・デ ィス カ ウ ン トを特
徴 とす るスー パ ー マ ーケ ッ トは1957年 に大 阪 で誕 生 した 。マ スプ ロダ
クシ ョン、マ ス セ ール ス の経 済 の 高 度 成 長期 を順 風 と して発 展 して きたが 、
コ ンビニエ ンス ス トアの 台頭 、人 々の ラ イ フ ス タ イ ル の変 化 等 の影 響 を受
け大 きな 転 換期 を迎 え よ う と して い る よ うで あ る 。
コ ンビニ ェ ンス ス トア は 、居 住 地近 く に立 地 し、生 活 の 夜 型 化 に応 え る
小 規模 な 小 売 り店 で あ るが 、 中小企 業 庁 の定 義 に よ る と 、① 立 地 は 住 宅 地
周辺 で 、 商 圏半 径500メ ー トル以 内 、② 店 舗 面 積300㎡ 以 下 、 ③ 品揃
えは最 寄 り品 お よび それ に準 ず る生 活 必 需 品 が 主 体 で 、 生 鮮 食 品 は セ ル フ
販 売 可能 な もの 、④ 営 業 時 間 はス ーパ ー や 一 般 小 売 り店 よ り長 く、 年 中無
休 が原 則 、⑤販 売方 式 はセ ル フ サー ビ ス 。従 業 員 はひ と りの 管 理者 と若 干
の 店員 、⑥ 組織 形 態 はチ ェー ンオペ レー シ ョン方 式 、⑦ セ ル フ サ ー ビ ス方
式 で あ るが 、顧 客 との 親密 な 人間 関 係 が 形 成 さ れ て い る とな っ て い る1》。
1985年 に大 阪 商 業振 興 セ ンター が 行 な った調 査2)でも 、都 心 で の 利便
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性 が高 い こ とや 、利 用者 特 性 が 周 辺 小 売 り店 とは異 な り、 中高生 や 勤 め 人
の男性 が 多 く、利 用 時 間 も夜 が 圧 倒 的 で あ る こ と等 が 明 らか に され てい る 。
デ パ ー トは 、品 揃 えが 豊 富 で 、 そ の 品質 に信 頼 が 寄 せ られ てい る大 型小
売 り店 で 、① 大型 呉 服 店 か ら衣 替 え した もの 、② 民 営 鉄道 会 社 によ る ター
ミナル 百 貨 店 、③ 地 方 にお い て戦後 の経 済 復 興期 に食 料 品 、衣 料 品店 舗が
規 模拡 大 し た もの 、等 が あ るが 、大都 市 で は 、交 通網 の 発 達 とも関連 して
ター ミ ナル 型 が 多 い 。ひ とっ の店 舗 で あ らゆ る シ ョッピ ングが で きるが 、
都心居 住 者 は 日常 の 食 料 品 の購 入 に もデ パ ー トを利 用 して い るよ うで あ る 。
一方 、3都 市 とも に美 術 館 ・博物 館 、 コ ンサ ー トホ ー ル ・劇場 、ホ テル
等 の利 用 頻 度 は高 くな く、文 化 面 で の都 心 居住 の特 性 は あ まり認 め られな
い 。 しか し、 図書 館 や カル チ ャー セ ンター 、ス ポ ー ツ施設 等 にっ い ては 、
比較 的 利 用 度が 高 くな っ て い る 。 と りわ け スポ ー ツ施 設 にっ いて は、① ス
クー ル会 員 制 、② クラブ 会 員 制 、 ③パ ブ リッ ク会 員 制 等が あ り、多 様 な需
要 に応 え て い る 。高 齢化 の 進 展 で 健康 へ の関 心が 高 まり、予 防 医学 の 必要
性 が認 識 され た こ と 、高 度 情 報 化 社 会 にお け る精神 的 ス トレスの増 加 、運
動不足 、週 休2日 制 の普 及 、労 働 時 間 の短 縮 、女 性 の社 会進 出 によ る経済
力の ア ップ が 健 康 ・美容 の 両面 か ら関心 を高 め て い る こ と、等 々 を要 因 と
して、今 後 も利 用 の 増 加が 見込 まれ る 。
(2)子 供 へ の配 慮
表5.2.2は 、都 心 で の 子育 て にお い て特 に意 識 的 に行 な って い る こ
とを尋 ね た結 果 を示 した もの で あ る 。各 項 目は 、都 心居 住 の 欠 点 を補 完す
る行 為 と、都 心 居 住 の利 点 を生 か す行 為 と に大別 で き るが 、 「自然 を 求め
て 、休 日 に野 外 に行 く」 とい う都 心 居 住 の 欠 点 を補 完 す る行 為 を各 都市 と
も半数 近 くの親 が 意 識 して い る 。 また 、 「多様 な 情 報 に触 れ る機 会 を増 や
す 」 「文 化 施 設 が 充 実 して い るの で 、子 供 連 れ で 出か け る 」等 、都 心 居住
の利 点 を生 か す こ とに は積 極 的 な世 帯 が 多 い 。 しか し 、 「友 達 を っ くる機
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会 を増 や す 」 とい う回答 は 、2割 以 下 で あ る 。子 育 て期 世 帯 に と って 最 も
大 きな 問 題 点 で あ る と考 え られ る 、共 通 の 遊 び 場 や 遊び 仲 間 の 減 少 に対 す
る危 機 感 は薄 い 。 また、 「特 に意 識 して行 な って い る こ とは な い 」 とい う
親 も3都 市 と もに差 はな く3割 弱 存 在 す る 。 しか し、 「大都 市 にお け る児
童 ・生 徒 の 生活 ・価 値 観 に関 す る調 査 」3)によ る と、 い まの 子 供 た ち には
3っ の 「間 」す な わ ち、遊 び ゆ活 動 の ため の空 間 と時 間 と仲 間が 欠 け てお
り、 その 生活 範 囲 が 教室(学 校 で はな い!)と 自分 の部 屋(家 の 中で もな
い!)に な って きて い るこ とが 最 近 の特 徴 と して あ げ られ て い る 。生 活 空
間や 生 活範 囲が 狭 ま るこ とは 、多 くの 人 との 交 流 や 様 々な こ と を直 接 体験
す る と い う子 供 の 社 会化 に と って最 も 大切 な 機 会 の 喪 失 を 意 味 す る 。個室
にこ も って テ レビや ビデオ 、 フ ァミ コ ン等 機 械 を 相 手 に時 間 を 費や して い
る よ うな状 況 に無 関心 で い て は な らな いの で は な い か と考 え る 。
表5.2.2子 供 への 配慮
京 都 大 阪 神 戸
自然と接する機会を増やす 53.3% 46.2% 44.7%
友達をっくる機会を増やす 18.7 15.7 11.8
夜の外出を控えさせる 22.4 28.3 28.0
文化施設に連れていく 22.4 17.3 25.7
情報に接する機会を増やす 34.6 33.2 36.8
特 に意 識 して行な っているこ とはない 26.2 29.1 25.0
〈注 ・参考 文 献>
1)「 変貌 す るサ ー ビス産 業 地 図 」 ソ フ ト化 経 済 セ ンタ ー編1988
2)「 大 阪 の コ ンビニ ェ ンス ス トア 」 大 阪 商 業 振 興 セ ンタ ー1985
コ ン ビニ エ ンス ス トア の 実態 を把 握 す る ため 、① コ ン ビニ ェ ンス ス ト
アの 経 営 実態 、② 本 部 と個 店 との 関係 、③ 利 用 客 と コ ン ビニ ェ ンス ス
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トア の利 用 提 供 関 係 、④ コ ン ビニ エ ンス ス トア と周 辺 中小 小 売商 業 と
の 関係 につ い て調 査 し た もの 。
3)「 大 都 市 にお け る児童 ・生 徒 の生 活 ・価 値 観 に関 す る調 査 」 東 京 都
生 活 文 化 局1984
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5.3 居 住 性 評 価 と 定 住
住 み カ》え 志 向
5.3.1住 宅 ・住 環 境 の 満 足 度
(1)居 住 性 の評 価
都心 部 の 総 合 的 な住 み ご こ ち にっ い て は 、図5.3.1に 示 す よ うな 結
果 が得 られ た 。
いず れ の都 市 にお いて も 「満 足 」 「や や満 足 」の 合計 は過 半数 を越 えて
お り、調査 対 象 とな っ た子 育 て期 に とっ て、全 体 としてみ れ ば 、都 心 部が
と りわ け住 み に くい とい うわ けで は な い こ とが わ か る 。都 市 別 にみ る と、
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図5.3.1都 心 の全体 としての住 み ごこち
一239一
図5.3.2は 、住 宅 ・住 環 境 の満 足 度 を項 目別 にみ た もの で あ る 。
住宅 につ い ては 、各 都 市 の 平 均 水準 か らみ れ ば 延 床 面 積が 比 較 的広 い とは
い え、 「住 宅 の広 さ ・部 屋 数 」を不 満 とす る回 答 が3都 市 と も半数 を越 え
て い る 。住戸 規 模 が 小 さい京 都 で は 、満 足 とす る世帯 は全 体 の1/4に 達
して いな い 。一方 、 「日当 た り ・風 通 し 」 「周 辺 の建 物 との 距 離 」 「隣 戸
・上 下 階 との遮 音 性 」な ど の相 隣 環 境 条 件 にっ い て は 、神 戸 で 相 対 的 に満
足 度 が 高 くな って い る 。立 地 にっ いて は 、 「通 勤 の便 利 さ 」 「通 学 の 便利
さ 」 「食 料 品 ・雑 貨 な どの 買 物 の便 利 さ 」 「衣 料 品 ・家具 等 の 買物 の便 利
さ 」等 の 満 足 度が3都 市 共 に多 くな っ て い る 。逆 に 「周 辺 の 自然 環 境 」
「子供 の 遊 び 場 」 「騒 音や 大 気汚 染 の 少 な さ 」 につ い て は 、不 満 が 多 い。
「犯罪 の お こ りに くさ と用心 の 良 さ 」にっ い て は 、京 都 で 相 対 的 に不 満が
少 な く、大 阪 や神 戸 で は評 価が 分 か れ て い る 。
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各 項 目の都 市 別 評 価 を明 確 に把握 す る ため に、評 価 を点 数化 し、 平均 点
を求 め たのが 図5・3・3で あ る。京 都 で は 「食 料 品 ・雑 貨等 の 買物 の便
利 さ 」 「文 化 施 設 の 利 用 の しや す さ 」 「医療 ・福 祉施 設 の便 利 さ 」な どの
満 足度 が 特 に高 く、都 心居 住 を 支 え る生 活 関連 施 設 の充足 が うかが え る 。
大 阪で は 「通 勤 の便 利 さ 」 「通 学 の便 利 さ 」 と共 に、 「情 報 の豊 富 さ 」や
「都 市 と しての活 気や に ぎ わ い 」等 の 満 足 度が 相 対 的 に高 く、3都 市 の 中
で は最 も都 会 的 な属 性 を反 映 してい る 。神 戸 で は 「住宅 の 日 当た り ・風通
し」 「周 辺 の 建物 との距 離 」 「周辺 の 自然環 境 」等 の住 環 境面 の 満足 度が
他 都市 よ り高 い 。都 市化 の 歴 史 が浅 く、比 較 的新 しく建 て られ た集合 住 宅
が 多 い こ と と共 に、 海 と山 に挟 まれ た独 特 の地 理 的 特質 を持 っ こ とが 居 住
とい う視 点か ら評 価 され て い る もの と考 え られ る 。
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図5.3.3住 宅 ・住環境 の満足度
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(2)居 住 性 評価 の基 本 構 造
居 住性 評 価 の基 本 構 造 を捉 え る ため に 、居 住 者 の現 在 の 満 足 度(5段 階
評 価)を も とに因 子 分析 した結 果 表5.3.1の よ う に4っ の 因 子 が 得 ら
れ た 。第1因 子 は 、 「医療 ・福 祉 施 設 の 便利 さ 」 「衣 料 品 ・家 具 等 の 買 物
の便 利 さ 」 「文 化 施 設 ・図書 館 の 利 用 しや す さ 」等 、の 項 目の 因子 負荷 量
が高 い こ とか ら 『生 活利 便 性 』 に関 す る因 子 と意 味付 けで きる 。第2因 子





生活利便性 居住環境 住宅の質 通勤の便
1住 宅 の 広 さ ・部 屋.数 0.11293 一〇.00451 0.64925一〇.33355
2住宅の 日当た り ・風通 し 一〇.06613 0.19877 0.637510.20996
3fji宅の 設 備 ・冷 暖 房 ・給 湯 0.17019 一〇.05697 0.76266一〇.08667
4隣戸 ・上下階 との遮音性 0.05947 0.16814 0.6116110.17316
5周辺の建物 との距離 一〇.08550 0.43542 0.56929[.25484
6子供の遊び場 ・児童公園な ど 0.03891 0.712650.15412 0.11108
7食 利品 ・雑貨などの買物の便利 さ 0.627670.06194 一〇.02174 0.17348
8衣料品 ・家具などの買物の便利 さ 0.74287一〇.10285 0.04183 0.24719
9文化施設 ・図書館の利用 しやす さ 0、72U7 0.00432 0.05725 0.01711
10医 療 ・福祉施設の便利 さ 0.778700.21289 0.08346 一〇.07067
11情 報の 豊富 さ 0.702530.00417 0.07273 0.13232
12周 辺の 自然環境 0.00552 0.827290.11798 一〇.01474
13都rl了と し て の 活 気 や に ぎ わ い 0.552140.12529 0.03324 0.29085
ユ4通 勤の便利さ 0.32010 一〇,15642 0.08798 0.71922
15通 学の便利さ 0.37250 0.05635 0.05967 0.67434
16畷 音や 大気汚染の 少なさ 一〇.00481 0.772470.06312 一〇.05804
17犯 罪の起 こ りに くさ と用心 の良 さ 0.22352 0.6222農 0.03271 一〇.10981
因子 の寄与尋{(%) 23。] 16.3 9.5 6.3
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童公 園 な ど 」 とい っ た項 目の 因 子 負荷 量 が 高 い こ とか らr居 住 環境 』 に関
す る因子 と考 え られ る ・ ま た ・第3因 子 は 、 「住 宅 の設 備 ・冷 暖房 ・給湯 」
「住 宅 の広 さ ・部 屋 数 」 「住 宅 の 日 当 た り ・風 通 し 」等 か ら 『住宅 の 質
』
に関す る因 子 、第4因 子 は 、 「通 勤 の便 利 さ 」 「通学 の 便利 さ 」等 か ら
r通勤 の 便 』 に関 す る因 子 とみ る こ とが で きる 。以上 の こ とか ら、都心 居
住 の評 価 には 、 『生 活 利 便 性 』が 大 き くか か わ って い る と考 え られ る 。
(3)属 性 別 の評 価 特 性
居 住 性 評価 が 居 住 者 の 属 性 等 によ っ て異 な るこ とは、 す で に明 らか にさ
れ て い る 。そ こ で居 住 者 属 性 等 に よる各 因 子 の 因子 得 点 を見 て、属 性別 の
評価 特性 を考 察 す る 。
父 親 の職 業 別 で は 、会社 員 方 が 自営 業 よ りも 『生 活利 便 性 』や 『居 住 環
境 』 に対 す る満 足 度 が 高 く、 『住 宅 の 質 』 にっ い ては 、 自営業 の方が 会 社
員 よ り も満足 度 が 高 くな っ て い る。(図5.3.4)
母 親 の職 業 別 に 見 る と 、常 勤 で は 『居 住環 境 』 に対 す る満足 度 は低 いが 、
『通 勤 の便 』 の満 足 度 が 高 い の に対 して 、 内職 ・パ ー トで は 、 『住 宅 の質 』
につ い て の満 足 度 の 低 さが 顕 著 で あ る 。(図5.3.5)
住宅 の 所 有 関 係 別 に見 た場 合 、持家 は 、 『住宅 の質 』や 『生活 利 便 性 』
につ い ての 満 足 度 が 高 い の に対 し、借 家 で は、 『居 住環 境 』や 『通 勤 の便 』
の満 足 度 が 高 くな って い る 。(図5.3.6)
住 宅 形 式 別 に見 た場 合 、長 屋 にお い ては 『住 宅 の質 』へ の不 満 が高 い一
方 、 『生 活 利 便 性 』や 『居住 環 境 』 には比 較 的 満足 して い る こが わか る 。
ま た、 一戸 建 の 場 合 、 『住 宅 の質 』 には満 足 して い る ものの 、 『居 住 環境 』
や 『通 勤 の 便 』 に対 す る満 足 度 は低 い 。(図5.3.7)
家 族 型 別 で は 、世 代家 族 の 居 住 性評 価 に特 徴が 見 られ る 。 『生活 利 便性 』
や 『住 宅 の 質 』 に対 して は満 足 度が 高 いが 、 『居 住 環境 』や 『通勤 の 便 』
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都 市 別 に見 る と ・京 都 は 『生 活 利 便 性 』 に対 す る満足 度 が高 い一方 、
r住宅 の 質 』や 『通 勤 の便 』 に対 す る満 足度 が 他 都市 に比べ て非常 に低 い
。
大 阪 は 、 『通 勤 の 便 』に関 しては 満 足 度が 高 い ものの 、 『居 住環 境 』にっ
いて は著 し く満足 度が 低 くな って い る。神 戸 は 、 『生 活利 便 性 』 にっ い て
は満 足 度 が 低 いが 、 『居 住 環 境 』や 『住宅 の 質 』 に対 す る満足 度 は3都 市
中最 も高 くな って い る 。(図5.3.9)
5.3.2都 心 居 住 の メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ ト
子供 を育 て る環 境 と して の都 心 の 良 い点 、悪 い点 にっ い て、 自由な 回答
を求 め た とこ ろ 、全 サ ンプ ル数789の うち、344の 回答が あ った 。4
3.6%と い う回答 率 は 、 自 由記 入 形 式 と して は 、非常 に高 く、子 育 てや
子 供 の教 育 へ の 関 心 の 強 さが うか が え る。
回答 は 、表5.3.2の よ うに整 理 で きる。都 心居 住 の メ リッ トにっ い
ては 、3都 市 間 に大 差 は み られ ず 、 「交 通 の便 が 良 い 」とい うのが 最 も多
く、次 いで 「教 育 施 設 ・文 化 施 設が 整 っ てい る 」 「買 物 便利 」 「病 院 が 多
い 」 「情 報 が 豊 富 、 得や す い 、早 い 」等 、利 便 性 と選 択性 の高 さを評 価す
るもの が 多 か った 。
一方 、 デ メ リッ トは 、3都 市全 体 でみ る と、 「自然 が な い 」とい うのが 最
も多 く、 次 い で 「安 心 して 遊べ る公 園 ・遊 び 場が な い 」 「住 宅が 狭 い 」
「自動車 危 険 」 「空 気が 汚 な い 」 「風 紀 面 での刺 激 が 多 い 」等 であ る 。 し
か'し神戸 で は 「自然 環 境が 良 い 」 とい う意 見 も少 な か らず あ り、空 気 の汚
れ や騒 音 に っ い て も不 満 を訴 え る もの は他 の2都 市 よ りも少 な くな っ て い
る。 その 他 と して 「子供 の数 が 少 な い 」 「何 をす る にもお 金が か か る 」
「大人 中心 の 生 活 で 子供 が 落 ち着 か な い 」等 の 意 見が み られ た 。
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表532都 心居 住の メ リッ ト ・デ メ リッ ト
都心居住の メ リッ トとデメ リッ ト
①利便性の良さ
時間や交通費が節約で きる
文化施設 、病院 、福祉施設等が 充実 して
いる
②教育環境 の良さ
良い学校がある(教 育 レベ ル高 い)
良い塾が ある
私学への通学範囲広 い






















家の近 くで四季の移 り変わ りを感 じた
























5.3.3定 住 ・住 み か え 志 向
都心 に居 住 す る子 育 て期 世 帯 の定 住 ・住 み か え志 向(図5.3.10)
をみ る と、3都 市 共 に積極 的 な定 住 志 向 が3割 強 、住 み か え志 向が 約4～
5割 弱 とな っ て い る 。
都 市別 に み る と 、住 み か え たい 人の 割 合が 大 阪市 で 多 くな って い るのが
目立 っ 。居 住 年 数 別 で は 、 入 居7年 以 内の 世帯 の方 が住 み か えた い とい う
人が 多 いが 、 これ は最 近 入 居 し た人の 住 宅 の条 件 が 良 くな い こ とを反 映 し
て い る もの と思 われ る 。
定 住 志 向 者 の住 み続 け た い理 由(図5.3.11)は 、 「通 勤 ・通 学 に
便利 」が3都 市共 通 して多 く、単 一 回答 で 、京 都28.9%、 大 阪42.
2%、 神 戸23.5%と な っ て い る。 しか し、神 戸 で は 「土 地柄 が 気 に入 っ



































































































































































































・住環 境 の 改 善 を 目的 と して住 み だ し た選 択 的 居 住 者 が 多 い こ と に よ る も
の と考 え られ る 。京 都 で は 「新 しい住宅 に移 る よ りも経 済 的 に安定 す る 」
とい うの も23.7%と 少 な くな い 。居 住 年 数 に よ る違 い は ほ とん どな い
が 、生 活施 設 が 整 って い る こ とを あげ る人 は 、入 居7年 以 内の 人 に多 い 。
一 方 、住 み か え志 向者 の 住 み か え たい理 由(図5.3.12)は 「広 い
住 宅 に住 み た い 」が3都 市 共 に最 も多 く、単 一 回答 で 、京 都50.0%、
大阪46.2%、 神 戸34.7%と な って い る 。特 に京 都 で は 、住 宅 の質
や老 朽化 を指 摘 す る ものが 多 いが 、京 都 の都 心 区 には 戦 前 の 住宅 が 半数 以
上残 って い る か らで あ ろ う。 ま た、複 数 回答 を 含 め る と、 全体 の1/4が 、
子供 の 教 育環 境 が 良 くな い こ とを住 み か え た い理 由 にあ げ て い る。
住 み か え を希 望 す る住 宅 形 式(図5.3.13)は3都 市 共 に7割 以 上
が一 戸 建住 宅 、約2割 が 共 同 住 宅 と回答 してい る 。そ して全 体 の12%の
人が 、6階 建 以 上 の共 同 住 宅 に住 みか え た い と して い る 。都 市 別 にみ る と、
京都 で は 一 戸建 住 宅 を望 む 人 が97%と 、一 戸建 志 向が 非 常 に高 い 。一 方 、
大阪 で は 、6階 建 以上 の 共 同 住 宅 を望 む人 が17%と 、神 戸 ・京 都 を は る
か に上 回 っ て い る 。実 際 に大 阪 で は6階 建 以上 の 共 同住 宅 に住 んで い る割
合が 他 都市 よ り高 い こ と等 か ら、 大 阪 で は高 層 住 宅 の需 要 が 高 い こ とが わ
か る 。
希 望 す る住 みか え先(図5.3.14)と して は 「都 心 」 とす る もの が
京都 で34.9%、 大阪37.3%、 神 戸 で44.2%存 在 し、 「郊 外 」
は それ ぞ れ36.5%、36.5%、26.1%と 京 都 、 大 阪 で は ほぼ 都
心 志 向 者 と同数 、神 戸 で は それ よ り少 な くな って い る 。 「立 地 に は こ だわ
らな い 」 と回答 し た もの は26%で あ っ た 。居 住 年 数 に よ る違 い をみ る と、
都 心 を希 望 す る割合 と場 所 に は こだ わ らな い と い う割 合 は 、 とも に入 居7
年 以 内 の 人 の方 が 少 し高 くな って い る 。入 居7年 以 内 の 人 の方 が 居 庄 地 に
対 す る考 え方 が 柔軟 で あ るの か も しれな い 。
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目 こだわ らない ロ その他
あ る とは い えな いが 、都 心 の 利 便 性 と居 住 水 準 向上 が 簡 単 には両立 しえな
い こ とも確 か で あ る 。 また 、住 み か え希 望 者 が住 みか えて いな い理 由(図
5.3.15)と して は 「仕 事 の都 合 が あ る 」と 「手 頃 な価 格 ・家 賃 の 住
宅が な い 」が 多 く、前 者 は 、 京 都17.1%、 大 阪31.0%、 神 戸23.
1%、 後 者 は 、京 都43.9%、 大 阪27.5%、 神 戸35.5%と な っ
て い る 。大 阪 で は主 として 仕 事 との関 係 か ら、他 の2都 市 で は主 と して経

















































5.4 子 供 の 生 活 実 態 と 意 識
5.4.1子 供 の 生 活 時 間
子供 の 起 床 ・就 寝 時 間 に 関 して は 、表5.4.1匠 示 す 如 く、3都 市 間
に大差 は な く、午 前7時 過 ぎ に起 床 、10時 前 に就寝 、平 均 睡眠 時間 は9
時 間5分 とな っ て い る 。1985年 に行 な われ たNHK世 論調 査部 の 「小
学生 の 生 活 と意 識 調 査 」(対 象 は小 学校4～6年 生)の 結果(表5.4.
2)と 比 較 してみ る と、就 寝 時 間 はあ ま り変 わ らな いが起 床 時 間が や や遅
くな っ て い る 。
表5.4.1起 床 ・就 寝 時 刻 と睡 眠 時 間
京 都 大 阪 神 戸 全体平均
平均起床時刻(午 前) 7:18 7:13 7:09 7:12
平均就寝時刻(午 後) 9:53 9:56 9:52 9:54
平均睡眠時間 9:11 9:04 9:04 9:05
表5.4.2平 日の起床 時間 ・就寝時間(小 学 校4～6年 生)
起 床 時 間 就 寝 時 間
6時15分 以前 16.1% 9時以前 37.3%
～6時30分 23.3 ～9時30分 20.8
～6時45分 6.0 ～10時 32.1
～7時 42.7 ～10時30分 5.4
～7時15分 3.5 ～11時 3.7
～7時30分 7.7 ～11時30分 0.4
～7時45分 0.4 ～0時 0.2
7時45分 以後 0.2 ～0時01分 以後 0.0
資料)「小学生の生活と意識調査NHK世 論調査部1984年
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自宅 内で の 勉強 時 間や 遊 び 時 間 に関 して も、3都 市 間 に必 ず し も顕 著 な
差 はみ られ な いが 、 図5.4.1お よび 図5.4.2に 示 す よ うに 両者 と
も京 都 で や や長 くな っ てい る 。 自宅 内で の 勉強 時 間 は 、1時 間未 満 が ほ と
ん どで 、特 に大 阪で は30分 未 満 が 約25%を 占 め て い るが 、大 阪 で は約
5割 、神 戸 で約4割 、京 都 で約3割 強が 塾 に通 っ て い る(表5 .4.3)、
また 、表5.4.4は 、1985年 に文 部 省 が 行 な っ た 「児 童 生徒 の学 校
外 学 習活 動 に関 す る実態 調 査 」の結 果 で 、学年 別 にみ た通 塾 率 お よび 「け
い こご と 」の 学 習率 で あ るが 、 こ れ に比 べ る と都 心 の小 学 生 中学 年 の 通 塾
率 は 、非 常 に高 い こ とが わ か る。塾 に通 う子 供 の割 合 が 相 対 的 に低 い 京 都
で は運 動 系 の 習 い ご とを して い る子 供 の割 合 が 逆 に多 く、半 数 を越 えて い
る 。こ ど も全員 で平 均 を とっ てみ る と、塾 ・スポ ー ツ関 係 の 習 い ご と ・お
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図5.4.2自 宅 内で の遊 び時 間
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大阪 で5時 間3分 、神 戸 で4時 間 とな る 。 いず れ の都 市 にお い て も子 供達
はか な りの 時 間 を 拘束 され て い るが 、 と りわ け大 阪 の子 供 が 学校 や 家 以外
で の学 習 に時 間 を か けて い る こ とが わか る 。
表5.4.3習 い事をする子供の割合と時間数
京都 大阪 神戸 総計
塾へ行 く
子供 の割 合
32.1% 48.6% 40.1% 43.0%
塾時間/週 3:50 4:01 4:01 4:00





56.6% 48.9% 39.8% 46.4%
運動時間/週 3:07 2:43 2:26 2:41
運動時間平均 1146 1:29 0:58 1:15
稽古へ行 く
子供の割 合
67.0% 69.7% 69.4% 69.2%
稽古時間/週 2:27 2:19 2:02 2:14
稽古時間平均 1:38 1:37 1:25 1:33
習い事合計平均 4:38 5:03 4:00 4:31
注)時 間/週 とは、習い事を している子供 に対す る平均時間で
時間.平均 とは、子供全員 に対す る平均時間で ある。





















































酬)・ 児童 ・生徒の学校外学習瀞 力`・関する実態龍 ・文部省1985
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5.4.2子 供 の 生 活 空 間
図5.4.3は 、 子供 の よ く遊 ぶ 場所 を都 市 別 にみ た もの で あ る 。子 供
が 「最 もよ く遊 ぶ 場 所 」は 、3都 市共 に、1位 自宅 内 、2位 友 達 の 家 、3
位 学 校 とな っ てお り、家 の 中 で遊 ぶ 子 供 の割 合 が 高 くな っ て い る 。屋 内遊
び の 内容 は 、 フ ァ ミコ ン等 のゲ ー ムが 中心 で あ る と考 え られ るが 、 フ ァ ミ
コ ンの保 有 率(図5.4.4)は 、3都 市 共 に約7割 と高 い 。一 方 、 公 園
は 「最 もよ く遊 ぶ 場 所 」 と 「よ く遊ぶ 場 所 」を合 わせ て も約3割 と少 な い 。
都 心 の公 園 は 、汚 な い 、浮 浪 者 が い る等 で子 供 に は嫌 わ れ る場 所 とな って
い る と ころが 多 い 。近所 の道 路 で 遊ぶ 子 供 は 、京 都 が 約4割 と最 も多 く、
神 戸 で は約3割 、大 阪 で は約2割 で あ る。 大阪 は 、 自動 車 の 交 通 量が 多 い
ため 、割 合 が 低 くな って い る と解釈 で きる 。 ま た 、学校 で 遊ぶ 子供 が 各 都
市 で か な り高 い の は 、校 庭 を放 課後 開放 す る学 校 が 多 い こ と、友 達 が 集 まっ
て くるこ と、交 通 事故 な どの 危 険が 少 な く安 全 で あ る こ とな ど によ っ て い
る もの と考 え られ る 。デ パー ト ・ス ー パ ーや ゲ ー ムセ ンタ ー を遊 び 場 所 と
す る もの は 、ほ とん ど いな か っ た 。
5.4.3子 供 の 意 識
子供 達 に、 遊 び 場所 と し て好 きな場 所 と嫌 いな 場所 を尋 ね た とこ ろ図5.
4.5の よ うな 結果 が 得 られ た 。好 きな場 所 で は 、1位 公 園 、2位 学 校 が
3都 市 で 共 通 して い る 。公 園 は必 ず しも よ く遊 んで い る場 所 で は な い の に
人 気が あ り、逆 に、 実際 に は よ く遊 ん で い る屋 内 は全般 的 に人 気が な い 。
調査 で は 、好 きな理 由や 嫌 いな理 由 も 自 由記 入 方 式 で尋 ね て い るが 、公 園
や 学 校 が 好 きな理 由 は 、 「広 い 」 「遊 具 等 が あ り遊べ る 」 「友達 が い る 」
等 が 多 い 。一 方 、嫌 いな 場 所 にっ い て は 、都 市 に よ って順 位 に若 干 の違 い



































































図5.4.5好 きな場所 ・嫌 いな場所
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道 路が 嫌 いな 理 由 は 、 「車 が 多 く危 険 で あ る 」等 で あ り 、公 園 が 嫌 いな 理
由 は 、 「犬 の 糞 等 で汚 な い 」 「浮浪 者 が い る 」等 で あ る 。都 心 部 の 子 供 の
遊 び場 が 屋 内化 して い る こ とは確 か で あ るが 、屋 外 の 遊 び 空 間 の 貧 困化 も
その 一 因 とな って い るこ とが 推 測 され る 。
図5.4.6は 、 どん な所 に住 み たい か を尋 ね た結 果 で あ る 。各 都 市 共
に半 数 近 くの子 供 が 「都 会 に住 み たい 」と回答 し、残 りは郊 外 と田舎 に二
分 され る。 都心 部 に居 住 す る子 供 が 現 状 を 肯定 的 に と らえ て い る とも理解
で きるが 、 同 時 に非 都心 的環 境 を求 め る回答 が 同数 程 度 存 在 す る こ とは注
目に値 す る 。
さ らに、具 体 的 な 都 市 の イ メー ジを 比較 す る た め 、京 都 ・大 阪 ・神 戸 に
東京 を加 え た4都 市 に住 み た いか ど うか を調 査 した 。結 果 は図5.4.7
に示 す よ うな結 果 が 得 られ た 。 「現在 自分 の住 ん で い る都 市 に住 み たい 」
とい う回 答が どの 都 市 で も 多 くな って は い るが 、京 都 で は84.4%で あ
るの に対 して 、大 阪 で は67.7%と 都 市 間 の 差 が み られ る 。全体 的 にみ
て 、大 阪 は居 住 地 と して評 価 が 低 く、神 戸 の 子 供 の 場 合 、 「大 阪 に住 み た
い 」とい う回答 は わ ずか8.1%に 過 ぎな い 。 「東 京 に住 み たい 」と考 え
て い る子 供 の 割合 は 、3都 市 共 に4割 前 後 と類 似 して は い るが 、最 も都 市
化 の 進 ん だ 大阪 の 子供 の 回答 率が 特 に高 くな っ て い る こ とは 興 味深 い 。
ま た、各 都 市 に行 った こ との あ る子 供 だ けを 取 り上 げ で集 計 してみ る と、
どの 都市 にお いて も、 「住 み たい 」と答 え た子 供 の割 合 が よ り多 くな っ て






















5.5 ま と め
1)現 在 都 心 に住 ん で い る子 育 て期 世 帯 は 、核 家 族 と共 に世 代家族 の 割合
が 高 く、 共 働 き世 帯 も多 い 。 ま た、職 住近 接 が か な り実現 され てお り、
居 住 住 宅 の 規模 も相 対 的 に広 い 。こ れ らの 条件 は 、子育 て期 で あ る にも
か か わ らず都 心 居 住 を可 能 に して い る背 景 で あ る と共 に 、都心 以 外へ の
住 み か えを抑 制 して い る要 因 とな っ て い る と考 え られ る 。
2)現 在8才 ～10才 の 子 供 が 生 まれ てか ら都 心 にあ る現 住居 に移 っ て き
た と限定 で きる入 居7年 以 内 の世 帯 の 割合 は 、神戸 で は約 半数 を 占め 、
住宅 ・住 環 境 の 改 善 を 主 な 理 由 とし て い るに対 し、大 阪 で は約1/3で 、
仕事 を理 由 とす る もの が 圧 倒 的 に多 く、京 都 で は約1/4で 家族 と同居
す るため とい う理 由が 他 都市 よ りも多 い 。
3)都 心 で子 育 て をす る にあ た っ て 、都 心居 住 の 欠 点 を補 完す る、 あ るい
は都 心 居 住 の 利 点 を生 か す行 為 を意 識 的 に行 な って い る世 帯 が半 数 以上
あ る一 方 で 、特 に意 識 して行 な っ てい るこ とは無 い とす る世 帯 も3割 弱
あ る等 、 その 対 応 ぶ りは 多様 で あ る 。
4)施 設 ・サ ー ビス 利 用 か らみ た都心 で の生 活 は 、デ パ ー トを頻 繁 に利 用
す る等 、 日常 生 活 に関 して都 心 的特 性 が 若 干 み られ るが 、生活 を よ り楽
しも う とす る特 性 は必 ず しも強 くあ らわれ て い な い 。全 体 と して、都 心
居 住 子 育 て 期 は 、 選択 的 都 心 居 住世 帯 とい うよ りは 、仕 事 お よび経 済 的
条 件 に よ る居住 立 地 限 定 的 傾 向が 強 い世 帯 とい え る。
5)こ う した状 況 を反 映 して 、居 住 性 の 評価 で は 、通勤 や 買物 の 利便 性 の
満足 度 が 高 くな っ てお り、 各都 市 共 に半数 前 後 の世 帯 が 全体 としての 住
み ご こ ち に も満 足 し て い る 。 しか し、子供 の 遊 び場 、周 辺 の 自然環 境 、
騒 音 や 大 気汚 染 の 少 な さ等 の評 価 は低 く、子 育 て環 境 と して は問題 が 少
な くな い 。 また 、立 地 条 件 の 良 さ を評 価 しな が ら も、居 住 水準 向上 の た
めの 住 み か え を望 んで い る世 帯 は4割 弱 ～5割 弱存 在 して い る 。た だ し、
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居 住性 の評 価 にお い て は 、都 市 間 の 相 違 もみ られ 、京 都 で は生 活 利 便 施
設 等 の集 積 が 、 大 阪 で は都 市 と して の 賑 わ いや 活 気 が 、神 戸 で は相 対 的
に豊 か な居 住 環 境 が そ れぞ れ 評 価 され 、都 心 居 住 を支 え て い る と考 え ら
れ る 。
6)一 方 、子 供 達 は 、 塾や 習 い ご と にか な りの 時 間 を拘 束 され てお り、屋
外 遊 び は必 ず し も盛 ん で はな い こ とが 明 らか とな っ た 。意 識 と して は 、
公 園等 の屋 外 空 間 を好 んで い るが 、公 園が 汚 な か っ た り、道 路 の交 通 量
が 多 か っ た りす る上 に 、 フ ァ ミコ ン等 のゲ ー ムの 普 及 で 、 遊 ぶ場 合 で も
屋 内で遊 ぶ 子 供 が 多 くな っ て い る。 また 、3都 市 共 に都 会 に住 み た い と
考 えて い る子 供 の 数 は 、郊 外 や 田舎 に住 み た い と考 えて い る子供 の数 と
ほぼ 同 じで あ る 。現 在 自分 が 住 ん で い る都 市 に住 み た い とす る ものが 最
も多 く、京 都 市 や 神 戸市 で は8割 前後 、居 住 地 と しての 評 価 の低 い 大 阪
で も約7割 を 占め て お り、 自 らの生 活 経 験 が 地 元 へ の 愛 着 を 育 て て い る
こ とが うかが え る 。
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季甫 章 都 心 の 教 育 環 境
補.1は じめ に
近年 の 都 心 にお け る居 住 人 口の 減 少 と りわ け子 供 の激 減 は 、長 い歴 史 と
伝統 を持 っ 都 心 地 域 の小 学 校 の存 立 さ え危 く しっ っ あ る 。知 ・徳 ・体 の 調
和が とれ 、創 造 的 で 個性 豊 か な人 間 性 を持 ち 、激 し く変 化 す る社 会 を主 体
的 に生 き抜 い て い け る子供 を育 て る こ とを 目的 とす る学 校 教育 の 場 と して、
都 心 はす で に その 任 を果 たせ な くな って し まっ たの だ ろ うか 。
本 調 査 は 、明 日を 担 う子 供 達 を育 て る教 育 者 の立 場 か らみ た現在 の 都心
の生 活 環 境 ・学 習環 境 と しての メ リッ ト ・デ メ リ ッ トは何 か を具体 的 に知
るこ とに よ り、今 後 の居 住 環 境 整 備 の方 向 ・方 策 を考 える 一助 とす る ため
に行 な っ た 。方法 と して は 、各 都心 の小 学 校 に 関す る既存 資 料1)を収 集 す
る とと も に 、都心 の小 学 校 の 学 校長 を対 象 に、以 下の 項 目 を たず ね る郵送
ア ンケ ー ト調査(一 部 ヒア リ ング 調査)を 行 な っ た 。
① 小学 校 の創 立 時期 な らび に沿革 の 概 略
②校 区 の概 要(地 域 環 境等)
③児 童 数 ・学 級 数 の 変遷
④ 学 校 施 設 の 概 要
⑤ 重 点 教 育 目標
⑥ 児 童 の 実 態 ・特 徴(学 習面 、生 活 面 、体 位 ・体 力面)
⑦ 子供 の 生 活環 境 と してみ た場 合 の都 心 の 良 さ と問題 点
⑧都 心 校 ゆ え の悩 み 、指 導 上 の 留意 点
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⑨ その 他(最 近 の 子 供 の生 活 にっ い て気 づ くこ と等)
調査 対 象 地 区
大 阪市 都 心5区(中 央 区 、北 区 、西 区 、天王 寺 区 、福 島 区 の全 小 学 校)
京 都 市 都 心3区(上 京 区 、 中京 区 、下 京 区 の全 小学 校)
神戸 市 都 心3区(中 央 区 の全 小 学 校 、兵 庫 区 と灘 区 の 阪神 電 車 と阪 急 電
車 には さ まれ た地 域 にあ る小 学 校 のみ)
調査 時 期:1990年8月 中旬 ～9月 下旬 。
配 票 ・回収結 果
大阪 市 配 票50校 回収13校
京 都 市 配 票50校 回収6校
神 戸 市 配 票30校 回収4校
回収数 が 非 常 に少 な いが 、 これ は都 心 区 とい って も地 域環 境 が 様 々 に異
な り、 配票 した小 学 校 の 中 には 、都 心 の 小 学 校 とい う概 念 に あ て は ま らな
い ものが あ っ たこ とや 、児童 や 保 護 者 の プ ラ イ バ シ ーへ の 配慮 か ら 、 ま た、
統廃 合 問題 に直面 して い た り して い て具 体 的 な 回 答が 得 られな か っ た こ と
等 に よる 。
以 下 、補.2は 、主 と して既 存 文 献 ・資 料 に よ って 、補.3は 、小 学校
校長 ア ンケ ー ト調 査 に よ って検 討 した もの で あ る 。
補.2都 心 の小 学 校 の変 遷 と現 況
(1)大 阪市 の 小学 校 の変 遷 と現 況
大 阪市 で も学 区 制 の も と、市 民 は 鉄筋 校 舎 の建 設 費 や 教 育 設 備 の 充 実 に
協 力 し、小 学 校 は地 域 の シ ンボ ル と して親 しまれ た 。や が て 学 区 の 人 口や
負担 能 力 の 差が 現 われ 、弊 害 が 目立 っ よ うにな っ たの で 、1925年(大
正14年)第 二 次 市 域 拡 張 に よっ て周 辺 町村 を編 入 し たの を機 に学 区制 は
廃 止 され たが 、学 区の 名 称 は 地 域名 と して存 続 し た と こ ろ も多 く、 また学
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区単 位 にっ くられ た さ まざ まな組 織 は 、学 区廃 止 後 も地 域 活動 の 核 とな っ
て い た 。 これ は 、学 校 を共 有 財 産 と意 識 し、 その 維持 運 営 に努 力 した こ と
の ほか に 、学 区の 構 成員 が ほ とん ど卒 業 生 で あ っ た こ と、 さ らにそ の子 女
も同 じ学 校 に通 学 し 、世 代 を越 えた共 通 体験 を した こ とな ど によ るもの と
考 え られ る 。 また 、身 近 な 生 活利 便 施 設 、手軽 な娯 楽施 設 等が 学 区 の 中 に
そ ろ って お り、学 区 は 自治 組 織 の単 位 で あ るばか りで な く、 日常 生活 の 圏
域 と もな って い た 。 と りわ け都 心 部 の小 学 校 は 、家 屋が 密 集 し、 しか も教
育 費 の 負担 力 の あ る商 家 な ど富 裕 な家 が 多か った ため に早 くか ら立派 な校
舎 や 充 実 し た設 備 を も っ てお り 、地 域 住 民 の誇 りで あ っ た 。
しか し、 近 年 は 商 業 ・業 務 施 設 の集 積 や 地価 の高 騰が 著 し く、既存 の居
住機 能 が 疎 外 され る よ うに な り 、児 童数 も年 々減 少 して い る 。学 校基 本 調
査 に よ る と、1987に は ピ ー ク時 の1958年 の半数 た らず17万57
23人 に まで 落 ち込 んで い る 。特 に中央 区で は 減少 傾 向が 顕 著 で 、199
0年 に は集 英 小 学 校 と愛 日小 学校 が 統 合 され 、開平 小 学校 と して発 足 した
が 、 それ で も全 児 童 数 は98人 にす ぎな い 。 ま た、11校 中8校 が 小規 模
校 、 うち3校 が 小 人 数 校 とな っ てお り 、1991年4月 には 、金甑 小 学校 、
東 平小 学 校 、桃 園 小 学 校 、 桃 谷小 学 校 の4校 が 統 合 され て 、 中央小 学 校 と
して新 た な 出発 を してい る 。
(2)京 都 市 の小 学 校 の 変 遷 と現 況
京 都 市 の都 心 部 の 小 学 校 は 、 明治 維 新 後京 都 の 再興 をめ ざす 町衆 に よ っ
て創 設 され た番 組 小 学 校 を そ の祖 と し てい る 。一 般庶 民 を対 象 に、町 の 区
分 で あ っ た番 組 を単 位 と し た小学 校 は 、わが 国の 近 代的 教 育制 度 の さ きが
けで あ った 。小 学 校 は町 組 の 総 合庁 舎 を兼 ね るべ く計 画 され 、町組 会 所 と
して 区民 の会 議 所 、戸 籍 所 、 官 吏 の 出張 所 、保 健 所 、警 察 、保 安 所等 々 、
組 内 の 一・切 の事 務 を取 り扱 って い た 。
1872年(明 治5年)「 邑二不 学 ノ戸 ナ ク 、家 二不 学 ノ人 ナ カラ シ メ
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ン」 こ とを期 そ う とす る 「学 制 」の公 布 に よ っ て 、全 国 画 一 的 な 小 学 校 の
創 設が 始 まっ た 。 この と き京 都 で は番 組 が その ま ま新 学 区 とな り、 地 域 の
人 々の 支援 と協 力 を 得 て長 い間 優 れ た教 育 環 境 を維 持 し て き た 。 しか し、
やが て この よ うな教 育 と公 務 の 混合 は教 育 上 有 害 と い う こ とで 分離 され る
こ とにな り、 まず役 場 が 、次 いで警 察 が さ らに1882年 には学 校 を学 校
教 育 以外 に使 用 す るこ とが 禁 じ られ た 。1890年 改 正 小 学 校 令 に よ り、
小 学 校 の管 理 権 は 一応 市 に移 管 され たが 、教 員 給 与 は1917年 まで学 区
が 負担 して い た 。昭和 初 期 には各 小 学 校 の 鉄 筋 コ ン ク リー ト化 が 進 ん だが 、
これ には学 区民 の寄 付 金 が 集 め られ た 。 この 時 、人 々 は市 中 の各 学 校 の 様
子 を見 なが ら競 い あ っ て斬 新 な設 計 ・設 備 を 整 え た校 舎 づ く りをす す め た。
京 の 町衆 の ハ レ意 識 が 学 区 制施 行 以 降 、教 育 の場 「学 校 」に結 晶 化 され て
い っ たので は な い か 。先進 的 な設 備 や 建 物 の偉 容 こそ 、学 区の 経 済 力 と文
化度 を如 実 にあ らわす もの で あ り、そ の 後 も地 域 の人 々の 支 援 と協 力 を 得
て 、長 い間 優 れ た教 育 環 境 を維 持 して き た 。
しか し、近年 人 口の ドー ナ ッツ化 の 進 行 と と もに都 心3区(上 京 ・中 京
・下京)の 児 童数 は 大幅 に減 少 し、1958年 度 には5万7388人 で あ っ
たの に、1987年 度 で は 、約4分 の1の1万4565人 とな っ た 。そ の
後 も さ らに減少 し、1990年 に は 、1万2132人 とな り、多 くの 小学
校 が少 人数(ど の学 年 も1学 級 で 、20人 未 満 の児 童 数 を持 っ 学 級 が1学
級 以上 あ る学 校)、 あ る いは小 規 模 校(学 級数 が6～11学 級 の 学 校)と
して、教 育 上 様 々 な 問題 を 抱 える よ う にな って きて い る(補 ・図1京 都 市
都 心部 の児 童 数 の推 移 と小規 模 校 の 分 布 状 況)。
1991年2月 に は下 京 区 で 、豊 園 、開 智 、有 隣 、修 徳 の4校 を統 合 、
校 地 は豊 園 小学 校 跡 地 とす るもの の 、 全 く新 しい学 校 をっ くる観 点 で 、1
994年4月 に、校 舎 ・校 名 も新 たな ものが っ く られ る こ とが 決 定 され た。
現在 都 心3区 内の 小 規 模校27校 の 地 元 に検討 委 員 会 が 設 置 され 、議 論 が
続 け られ て い るが 、各 地 域 で 「統 合 は必 要 」の声 が 主 流 とな っ て い る 。
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齪 コ 小規搬32校
全 学年1学 級 で% 150人未満の学校12校
1987年 度 の状 況
























(3)神 戸 市 の 小 学 校 の変 遷 と現 況
神戸 市 で は 、1868年(慶 応3年)兵 庫 開 港 の こ ろか ら外 国 人 に接 す
る機会 も多 く、青 少年 の 教 育 が 必 要 で あ る こ と を痛 感 し た兵 庫 の 豪商 ・名
主 が 、 時 の県 令 伊藤 俊 介 に願 い出 て1969年6月 に明 親 館 を 設立 した 。
県 も、外 国 人 との交 渉 が 増 加 し た こ とか ら神 戸 洋 学 伝 習 所 を設 立 。 また 、
ア メ リカ帰 りの 関 戸 由義 に よ り、 自由主 義 的 小 学 校 と し て関 山小 学 校 が 始
め られ た 。これ らの学 校 は政 府 が 教学 振 興 の 方 針 を打 ち出 し た とは い え 、
まだそ の 実施 案 を具体 化 しな い前 に 自発 的 に設 立 され た もの で あ る 。18
72年 「学 制 」に よ り、明 親 館 の建 物 を譲 り受 け 、兵庫 第 六 小 学 校 が 誕 生
したが 、 これが 現在 の明 親 小 学 校 で あ る 。
神戸 市 は 、 いわ ゆ る都 心 区 域が 他 の2都 市 に比 して狭 い うえ に 、 中央 区
だ けで も山 の手 か ら海 浜 地 区 まで 多様 な 住 環境 が 形成 され 、古 い もの と新
しい もの とが こだ わ りな く共 存 して い る 。 この よ うな こ とか ら、都 心 の 小
学 校 の 問題 も京都 市 や 大 阪 市 とは少 し様 相 を異 に して お り、児 童 数 の 減 少
も区 の単 位 で 見 る と、 さほ ど顕 著 で はな い 。 とは い え 、1990年 には 、
中央 区 の神 戸 小学 校(統 合 前 の児 童 数159人)と 諏 訪 山小 学 校(統 合前
の児 童 数489人)が 統 合 され 、神 戸 諏 訪 山小 学 校(児 童 数595人)と
して再 出発 して お り、他 に も統 合 が 問 題 にな って い る とこ ろ も あ る 。
一方 、同 じ中央 区で も1988年 に は 、児童 数600人 を越 す 湊 小 学 校
が 新 たに 開校 され て い る 。 ま た、1980年 にポ ー トア イ ラ ン ドに児 童 数
50人 で誕 生 した港 島小 学 校 は 、現 在 児 童数1751人 、 マ ンモ ス校 と し
ての様 々な 問 題 を抱 え る よ う にな っ て い る 。
この よ うに神戸 市 の都 心 の小 学 校 は 、そ の周 辺 環 境 も含 め て地 域 差 が 大
き く、抱 え てい る課 題 も個 別 性 が 高 い 。
<注 ・参 考 文 献>
1)各 学 校 要 覧 ・創 立記 念 誌 その 他
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補.3都 心の小学校の児童の特徴 と問題点
都心 の小 学 校 の 校 長 の ア ンケ ー ト調 査 の結 果 か ら、都 心 の小 学 校 の児 童
の 特 徴 は次 の よ うに整 理 で き る 。
(1)児 童 の 特 徴
1)学 習 面
都 心 の 小 学 校 の 児童 の学 習面 で の 特徴 にっ い て は 、 『学 習態 度 は 真 面 目
で 、基 礎 的 な 学 力 は 身 にっ い て い る 。 しか し、 良 い意 味 での競 争 心 に欠 け、
受 け身 的 で 、 自主 的 ・創 造 的 な取 り組 み は あ ま りみ られ な い 。塾 に通 っ て
いる児 童 が 多 く、高 学年 にな る と学 力 の差 が 大 き くな る。 』 とい うのが 、
多 くの学 校 長 の指 摘 す る と ころ で あ っ た。
学校 教 育 を補 完 す る学 習指 導 と中学進 学 の ため の受 験指 導 を行 な う塾 は 、
第 一次 ベ ビ ーブ ー ム世 代が 高 校 受 験 を迎 え た1963年 頃か ら増 加 。その
後 、所 得 水 準 の 上 昇 、学 歴 偏 重 の 一 層 の高 ま り、 っめ こみ 教育 とい った学
校教 育 の 問 題 等 を背 景 に、1978年 頃か ら激 増 した 。1986年4月 に
文部 省 が お こな っ た 「児 童 ・生 徒 の学 校 外 学 習活 動 に関す る実態 調 査 」に
よれば 、1985年6月 現 在 で 、全 国 の小 中学 生 の うち学 習塾 へ 通 って い
る者 は26.3%と4人 に1人 。通塾 者 数 は 、小 学 生約180万 人 、 中学
生 約270万 人 と推 計 され て い る 。通 塾 率 は 、小 学 生 で16.5%、 中学
生 で44.5%で あ る 。
本 研 究 の 一 環 と してお こな っ た都 心 部 の小 学 生 に対 す るア ンケ ー ト調 査
(以後 、 「都心 小 学 生 調 査 」 とい う)は 小学 校3年 生 と4年 生 が 対象 で あ っ
たが 、 通塾 率 は3都 市 平 均 で 約43%で あ った 。先述 の 文 部省 の 調査 で は、
3年 生 で12.9%、4年 生 で15.4%と な っ てい る こ とか ら、 都心 部
で は低 学 年 か ら通 塾 率 が 非常 に高 い と い えよ う。
2)身 体 面
体 格 にっ い ては 、 『骨 格 が 華 奢 で小 柄 で あ る一方 肥 満 傾 向の 児 童が 増 加
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しっ っ あ る 。体 力や 運 動 能 力 にっ いて は 、全 般 的 に劣 っ て い る よ うで 、疲
れや す く風 邪 をひ きや す い 、 ち ょ っ と した こ とで 骨 折 す る 』等 の 指 摘 が 目
立 っ た 。
また、 『近 視 、 う歯 、 ア トピー 性 皮膚 炎 、 耳鼻 科 の病 気 等 を持 っ 児 童が
多 く、筋 力 、持 久 力 、敏 捷 性 、走 力 な どが 特 に不 足 して い る 』 との 回 答が
多 か っ た 。運動 場 が 狭 い こ とや 地 域 に適 当な広 場 や 公 園が な い こ とな どが
その要 因 と考 え られ て い るが 、朝 食 抜 き等 の 生活 習慣 の 問題 や 、塾 ・お け
い こ ご と等 に よる遊 び 時 間 の 不足 等 も遠 因 とな って い る よ うで あ る 。
3)生 活 面
生 活面 に関 して は 、校 区 に よ って地 域 環 境 が 異 な る こ とか ら、個 別 の 問
題 ・特徴 が あ るが 、共 通 して指 摘 され て い る こ と は 、 『物 質 的 に はめ ぐま
れ た環 境 にあ るが 、 自営 業 や 共 働 き等 で 忙 しい親 が 多 い ため か 、基 本 的 生
活 習慣(あ い さっ を す る 、 きち ん と食 事 をす る 、 ルー ル を 守 る等)の 確 立
が不 十分 で あ る 。 ま た、 お も い っ き り体 を動 か せ る遊 び 場 が な い こ と、塾
や お け い こ ご とに時 間 を拘 束 され る こ とな ど に よ り、友 達 づ きあ い の範 囲
は せ ま く、 テ レビゲ ー ム等 室 内型 の遊 び が 圧 倒 的 に多 い 。 』 とい うこ とで
あ る 。 テ レビゲ ー ム は1986年(昭 和61年)NHKの 世 論 調査 部 に
よ る 「10代(7才 ～19才)視 聴 率調 査 」 に よ る と、小 学 生 の 所 有 率 は
55%、 と くに男子 は 、小学 校低 学 年 で66%(女 子34%)、 小 学 校高
学 年 で は74%(女 子46%)で あ る 。 「都 心 小 学 生調 査 」で は 、男 女 あ
わ せ て約68%で あ り、 その 所有 率 は非 常 に高 い と い え よ う。 また 、地
域 環境 や 大 人 の生 活 の影 響 を 受 けて 、 『夜 ふ か し 、朝寝 坊 が 非 常 に多 い 。
都 会 的 セ ン スの 良 さ を身 につ け、 お とな し く、素 直 で あ るが 、 自主 性 や 無
邪 気 さ 、根 気 強 さ等 に欠 け 、何 で もお 金 で 解 決 しよ う とす る よ うな とこ ろ
が あ る 。繁 華 街 な どで風 俗 的 な 刺激 や 金 銭 的誘 惑 に さ らされ る こ と も少 な
くな いが 、免 疫が っ くため か 、反 社会 的 な 問題 行 動 を起 こす 子 は少 な い 。』
と もい われ て い る 。 この こ とは 、あ る意 味 で は都 市 型 社 会 に順 応 ・適 応 で
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きる子 供 が 育 って い る とい え るが 、一 部 情 緒不 安 定 、短絡 的行 動等 不 適応
を起 こ して い る例 もみ られ る こ とか ら、現 在 の業 務 中心 ・大人 中心 の 都 市
環境 は 、子 供 に と っ ては 緊 張 を 強 い られ る環境 で あ る とい え よ う 。
(2)都 心 の小 学 校 の 問 題 点
都 心 校故 の悩 み と指 導 上 の 留 意 点や 、教 育環 境 と しての都 心 にっ い て た
ずね た と こ ろ、京 都 市 ・大 阪 市 ・神 戸 市 いず れ の都 市 にお い て も、共 通 す
る悩み と して 、表 補.1に 示 す よ うな もの が 、 ま た、教育 環 境 にっ い ては 、
表補.2に 示 す よ うな 回答 が 得 られ た 。
最 も深刻 な 問題 は 、児 童 数 が 少 な い と い う こ とで あ るが 、小規 模 校 や少
人数 校 には 、表 補.3に 示 す よ うな問 題 点 と とも に に長 所 が あ るこ とが 指
摘 され た 。
各小 学 校 で は 、 こ の よ うな 長 所 を生 か しなが ら小 規模 校 の 欠 点 を補 な う
ため に さ まざ まな 工 夫が こ ら され て い る 。最 も 多 いの は 、学 年縦 割 りの ク
ループ 活 動 で あ る 。 日常 的 な 清 掃活 動 を は じめ七 夕の集 いや お楽 しみ 会等 、
で きるだ け機 会 を と らえ て多 くの学 年 の 異 な る子 供 同志 の ふ れ あ いを促 進
し、子供 社 会 での 支 配 一被 支 配 、保 護 一被保 護 等 の経 験 や 、 さ まざ まな葛
藤 、協 調等 を体 験 させ 、社 会 性 を育 て よ う と して い る。 ま た、近 隣 校 同士
の同 学年 児 童 を一 堂 に集 め て 、 い っ し ょ に学 習す る こ とで お互 い に刺激 を
与 え、 向上 心 を育 て て い こ う と してお り 、球 技 大 会 、工 作 の共 同製 作 、写
生会 、社 会 見 学 、 自然 学 習 等 多彩 な 行 事 が お こな われ て い る 。
自然 に恵 まれ な い とい うこ とにっ い ては 、都 心 居住 に は必然 的 な もので
あ り、小 学 校 だ けの 問題 で は な いが 、 遠足 、親 子 ハ イキ ング 、林 間 ・臨海
学校 、耐 寒 歩 行 会 、 ス キ ー教 室 等 、郊 外 へ 出か けて の指 導や 、草 花 を育 て
た り、小 動 物 を 飼 育 す る学 習園 の 充 実 、 実験 ・実 習 の重 視 等 を通 して 、 そ
の欠 点 を 克 服 しよ う と して い る 。そ の他 、交 通 事 故 か ら児 童 を守 ため の安
全対 策 や 安 全 教育 、 希薄 にな りが ちな 父母 や 地 域 との連 携 強化 へ の 取 り組
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補 ・表2教 育環境 と しての都心 の 良 い点 、悪 い点
教育環境 としてみた場合の都心の良い点
① 交通 の利便性 が たか く 遠 足 、社会 見学 等 どこへ 行 くに しても便利
② 文化施 設 ・社会施 設 ・スポー ツ施設 等 が充 実 してお り、利 用 しやす い
③ 情報や 品物 が豊 富で 、多様 な要求 に応 えられ る
④最新 技術や 機器 の基盤整 備が 早 く進む ので 、最新 機器 等 を活用 しや す い
⑤家事 の外部 化が進 む ので 、経 済観 念が 発達 し、 社会 の動 きに敏 感 にな る
⑥校 区が比較 的狭 いの で、連絡 が とりや す い











補 ・表3小 規模 校 、少人数 校 の問題 点 と長 所
小規模校や少人数校の問題点 と長所
問題 点
1.切磋 琢磨 す る機 会が 少な い
・少 人数の ため 評価が 固定
・競争 心 、意欲 の低 下
・慢心 とあ き らめ
2.受け身 にまわ って し まいが ち
・子供 同志 での集 団思考 が進 み に くい
3.役割 分担が 負担 にな る こと もある
・忙 しす ぎ る
・盛 り上が りに くい
4.集団演技 、団体 種 目がで きに くい
・協 力の 大切 さや 楽 しさを経 験 す るこ と
が難 しい
・学芸 会や 音楽 会で も教育 目標 に即 した
脚 本選び や楽 器の構 成が 不可能
5.冒険心や 好奇心 が失 われ る
・いっ もこ じん ま りとま とまってお り、
大胆な行 動力 が失 われ る
6.集団行動 が不 得手
・多 人数 の集団 生活 ら必要 な規律 あ る行
動 が う まく とれな い
長 所
1.少人数 だか らで きる ていね いな指 導
・多 くな る発表 機会
・十分 に活 用 で きる教材 、 ゆ きとどい た配
慮
・先 生 と児 童が 一体 とな っ た学校 ぐるみの
特 色あ る学習 の創造 が可 能
2.運動場 な ど、施設 や 用具 の利用 とい う面で
は恵 まれ て いる
・運 動場や 体育館 、プール 、運動 用具 等 を
十 分利用 で きる
・学芸 会や 音楽 会 、学 習発 表会 、な わ とび
大 会等 、全校行 事が 実施 しやす い
・それぞれ 何 らかの役 割分 担をす るので参
加意 識 は高 まる
み等 に力 を注 い で い る学 校 も 多 い 。
補.4ま と め
京 都 ・大 阪 ・神 戸 の都 心 は 、学 制公 布 以 前 か ら独 自の教 育 機 関 を持 っ近
代 教 育 の さ きが け の 地 で あ っ た 。以 来 、 都心 の 小 学 校 は地 域 住 民 の 厚 い 支
援 を 受 けな が ら長 い 歴 史 と伝 統 に培 わ れ て 、 それ ぞ れ優 れ た教 育 環 境 を創
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り出 して きたが 、近 年 、著 しい児 童 数 の 減少 に よ っ て 、多 くの 小 学 校 が 小
規模 校 ・少 人 数 校 と して教 育 上 様 々な 問題 を抱 え る よ う にな っ て きて い る 。
と りわ け京 都 で は 、 も とも との 学 校規 模 が 小 さ い こ と も あ っ て児 童 数 の 減
少 は深 刻 に受 け止 め られ 、統 合 へ の動 きが 活 発 化 して き て い る 。
大 阪で はす で に1990年 に100年 以 上 の 歴 史 を 持 っ2っ の 小 学 校 が
統 合 され 、 さ ら に平成1991年 には4っ の 小 学 校が1校 に統 合 され たが 、
大 阪市 全 体 と して の学 校 数 が 多 く、多 様 な 地 域 特 性 の 中 にあ る ため 、全 体
と しての 危 機 感 の よ うな もの は少 な い 。む しろ各 現場 で は 、小 規 模 校 ・少
人数 校 の 長 所 を生 か した教 育 の 実践 に意 欲 的 で あ り、 父 兄 か らの信 頼 も得
て い る 。
神 戸 は 、他 の2都 市 異 な り 、統 合 の 一 方 で 新 開 校 も相 次 ぎ、 マ ンモ ス校
問題 を抱 え る小学 校 も あ る等 、そ の課 題 の 個 別性 が 高 い 。
3都 市 に共 通 す る特 徴 と して都 心 の 小 学 校 で は 、児 童 数 の 減 少 に対 して 、
縦 割 り教 育 や他 校 との共 同 体 験学 習 等 機 能 面 で の 協 同が す す ん でお り、多
様 で豊 富 な 情報 や 施 設 が 集 積 し、利 便 性 の 高 い都 市 の利 点 を生 か した教 育
が な され て い る とい え る 。 しか し、学 校 長 が指 摘 す る よ うに 、児 童 数 の 減
少 その もの に対 して は 、学 校 と して はな す すべ が な い 。現 在 の よ うに 、住
宅 建 設 は建 設省 、学 校 教 育 は 文部 省 と い っ た縦 割 りの型 で あ るか ぎ り、都
心 の児 童 数 を増 や す よ うな 都心 居 住 地 の 環境 形 成 を総 合 的 に推 し進 め る こ












第6章 都 心 居 住 の た め の
政 策 的 課 題 の 検 討
6.■ 調 査 の 目 的 と 概 要
6.1.1調 査 の 目 的
都 心 居 住 を め ぐる諸 問 題 を各 自治 体 は どの よ う に捉 え て い るの か 、 どの
よ うに対 処 しよ う と して い るの か を明 らか にす る ため 、大 阪 市 ・京 都 市 ・
神 戸 市 の 住 宅 政 策 担 当課 長 に対 して 、都 心 居 住 な らび に住 宅 政 策 に関 す る
ア ンケ ー ト調 査 を行 な う と とも に関 連 資 料 を収 集 した 。 また 、都 市 が 優 れ
て個 性 的 な 存 在 で あ る こ とに鑑 み 、関 西 の3都 市 だ けで な く、東 京都 を は
じめ 、東 京 都 千 代 田 区 、港 区 、 中央 区 の 都心3区 な らび に政 令 指 定 都市 の
行政 担 当者 に対 して 同様 の 調 査 な らび に関 連資 料Dを 収集 し、比 較 検 討 し
た 。
6.1.2調 査 の 概 要
(1)調 査 対 象
① 大阪 市 ・京 都 市 ・神 戸 市 、② 東 京 都 な らび に東 京 都 千 代 田区 ・港 区 咽・
中央 区 、③ 札 幌市 ・仙 台市 ・東 京 都 ・川 崎 市 ・横 浜 市 ・名 古 屋 市 ・広 島 市
・北 九州 市 ・福 岡 市 の各 々の 住 宅 政 策 担 当課長 ま たは それ に相 当す る者 。



































































(3)調 査 方 法 ・時 期
調 査 方 法:郵 送 に よ るア ンケ ー ト調 査 お よび 関 連 資料 の収 集
調査 時 期:1991年7月 ～1992年2月
<注 ・参 考 文 献>
1)入 手 で きた資 料 は 、 自治 体 に よ っ て様 々で あ るが 、大 阪 市 、 京都 市 、
神 戸 市 の 住 宅 政 策 関 連資 料 の他 、東 京 都 マ ス タ ープ ラ ンや 中央 区住 宅基
本 計 画 、干 代 田 区住宅 基 本 計 画(素 案)等 、都 心居 住 に積 極 的 に取 り組
んで い る 自治 体 の ものが 中心 で あ る 。
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6.2 行 政 の 立 場 か ら み た
都 心 居 住 問 題
6.2.1都 心 の 定 義 ・範 囲 と 機 能
(1)都 心 の定 義 ・範 囲
一般 論 と して の都 心 の定 義 ・範 囲 にっ いて は す で に第2章 の2 .3.1
で 検 討 し た 。今 回 の調 査 に対 して は 、第2章 で 示 した表2。3.4の よ う
な 回答 が 得 られ た 。都心 に っ い て 明確 な 定 義 を 持 っ 自治 体 は少 な いが 、地
理 的 な 面 か ら説 明 し よ う とす る もの と、機 能 的 な 面 か ら捉 え よ う とす る も
のが あ る 。前 者 の 場 合 は行 政 区 に よ って 区分 して い る もの 、 そ うで な い場
合 で も具 体 的 に地 域 を明 示 して い る ものが 多 いの に対 し、 後 者 の場 合 はか
な らず し も地 域 の想 定 は具 体 的 で はな い 。
都心 を機 能 面 か ら捉 え る場 合 、商 業 ・業 務 の 集 積 地 区で あ る とい うこ と
に関 して は すべ て の 自治 体 の 共 通 認 識 にな って い るが 、東 京 都 や 東京 都 心
3区 、大 阪 市 等 、都 心 の空 洞 化 が 顕 著 な と ころ で は 、居 住 機 能 の 回復 を 図
るべ き地 域 として も認識 さ れ て お り、 その 対象 地 域 が 明 示 され て い る 。
(図6.2.1)
また、 札 幌 市 、 仙 台 市 、横 浜 市 、川 崎 市 、名 古 屋 市 、神 戸 市 、 北 九 州市
等 で は 、今 後 さ ら に都市 機 能 の集 積 を促 進 す べ き地域 と して位 置 づ け られ
て い る 。
この よ うな こ とか ら各 自治 体 が都 心 と して捉 え て い る範 囲 を図 示 す る と、
概 ね図6.2.2の 如 くで 、ほ とん どの都 市 が その 地 理 的 中心 地 に都 心 を
も って い る こ と と共 に 、都 心 域 その もの の 大 きさな らび にそ の後 背 地 にか






匿璽 ヨ従来か らの適用区域(商 業地域400%,600%)
瞬 新たな適用 区域(商 業地域500%,800%)
東京都住宅 マス タープ ラン 翻 新たな適用区域(住 居 地域300% ,400%〉
(1991年)による
図6.2.1居 住機能の回復を図るべ きとされる都心
(2)都 心 の機 能
1)全 都 市 にお け る都心 機 能 の概 要
各 都心 地 域 にっ い て、① 業 務 機 能 、② 商 業機 能 、③ 飲 食 機 能 、④ 娯 楽 ・
社 交 機 能 、⑤ 文 化 機 能 、⑥ 居 住 機 能 、⑦ 行 政機 能 、⑧ タ ー ミナ ル機 能 、⑨
その 他 を あ げ 、(a)以 前(5～6年 前)に 比べ て 発 展 して き た機 能 、(b)
現在 す ぐれ てい る機 能 、(C)今 後 整 備 を図 る必 要 が あ る機 能 を そ れ ぞ れ
3っ 選 択 す る こ とを求 め た結 果 が 図6.2.3で あ る 。
現 在 優 れ てい る機 能 と し て は 、 「業 務 機 能 」 を あ げ る もの が 最 も多 く、
「商 業 機 能 」 「娯 楽 ・社 交 機 能 」が これ に次 いで い る 。 「居 住 機 能 」が 優
れ て い る と し たの は横 浜 市 の み で あ っ た 。
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札幌市 ○● ● ● ○ △ ○ △
仙台市 O● △ ○● △ ○●△
東京都 ○ ● ○ ○ ● △ △ ●
千代 田区 ○● ○● △ ●△ ■△ △ ● ● △
△
中央 区 ● △ ● △
●
港区 ○● Q● ○ ● △ △
横浜市 O△ ○● △ O△ ●
川崎市 ○ ○ ● △ △ △
名古屋市 ○● ○ ●△ ○ △' △ ●
京都市 ● ○● ●△ △ ○ △
大阪市 ● ● ● ■ ○
△ ● ●
神戸市 △ ○ ○ ● △ △ ● ● ○
広島 市 ○ ○ △ ○● △
△
北九 州市 ○● ● ○● ○ △
△ △
福岡市 ● ● ○ △ △
図6.2.3都 心 機 能 の 変 遷
○ 以前に比 べて発展 して きた機 能
● 現 在す ぐれて いる機能
△ 今後整備 を図 る必 要が ある機 能
「居 住機 能 」を あげ た もの が 最 も多 い 。 「文 化 機 能 」の整 備 は 、従 来 そ れ
が遅 れ て い たこ とに よ るも の で あ るの に対 し、 「居 住 機 能 」は も と も と都
心 にあ っ た ものが 失 われ っ っ あ り、 その 回復 を め ざす もの で あ る 。 ま た、
今 後整 備 が 必 要 な もの と して 横浜 市 や 神 戸市 の よ うに 「業 務 機 能 」 を あ げ
る もの も あ る等 、都 心 機 能 の 集積 状 況 な らび に今 後 め ざ そ う とし て い る方
向 には 多 くの違 いが あ る こ とが 明 らか にな っ た 。そ こ で 、以 下 で は都 市 の
違 い に着 目 して その 機 能集 積 の特 徴 を詳 細 に見 る こ と と し た。
2)関 西3都 市 に お け る都 心 機 能
大阪 市 は 、多様 な機 能 の集 積 が 進 ん で お り、高 度 な 都 市 活 動 が 展 開 され
て い る 。従 来遅 れ て い る とい わ れ て きた 「文 化 機 能 」も発 展 して きて い る 。
「居住 機 能 」の整 備 が 今後 の最 も切 実 な 課題 と して あ げ られ て い る 。
京 都 市 は 、関 西 大都 市 圏 の 中心 都 市 の 一 つ で あ る と とも に観 光都 市 で も
あ る こ とか ら 「飲 食機 能 」 「娯 楽機 能 」 「文 化 機 能 」 に優 れ て い るが 、 さ
らに 「文 化 機 能 」 と 「ター ミナ ル機 能 」の整 備 を図 る必 要 が あ る と して い
る 。 ま た 、 これ まで 比 較 的 良好 に保 たれ て きた都 心 部 の 居 住 環 境 が 悪 化 し
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は じめ て お り、 「居 住 機 能 」につ い て も積 極 的 な 維 持 保 全 の必 要 性 が 認 識
され て い る 。
神 戸 市 は 、現 在 「ター ミナ ル 機 能 」 「娯 楽 機 能 」 「行 政 機 能 」に優 れ て
お り、 「商 業 機 能 」や 「飲 食 機 能 」が 発展 して きて い る 。 「文 化機 能 」や
「居 住 機 能 」 と とも に 「業 務 機 能 」が 今 後整 備 を 図 る必 要 が 機能 と して あ
げ られ て い る 。一般 に は居 住 機 能 と対 立 的 に捉 え られ が ちな 業 務機 能 の整
備 が 今 後 の 課題 と考 え られ て い る点 は 、東 京 とは異 な る都 市 の 特性 と して
注 目 され る 。
3)そ の 他 の 大 都 市 にお け る都心 機 能
札 幌 市 で は 、以 前 に比べ て 、 「業 務 機 能 」 「文 化機 能 」 「居 住 機 能 」が
発 展 して きて お り 、現 在 は 、 「業 務 機 能 」 「商 業 機能 」 「飲 食 機 能 」に優
れ て い る 。 「文 化 機 能 」 と 「居 住機 能 」にっ いて は 、今 後 もな お 整 備 を 図
る必 要 が あ る と して い る 。 これ は 、都 心 を広 義 に定義 し、都 心 商 業業 務 地
域 だ け で な くそ の周 辺 も含 む と して い る こ とか ら イ ンナ ー シ テ ィ問 題 を 抱
えこ ん で お り、 そ の課 題 解 消 にむ けて再 開発 事 業 に よ る居住 環 境 の 整 備 、
人 口 の 呼び 戻 し等 を 図 っ て いか ね ば な らな いか らで あ ろ う。
仙 台市 で は 、 「業 務 機 能 」 「商業 機 能 」 「行 政機 能 」に優 れ て い るが 、
今後 は 「業 務 機 能 」 「行 政 機 能 」と とも に 「文 化機 能 」の 整 備 を課 題 と し
て い る 。都 心 は 、高 層 高 密 度 居 住 を促 進 す る区 域 と して も位 置 づ け られ て
い るが 、都 心 域が 狭 く、一 般 サ ラ リー マ ンに も30分 程 度 の 通 勤 で庭 付 き
一 戸建 が 入 手 可 能 な住 宅 事 情 にあ る現 段 階 で は 、 都心 居 住 へ の 関心 は薄 い 。
東 京都 な らび に都 心3区 は 、わが 国 の首 都 と して あ ゆ る機 能 の集 積 が 進
ん で い るが 、 と りわ け 「業 務 機 能 」や 「娯 楽機 能 」 「ター ミナ ル機 能 」が
充 実 して い る のが 特 徴 で あ る 。 さ らに千 代 田区 は行 政 機 能 に秀 で て い る 。
図6.2.4は 、東 京 都 区 部 と都 心3区 の 都市 機 能 構 成 をみ た もの で あ る
が 、千 代 田 区 で は 、住 宅 な らび に都 市 サ ー ビス機 能 が 非 常 に低 くな っ てお
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図6.2.4東 京 の 都 心 の 機 能
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機 能 」の 回復 また は整 備 が 都 心3区 の今 後 の 共 通 課題 とな って い るが 、 と
りわ け千 代 田 区が 居 住 機 能 の 回復 に熱 心 に取 り組 ん で い る背 景 にな っ て い
る もの と考 え られ る 。都 心 につ い て は 、図6.2.5の よ うな 区分 が な さ
れ 、 中心7区(千 代 田 、中 央 、港 、新 宿 、文京 、 台東 、渋 谷)が 都心 居 住




















































横 浜 市 や 川崎 市 は 、 それ 自体 大都 市 の 一 面 も持 っが 、東 京 のベ ッ トタ ウ
ン と して発 展 して き た面 も持 って い る。横 浜 市 は 、現在 「商 業 機 能 」と
「居住 機 能 」に優 れ て お り、 「業 務機 能 」 と 「娯 楽 機 能 」 「文 化 機 能 」の
整 備 を今 後 の課 題 と して い る 。現 在優 れ て い る機 能 と して 「居 住 機 能 」を
あ げて い る の は横 浜 市 のみ で あ る 。
川 崎市 は 、東 京 都 と横 浜 市 に挟 まれ た細 長 い市 域 で あ るが 、現 在 優 れ て
い るの は 「飲 食 機 能 」で 、 「業 務 機 能 」や 「商 業 機 能 」 も以前 に く らべ て
発 展 し て きて い る 。今 後整 備 を 図 る必要 が あ る も の と して 「娯 楽機 能 」
「文 化 機 能 」 と 「ター ミナ ル機 能 」が あ げ られ て い る 。
名 古 屋 市 は、 中京 大 都市 圏 の 中心 都 市 で あ り、 「業 務 機 能 」 「商 業 機 能 」
「ター ミ ナル 機能 」に優 れ て い るが 、以 前 に比 べ て 「業 務 機 能 」 「商 業 機
能 」 「文 化 機 能 」が 発 展 して きて い る 。 「商 業 機 能 」 「文 化 機 能 」は 今 後
も整備 を図 る必要 が あ る と され て い るが 、 「居 住 機 能 」にっ い て も今 後 の
課 題 とし て い る 。
広 島市 で は 、 「業 務 機 能 」 「商 業 機 能 」 「文 化 機 能 」が 発 展 して き てお
り、現 在 優 れ て い る機 能 と して は 「文 化 機能 」が あ げ られ て い る 。 「ター
ミナ ル機 能 」 と 「居 住 機 能 」の整 備 が 今後 の課 題 とされ て い る 。
北 九州 市 は 、元 々商 業 都市 、工 業 都 市 、貿 易 港 とい っ た性 格 の異 な る市
が 合併 し てで きた都 市 で あ り 、多様 で 複 雑 な側 面 を持 っ て い る 。現 在 は 旧
小倉 市 が 都 心 の軸 に な って お り、 「業 務機 能 」 「商 業 機 能 」 「娯楽 機 能 」
に優 れ て い る 。全 体 と して 「業務 機 能 」 「娯 楽 機 能 」 「文 化 機 能 」が 発 展
して きて い るが 、今 後 整 備 を 図 る必 要が あ るも の と して は 「ター ミナ ル機
能 」と 「文 化機 能 」が あ げ られ て い る 。21世 紀 を ざ し た新 し い まち づ く
りの 指針 とな る 『北 九 州市 ル ネ ッサ ンス構 想 』 にお いて は 、 従来 か らの 商
業 機 能や 業務 機 能 の 拡 充 に加 え 、行 政機 能 の 強 化 や 交 通結 節 機 能 の 改 善 、
再 開 発 な ど によ る土 地 の高 度 利 用 を進 め 、 当面 緊 急 に必 要 と され るコ ンベ
ン シ ョ ン機 能 や 情 報 機能 の 導 入 、充 実 を 図 っ て都 心 機 能 を 充 実 ・強 化 す る
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と され て い る 。 「居 住 機 能 」にっ い て はふ れ られ て いな い 。
福 岡 市 は 、現 在 「商業 機 能 」 「飲 食 機 能 」 に優 れ て い るが 、 「娯 楽 機 能 」
も発 展 し て きて い る 。今後 整 備 を 図 る必 要 が あ る機能 と して は 、 「タ ー ミ
ナ ル機 能 」 「居 住 機 能 」が あ げ られ て い る。快 適 な 都心 居 住 の ため の 住 機
能 の維 持 ・回復 がHOPE計 画 の テ ー マ ともな っ てお り 、都 心 にお け る居
住機 能 の位 置 付 けが 高 い と考 え られ る 。
(3)土 地 利 用 の現 況
1)全 体 の 概 要
各 自治 体 の 全 体 な らび に都 心 にお け る土 地利 用 の状 況 な らび に その 推 移
を把 握 す る こ とは 難 しい 。 自治 体 に よ って調 査 年 度 や 項 目区分 が 異 な り、
調 査 の 間 隔 も5年 毎 の ものや!0年 毎 の もの等 、 一定 で な い こ とか ら単 純
な比 較 はで きな い が 、都 心 の土 地 利 用 上 の特 徴 と動 向 は うかが うこ とが で
きる 。
都 心 地 域 にお け る住 居系 の 土地 利 用 は1割 か ら2割 弱 が 中心 で あ るが 、
東京 都 心3区 と大 阪 市 は1割 未満 で あ る 。都 市 全 体 を 見 る と、 住居 系 の利
用 は 、川 崎 市 以 外 で はや や 増 加 傾 向 に あ るの に対 し、都 心 はあ ま り変 わ ら
な い 、 あ る い はや や 減 少 と い うのが 多 い 。 しか し都心 で も北 九州 市 で は市
全体 よ りも住 居 系 の 利 用 が 多 くしか も増 加 傾 向 にあ る。大 阪 市 で も若 干増
加 して い る 。最 も少 な いの は千 代 田 区 で5.2%(1986年)で あ るが 、
千 代 田 区 で は 、今 後 目指 す べ き将来 の土 地 利 用 の 方 向 を 「住 宅 ・街 づ く り 」
とい う視 点 で と らえ 、表6.2.1の よ うに類 型 化 して 、地 域 特 性 に見合 っ
た住 まい街 づ く り施 策 を展 開 しよ う と して い る 。都 心型 専 用 住 宅 市 街 地 は 、
良好 な住 宅 地 と して の雰 囲 気 を残 しっ っ 、 中高 層 の 賃貸 住 宅 と生 活 支 援施
設 を誘 導 し、都 心 部 にふ さ わ し く高度 利 用 され た 中高層 の住 宅 を 中心 とす
る専 用 住 宅 市街 地 を形 成 す る地 域 と して位 置 付 け られ て お り、居 住 機 能 の
回復 が 重 要 課 題 と され て い る 。
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都 心 地 域 の 農地 ・空 地 は1割 未 満 が ほ とん どで あ るが 、北 九 州 市 で は3
～4割 を 占め て い る 。公 園 ・緑 地 も1割 未満 で あ るが 、札 幌 市 、名 古 屋 市 、
大阪 市 、広 島 市 、北 九州 市 等 、都 心 部 の 方が 市 全 体 よ りも多 い と こ ろ もあ
る 。な か で も大 阪市 の 都心 地 域 が 最 もそ の率 が 高 くな っ て い る 。
2)関 西3都 市 の特 徴
表6.2.2は 、大 阪 市 、京 都 市 、神 戸市 に っ い て 、土 地 利 用 割 合 の 推
移 を住 居 系 、工 業 系 、商 業系 、農 地 に着 目 して 、 市域 全 体 あ る いは 区域 全
体 に対 す る割 合 をみ た もの で あ る 。
大 阪 市 の都 心 地 域 は、3都 市 の 中で は住 居 系 の 土 地 利用 が 最 も少 な い.
商 業 ・業 務 系 の 利 用 が最 も多 いが 、 そ の率 に は顕 著 な 変化 が な い の に対 し、
工 業系 の利 用 が 減 少 して い る 。 ま た、農 地 ・空 地 の 割合 が 他 の都 市 に比 し
て 多 い 。
京都 市 は 、市 全 体 で も都 心 地 域 で も住 居 系 の 利 用 が3都 市 の 中 で は 最 も
多 い 。都 心 地 域 で は商 業 ・業 務系 の利 用 が 最 も多 いの は 大 阪市 と同 じで あ
るが 、西 陣 織 等 の伝 統 産 業 を 中心 と した工 業 系 の 利用 が 多 い のが 特 徴 で あ
る 。
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神 戸 市 は 、商 業 ・業 務 系 の 利 用 が 非常 に少 な く、住 居 系 の 利用 の 方 が む
し ろ多 くな って い る 。 また 、住 居 系 の 利 用 は市 全体 の そ れ と大差 はな い等 、 、
一 般 的 な 都 心 の 傾 向 とは非 常 に異 な っ て い る 。
6.2.2都 心 居 住 問 題 の 認 識
各 自治 体 が 、 当該 地域 の都 心 居 住 の 現 状 と問題 点 を どの よ うに認 識 して
い るか その 概 要 を み たのが 表6.2.3で あ る 。
表6.2.23都 市土地利用
大阪市 住居 工業 商業 農地
中央区
1965 8.3 5.4 30.0 3.4
1975 7.3 2.5 29.2 4.2
1985 7.7 1.7 29.7 3.4
市全体
1965 19.0 13.0 7.3 18.2
1975 19.5 12.7 8.5 10.8
1985 20.7 10.8 8.7 8.9
京都市 住居 工業 商業 農地
中京区 1981 10.4 19.3 35.4 0.2
1986 10.6 18.4 36.0 0.1
市全体 1981 33.2 8.1 4.9 12.0
1986 34.0 8.1 4.9 10.3





9 6 6.0 5 5 0.0
9 4 /1.0 5 6 0.0
1985 10 0 12.5 6 3 0.0
市全体
1970 7.6 1.7 0.5 13.1
1975 9.7 2.1 0.5 12.2
1985 10.5 2.4 0.5 11.0
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千代田区 地価高騰、定住人 口減少 、高齢化
地域社会崩壊の危機
定住人口の回復、高齢化対応が行政的課

















マ ンシ ョン供給 困難、小規模化































フ ァミ リー 世帯 の 向 けの 住宅 で は な い
「定 住 」か 「居 住 」か で 議論 中
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都心 居 住 問 題 の 認 識 の さ れ方 に は① 住 宅 問 題 的 視 点 か ら見 た もの(ア フ ォ ー一
ダ ブ ル な 住 宅 供 給 の 困 難 さや ス トック水 準 の 低 さ、 イ ンナー シ テ ィ問題 等)
② 都 市計 画 的 視 点 か ら と ら え た もの(住 宅 地 の 無 秩 序 な業 務 化 の 進 行 や投
機 的 ・資 本 保 全 的 土 地 利 用 の 増 大 、 建築 形 態 特 性 の 異 な る建 物 の無 秩 序 立
地 等)、 ③ 居 住 問 題 的 視 点 か ら と ら え た もの(著 しい人 口減少 とそれ に伴
う人 口構 成 の ア ンバ ラ ンス 、地 域 社 会 の 崩壊 、社 会 的 不 公 平 感や 居 住 不 安
の拡 大 等)等 が あ り、都 市 に よ っ てそ れ らの複 合 の仕 方 が 異 な り、都 心 居
住 問題 に独 自性 を を生 み だ して い る こ とが 明 らか にな っ た 。住 宅政 策 担 当
課長 の 回答 で あ る こ とか ら住 宅 問題 的 視 点 か ら捉 えた もの が 最 も多 く、深
刻 に受 け止 め られ て い る こ とは 当然 で あ るが 、 それ だ け に とど まらず 、都
市 計 画 的 視 点 や 居 住 政 策 的 視 点 か ら も問題 点が あ げ られ て い るこ とは 、都
心 居 住 問 題 が 住 宅 政 策 的 対 策 の 範 囲 に留 ま って い て は解決 不 可 能 な もの で
あ る こ とを示 唆 して い る と考 え られ る 。
各 自治 体 の具 体 的 回答 は以 下 に示 す 通 りで あ る 。
O大 阪市
「大 阪 の 都 心部 は 、 下水 道 ・道 路 ・地 下 鉄等 都 市 基 盤 施 設 や 都心 部 を 中
心 とす る経 済 ・文 化 ・情 報 機 能 の集 積 等 、都 市 施設 の整 備 水 準 は高 いが 居
住 地 と しの ア メ ニ テ ィの水 準 は低 い 。 し たが っ て都 心居 住 を促 進 す るため
には 、 住 宅 供 給 とあ わせ て緑 化 の 推 進 や オ ープ ンスペ ー ス の確 保 を 図 る と
とも に、 日常 生 活 利 便施 設 や 都 市 居 住 の 魅 力 を高 め る文化 施 設 の 整 備 を促
進 す る等 、 都 心 部 で の生 活 環 境 の整 備 を進 め て行 く必 要 が あ る。
O京 都 市
「都心 居 住 を取 り巻 く状 況 は 、今 日地 価 高騰 等 の 社 会 ・経 済 情 勢 の変 化
等 を 背 景 と して 新 たな局 面 を迎 えっ っ あ る 。すな わ ち、 投機 的 、資 本 保全
的 土 地 利 用 の 増 加 に伴 う活 発 な 住 宅 建 設 が適 正 な 住 宅 ・住 環境 の ス トッ ク
形 成 に結 び つ か な い 。あ る い は地 価 の 高 騰が 社 会 的 不 公 平 感や 居 住 の 不 安
を 拡 大 して い る とい った諸 問 題 が 顕 在 化 して きて い る 。 」
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O神 戸 市
「1.人 口 ・世 帯 の減 少 、高 齢 者 世 帯 ・単 身世 帯 が 増 加 して お り、 コ ミ ユ
ニ テ ィの維 持 の ため に もバ ラ ンスの とれ た人 口定 着 が 課 題 。
2.住 宅 ス トッ ク、新 設 着 工 と もに狭 小 な 住 宅 が 多 く、 フ ァ ミ リー世 帯
向 け の規 模 の 住宅 を適 正 に住居 費 負担 で 供 給 す る こ とが 課 題 。
3.保 育 所 、児 童 公 園等 も含 め た生活 環 境 が 整 備 され る と共 に、住 宅 ・
住 環 境 の室 が 安定 的 に確 保 され る ための 土 地 利 用 、建 築 規 制 の 強 化
や 街 の成 熟 化 が必 要 。 」
O東 京 都
「都 心 には 、 かっ て主要 な住 宅 地 で あ っ た地 域 も多 か っ たが 、 都心 及 び
その 周 辺 にお い て住 宅 地が 無 秩 序 に業 務 化 し、居 住 人 口の 減 少 を招 い て い
る地 区 も生 じて い る。人 口減 少 に歯 止 め をか け 、定 住 人 口 を確 保 す る こ と
は 、人 々が 安 心 して暮 らせ るコ ミュニ テ ィを維 持 して い く うえで も、 ま た 、
都 市 の 均 衡 あ る発 展 をめ ざ す 点 か らも重 要 な課 題 で あ る 。
その ため には 、従 来 の 住宅 政 策 の枠 組 み を超 え て新 たな 視 点 に立 っ た ま
ち づ く り と連 動 し た住 宅 の確 保 、高 地 価 を直接 反 映 しな い住 宅 供 給 手 法 の
工 夫等 、 区 とも協 力 しな が ら総 合 的 に取 り組 む こ とが 必 要 で あ る 。 こ の よ
うな 観 点 か ら東 京 都 マ ス タ ープ ラ ンを 策定 した と こ ろで あ り、地 域 特 性 に
応 じ た定 住 対策 を積 極 的 に進 め た い と考 えて い る 。
また、 東 京 にお け る職 と住 の均 衡 した都市 づ く りを進 め る ため 庁 内 に
「均 衡 の とれ た都市 づ くり検 討プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム 」を設 置 し、職 住 均 衡
回復 をめ ざす ため の条 例 や 各 区 の住 宅 付 置 義務 制 度 の 支援 策 な ど を検 討 中 。 」
0東 京 都 千 代 田 区
「本 区 は 、政 治 ・経 済 の 中 枢管 理 機 能 ・業務 機 能 の集 積 が 進 み 、異 常 な
までの 地 価 高 騰 によ り、定 住 人 口の減 少 が 続 き 、地 域社 会 は崩 壊 の 危 機 に
直面 して い る 。家 賃 の高 騰 や 居 住環 境 の悪 化 等 に よ り 、特 にフ ァ ミ リー 層
の居 住 継 続 が 困難 な 状態 とな り 区外へ の転 出が 続 い て い る 。人 口減 少 と高
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齢 化 が 同 時 進行 して お り、定 住 人 口の 回 復 と高 齢 化 対 応が 大 きな行 政 課 題
とな っ て い る 。
都 市 は 、 人が 住 み 、活 動 して こ そ都 市 との視 点 か ら、 職 と住 が 共 存 し 、
バ ラ ンス の とれ た都 市 と して 、継 続 的 に発展 して い くため には 、都 心 居 住
を さ まざ まな 施 策 に よ り促 進 して い く とと もに 、現 在 の 法 制 度 、税 制 度 を
都 心 部 の 住 宅 施 策 に対 応 す る よ う、 改善 ・拡 充 を強 く要 請 して い くこ とが
必 要 。 」
0東 京 都 港 区
「区 と して 、急 激 な 人 口減 少 が 引 き続 くな か で 、 かね てか ら都心 居 住 ま
必 要 性 に っ い て訴 え て きた と こ ろで あ るが 、`集 積が 集 積 を生 む'と い っ
た形 で 、業 務 化 の進 行 は止 まる こ とが な い 。高 地 価 の な かで 基 本 的 に収 益
性 の低 い 住 宅 と して の土 地 利 用 と収 益 性 の高 い事 務 所立 地 の 競 争 力 を 均衡
あ る もの にす る施 策 や制 度 が 無 い限 り、居住 機 能 の 回復 は 困難 で あ り、 都
市 計 画 的 な 見 直 し 、 ま た相 続 税 等 の税 制 の 見 直 しが 求 め られ る 。 」
○ 札 幌 市
「地 価 高 騰 に よ っ て分譲 価 格 ・家 賃 が 過 大 にな ってお り、補 助 ・助 成 制
度 の 新 設 ・拡 充 を図 る必 要 が あ る 」
0仙 台 市
「本 市 中心 部 周 辺 には 、 まだ まだ 一戸 建 の持 ち家 が 数 多 く残 っ てお り、
また 、 こ こ数 年 の マ ンシ ョン建設 も郊 外 型 へ移 行 して きて い る 。今 後 、高
度 利 用 及 び イ ンナー シテ ィ問 題 の観 点か ら、集合 住 宅 の 供 給 促進 にっ い て、 、
良好 な居 住 環 境 ・居 住 水 準 の 確 保 と共 に 、一 戸 建 住宅 等 との バ ラ ンス あ る
適正 な立 地 にっ い て 、行 政 的 配 慮 が必 要 。 」
O横 浜 市
「本 市 で は 、 これ まで 夜 間 人 口 よ り もむ しろ昼 間 人 口の創 出の 方が 政策
的 に は よ り重 要 な 課題 と して考 え られ て い る 。具 体 的 には 、都 心 部 等 にお
け る業 務 系 開 発 の 推 進 と住 宅 開 発 の 抑制 策 を とっ て きて い る 。 しか しな が
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ら今 後 は 、老 朽 団地 の 建 替 え等 に伴 う従 前 居住 者 へ の定 住 支援 や 新 規 開発
プ ロ ジ ェ ク トにお け る住 宅 開 発 の あ り方 等 につ い て検討 して い く必 要 が あ
る 。 」
O川 崎 市
「本 市 にお いて は 、各 区 とも人 口増 加 の 方 向 に あ り人 口定 着 の面 か らの
問題 は生 じ て いな いが 、 フ ァミ リー層 の減 少 や 単 身 世 帯 の 増 加 等 人 口構 成
の 問題 、再 開発 の 際 の従 前 居 住 者 の対 策 等 の諸 問 題 を抱 えて い る 。 」
O名 古 屋 市
「一 時期 、都 心 にお け るマ ンシ ョン供 給 によ り、都 心 人 口 回復 傾 向 が み
られ たが 、近 年 の 地 価高 騰 は都 心 で の マ ンシ ョ ン供 給 を 困難 に し、 ま た供
給 され る住 宅 は小 規 模 タ イブ が 中心 で 人 口定 住 に は結 び っ いて いな い 。 こ
れ にっ い て は 、都 市 環境 、 コ ミ ュニ テ ィの形 成 ・維 持 及 び 今 まで 整 備 され
て き た社会 資 本 の 有 効活 用 の観 点 か らは何 らか の 対 策 が 必 要 と考 え て い る
が 、 具体 的 に施 策 の 展 開 まで に は い た って いな い 。
O広 島 市
「近年 の地 価 高 騰 ・高 齢 化 の進 展 を背 景 と して 、本 市 デ ル タ 市 街 地 を 中
心 に、 中堅 勤 労 者 世 帯 、高 齢 者 の み 世帯 に お い て居 住 水 準 の 停 滞が 見 られ 、
これ らの 世 帯が 適 切 な 負担 で適 正 規 模 の住 宅 を確 保 で き る よ うな施 策 体 系
が 必 要 で あ るが 、特 に都心 居 住 を推 進 す る必 要 性 にっ い ては 、 本 市 で は未
だ顕 著 な 状 況 を示 して いな い 。 」
O北 九 州 市
「本 市 の 都 市軸 部 分 の 居 住 の現 状 は、 概 ね次 の とお りで 、 この 問 題 点 の
解 消 企 図 し て 、計画 策 定 を進 め て い きた い と考 えて い る 。
1.人 口が 減 少 して お り、高 齢 化が 急 速 に進 行 し、 一方 年 少 人 口が 激 減 し
て い る 。
2.住 宅 の 老 朽 化が 進 行 してお り、 イ ンフ ラが 整 っ てい る に もか か わ らず 、
住 宅 の 更 新 が う ま く進 んで いな い 。 」
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0福 岡市
「本 市 の 都 心 部 で の住 宅 着 工 状況 は 、 バブ ル 経 済や 第3次 産 業 従事 者 の
需 要 な ど を 中心 に して過 去5年 間 、分 譲 系 や 賃 貸 ワ ンル ー ム系 の 供 給 は 比
較 的活 発 で あ っ た 。 しか し、住 宅 床 の 非住 宅 利 用(事 務所 等)や 、狭 小 ス
トッ クの増 大等 、住 居 費 の 高 額 化 と併 せ て 、 フ ァミ リー 世帯 の定 住 に は資
す る もの で は な い 。 ま た、都 心 とい う経 済需 要 の高 い地域 で は 「定 住 」な
の か 「居 住 」な の か で議 論 が 分 か れ て い る 。
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6.3 都 心 居 住 政 策 の 展 開
6.3.1都 心 居 住 政 策 の 現 況
(1)都 心 居 住 者 層 の 捉 え方
都 心 居 住 政 策 の 課 題 と して 、従 来 か らの 都心 居 住 者(永 年 都 心 居 住 層)
の 保 護 と 、 あ ら た に都 心 に移 り住 み 、住 み続 け た い と考 える者(新 規 都心
定 着 層)お よび 一 時 的 に都 心 に移 り住 み た い と考 え る者(新 規 都 心 移 動層)
の 受 け入 れ にっ い て どの よ う に対 処 す るか が あ るが 、各 自治 体 か らは 図6.











E.永 年都心居住層 には積極的に居住誘導策を講 じ、新規都心定住層や新
規都心移動層 には一般施策で対応する。
東京都港区、横浜市、福岡市
Aタ イプ の 自治 体 は 、 いず れ も現 段階 で は顕 著 な都 心 居住 問題 を抱 えて
い な い と こ ろで あ る 。一方 、Bタ イプ は 、 すべ て の層 に対 して積 極 的 な 誘
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導 策 を 考 えて い るが 、千 代 田 区の 場合 は 、深 刻 な居 住 人 口の 減 少 か らの 回
復 を図 る ため 、北 九 州 市 の 場 合 は 、基 本 計 画 に基 づ いて都 心 を 多様 な 人 々
の居 住 の 場 と して整 備 す る方 向 を め ざ そ う とす る と こ ろか ら きて い る と考
え られ る 。大 阪市 に とっ ては その 両方 が 課 題 とな っ てい る 。
その 他 の タイプ は 、新 規 都 心 定住 層 と新 規 都 心 移 動 層へ の対 応 ぶ りで そ
の違 いが み られ 、 るが 、従 来 、都心 居 住 政 策 は 、永 年 都心 居 住 者 の居 住が 、
業 務 ・商 業 機 能 の 肥 大 に よ っ て圧 迫 さ れ る こ と に対 し、 そ の 居 住 を 支 援 し
よ う とす る もの が 中心 で あ っ た 新 規都 心 流 動 層 す な わ ち 若年 単 身 者 や 単
身 赴任 者 等 は 、そ の流 動 性 の 高 さゆ え に これ まで 住 宅 施策 の対 象 と され る
こ とが 少 な か っ たが 、東 京 都 や 札 幌 市 で は これ ら に対 し て も積 極 的 な 誘 導









大阪市 ◎ ◎ ◎ 層
京都市 ◎ ◎ ○ 圏
神戸市 ◎ ◎ ○ △
東京都 ◎ ○ ◎ 置
千代田区 ◎ ◎ ◎ ■
中央区 ◎ ◎ ○ ■
港区 ◎ ○ ○
一
遇
札幌市 .◎ ○ ◎ 口
仙台市 ○ ○ ○ ■
横浜市 ◎ ○ ○ ×
川崎市 ○ ○ ○ △
名古屋市 ◎ ◎ ○ 匿
広島市 ○ ○ ■




○ 一般施策 で対応 する




図6.3.1居 住 者 へ の 対 応
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また 、都 心 居 住 に最 も多 くの 困難 を 抱 える こ とか ら都心 か らの流 出が 激
しい子 育 て期 世 帯 に対 して も 、 ほ とん どの 自治 体 が 人 口構 成 の バ ラ ンスの
問題 や 既 存 施 設 の 有 効 活 用 等 の面 か ら 、今後 は積 極 的 な 定住 促 進 が 必 要 と
考 えて お り、 多様 な 居住 者 を受 け入 れ よ うと して い る こ とが わ か っ た 。 そ
の よ うな 中で 横 浜 市 だ けが 「都 心居 住 の促 進 は 必 要 だが 、 と りたて て 子育
て期 の都 心 居 住 は必 要 な い 」 とし 、神 戸市 は 、 その 他 と して 「バ ラ ン スの
とれ た 人 口定 着 を 図 る ため 、若 年 世 帯 、 フ ァミ リー世帯 、高 齢 者 世 帯 の各
々 に対 して 適切 な施 策 対 応 を 図 る 」との 回答 を して い る 。横 浜 市 、神 戸 市
と も に都 心 部 で は 業 務機 能 の 開発 ・整 備 が 重要 な課 題 とな って い る 自治 体
で あ るが 、業 務 機 能 と居 住機 能 を対 立 的 に と ら え るので はな く、 人 ロバ ラ
ン ス を と りな が ら共 に整 備 す べ き課 題 と捉 えて い るこ とに よ る と考 え られ
る 。
(2)都 心 居 住 政 策 の 現況
1)都 心 居 住 政 策 の 概 要
現 在 ほ とん どの 自治 体 が 、 何 らかの か た ちで 都心 を対 象 と し た施 策 を実
施 して い る。 その 名 称 も 内容 も多様 で あ るが 、表6.3.1の よ うに整 理
で き る 。
① 住 宅 ・住 環 境整 備 に よっ て都 心 居 住 の ため の環 境 整 備 を しよ うとす る も
の(横 浜 市 、札 幌 市 、仙 台市 、東 京 都 等)
手 法 は主 と して 市 街地 再 開発 事 業 に よ る 。
② 直接 住 宅 を供 給 し よ う とす る もの(東 京 都 、千 代 田 区 、京 都 市 、神 戸 市 、
中央 区 、港 区 、横 浜 市 等)
公 共住 宅 、 民 間住 宅 の 借 り上 げ 、地 域 特 別 賃 貸 住 宅 、付 置 義 務 住 宅等 の
他 、 特 定 市 街 地総 合整 備 促 進 事 業や まち づ く り支援 事業 制 度 等 、手 段 は
多 様 で あ る 。





住宅・艦 鯉 備 住環境整備事業
市街地再開発事業
横浜市


























新婚 世帯 向 けマ ンシ ョン融 資
都心 居住を促進す る為 の融資助成制度
























市 、大 阪 市 等)
総 合 設 計 制 度 な らび に それ を活 用 して の容 積 割 増が 主 な 手法 で あ る 。
④ 容 積 削 減 に よっ て 居住 水 準 を保 と う とす るもの(広 島 市)
都 心 住 居 地 域 地 区 計画 に よ る 。公共 施 設 や 生 活 関 連 施 設 の ス トツ ク に見
合 っ た都 心 型 住 宅 の供 給 が 目的 。
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⑤ 建 設 資 金 の 融 資 ・補助 を す る もの(東 京都 、 中央 区、港 区 、神 戸 市 、 大
阪 市 、広 島 市 等)
住 宅 の 建 設 に融 資 ・補 助 す るも の と、住 宅 の取 得 に対 す る融 資 ・補助 と
が あ る 。最 も多 様 な 手 段 を持 っ都 心 居 住 支援 策 。
⑥ 条 例 や 要 綱 に よ る規 制 や 誘 導 によ っ て あ るべ き姿 を実現 しよ うとす る も
の(千 代 田 区 、 中央 区、 京都 市 、仙 台 市 等)
まちづ く りとの 連 携 が特 徴 。
⑦ 開発 協 力 金 の 拠 出 を求 め 、従 前 居 住 者 の 継続 居 住 を可能 にす る ため の家
賃 補 助 を しよ う とす る もの(中 央 区 、港 区等)等 が あ る。
2)関 西3都 市 にお け る都 心 居住 政 策
O大 阪市
大 阪市 で は 、市 政 の最 重 要 課 題 の 一っ と して住 宅 政 策 が取 り上 げ られ て
お り、魅 力 あ る大 都 市 居 住 の 実 現 を基 本 目標 と して 、幅 拾 い都 市 居 住 ニ ー
ズへ の対 応 、適 正 な住 居 費 負 担 に よる住 宅 供 給 、社 会 的 資 産 とな り う る良
質 な住 宅 ス トック の形 成 、 アメ ニ テ ィ豊 かな 居 住空 間の 創 出 、高 齢 化 社 会
へ の対 応 、都 市 居 住 文 化 の 発 展 的継 承 と創 造 等 を め ざ そ う と してお り、都
心 部 の居 住活 性 化 に も非 常 に積 極 的 に取 り組 んで い る。具 体 的 には次 の よ
うな も のが あ る 。
・都心 住 宅 優 遇 ボ ー ナ ス制 度
建 築 基 準 法 に基 づ く 「総 合 設計 制 度 」を活 用 し、都 心 部 の 一定 の 地 域
(図6.3,2)に お いて 住 宅 を含 む ビル を建 設 す る場 合 に、通 常 よ り
も多 くの容 積 率 の割 増 を認 め る制度 で 、1979度 か ら、お お むねJR
大 阪環 状 線 内側 の地 域 を対 象 と して い る。都 心 居 住 の促 進 を図 るため 、
1989年2月 に対 象 地 域 の 拡 大や 容 積割 増 の ア ップ を行 な う等 、制 度
の 拡 充 を 図 っ て い る 。1992年7月 末 現 在23件845戸 の 実績 あ り。
・船 場 都 心 居 住 促 進地 区ボ ー ナ ス制度
都 心 部 にお け る人 口減 少 を抑 制 し、住 宅 を含 め た健 全 な都 心 機 能 の 回
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復 を 図 る ため 、再 開 発地 区計 画 制 度 を 活 用 し船 場 地 区(図6.3.3)
にお い て住 宅 を 含 む建 築 物 で 、敷 地 の 大 きさや 建 ペ イ率 等 一 定 の 条 件 を
満 足 し、船 場建 築 線 に よ る敷 地 後退 部 分 を歩 道 と して整 備 す る もの にっ
い て容 積 率 の割 増 しを認 め る制度 、1989年12月 か ら実施 。
・都 心 居 住 を促 進 す る為 の 融 資 助成 制 度
人 口減 少 の著 しい都 心 部 にお け る住 宅 供給 を 推進 す る た め 「都 心 住 宅
優 遇 ボ ー ナ ス制 度 」が 適用 さ れ る 区域 にお い て住 宅 を含 む 建 築 物 を建 設
す る場 合 あ る いは マ ンシ ョ ンを購入 す る場 合 に 、民 間 住 宅 に対 す る各 種
融資 ・助 成 制 度 の 適用 要 件 の 緩和(表6.3.2)を す る制 度 。
1990年(受 付 ベ ー ス)特 賃4件78戸 、 マ ンシ ョ ン融 資15戸
1991年(受 付 ベ ー ス)特 賃3件64戸 、 マ ンシ ョン融 資1戸 の 実
績 が あ る。 なお 、市 域全 体 を対 象 と し た施 策 で は あ るが 、 民 間 住 宅 の借
り上 げや 家 賃 補 助 、 リロケ ー シ ョン住 宅 の 建 設 等 の都 心 居 住 を促 進 す る
施策 を1991年 度 か ら実 施 す る予 定 とな って い る 。
醗1商 親 区の齪 する区域 鮨 欝h7率1。・%,5・・%,6・・%,8。。%)
懸 住居地肋 指定する区域 鮨 定彿 覧率3・・%,…%)
図6.3.2都 心 住 宅 優 遇




























制 度 名 適 用 要 件 特定地域の場合 一般地域の場合
敷 地 面 積 200㎡以上 265㎡以上
全床面積に対す
大 阪 市 特 定 賃 貸 る住宅床面積の 1/4以上 1/2以上




敷 地 面 積 500㎡以上 2,000㎡以 上
施行する土地が
優良再 開発建 築物














大阪布新築 マ ンション マ ン シ ョ ンの住
購 入 資 金 融 資 戸面積(バ ル コニー含む)
55㎡以上 70㎡以上
O京 都市
都 心 部 の み を 対象 と した施 策 は特 に行 な っ て は いな いが 、都 心 居住 を
支 援 す る もの と して以 下 の もの が 実 施 され て い る 。
・HOPE計 画推 進 事 業
市民 の す まい づ く り活 動 の 誘 導 ・支援 、市 民 啓 発事 業 等 を 内容 と した
もの で 、 住宅 展 示 場 建 設 等 を通 じて 市民 の 住 ま いづ く りの 誘 導 、 「町
づ く り専 門委 員 会 」の 設 置 に よ る町 づ くり活 動 の 支 援 、HOPEコ ン クー
ル によ る市 民 啓 発 等 の 実 現 をみ た 。
・京 町家 活 性 化 事 業
京 都 ら しさ を形 づ くり 、住 環 境 を構 成 す る大 切 な 要素 で あ る町 家 、長
屋 等 の ス トッ ク を地 ・家 主 や 居住 者 、民 間 業 者 等 と連 携 しなが ら再 生 、
活 用 を図 る 。
現 居 住 者 の居 住 を確 保 す る と とも に 、新 たな都 心 居 住 を促 進 し、 あ わ
せ て 京 都 ら しい町 並 を整 備 す る こ とが で きる と考 え られ るが 、1992
年 度 よ り事 業 化 の 予定 で あ る 。
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・借 り上 げ公 共賃 貸 住 宅 制 度 の 活 用
一定 の建 設 基 準 の も とに 、民 間 事業 主体 が 建 設 した良 質 な 民 間 賃 貸 住
宅 の 一部 又 は全 部 の 住戸 を地 方 公 共 団 体又 は地 方 住 宅 供 給 公 社 が 借 り上
げ 、入 居者 に対 して家賃 補 助 を行 な い 、相応 の家 賃 で賃 貸 す る方 式 。
良 質 な 賃貸 共 同 住 宅 の ス トック形 成 を促進 す る と とも に 、 中堅 勤 労 者
世 帯 等 の 住宅 対 策 を促 進 す るこ とが 期 待 され て お り、1991年 度 よ り
事 業 化 の 予定 で あ る 。
O神 戸 市
神 戸 市 で は21Cに 向 けて 住宅 政 策 の 目標 を 明 らか に し、 「神 戸 市 住
宅 基 本 計 画 」(1990年8月)を 策 定 し、計 画 的 な住 宅 政 策 の 展 開 に
取 り組 んで い こ う と して い る 。
その 基 本 理 念 は 、神 戸 らし い 〈魅 力 あ る都 市 集住 〉の 実現 をめ ざ す こ
とに あ り、 「ゆ と り とふ れ あい の あ るす まい づ くり 」をめ ざ した居 住 水
準 の向 上 、住宅 の 多様 化 と福 祉へ の 対 応 、 「い きい き と した うるお いの
あ る まちづ くり 」の ため に イ ンナー シ テ ィの 活 性化 と住 宅 地 と して の都
市魅 力の 創 造 を課 題 とし て い る 。
都 心 部 の み を対 象 とし た施 策 は特 に行 な って い な いが 、 イ ンナー シ テ ィ
対 策 と して、都 心 地 域 も含 め て 下記 の よ うな施 策 が 実 施 され て い る 。
・特 定 住 宅 市街 地 総 合 整 備促 進 事 業
都 市 住 宅 の供 給 と公共 施 設 の整 備 を総 合 的 に 実施 す る もの 。
ハー バ ー ラ ン ド地 区 にお い て都 心 機 能 施 設 と隣接 した良 好 な 都 市 住 宅 地
が 形 成 され っっ あ る 。
・市 街 地 住 宅密 集 地 区再 生事 業
融 資 ・家賃 補 助 等 の諸 制 度 を総 合 的 に組 み合 わせ な が ら木 賃 住 宅 等 の
建替 を促 進 す る 。宮本 ・吾 妻 地 区 にお い て木 賃 住 宅 等 の 建 替 促 進 に取 り
組 ん で い る 。
・木 造 賃 貸 住 宅 密 集 地 区整 備 事 業
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上 記 事 業 とあ わせ て 、老 朽 住 宅 の 改 善 、生 活 道 路 の整 備 等 の 総 合 的 な
住環 境 整 備 を行 な う 。
西 出 、 東 出、 東 川 崎地 区 にお い て老 朽 住 宅 の建 替 と住 環境 の整 備 に取 り
組 んで い る 。
・地 域 特 別 賃 貸 住 宅
中 間 所 得 層 に対 して 、長 期 居 住 が可 能 な良 質 な 賃貸 住 宅 を適正 な住 居
費 負 担 で 供給 す る 。地 域 特 賃A型2棟152戸 入居 済 。地 域 特賃B型
1棟9戸 入 居 済 。
・イ ン ナー 融 資
港 島 を 除 く中央4区 の 公 庫 融資 貸 付 けマ ンシ ョン(中 古含 む)を 購 入
す る場 合 に上 乗 せ 融 資 、
イ ンナ ー シ テ ィで持 家 取 得 に よ る定 住 促 進 を図 る 。
・新婚 世 帯 向 けマ ンシ ョ ン融 資
港 島 を 除 く中 央4区 で新 婚 世 帯 が マ ンシ ョ ン(中 古 含 む)を 購入 す る
場 合 に低 利 融 資 。 イ ンナ ー シ テ ィで 若 年 世帯 の持 家 取得 によ る定住 促 進
を図 る 。
3)そ の 他 の都 市 にお け る都 心 居住 政 策
O東 京 都 の場 合
都心 部 に 限定 さ れ た もの で はな いが 、 公共 住 宅 の 直接 供 給 の 他 、以 下の
よ うな制 度 を活 用 して い る 。特 別 区全 体 の住 宅 対 策 を概 観 す る と表6.3.
3の 如 くで あ る 。
・市 街 地 住 宅総 合 設 計制 度
総 合 設 計 制 度 の 運 用上 の特 例 で 、主 な 用 途 が 住宅 で あ る場合 、 よ り大
きな 容 積 率 の 割 増 しが あ る 。こ れ に よ る住 宅 供 給 の 実績 は 、1990年
3月 現 在 、東 京 都 全 体 で 、8642戸(88件)、 他 に総 合 設 計 制度 で
住 宅 付 きの もの は 、2942戸(13件)。
・特 定 街 区
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街 区 レベ ルで 良 好 な空 地 の確 保 な どを条 件 に容 積 率 の 割 増 しが あ る 。
これ に よ る住 宅 供 給 の実 績 は 、1989年12月 現 在 、 区 部 全 体 で47
75戸(9街 区)。
・市街 地 再 開発 事 業
市 街 地再 開 発 事 業 に伴 う住 宅供 給 で 、 これ に よ る住 宅 供給 の 実績 は 、
1991年2月 現在 、6470戸.
・優 良再 開発 建 築 物整 備 促 進 事 業
一定 の空 地 等 を確 保 す る建築 物 の 整 備 に補 助 す る事 業 で 、 これ に よ る
住宅 供 給 の 実績 は 、1989年 現 在 、区 部全 体 で2498戸 。
都 心 居 住 政策 の代 表 的 な もの として 、 区 の住 宅 付 置 義 務 制 度 が あ り、
実績 を作 りっ っ あ る(表6.3.4)が 、都 で は この 支 援 策 を検 討 中 。
この他 、都 で は 、民 間 住 宅 の借 り上 げ 制 度(優 良民 間 賃 貸 住 宅 制 度)を
創設 した り、職 と住 の 均 衡 した都 市 づ くりを進 め る ため の プ ロ ジ ェ ク ト
チ ー ム を設 置 し、職 住 均衡 回復 を 目指 す た め の新 しい方 策 を検 討 し て い
る。現 在 検 討 中の 「市街 地 複 合 住 宅 総 合設 計 制 度 」は 、公 開 空 地 の 他 、
適 正 家 賃 の優 良住 宅 を設 置 す る こ とを 条件 に 、住 宅 床 と あわ せ て 業 務床
の容 積 率 を割 り増 す とい う制 度 で あ る。
○東 京 都 千 代 田 区の 場合
・千 代 田 区住 宅基 本 計 画(策 定 申)
区の 街 づ く りにお い て 、住 と職 とが 調和 し、各 種 都 市 機 能が 共 存 す る
人 間 成 豊 か な魅 力 あ る都 市 を形 成 す る た め 、居 住 機 能 回 復 し、定 住 人 口
を確 保 し、活 力 あ る地 域 社 会 を築 くこ とが 、最 も重 要 な 課題 で あ る との
認 識 の も とに 、 「多様 な 人 々が 住 み活 動 す る生 活 都 心 の 形成 」を基 本 テ ー
マ と し、 現在 千 代 田 区 に住 んで いる 人 々が 住 み 続 け られ る よ う にす る こ
と 、区 内 在勤 者 をは じめ とす る多 様 な 人 々が 、千 代 田 区 に移 り住 む こ と
が で き る よ うにす る こ と、居 住 者 像 に対 応 した都 心 型 居 住 ス タ イ ル 、 都





区 分 中 央 区 港 区 新 宿 区 文 京 区 台 東 区
中央区市街地開発事業 東京都港区開発男業に 東京都新宿区定住化の 菓京都文京区宅地開発 台東区大規模煙築物の
根 指導 要綱 昭60.6」 係る定住促進指導要綱 推進に関する指導要綱 並びに中高層処築物等 建設計画の事前協議に




500㎡以上 の事 業区 域 延 べ床 面積3.000以上 〔商業地域〕 ・300㎡以上の 宅地開 敷地面 積 が500㎡以上
を有する開発畢業 の建築物 延 面積2,000㎡以 上 発事業 で高さが10mを超 える
の鎚築物 ・中高層連築物等の建 建築物
宅 適 〔近鱗商業地域〕 築串業
延 面積1.500㎡以 上 〔商業地域〕
の建築物 敷地 面積500㎡以 上
用 〔上記以外の地域〕 又は延べ床而膨 ρOO
延 而稽1.000㎡以 上 ㎡以上
の建築物 〔近防商業地域〕







置 〔商業地域〕' 〔指定容積率400%以下〕 〔商業地域、近隣商業地 〔近隣商業地域、商業地 〔商業地域 〕
1寸 事業区域面積の 延べ床面積の 域又は準工業地域〕 域又は準工業地域〕 敷地面積の50%以上
置 50%以上 30%以上 敷地面磧の50%以上 敷地面槙の50%以上 〔その他の地 域〕
住 〔その他の地域〕 〔指定容積率400%を超 〔その他の地域 〕 〔その他の地域〕 敷地面磧の
宅 事業区域面積の え500%以下〕 敷地面積の 敷地面積の100%以 100%以上

















記 の1.2倍 1棟につき原則 として
2戸以上
策
☆区長と事前協議 ☆区長と串前協議 ☆転用防止(入居者の ☆区長と事前協議 ☆区長と事前協議
そ ☆要綱違反の場合は勤 ☆要鋼違反の場合は勧 住民登録等) ☆要綱違反の場合は助 ☆要綱違反の場合は励
告、公表、道路専用許 告、公表 ☆区長と事前協議 告、公表 告、公表の
可保留等 ☆実績4β47戸 ☆要綱違反の場合は勧 ☆実績4β26戸 ☆案績893戸
他 ☆実 績2,093戸 旧要窮適用 告、公表
☆実績910戸
☆事 舞区 域3.000㎡以 ☆延べ而稿10ρ◎0㎡以 *他に定住化対策 とし *他 に定住化対策 とし
上の開発零呉 上の建築物 て、定 住化基金(20億 て、新 婿家 庭家 賃補
①協定家貨住宅の供袷 ①要請在宅の確保(付 円)を活用 した家貨 助制度を実施(2年
付 (付置住宅の床面稿 置住宅の床而碩の25 捕助制度(ファミリー 度～)
の25%以上) %以 上)→自己用、従 世帯 ・新婚世帯向け)
置 ②開発協力金の負担 前居住用、区1昔上、協 を実施(3年度～)
住 ☆上記②を原資とした 定家貨住宅等に活用
まちづくり支援畢業 ☆ 延べ面 積5,000㎡以
宅 (コ ミニニ テ ィ ・ファ 上の建築物に係る開
ン ド方式) 発畢業者の ・地域環境整備活動等 ②定住協力金の負担
関 援助串業…まちつ く ☆ 延べ 面稿3.OOO㎡以
りに寄与 し、公共 的 上の建築物に係る開
辿 又は公的な意義の認 発瑠業者
政 め られ るものが対象・居住継続援助串業…
③公共施設等の整備へ
の配慮
策 従前居住人が上記① *上記 ①② は平3,12.1






政策 を進 め よ う と して い る 。そ の他 、 区が 実 施 す る住 宅 施策 の基 本 方 針
と して 、① 住 民 ・企 業 ・行 政 の 三位 一体 の 協 働 に よ る職住 のバ ラ ンス の
とれ た街 づ くりを進 め る中 で 住宅 供 給 お よび 居 住 支援 策 を推 進 す る 。②
学 校 用 地 をは じめ とす る区 有地 を可 能 な 限 り活 用 し、公 共 住 宅 の 供 給 を
推 進 す る 。③ 賃 貸 の 共 同 住宅 の供 給 を中心 と した住 宅 施 策 を推 進 す る 。
④ 高 齢 者等 借 家 世 帯 、 低所 得 お よび 中堅 所 得 借 家 世 帯 に対 して は公 共 住
宅(借 り上 げ型 を含 む)を 供 給 す る 。土 地 所 有 世 帯 に対 して は資 産 活 用
の 誘 導 に よ り、地 元在 勤 者 世 帯 に対 して は共 同 社 宅 の誘 導 に よ り、 また 、
移 転 を強 い られ る高齢 者 等 借 家 世帯 お よび 借 家 自営世 帯 に対 して は家 賃
の差 額 補 助 に よ り居 住 を支 援 す る。⑤ 限 られ た土 地 の 高 度 利 用 を 促 進 し、
住 宅 供 給 に結び 付 け て い く 。⑥ 都 心 の利 便 成 を有 効 に活 用 しっ っ 、都 心
型 ラ イ フス タ イ ル を志 向 す る居 住者 の ニ ーズ に対 応 し た住 宅 の供 給 お よ
び 住 環 境 を形 成 す る 。等 を あ げ てい る 。 この よ う に都 心 居 住 の ため の 目
標 ・施策 を 明 らか にす る こ と に よっ て 、行 政 の 責任 だ けで な く、企 業 、
住 民 も 責任 を果 た すべ きで あ る と し、区民 ・企 業 の 参 加 、 協 力 を得 よ う
と して い る 。
O東 京 都 中央 区
・付 置住 宅 制 度
開発 事 業 指導 要 綱 に基 づ く行 政 指 導 に よ り一 定 の 開 発規 模 を有 す る事
業(500㎡ 以 上)に っ い て 、住 宅供 給(戸 当 た り40㎡ 以 上)を 実現
す る 。
(商業 地 域 ・敷地 面 積 の50%以 上 、 その他 の地 域100%以 上)
1985年6月1日 要綱 制 定 。以 後5年 間で2000戸 以 上 の供 給 あ り。
居 住水 準 に っ い ては 申 し分 な いが 、家 賃 が 高 額 。
・まち づ く り協 議会 運 営
区 内 を地 域特 性 に応 じ、10地 区 に区 分 し、 当該 地 域 の ま ちづ く りに
っ いて 住民 と協 議 す る場 を設 置 .
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無 秩 序 な 開 発が 抑 制 され 、住 民 が 主 体 とな っ た まち づ くりの 促進 、 開発
プ ロ ジ ェ ク トが相 当数 育 っ て い る 。
・ま ちづ く り支 援 事 業制 度(コ ミュニ テ ィ ・フ ァ ン ド制度)
大 規 模 開 発 事 業(3000㎡ 以 上)を 行 な う開 発 業者 に 、開 発 協 力 金
の拠 出お よび 協 定 家 賃住 宅 の供 給 を求 め る 。(開 発 事業 指 導 要 綱 に基 づ
く行 政 指 導 に よ る)
開発 協 力金 は 、 当該 事 業 に よ る家 賃 の激 変 に対 し、継 続 居 住 を 可 能 に
す る た め の家 賃 補 助 を行 な い開 発事 業 を促 進 させ る 。借 家 人 を含 む 関係
権利 者 の合 意 形 成 が 円滑 に推 進 す る 。晴海 一 丁 目再 開発 事 業 進 行 中(公
団等 借 家 人約400世 帯)
O東 京都 港 区
・定 住 まち づ くり条 例
住 宅 ・住 環境 の整 備 に 関 す る 区の 基 本姿 勢 を 明示 し たも の.
・定 住 促 進 指 導 要 綱
一定 規 模 以 上 の 開 発 業 者 に住宅 の 付 置(要 請 住宅)や 定 住協 力金 を求
め る 。
・定 住 促 進 基 金
区 と して基 金 原 資 を積 み 立 て、定 住 協 力 金 を加 えて 、 その 運用 益 に よ
り定 住 支援 策 を推 進 す る 。
区 の み の取 り組 み で は限 りあ るな か で 、企 業 や 区民 の 理 解 と協 力 を得
た住 宅 対 策 の推 進 をめ ざす 。付 置住 宅 の実 績 は 、協議4347件 、 完 了
2015件(1991年 現 在)。 定 住協 力 金 の 見 込 み は年 間30～40
億 円 。 そ の他 要 請 住 宅 の 借 り上 げ等 の 施 策 展 開 。
O札 幌 市 の場 合
・再 開 発 事 業
近 年 、都 心 商 業 業 務地 の周 辺 地 区 にお いて 人 口の減 少 、 老 朽家 屋 の増
大 、既 存 商 業 の 衰 退 、用 途 の混 在 等 が 顕 れ て きて い る こ とか ら、 こ の課
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題 解 消 に向 けて再 開 発 事 業 に よる居 住 環 境 の 整 備 、 人 口 の 呼び 戻 しを 図
ろ う とす る もの 。 その 結 果 、 都心 商 業 業 務 地 周 辺 にお け る高 度 利 用 住 宅
地 の 形 成 に よる 人 口の 増 加 、居住 環 境 の 改 善 、 建 物 の共 同化 ・不 燃 化 等
の効 果 が あが って い る 。
○仙 台 市 の 場 合
・市 街 地 再 開 発事 業
良好 な 都 市環 境 の整 備 と都 市機 能 の 充 実 を 図 る こ とを 目的 と し、19
74、1975年 に再 開 発 マ ス タ ープ ラ ンを 策 定 、13地 区の 計 画 策 定
の うち 、1991年 まで に4地 区が 事 業 完 了 、5地 区が 事 業 実 施 予 定 と
な って い る 。そ れ らの住 宅 供 給 は 、事 業 完 了 地 区で330戸 あ り、 実施
及 び予 定 地 区 にお い て も3地 区 で住 宅 供 給 の 計 画が あ る 。
・仙 台市 集 合 住 宅 の 建築 に関 す る指導 要 綱
都心 部 にお け る ワ ンル ー ムマ ンシ ョン等 の 増 加 傾 向 を鑑 み 、地 域 住 民
との扮 装 を未 然 に防止 す る と共 に、地 域 の 良 好 な居 住 環 境 の 確 保 を 図 る
こ とを 目的 と し、 「建 築 計 画 」 「駐 車 場 等 設 置 」 「管 理 」等 の各 基 準 を
設 定 して い る 。1990年7月 に施 行 したば か りで あ り、 そ の効 果 にっ
い て は まだ 出 て いな い 。
O横 浜 市
・ポ ー トサ イ ド地 区整備 事 業
国際 文 化都 市 ・横 浜 にふ さ わ しい快 適 な 都 市 環 境 の 創造 を 目指 し、都
心 型 住 宅 の建 設 を 中心 と し た新 しい複 合 市 街 地 の形 成 を 図 ろ う とす る も
ので 「特 定住 宅 市 街 地総 合 整 備 促 進 事業 」に よ る住 宅 、業 務 、 商 業 等 の
複 合 開 発 。(25㌶)
計 画 フ レー ム 。居 住 人 口約6500人 。計画 戸 数 約1800戸 。
多様 な 市 民 ニ ー ズ に応 じ た住宅 の 供 給 。
・住 環 境 整 備事 業











6.3.2都 心 居 住 政 策 へ の 取 り組 み
(1)大 都 市 に お け る都 心 居 住 政 策へ の取 り組 み の 概要
図6.3.4は 、都 心 居 住 に関 連 す る現 行 の 具 体 的政 策 に どの よ うに取
り組 ん で い るか 、 あ る い は どの よ う に考 えて い るか を尋 ね た結 果 で あ る 。
「1 .都 心 にお け る公 的賃 貸 住 宅 の供 給 促 進 」
東 京 都 心3区 を は じめ 、横 浜市 、名 古 屋 市 、 大 阪市 、神 戸 市 、広 島市 等
で 実施 され て お り、東 京 都 、 京 都 市 、北 九州 市 等 で は現 在 検 討 中で あ る 。
札 幌 市 や 仙 台 市 、川 崎 市 等 で も将 来 検 討 が 必 要 にな る だ ろ う と考 え られ て
い る 。
「2 .家 賃 補 助 制 度 」
東 京 都 と千 代 田 区 、 中央 区 、 大 阪市 等 で実 施 中、 京 都市 で も近 々実施 予
定 とな っ て い る 。但 し東 京 都 の 場 合 、対 象 は高 齢 者 の み で あ る 。大 阪 市 で
は定 住 へ の期 待 を こ め て新 婚 世 帯 を対 象 と した家 賃 補 助 が な さ れ て い る 。
「3.民 間賃 貸 住 宅 の借 り上 げ 」
東 京 都 港 区 、 大 阪市 、神 戸 市 で す で に実施 してお り 、京 都 市 で も近 々実





















































● ● ● ● △ ● ○ ● ● ● ○ ○
2.家賃補助制度 ○ △ ● ● ○ ● △ △ 一 ● ● △ △ O 一
3.民間住宅の借り上げ O ○ O ○ ● ○
'
△ X ○ ● ● ● ○ ○ ○
4.リロ ケ ー シ ョ ン 住 宅 の 建 設 △ △ ○ ○ △ X X △ ※ △ ● △ ※ △ 一
5。住宅付置義務 X △ ○ ○ ● ● △ X △ △ X △ X △ 一
6.イン セ ン テ ィブ ゾ ー ニ ング △ △ ○ △ △ O ○ △ ● △ ● △ ※ ○ △
7.立体 容 積 制 ○ △ O △ △ ○ △ △ △ △ △ △ X ○ O
8.ダウ ン ゾ ー ニ ン グ △ △ O △ △ 一 一 △ △ △ △ △ ※ O △
9.再開 発 地 区 計 画 ● O ● ● ● ● ● ○ ※ ○ ● ○ △ ○ O
10.総合 設 計 制 度 ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● △ ● ○ O
11.その 他 ● △
O検 討中 ● 実施中 △ 将来検討が必要
X検 討の必要がない 一 関心がない ※その他
図6.3.4都 心居住政策への取 り組み
とん どの 自治 体 が 実 施 に む け て検討 中で あ る 。
「4.リ ロケ ー シ ョ ン住 宅 の 建 設 」
す で に実 施 して い るの は大 阪 市 のみ で あ るが 、東京 都 、東 京 都 千 代 田 区
等 実施 に む け て検 討 中 の と こ ろ もあ る 。 しか し同 じ東京 都 心 区 で も 中央 区
で は検 討 の必 要 が な い と して い る 。 また 、札 幌 市 、横浜 市 で も検 討 の必 要
が な い と してお り、 名古 屋 市 、広 島市 等 で は その 他 と回答 して い る もの の
具 体 的 内容 にっ い て は不 明 で あ る 。
「5 .住 宅 付 置 義務 」
東 京 都 中央 区 、 港 区が す で に実 施 、東 京 都 と千 代 田 区が 現 在 検 討 中 で あ
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る 。一 方 、札 幌 市 、 川崎 市 、 大 阪市 、広 島 市 で は 、検 討 の必 要 はな い と し
て い る 。
「6.イ ンセ ンテ ィブ ゾ ー ニ ング 」
名 古 屋 市 、 大 阪市 で 実施 中 、東 京 都 、 東京 都 中央 区 、横 浜 市 、北 九州 市
で検 討 中 で あ る・検 討 の 必 要 が な い と した の は札 幌市 のみ で あ った 。
「7 ・立 体 容 積 制 」につ い て は、 実施 して い る と こ ろはな いが 、札 幌 市 、
東 京 都 、東 京 都 中央 区 、北 九 州 市 で検 討 中で あ る 。
「8 .ダ ウ ンゾー ニ ング 」
東 京 都 と北 九 州 市 で 検 討 中 とい うこ とで あ るが 、全 体 的 に消 極 的 で あ る 。
広 島 市 で は 、都 心 住 居 地 域 内 の建 築 物 にっ い て 、 一定要 件 を満 たす住 宅 用
途 を 有 さな い場 合 、 容 積率 を制 限 す る とい う一 種 の ダ ウ ンゾー ニ ングが お
こな わ れ て い る 。
「9 .再 開 発 地 区 計 画 」
東 京 都 、 東 京都 都 心3区 を は じめ 、札 幌 市 、横 浜市 、大 阪市 で実 施 され
て お り、 仙 台市 、川 崎 市 、京 都 市 、神 戸 市 、北 九州 市 で も検 討 中で あ る 。
「10 .総 合 設 計 制 度 」
ほ とん どの 自治 体 が 実施 してお り、検 討 中 は横 浜市 と北 九州 市 、将 来 検
討 が 必 要 と して い るの は神 戸 市 の み で あ る。
「11.そ の 他 」 と して 、東 京 都 千 代 田 区が 高 密 度居 住 の 条 件整 備 を 、京
都 市 が 空 中 権利 用 を将 来 検 討 が 必 要 な もの と してあ げ て い る 。
以 上 全 体 と して み る と、最 も多 くの 自治 体 で す で に実施 され て い るの は、
「総 合 設 計 制度 」で 、 「都 心 にお け る公 的賃 貸 住 宅 の供 給 促 進 」 「再 開 発
地 区計 画 」が これ に続 い てお り、半 数以 上 の 自治 体 で 実施 され て い る。 い
ず れ も都 心 だ けを対 象 と した もの で は な く、既 存 の 施策 ・制 度 を都 心 部 に
準 用 し た もの で あ る 。
一 方 、 「イ ンセ ンテ ィブ ゾー ニ ング 」や 「住 宅 付 置義 務 」、 「立体 容 積
制 」 、 「ダ ウ ンゾ ー ニ ング 」等 は 、都 心 部 とい う地 域 を限 定 し た施 策 で あ
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り、都 心 の 空洞 化 の 激 し い 自治 体 で はす で に実 施 を み て い るが 、 そ の他 の
自治 体 で は 将 来 の 問題 と し て い る 。 と りわ け 「住 宅 付置 義 務 」につ い て は 、
札 幌 市 、 川 崎 市 、 大 阪市 、広 島 市等 が 検 討 の 必 要 が な い と して い る 。 「家
賃 補 助 制 度 」は 、東 京 都 や 東 京 都心3区 、大 阪 市 等 、都 心 部 の住 宅 の家 賃
の 高 騰 が 著 しい とこ ろで 実 施 され てお り、検 討 中 を含 め る と半数 以 上 に な
る 。 しか し、 名古 屋 市 、福 岡 市等 、関 心 が な い とす るも の も あ り、 自治 体
に よ っ て対 応 の違 いが 大 き い 。 ま た、 「民 間 賃 貸 住宅 の借 り上 げ 」に つ い
て は 、 ほ とん どの 自治 体 が 検 討 中 とい う こ とで あ り、今 後 の 動 向が 注 目 さ
れ る 。
(2)関 西3大 都 市 にお け る都 心 居 住 政 策へ の取 り組 み
大 阪 市 は 、 住宅 政 策 的 取 り組 み として 「付 置 義 務 住 宅 」以 外 は す べ て 実
施 してお り、 か な り意 欲 的 に都 心 居 住 の 促進 を図 ろ うと して い る こ とが わ
か る 。都 市 計 画 的観 点 か らは 、 「総 合 設 計制 度 」 「再 開発 地 区 計画 」 「イ
ンセ ンテ ィブ ゾー ニ ングj等 は早 くか ら実施 して い るが 、 ダ ウ ンゾ ー ニ ン
グ や 立 体 容 積制 にっ い ては将 来 の 問題 と して い る 。
京 都 市 は 、住 宅 政 策 的 に は対 策 が遅 れ てお り、家 賃補 助 や 民 間賃 貸 住 宅
の 借 り上 げ等 が 実 施 予定 とい う段階 で あ る 。大 阪 市や 神 戸 市 が すで に取 り
組 ん で い る公 的 賃 貸 住宅 の 供 給 促進 にっ い ては 、現在 検 討 中 で あ る 。都 市
計 画 的 に は 、総 合 設 計制 度 以 外 、 ほ とん ど見 るべ き取 り組 み が な い 。
神戸 市 で は 、公 的賃 貸 住 宅 の供 給 促 進 と 、民 間住 宅 の 借 り上 げ を実 施 し、
再 開発 地 区計 画 を検 討 中で あ る。 ほ とん どの 自治 体 が 実 施 して い る総 合 設
計 制 度 も将来 の検 討 と して い る。
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6.4 都 心 居 住 促 進 の た め の
政 策 白勺課 題
6.4.1都 心居 住 政 策 に お け る課 題
前 節 まで でみ て きた よ う に、 現段 階 にお け る都 心 居 住 政 策 は 、 い ずれ の
自治 体 にお い て も概 ね 都心 居住 促 進 策 で あ る とい える 。促 進 の意 義 につ い
て は 、第2章2.3.3で 検討 した通 りで あ るが 、住 宅 その もの を供 給 し
よ う とす る もの か ら、住 環 境 の整 備 に よ っ て住 みや す い町 づ く りをめ ざす
もの まで 多様 な取 り組 み の な か で 、住 宅 の 供給 政 策 だ け に終 わ らず 、都 市
計 画 との連 携 が 重 視 され る よ う にな っ て きてい る こ とは 、居 住者 の安 全 で
快 適 な生 活 を総 合 的 に保 証 す る とい う本 来 の 居住 政策 の 在 り方 に近 付 くこ
とで あ り、高 く評 価 で き る 。 しか しな が ら、な お必 要 十 分 とは 言 えな い面
が あ る と考 え られ る 。都 市 計 画 とい うマ ク ロな視 点か らの 展望 は 、や や も
す れ ば主 と して都 市 構 造 や 都 市 景観 とい っ たス ケ ール の 大 きなハ ー ド面 に
片 寄 りが ち で 、 そ こ に住 む 人 々 、住 む べ き人 々 、 そ こで 生 活 の在 り方 等 ソ
フ ト面 の 問題 の検 討 が 不 問 に され て い る場 合が 少 な くな い 。言 うまで もな
く都 市 や 住 宅 は人 々の 生 活 の 舞 台 で あ り器 で あ る こ とか ら、 ハ ー ドと ソ フ
トの適 合 が 必 要 で あ る 。そ の ため にも 、 ミ クロ な視 点か ら、 ソフ トの 実 態
を把 握 し、 その 在 り方 にっ い て の展 望 を持 って 問題 に対 処 して い くこ とが
不 可 欠で あ る と考 え られ る 。す な わ ち 、家 族 ・家 庭 の変 容 を ど う受 け止 め
て い くか が 、居 住 政 策 の 中 で検 討 され ね ば な らな い 。
これ まで の わが 国 の 住宅 政 策 にお け る家 族 の捉 え られ 方 を み る と 、概 ね
若 年 層 あ る い は若 年 核 家族 層 にか た よ っ て い た とい うこ とが 指 摘 で きる 。
国 を 中心 と した公 共 住 宅政 策 は そ の社 会 的 責務 か ら必 然 性 へ の 対応 を と っ
て きて い るが 、大 量 の住 宅 供 給 を必 要 と し た高 度 経 済 成 長 期 に都 市 へ 集 中
した人 口が 、主 と して若 年 層 あ る い は若 年 核家 族 で あ っ た こ とか ら、比 較
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的 小 規模 な家 族 へ の 対 応 を基 本 と して き た.そ れ らの受 け皿 と して供 給 さ
れ たの は 、 日本 住 宅 公 団 の2DKに 代 表 され る比 較 的小 規 模 な住 宅 で あ り、
その こ とが さ らに核 家 族化 を促 進 す る要 因 に もな って い た。 しか し、 都市
化 の 進 展 に伴 な う経 済 社会 の変 化 や 家 族 の ラ イ フ サ イ クル の変 化 へ の適 応
性 は十 分 で な く、子 育 て期世 帯 には狭 す ぎ るス トッ クを残 す こ とに な って
し まっ て い る 。 この こ とは、 都心 の空 洞 化 が 、 よ り広 い住 宅 や よ り良 い住
環 境 を求 め て郊外 へ 転 出す る フ ァミ リー 世 帯 が 主 役 で あ っ た こ とに よ って
も証 明 され てい る とい え よ う 。 しか し、都 心 を安 定 し た居 住 の場 とす るた
め に は 、多 様 な家 族 が 住 み つ き、住 み 続 け られ る こ とが 必 要 で あ る 。 そ の
た め に も家 族 の ラ イ フサ イ クルへ の対 応 とりわ け規模 の 大 きな 住 宅 を必 要
と し、多 様 な 要 求 を持 っ 子 育 て期世 帯 が 定 住 で き る住 宅 ・住 環 境 づ く りが
必 要 で あ る 。 これ まで の住 宅 政 策 には 、 この よ うな居 住 者 構 成 、 そ のバ ラ
ンス な らび に時 間 の経 過 と住 要 求 の変 化 す な わち 家 族 の ラ イ フ サ イ ク ル等
に関 す る肌 理 の 細 か な 配慮 が 欠 けて い た とい え る 。今 日で は 、都 心 居 住 者
が 若年 層 と高 齢者 層 とにか た よ って い る とい う実 態 か ら、都 心 居 住 政 策 と
して子 育 て期 世帯 を対 象 に積 極 的 に都 心 居 住 の ため の誘 導 策 を講 じる必 要
が あ る と い う認 識が ひ ろが っ て きて い る もの の 、 具体 策 が た て られ る段 階
には 至 っ て いな い 。 また 、人 口構成 の バ ラ ンス にっ い て も 、極 端 な 片 寄 り
は好 ま し くな い とい われ るだ けで 、 どの よ うな バ ラ ンスが 良 い のか に っ い
て は定 説 は無 い 。 これ らは住 宅政 策 や 都 市 計 画 の み で想 定 で きる もの で は
な く、社 会 福祉 、教 育 、保健 ・医療 、文 化 行政 等 と とも に縦 割 り行 政 の枠
を越 え て総 合 的 に検 討 され ね ば な らな いか らで あ る。 どの よ うな 生 活 を演
出す るか 、 居住 政 策 とで もい うべ きそれ は、都 市 が 持 っ べ き哲 学 で あ る 。
都 市 計 画 と住 宅 政 策 の 連携 の うえ に た っ て、長 期 的 、継 続 的 に取 り組 まな
けれ ば な らな い課 題 で あ るが 、 これ ら は 国の レベ ル で で きる こ とで はな い 。
産 業 構造 や 社 会 構 造 、都市 構 造 等 と居 住 者 の動 向 を 見据 え る とい う肌 理 の
細 か な対 応 は 、居 住 者 の生 活 に直 結 し た 自治 体 レベ ルで こ そ可 能 にな る 。
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東 京 都 の 都 心3区 にお い て様 々 な試 み が な され て い るの は 、問 題 の 深 刻 さ
だ けで はな い と考 え られ る 。以上 の こ と等 か ら、今 後 の都 心 居 住 政 策 には 、
① 家 族 の ラ イ フサ イ クル へ の 着 目、② 自治 体 レベ ルの 住 宅政 策 の 強 化 等が
必 要 と考 え られ る 。
6.4.2都 心 居 住 の 問題 構 造 か らみ た都 心 居 住 政策
図6.4.1は 、 関西 大都 市 圏 にお け る都 心 居 住 政策 の 方 向 性 を第2章
にお い て設 定 し た問 題 構造 にあ て はめ て み たもの で あ る。
大阪 市 で は 、都 心 住 宅 優 遇 ボ ー ナ ス制 度 や船 場 都 心居 住 促 進 地 区 ボ ー ナ
ス制 度 等 、容 積 割 増 しや 融 資 ・助成 に よ っ て都 心 部 の 住宅 供 給 を増 や す こ
とに 積極 的 に取 り組 ん でお り 、職 住 関係(A)と 、住 宅 ・住環 境(C)に
っ い て は 政 策 的努 力が な さ れ て い る とい える 。 ま た、都 心 に限 った こ とで
は な い が 、 新 婚 世帯 を対 象 に家 賃 補 助が お こな われ て お り、住 居費 要 因
(D)へ の 対 策 の 一 っ と考 え る こ とが で きる 。
京 都 市 で は 、 都 心 部 の み を対 象 と し た施策 は無 いが 、都 心 居 住 を 支援 す
る もの と し て、 借 り上 げ公 共 賃 貸 住 宅 制 度 を活 用 して都 心 部 へ の住 宅 供 給











神戸 市 で も 、都 心 部 の み を対 象 と し た施策 は な いが 、市 街 地 住 宅 密 集 地
区 再生 事 業 等 を通 じ た住宅 ・住 環 境 要素 の 改善 、新 婚 世 帯 向 けマ ンシ ョ ン
融 資 に よ る若 年 世 帯 の定 住 促 進 等 に取 り組 ん で い る。
これ らを 、家 族 型 や ラ イ フ ス テー ジ か らみ た都 心 居 住 の問 題 構 造 に重 ね
てそ の 矢 印 の方 向 ・力 関係 を み る と、 都 心 居住 の促 進 とい う点 か らは 、次
の よ うな こ とが い え る 。
大 阪 市や 神 戸 市 で は、 一般 に は郊 外へ の転 出要 因 とな っ て い る住 宅 ・住
環 境(C)お よび 住 居費 要 因(D)を 都 心 に向 け て い るが 、 これ は 、 住 宅
・住 環境(C)や 住 居費 要 因(D)に 郊 外 志 向 を持 っ 高 齢 単 身 者(AS) 、
共 働 きの子 育 て期 世 帯(DINF)、 非 共 働 きの 子 育 て 期 世 帯(SINF)、
母 子 あ る い は父 子 家 庭世 帯(SPF)、 高 齢 者 の 夫 婦 の み世 帯(AC)に
対 して何 らか の 働 きか けを して い るこ とにな る 。 さ ら に大 阪市 で は 、職 住
関 係要 因(A)改 善 へ の施 策 が 実施 され てお り、 職住 関係 要 因(A)に 強
い志 向 を持 っ 単身 世帯(AS)やDINKS、 共 働 きの 子 育 て期 世 帯(D
INF)、 非 共働 きの子 育 て期世 帯(SINF)、 母 子 あ る い は父 子 家 庭
世 帯(SPF)の 都 心 居 住 の 選択 性 を高 め て い る 。
一 方 、京 都 市 で は 、強 い て い えば住 居 費 要 因(D)が 都 心 居 住 の 支i援策
と考 え られ るが 、 そ の対 象 とな るの は非 共 働 きの子 育 て期 世 帯(SINF)
の み で あ る 。各 世 帯 が 抱 え る問題 には 都 市 の差 は な い 。京 都 市 には よ り多
くの世 帯 を対象 と し得 る都心 居 住 施 策 の 拡 大が 望 まれ る 。
ま た 、3都 市 に共 通 す る問題 点 と して 、生 活 関 連 施 設 ・サ ー ビス 要 因
(B)へ の対 処 が 皆 無 で あ るこ とが あ げ られ る 。生 活 関 連 施 設 ・サ ー ビス
要 因(B)が 都 心 居 住 へ の 大 きな 吸 引 力 で あ る こ とは、 これ まで の検 討 か
ら明 らか で あ り、図(前 出 、図2.4.2)に も示 し た通 りで あ る 。 に も
か か わ らず 何 の 取 り組 み も見 られ な いの は 、生 活 関連 施 設 や サ ー ビ ス の整
備 ・充 実 が 従来 の住 宅 政 策 の 枠 を越 え る もの で あ るか らで あ ろ う。生 活 の
外 部 化 が 進 ん で い る今 日にあ って は 、居 住 者 の生 活 は そ れ らの 支 え無 しに
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は成 り立 たな い 。 ま た選 択 性 の強 い文 化 や 娯 楽 に関 す る施 設 ・サ ー ビス の
利 用 にっ い て利 便 性 の 良 さの は 都心 居 住 の 大 きな 魅 力 の 一 っ とい え る。都
心 居 住 を促 進 す る に は 、マ イ ナ ス要 因 を な く して い くとい う方 法 だ けで な
く、 この よ う に都 心 の魅 力 を よ り高 め る とい う方 向 が 新 たな展 開 と して考
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第7章 糸吉章
7.■ 本 研 究 の 結 論 と 提 言
7.1.1は じめ に
本 研 究 で は 、 まず は じめ に都 心 居 住 を 市街 地 居 住 の集 約 と捉 え、 そ の動
向 を家 族 ・家 庭 の 変 容 との 関係 で捉 え る こ との 意 義 を 明 らか に した 。 そ し
て都 心 居 住 を成 立 せ しめ て い る、 あ る いは不 安 定 に して い る要 因 と都 心 居
住 の問 題 構 造 にっ い ての仮 説 を設 定 し、現 実の 都 心 居 住者 の生 活 実態 か ら
それ ら を実 証 す る こ とを通 して 、居 住 の 場 と しての 都心 の在 り方 、住 宅 ・
住 環 境 整 備 の 方 向 を探 究 して きた 。 こ こで は 、各 章 か ら得 られ た具 体 的 な
知 見 を 総 括 的 に整 理 し、本 研 究 の到 達 点 を 明 らか にす る と とも に、今 後 の
都 心 居 住 促 進 の ため の住 宅 ・住 環 境 整 備 な らび に都 心居 住 政 策 にっ い て若
干の 提 言 を述 べ る こ とで結 論 と した い 。
7.1.2研 究 の 結論 と提 言
都心 居 住 問 題 を居 住者 の 視 点 か ら捉 え直 す意 義 を明 らか にす るた め に 、
第2章 にお い て 、家 族 ・家 庭 に関 す る基 本 的 概 念 を整理 した う えで都 心 居
住 に関 す る基 礎 的検 討 を行 な い 、以 下 の よ うな 知 見 を得 た 。
① 日本 の家 族 は 、高 度 経 済 成 長 の 過程 で 、 その 構 成員 、形 態 等 の構 造 面 で
大 き く変 化 した 。核 家 族が 主 流 とな り、家 族機 能 の縮 小 が 進 ん で い るが 、
子 供 の 基 礎 的社 会 化 と家族 員 のパ ー ソ ナ リテ ィの安 定 化 の 機 能 は 固有 の も
の と して維 持 され て い る。 そ れ らは 、住 まい を よ りど こ ろ と して 、家 族 と
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しての 集 団 の 中 で達 成 され るが 、家庭 生 活 は 、家 族 員 の 加 齢 を基 礎 と して
固有 の 課 題 を持 っ 段 階的 変 化 をす る 。そ れ らに う ま く対 応 で きるか ど うか
が居 住 の 安 定 に大 き くかか わ る こ とか ら、家 族 の居 住 問 題 を考 え る に あ た っ
ては 、家 族 型 や ラ イ フサ イ ク ルへ の 着 目が 不 可 欠 で あ り 、 と りわ け都 心 部
に多 い単 独 世 帯 あ るい は 、都 心 居 住 に最 も多 くの 困難 を抱 え る と考 え られ
る子育 て期 世 帯 等 へ の着 目が 必 要 で あ る。
②近 年 著 しい高 齢 化 の進 展 、単 独 世 帯 の増 加 、家 族 規 模 の 縮 小 、 女 性 の 社
会 進 出等 が 、生 活 の 外部 化 ・個 人化 を 進展 させ て お り、外 部 シ ステ ム へ の
依 存度 を高 め て い る 。一方 、 サー ビス経 済 化 の 進 展 に よ っ て様 々 な 居 住 関
連 サ ー ビスが 普 及 して きて い るが 、都心 に は その 多 くが 集 積 して お り 、サ ー
ビス を積 極 的 に利 用 しよ う とす る人 々 あ る い は その よ うな サ ー ビス を 利 用
しな けれ ば生 活 が 成 り立 たな い人 々の都 心 居 住 ニ ー ズ を 高 め て い る 。
③ 都 心 の 定 義 、範 囲 、規 模 等 は各 々の都 市 の 規 模 、性 格 、成 立 過 程 等 に応
じて異 な り流動 的 で あ るが 、商 業 ・業 務 ・行 政 等 の 中枢 管 理 機 能 を 中 心 に
居 住 ・文 化 ・娯 楽 等 の 複合 空 間 と して歴 史 的蓄 積 を持 っ と い う点 で 共 通 す
る特 徴 を 持 って い る 。現 実 にみ られ る都 心 居 住 の 多様 性 は 、基 本 的 に は各
都 市 の ハ ー ドな面 で の 都市 構 造 の違 い、産 業 構 造 や 社 会 構 造 、 地 理 的 条 件
や 歴 史 的 発 展過 程 の 違 い等 を背 景 として い る 。都 心 居 住 問 題 を 検 討 す る に
あ た って は 、 商業 ・業 務機 能 の集 積 が著 しい とい う共 通 点 と と も に、 この
よ うな 都 市 の 個性 に も着 目 し、具 体 的 な 課題 を取 りだす こ と も必 要 で あ る 。
④ 従 来 、都 心居 住 推 進 の論 拠 は その 多 くが 都 市 経 営 的 ・社 会 的 視 点 か らの
考 察 に求 め られ 、効 率性 とい う点か ら都市 構 造 論 上 の 理 由が 最 も妥 当な も
の と考 え られ て い る 。 これ に対 し、居住 者 の 立 場 か ら都 心 居 住 の 必 要 性 を
検 討 し た結 果 か らは 、居 住 利 便 性 の 維持 、都 市 内居 住 の 快 適 性 の 享 受 、新
居 住立 地 限定 階 層 の 出現 、共 働 きと子育 て との 両立 、職 住 近 接 に よ る通 勤
負 担 の軽 減 等 が あ げ られ る 。
⑤ 一 般 論 と して の都 心 居 住 の 問題 構 造 は 、仮 説 的 に検 討 した結 果 か ら、A
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職 住 関 係 、B生 活 関 連施 設 ・サ ー ビス利 用 、C住 宅 ・住 環 境 に対 す る ニー
ズ 、D住 居 費 負担 能 力 の4っ の 要 素 によ っ て捉 え る こ とが で き、主 と して、
職 住 関 係 と生 活 関連 施 設 サ ー ビ ス等が 人 々 を都 心 にひ きっ け る求心 力 とな っ
て お り、住 宅 ・住 環 境 や 住 居 費 等 は 人 々 を郊 外 に向 か わせ るあ るい は都 心
か ら追 い 出 す る力 にな っ て い る と考 え られ る 。
第3章 で は 、 関西 大都 市 圏 の3都 市 に っ い て 、発 展 の歴 史 を あ とず け 、
都 心居 住 の 現 況 と課 題 を概 括 的 に捉 え、3都 市 間 の 違 い と共 通 点 を 明 らか
に し た 。
① 大 阪 市 は 、古 代 か ら何度 も栄 枯 盛 衰 を 繰 り返 しなが ら発 展 して き た商工
業 都 市 で あ る 。近 世 の都 市 基 盤 整 備 で 形 成 され た現 在 の都 心 部 を中心 に ビ
ジネ ス型 マ ンシ ョンか ら戦 前 長 屋 地 区 まで 、 多様 に異 な った特 性 を持 っ居
住 地 を持 っ て い るが 、都心 部 は共 同住 宅 が 半数 以 上 を 占め て い る 。オ フ ィ
ス需 要 が 大 きい等 、都心 居 住 問題 は3都 市 の 中 で は最 も東 京 に近 く、 居住
人 口の 減 少 が 顕 著 で あ る 。市 域全 体 に対 して都 心 部 の 占め る割 合 が相 対 的
に 大 きい こ とか ら都 心 居 住 問 題 の影 響 は大 き く、市 全 体 と して も居 住 人 口
が 減 少 して い る 。居 住 人 口の 回復 と都 市 と して の魅 力 の 向上 が 課 題 とな っ
て い る 。
② 京 都 市 は 、 わが 国 の 中心 都 市 と しての 長 い歴 史 と文 化 を持 っ てい る 。戦
災 を免 れ た こ とか ら伝統 的 な 町家 を 中心 と した美 しい都市 景 観 を残 し、西
陣織 等 の 伝 統 産 業 を 基 盤 と して 、職 住 が 共存 す る都 心 地域 を形 成 して き た。
日常 生 活 に密 着 し た生活 関連 施 設 が 都 心 部 に も広 範 に分 布 して い る こ とか
ら生 活 の 利 便 性 は 高 い 。 しか し、近 年 伝 統 産業 の衰 退 や 土地 の投 機 的 取 り
引 き等 か ら、地 域 の 活 力が 低 下 して い る 。空 き家 の増 加 、周 囲 に そ ぐわな
いマ ンシ ョ ン建 設 等 、 これ まで比 較 的 良 好 に保 た れ て き た都 心 居 住 を不 安
定 な もの に して い る 。都 心 部 で長 く保 たれ て きた職 住 共 存 の生 活 環 境 や 生
活 文 化 、伝 統 的 町 並 み景 観 等 の崩 壊 の 兆 し に歯 止 め をか け る こ とが 当面 の
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課 題 と考 え られ る 。
③ 神 戸 市 は 、3都 市 の 中で は 最 も新 しい都 市 で 、港 を中 心 に発 達 し て きた 。
山が 海 に迫 り、市 域 は東 西 に細 長 く形 成 され て い るが 、臨 海 部 は港 湾 ・工
業 地 帯 、平 野 部 は住 ・商 ・工 複 合 地帯 、 山麓 部 は住 宅 地 帯 とい うよ うに3
層 に明確 に分 か れ て い る。深 刻 な イ ンナ ー シ テ ィ問題 を抱 え る一 方 で ニ ュー
タウ ンの 開発 や 埋 め 立 て地 で の新 市 街 地 建設 が 進 み 、交 通 網 の 整 備 に よ っ
て新 市街 地 の 中で 都 心居 住 的 な生 活 が 可 能 にな って い る 。穏 や か な 瀬 戸 内
気 候 、 こだ わ りの な い開放 的 な市 民 気 質 等 か ら、 誰 にで も住 み や す い 町 と
い われ て い る 。商 業 ・業 務 床 の需 要 は相 対 的 に少 な い 。市 全 体 と して の 人
口 は増 加 し てお り、都 心 部 既 成市 街 地 と埋 め 立 て 地 とで都 心 機 能 の 適 正 な
分 担 を図 る こ とが 今 後 の 課 題 とな る と考 え られ る 。
④3都 市 共 、都心 部 で は20才 代 の若 者 と65才 以上 の高 齢 者 の 割 合 が 多
い 。世 帯 構 成 は 、核 家 族 が 最 も多 いが 、単 独 世 帯 比率 が 高 い こ とが 特 徴 で
あ る 。 ま た 、京都 で は複 合 家 族 の割 合 が 他 よ り も多 くな っ て お り、家 族 形
態 が 他 都 市 よ りも 多様 で あ る 。 また 、職 業 比 率 か らは 、販 売や サー ビス等
の従 業 者 が 多 く、都 市 の 産 業 構 造 の サー ビ ス化 に対 応 して 、都 心 が そ れ ら
の従 業 者 の 居 住地 とな っ て い る こ とが うかが え た 。
⑤住 宅 は 、 いず れ の都 市 にお い て も住 宅 数 が 世 帯 数 を上 回 って い るが 、 大
阪市 や 神 戸 市 の都 心 区で は戦 後 建 て られ た共 同 住 宅 が 中心 で あ るの に対 し
て京 都 市 は 、戦前 に建 て られ た木造 の戸 建 住 宅 の 割 合が 高 い 。住 宅 の 規模
に っ い て は都 市 間 の差 が 大 き く、大 阪市 の住 宅 事 情 が 非常 に悪 い とい え る 。
しか しな が ら 、周 辺 部 で供 給 され る住 宅 が ほ とん ど フ ァ ミ リー 世 帯 向 けで
あ るの に対 し、都心 部 で は多 様 な 規模 ・タ イプ の 住 宅 が 供 給 され て い る 。
住 宅 ・住 環 境 に対 す る総 合 評 価 は、 大 阪 で は不 満 の 方 が 多 いが 、京 都 市 、
神 戸 市 で は満 足 の方 が 多 くな っ てい る 。
⑥ 日常 生 活 に関 わ る生 活 関 連 施 設 の立 地 特 性 の 分 析 か ら は 、3都 市 と も に
現 在 の 都 心 には選 択 性 の 強 い都 市 的 な施 設 だ けで な く、 日常 生 活 に深 く関
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わ る基 本 的 な 施 設 も揃 って お り、生 活 の 利 便性 は低 下 して い な い こ とが 明
らか にな っ た 。 しか し、基 本 的 な施 設 にっ い て は居 住 人 口の減 少 と と も に
減 少 す る傾 向 が 見 られ る こ とか ら、今 後 、利便 性 の低 下が 懸 念 され る 。
第4章 、第5章 で は 、事 例 調査 や ア ンケ ー ト調 査 に よ って都 心 居 住 者 の
生 活 像 を具 体 的 ・総 合 的 に明 らか にす る とと も に、都 心 居住 を成 り立 た し
め て い る要 因 を抽 出 し 、都 心 居住 問題 構 造 の仮 説 を検 証 し た。
① 事 例 の 実態 か ら導 きだ す こ とが で きた要 因 は 、仕 事 上有 利 で 豊 か な 自由
時間 を生 み だす 職 住 近 接 あ るい は職 住 一 体 の住 まい方(職 住 関 係 要 因)、
親 か らの 継 承 あ る い は共働 き等 に よ る高 収入 故 に実 現 で きて い る比 較 的恵
まれ た住 宅 の 規 模 ・質(住 宅 ・住 環 境 要 因 、住 居 費 要 因)、 自 由で 個性 的
な ラ イ フ ス タ イル の 実 現 を 支 える 多様 な 人 々 の存 在 と、選 択 性 の 高 い豊 富
な情 報 、施 設 、サ ー ビス 等 の集 積(生 活 関連 施 設 ・サ ー ビス要 因)、 都心
居 住 体 験 に基 づ く地 元へ の 愛着 心 等 で あ り、第2章 で設 定 した都 心居 住 問
題 の 仮 説 が 検 証 で きた 。加 え て 、 そ こ に長 く住 み っ くこ とに よ って育 まれ
た地 元 へ の 愛 着心 が 、都 心 居 住 選 択 の 促進 要 因 と して 、 あ る いは郊 外 転 出
の 抑 制 要 因 と して 大 き くか か わ っ て い る こ とが あ き らか にな っ た。
② 家 族 型 や ラ イフ ス テ ー ジ に着 目 して み る と、単 独世 帯 にっ いて は 、職 業
の ため に都 心 居 住 を選 択 してお り、現 在 の住 宅 ・住環 境 に満 足 して い る 。
何事 に も高 い選 択 性 を持 っ てお り、 自分 の ライ フ ス タ イル を 実 現 して い る
等 、都 心 居 住 に非 常 に適 合 的 で あ るこ と、子 育 て期 世 帯 にっ い て は 、都 心
の住 宅 ・住 環 境 の 悪 さを要 因 と して 、今 後 も郊 外 へ の 流 出 の 可能 性 が 大 で
あ る こ と、但 し共 働 きの場 合 に は 、生 活 の 外部 化 が 進 ん で お り、都 心 の 利
便 性 や 選 択 性 の 高 さ に よ って生 活 が 支 え られ て い る こ とか ら、都 心 居 住 志
向 は強 い こ と 、そ して 夫婦 の み世 帯 と りわ け高 齢 者 夫 婦 の み世 帯 の 場 合 は 、、
資 産 や 健 康 状 態 の 格差 が 大 き く、生 活 実 態 も多 様 か っ 個 性 的 で あ る こ と等
が 実 証 で き た 。
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③ 現 在 都心 に住 ん で い る子 育 て 期世 帯 は 、核 家 族 が 中心 で はあ るが3世 代
家 族 の 割 合が 高 い こ とや 共 働 きが 多 い こ と 、 ま た 、職 住 近 接 が か な り実 現
され てお り、住 宅 規 模 も比 較 的 大 きい こ と等 が 明 らか にな っ たが 、 これ ら
が 都 心 居 住 を 可能 に して い る背 景 で あ る と同 時 に 、都 心 か らの 転 出 を 抑 制
して い る要 因 で もあ る 。
④生 活 関連 施 設 や サ ー ビ スの 利 用 の 実態 か らは 、生 活 を よ り楽 し も う とす
る都心 的特 性 はみ られ ず 、全 体 と して 仕 事 お よび 経 済 的 条 件 に拘 束 され た
居 住 立 地 限定 的傾 向 が強 い こ とが 明 らか に な っ た 。子 育 て環 境 と し ての 不
満 ・不 安 か ら、居 住 性評 価 は低 くな って お り、 こ こで も条 件 が 許 せ ば 転 出
の可 能性 が 大 きい こ とが 明 らか にな っ た。子 供 は小 学 校3～4年 生 で 、す
で に塾 や お けい こ事 にか な りの 時 間 を 拘 束 さ れ て い る 。時 間 と仲 間 と空 間
の不 足 か ら、 屋外 遊 び は必 ず しも盛 ん で は な いが 、意 識 と し て は公 園 等 の
屋外 空 間 を好 ん で い る 。
⑤補 節 と した学校 長 調 査 で は 、 いず れ の 都 市 に お い て も 、学 習面 で は競 争
心 に欠 け受 け身 的 で あ る こ と、身 体 面 で は 、体 格 が 小 柄 で体 力 や 運 動 能 力
が全 般 的 に劣 って い る こ と、生 活 面 で は 、 夜更 か し、朝 寝 坊 等 が 共 通 に指
摘 され てお り、仲 間が 少 な い こ と と大 人 中 心 の都 心 環 境 が 子 供 に も た らす
影 響が 大 きい こ とが 明 らか に され たが 、 これ に対 し学 校 と して は 、縦 割 り
教 育や 他 校 との 学 習 交流 等 、児 童数 の 少 な い こ とが もた らす弊 害 の 克 服 に
懸 命 に努 力 して い るが 、児 童 数 の 回復 に対 して は な す す べが な く、統 廃 合
を受 け入 れ ざ る を得 な い とい う状 況 にあ る 。
第6章 で は 、関 西 の3都 市 だ けで な く、東 京 都 、東 京 都 都 心3区 、 政 令
指 定都 市 にっ い て 、都心 居 住 の 状 況 とそれ に対 す る政 策 的 取 り組 み を 調 査
した 。
① 都 心 を ど う捉 え るか は各 自治 体 に よ って様 々で 、必 ず しも明 確 に定 義 づ
け られ て は い な いが 、商業 ・業 務 の 集積 地 区で あ る とい う こ とは 共 通 認 識
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にな っ て い る 。東 京 都 、大 阪 市 等 、都 心 の空 洞 化が 顕 著 な とこ ろで は 、居
住 機 能 の 回復 を図 るべ き地 域 と し て も認 識 され て い る 。都 心 の 機 能 に つ い
て も集 積 状 況が 異 な るの で 都 心 居 住 問 題 の様 相 も様 々で あ るが 、ア フ ォー
ダ ブ ル な住 宅 供給 の 困難 さや ス トッ ク水 準 の低 さ等 の 住宅 問題 、住 宅 地 の
無 秩 序 な 業 務 化 の進 行等 の 都 市 計 画 的 問 題 、著 しい人 口減 少 とそれ に伴 う
人 口構 成 の ア ンバ ラ ンス等 の 居 住 問 題 等 が複 合 して い る 。
② 従 来 の 都 心 居 住 政 策が 、業 務 ・商 業 機 能 の肥 大 に よ って都 心 居 住 者 の 生
活 が 圧 迫 され る こ と に対 し、住 み続 け る こ とを 支援 し よ う とす る もの が 中
心 だ っ たの に対 し、人 口減 少 の激 しい 自治体 で は それ だ け に留 まらず 、 定
住 性 の 低 い新 規 都 心 移動 層 に も積 極 的 に対応 しよ うと して い る 。 ま た、 子
育 て期 世 帯 に対 し て も、具 体 策 を持 っ には 至 っ て いな い ものの 人 口構 成 の
バ ラ ン スの 問 題 や 既 存施 設 の 有 効 活 用等 の面 か ら、今後 は積 極 的 な定 住促
進 が 必 要 と考 えて い る自治 体 多 い 。
③ 付 置 義 務 住 宅 や イ ンセ ンテ ィブ ゾー ニ ング等 、都 心 居住 促 進 の ため の施
策 が 東 京 都 都 心 区 や 大 阪市 に お い て先 行 的 、積 極 的 に行 な われ て い るこ と
が 、他 の 自治 体 に も刺激 を与 え 、 国 レベ ル か ら自治 体 レベ ル まで 、 広 範 な
関 心 を 喚 起 し、都 心 の 問題 を住 宅 供給 政 策 だ け に と ど ま らず 、都市 計 画や
居 住 政策 とで もい うべ きもの と共 に総 合 的 に検 討 す る機 運 を生 み だ して い
る 。 しか し、居 住 問題 は その よ う に幅 広 い問 題 で あ る と同 時 に居住 者 の個
別性 へ の肌 理 の細 か い配 慮 も必 要 とす る こ とか ら 、居 住 者 に最 も身 近 な 自
治 体が 主 体 とな っ て取 り組 ん で いか ね ば な らな い と考 え る 。
以 上 、現 実 の 都 心 居住 の 実態 分 析 や 都 心居 住 政 策 の現 況 の 検討 等 か ら 、
都 心 居 住 の 問 題 構 造 を解 明 したが 、最 後 にそれ らを踏 ま えて今 後 の 都 心 の
住 宅 ・住 環 境 整 備 の 課題 、都 心 居 住 促 進 の ため の 方 策 等 にっ い て検 討 し 、
表7.1.1に 整 理 した 。
職 住 関 係 要 因 につ い て は 、職 住 近 接 あ るい は職 住 一 体 を 実現 して い くこ
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が必 要 で あ り、 その ため の方 策 と して 、都心 に仕 事 場 を持 っ 人 を優 先 的 に
公 共 住 宅 に入 居 させ る 「就 業 地 別 優 先 入 居 制度 」 、居住 立 地 限定 階 層 の た
め の 「低 家 賃 住宅 の供 給 」、 ア フ ォー ダ ブ ル な 「住 宅付 置 義 務(業 務 床 と
住 宅 供 給 の リンケ ー ジ)」 等 が考 え られ る 。
生 活 関 連 施設 ・サ ー ビス要 因 に つ い ては 、 そ の よ うな施 設 や サ ー ビ ス と
複 合 し た 「モ デ ル住 宅 建設 」等 に よ って 複合 開発 の範 を示 す こ とが 考 え ら
れ る 。
住 宅 ・住 環境 要 因 につ い て は 、 直接 供給 あ る い は建 設 誘 導 に よ っ て住 宅
の 供 給 を 増 や す こ と と、家 賃 補 助 や 税 金 の減 免 等 居 住 負 担 を軽 減 し て居 住
を支 援 す る こ とが 考 え られ る 。住 宅 の 供 給 を増 や す あ る い は よ り よ い住 環
境 整 備 を 促 進 す る手 法 と して は 、 「建 設 費補 助 ・融 資(住 宅 だ けで な く、
共 用 部 分 や 子供 の遊 び場 等 も含 む)「 住 宅 付 置 義 務 」 「容 積 ボ ー ナ ス 」
「モ デ ル 住宅 建 設(公 共 ・民 間)」 「優 良住 宅 表 彰 」等 、経 済 的 負担 を 軽
減 す る手 法 と して 、 「家 賃 補 助 」 「家 賃 収 入 補 助 」 「住宅 購 入 資 金 補 助 ・
融 資 」 「税 の減 免(固 定 資 産 税 、集合 住 宅 の 共 用 部 分 、子 供 の遊 び 場 等)」
が 考 え られ る 。
住 居 費 要 因 は、都 心 居 住 を阻 ん で い る最 も大 きな要 因 で あ り、 「低 家 賃
住 宅 供 給(公 的住 宅 建 設 、借 り上 げ 、買 い上 げ等)」 が 是 非 と も必 要 で あ
る 。 その 他 「家賃 補 助 」 「家 賃収 入 補 助 」 「住 宅 購 入 資 金 補 助 ・融 資 」
「税 金 の 減 免 」 「公 営 住宅 の入 居 基 準 の 緩和 」等 が 考 え られ るが 、公 営 住
宅 にっ いて は 、収 入 基 準 の 見 直 しが 望 まれ る 。共 働 き世 帯 の 場 合 、 夫 婦 の
収 入 はそ の ま ま合 算 され る こ とか ら、収 入基 準 を越 え て し ま う こ とが 多 い 。
しか し 、現 実 の生 活 は育児 や 家 事 の 外 部施 設 ・サ ー ビ ス依 存 率 が 高 く、 そ
れ に伴 う経 費 が 必 要 な こ とか ら、実収 入 は単 純 な 合 算 には な らな い 。共 働
き世 帯 の 都 心 居 住 ニ ーズ は高 い こ とか ら、収 入 基 準 の緩 和 あ る い は収 入 計
算 の方 法 の 改 訂が 必 要 と考 え る 。
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・サ ー ビ ス
住 宅 ・住 環 境 Oモ デル住宅建設 △家賃補助
O住宅付置義務 △家賃収入補助






△購入 資 金 補 助 ・融 資
△固定資産税の減免
○住宅供給策 口住宅供給誘導策 ◇居住支援策 △経済的居住支援策
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7.2 今f妾 …の 課 題
前 節 の結 論 をふ まえ 、今 後 さ ら に よ り良 い都 心 居 住 の在 り方 を究 明 し、
住 宅 計 画 や 住 宅 政策 に実践 的提 言 をす る ため の研 究 課 題 と して 、次 の よ う
な もの を あ げ て お き たい 。
(1)よ り多 様 な 家 族型 か らの 都 心 居 住 問題 へ の アプ ロ ー チ
本 研 究 で は 、都 心 居住 の可 能 性 と限 界 を、最 も都 心 居 住 にな じみ に くい
と考 え られ る フ ァ ミ リー世 帯 の子 育 て期 に着 目 して検 討 して きたが 、 現 実
の都 心 に は 、単 独 世 帯 や共 働 き世 帯 の 割 合が 多 い 一方 、三 世 代家 族 も決 し
て少 な くな い 。都 心 居 住 の 問題 を居 住 者 の立 場 か ら総 合 的 に考 え る ため に
は 、 よ り多 様 な 家 族 型 か らの都 心 居 住 問 題へ の アプ ロー チが 必 要 と考 える 。
また 、近 年 は生 活 の社 会 化 ・個 人 化 の 進展 が 著 し く、従 来 の 家族 の概 念
や 家 庭 生 活 と い う枠 組 み で は捉 え きれ な い よ うな ものが で て きてい る 。そ
れ らを どの よ う に受 け とめ るかが 今 後 の 都心 の住 宅 ・住 環境 整 備 に大 き く
か か わ っ て くる こ とか ら、家 族 ・家 庭 の 変 容動 向 を見 極 め るこ とが ます ま
す 重要 に な っ て くる と考 え られ る。
(2)都 心 居 住 支 援 シ ステ ム の構 築
都 心 居 住 者 の 生 活 実 態 か ら得 られ た具 体 的 な 問題 点 や 知 見 は 、 ハー ド、
ソフ ト両面 に わ た っ て個別 性 が 高 い 。 それ らを都 心 居 住 を促進 す る ため の
住 宅 ・住 環 境 整 備 計 画 に生 かせ る、 あ る い は都 心 居 住 政 策 と して実 効 性 の
あ る もの に して い くため には 、 そ れ らを有 機 的 に関連 づ け 、住宅 計 画 と住
宅政 策 の リン ク は勿 論 、生 活 に関 わ る他 の 分野 、教 育 、社 会 福祉 、保 健 医
療 等 の 施 策 と も連 携 し た居 住 支援 の シ ス テム の構 築 にっ な げ て い くため の
方 策 を考 え る こ とが 必 要 で あ る。
(3)即 地 的 モ デル 検 討 の蓄 積
都心 居 住 の 問題 は 、即地 的 か っ個 別 性 が 高 い こ とか ら、 個 々 の あ る い は
プ ロジ ェ ク トレベ ル の 事例 調 査 に よ っ て その 問題 構 造 を 詳 細 に分 析 す る こ
とが不 可 欠 で あ る 。都 市化 の 進 展 や 家 族 ・家庭 の 変 容 は 、 今 後 さ らに 多 く
の 事 例調 査 を進 め る こ とを求 め て い る と考 え られ る 。 そ れ に よ っ て 多様 な
知 見 を蓄 積 す る一 方 、 実践 的 取 り組 み を 誘導 ・追 跡 して そ の有 効 性 を検 証
して いか ね ば な らな い 。
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既報 論文 ・著 作一覧
1.著 作 等
Nq 書 名 出版社 出版時期 備考 関連する章
1 資料住居学 建吊社 19753 共著
改訂資料住居学 ノノ 19803 〃
三訂資料住居学 ノノ 19863 〃
2 資料住居学 建皐社 19883 〃
3 タ ウ ンハ ウスの実 践 と展 開 鹿島出版会 1978 ノノ
4 あ た らしい家 庭経 営 ミネ ルヴ ァ書房 19873 〃
5 日本 百科全書 「シス テムキ ッチ ン 」 小学館 19894 〃
6 まちに住 ま う一 大阪都 市住宅 史一 平凡社 19897 〃 3.4
ト
2.論 文 等
N巳 題 目 発表機関 発表時期 備考 関連する章
1 家事労働の社会化に関する研究 家政学研究 1972 共著
Vo1.19Nq1
2 主婦の就労 と家事労働に関する研究 家政学研究 1973 〃
第一報 共働 きの実態と意識 Vo1.20N"2
3 勤労婦人福祉法にっいて 甲南家政9号 1973 単著
4 主婦の就労 と家事労働 に関する研究 家政学研究 1974 共著
第二報 家事労働の実態 と意識 Vol.21Nq1
5 公団住宅における住まい方と居住者の 家政学研究 1975 〃
意識 Vo1.22Nq1
6 把手の牽引作業における至適作業面高 甲南女子大学研 1975 単著
に関 す る研 究 第 一報 立位 ・右手 に 究紀要十周年号
よ る牽 引
7 把手の牽引作業における至適作業面高 甲南女子大学研 1977 単著
に関す る研 究 第二 報 立 位 ・左手 に 究紀要14号
よ る牽 引
8 居住者 による住居管理の実態 とその間 家政学研究 1978 共著
題 点 第一報 安全 管理 にっいて(プ Vo1.25Na2
レハブ 住宅 の場合)
9 居住者 による住居管理の実態 とその間 家政学研究 1979 〃
題点 第二報 生活管理 にっいて(プ Vo1.26Nq1り
レハ ブ 住宅 の場合)
10 芦 屋浜 シー サイ ドタウ ン高 層住 区 にお 甲南 家政17号 1981 〃
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ける居住者 指導 一 「住 まいの しお り 」
を中心 に して一
11 高層集合住宅の計画に関する調査研究 季 刊 カ ラムNq8719813 〃
一芦 屋浜 シーサ イ ドタウ ン高 層住宅 の
居 住性 一
12 イギ リスのニ ュータ ウ ン開発 甲南家政20号 19843 単著
ピ ー タ バ ラ ・ニ ュ ー タ ウ ン につ い て・● ●
13 曜 」 オ ル ピス第1集 1985 〃
14 絵本と住環境教育 甲南家政24号 19883 ノノ




16 ユーザー参 加 のハ ウ ジ ング 建築 と社会 198910 ノノ
17 や わ らか な住宅管理 ・ユーザ ーの役 割 建築 と社会 19909 〃
18 シンガポ ールの団地 開発 と住宅 管理 INTERCITIES1991 ノノ
19 都心居住の構造一関西大都市の比較研 住宅総合研究財 19913 共著 2,3,4,
殉九一 研 究年 報Nq17
20 香港 における高層住宅居住の実態 日本建築学会計 199110 〃
画系論文報告集
第428号
21 子育 て期世帯の都心居住一関西三都市 第26回日本都 市 199111 〃 5
の比 較研 究一 計画学会学術研
究論文集





圓α 書 名 発行機関 発行時期 備考 関連する章
1 居住地 の経 営 ・管理 シス テ ムに関す る 文部省科学研究 19803 共著
研究 費総合研究
2 タウンハウス計画に関する調査研究 日本建築学会近 1982 〃
畿支 部タ ウ ンハ
ウス研究会
3 高層集合住宅の計画 に関する調査研究 京都大学工学部 1982 ノノ
一芦屋 浜 シー サイ ドタ ウ ン高層 住区 巽研究室
の 居住性 一
4 公社 事業 推進 の方向(H)ラ イ フデ ィ 公社住宅研究会 1983 ノノ
ベ ロ ッパ ー にむ けて 大阪府住宅供給
公社
5 都市 居住 の活性 化 をめ ざ したイベ ン ト 21C住 宅 フ ェ ス 1984 〃
構想21C住 宅 フェ ステ ィバ ル調査 テ ィバル 研究会
報告
6 21C都 市 居住 イベ ン ト構 想(大 阪市 大阪市都市整備 19863 〃
HOPE計 画) 局
7 需要者参加型住宅供給に関する基礎研 大阪府建築部 19893 〃
党九
8 女 性 い きい きセ ンター(仮 称)計 画 に 大阪市生活文化 19893 ノノ
っいての基本的な考え方 部
9 府営住宅の管理における居住者参加 に 大阪府建築部 19903 ノノ
関する研究 ㈲大阪府住宅管
理 セ ンター
10 「町 家型共 同住 宅 」の 開発 とモ デル建 京都市住宅局 19923 〃
設促進に関する調査研究
4,研 究報 告(自 ら講演 した もの のみ)
Nq 題 目 発表機関 発表時期 備考 関連する章
1 家事労働の社会化に関する研究 日本家政学会関 1971
西支部
2 主婦の就労に関する研究 既婚婦人労 日本家政学会総 1972
働 者 と 「働 く婦人の家 」 につ いて 会
3 住居管理に関する研究 日本家政学会総 1977
第一報 居住者 による安全管理の実態 会
4 第二 報 生 活管理 にっ い て 1977
5 第 三報 掃 除 にっ いて 1978
6 プ レハブ住宅の管理に関する研究 日本家政学会関 1979
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(第一報 ～第三報) 西支部
第 三報 アフ ターサー ビスにつ い て
7 タウ ンハ ウ スの計 画 に関す る研 究 日本建築学会関 1981
(第一報 ～第 九報) 西支部
第八報 タウンハ ウスの住戸平面構成
とその評価
8 高層集合住宅の計画に関する研究 日本建築学会総 1982
(第一報 ～第六報) 会
第六報 情報提供による居住者指導




10 中間所得者層の賃貸住宅需要に関する 日本建築学会総 1985
研究(第 一報 ～第四報) 会
第四報 サー ビス ・施 設利 用か らみ た
生活 スタ イル
11 高層住宅居住者の生活様式に関する研 日本建築学会総 1989
究(そ の1～2) 会
その1居 住者の住意識
12 都心居 住の構 造(そ の1～4) 日本建築学会関 19915
その4都 心居住者の生活像 西支部
13 関西大都市の都心居住一子育て期世帯 日本建築学会総 199110
を 中心 と して 一(そ の1～3) 会
その2都 心居 住の評 価 と






本論 文 は 、 そ の ほ とん ど を筆 者 が 京都 大学 工 学 部建 築 学 教 室 巽 研 究室 の
研 究 に共 同研 究者 の 一員 と して加 え て い ただ い た時 の 成 果 に負 っ て い ます 。
ま た 、論 文 を と り ま とめ る に至 る まで に は 、多方 面 か らた くさんの 方 々の
ご指 導 、 ご協 力 を い ただ き ま した 。本 論 文 を閉 じ るに あ た り、改 め て心 よ
り御 礼 申 しあ げ ます 。
京 都 大学 工 学 部 巽 研 究 室 の 皆 様 には 、筆 者 が1982年 に研 修 員 と して
お 世 話 にな っ て 以 来 、終 始 温 か い ご指 導 ・ご支 援 を賜 わ り ま した 。
と りわ け巽 和 夫 教 授 に は 、優 秀 な 研 究 者 の方 々 との 共 同 研 究や 様 々な 研
究 会 へ の 参 加 の 機 会 を 数 多 く与 え て い た だ き、 そ の都 度 、研 究活 動 に必 要
な視 野 の 広 さ、 論 理 性 ・客観 性 の重 要 さ 、構想 の 大切 さ等 々 にっ い て ご教
示 い た だ くと と も に 、何 時 も示唆 に 富 ん だ ご指 導 を賜 わ り ま した 。
高 田 光雄 助 教 授 に は 、常 に研 究へ の真 摯 な取 り組 み に範 を お示 しい ただ
くと と もに 、本 論 文 を とり ま とめ る にあ たっ て は 、豊 富 な 情 報 を提 供 し て
い た だ き、 適確 な ご指 導 を い た だ いて い る にも か か わ らず 、浅 学非 才 故 に
しば しば 挫 折 して し ま う不 甲斐 な い筆 者 を、温 か く励 ま し 、貴 重 な 時 間 を
さい て辛 抱 強 く実 に辛抱 強 く懇 切 に ご指 導 ・ご教 示 い た だ きま し た 。
ま た、毛 谷 村 英 治 助手 に は 、共 同 研 究 だ けで な く 日常 的 な研 究 活 動 にお
いて も惜 しみ 無 く多 大 の ご指 導 とご助 力 を い ただ き、 励 ま し続 け て い た だ
きま し た。
東 樋 口護 京 大助 教 授 、秋 山 哲 一 東洋 大学 助 教 授 、野 口美 智 子 広 島女 学 院
助 教 授 に も、 巽研 究室 での 研 究 活 動 ・共 同研 究 等 を通 じて終 始 温 か い ご指
導 ・ご鞭 捷 を賜 わ り ま した 。
い ずれ も身 に あ まる ご厚 情 と衷 心 よ り感 謝 い た ます 。
ま た、巽 研 究室 の ドクタ ーゼ ミや 共 同 研 究 を通 して 、 ご指 導 、 ご教 示 い
た だ い た延藤 安 弘熊 本 大 学 教 授 、 関川 千 尋 京 都 教 育 大学 教 授 、 山崎 古 都 子
滋 賀 大 学 教 授 、森 本 信 明近 畿 大 学 助 教 授 、松 田博 幸 近 畿 大 学 講 師 、安 在 洛
一339一
国立慶 尚 大学 校 工 科 大学 助 教 授 、水 原 渉 滋 賀県 立 短 期 大学 教 授 、石 原 一彦
市 浦 都市 開 発 ・建 築 コ ンサル タ ン ツ技 師 、 増 田達 男金 沢 工 業 大学 講 師 、高
井 宏 之竹 中工 務 店 技 術研 究所 技 師 、川 崎 直 宏 市浦 都市 開発 ・建 築 コ ンサ ル
タ ン ツ技 師 、 中島 明 子 目白学 園 女 子 短 期 大 学教 授 、杉 本 茂 東 京 家 政 学 院 大
学 助 教授 、京 都 大 学 工学 部 大 学 院 生 金 泰 一 氏 、 あ りが と うご ざ い ま し た 。
巽 研 究室 の大 学 院 生 、学 生 諸 氏 と りわ け橋 岡佳 令 さ ん 、阿 部 真 紀 さ ん 、
所 千 夏 さん 、松 葉 弘 さん に は 、共 同 研 究 等 を通 じ て 、資 料 の 収 集 ・分 析 、
図表 の作 成 等 に多 大 の協 力 を い ただ き ま した 。 あ りが と う ご ざ い ま し た 。
北 村君 奈 良女 子 大 学名 誉 教 授 、疋 田 洋 子奈 良 女 子 大 学 助 教 授 には 、 学 生
時 代 よ り ご指 導 ・ご鞭達 い た だ き、住 居 学 の教 育 と研 究 へ の 道 を拓 い て い
ただ きま し た。
また、調 査 の際 に は、 大阪 市 、京 都 市 、神 戸 市 を は じめ 、東 京都 そ の 他 、
政 令 指定 都 市 の住 宅 政策 課 、教 育 委 員 会 そ の他 関 係 諸 機 関 か ら多 大 の こ支
i援とご協 力 を い た だ き ま した 。 ア ンケ ー ト調 査 や ヒ ア リング 調査 に応 じて
くだ さ っ た都 心 居 住 者 の皆 様 に も改 め て 深謝 い た し ます 。
最 後 に、資 料 の 整 理 、図 表 の 作 成 そ の 他煩 雑 な 仕 事 を いっ も快 く引 き受
け 、手 際 よ く処 理 して くだ さ っ た横 倉典 子 甲南 女 子 大 学 短 期 大学 部 実験 助
手 、そ して2度 にわ たっ て内 地 留 学 に よ る研 鎭 の 機 会 を 与 え、 自 由 で豊 か
な 研 究環 境 をお っ くりい ただ き ま した 甲南 女 子 学 園 当局 の ご支援 に改 め て
心 よ り御 礼 申 し上 げ ます 。
1992年12月 大 森 敏 江
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